


さんちか名店会　神戸市中央区三宮町1-10-1 ☎078（391）3965
営業時間/AM10:00～PM8:00（飲食店はPM9：00オーダーストップ）  定休日/第3水曜日

山と海に囲まれた港町、「神戸」
“KOBE”is a port town surrounded by ocean and mountains.

日本新三大夜景に認定された「１０００万ドルの夜景」、

Certified as Japan’s new top three night view, “10 million dollar night view” 

日本最古の名泉「有馬温泉」、日本一の酒どころ「灘五郷」、神戸ビーフ、神戸スイーツ・・・。

Japan’s oldest hot spring, “Arima Hot Spring”,Japan’s finest sake, “Nada Sake,” Kobe Beef, Kobe Sweets…etc.

神戸へのご旅行前には神戸公式観光サイト「Feel KOBE +」をチェックしてからお出掛けください！
Please check our official KOBE tourism website “Feel KOBE+” before travelling to Kobe! 

神戸公式観光サイト「Feel KOBE +」⇒http://plus.feel-kobe.jp/
Kobe official tourism website “Feel KOBE +”

Feel KOBE観光推進協議会 Feel Kobe Tourism Promotion Council
事務局：一般財団法人神戸国際観光コンベンション協会

Bureau: Kobe Convention & Visitors Association (TEL: +81-78-303-1188)



目　次

ご 挨 拶	 溝上富夫（関西日印文化協会会長）
祝　　辞	 T.Armstrong	Changsan（在大阪・神戸インド総領事）
	 井戸敏三（兵庫県知事）
	 久元喜造（神戸市長）
	 Sandeep	Shah	（インドクラブ会長）
	 Ram	Kalani（在日本印度商業会議所会頭）
	 Johnny	Lalwani		（インディアン・ソーシャル・ソサエティ会長）
寄稿（論文・エッセー等）
	 矢野道雄（京都産業大学名誉教授・関西日印文化協会顧問）
	 小磯	学(神戸山手大学	現代社会学部観光文化学科	教授)	

三上敦史（大阪学院大学経済学部教授）
	 山口かおる（インディア・メーラー事務局）
	 リヴァー　オーネル　ワーラン（元在大阪神戸インド総領事）
	 辻	恵子（洋画家・神戸芸術文化会議会員・デシネ主宰）
　　　　　モガリ真奈美（関西日印文化協会理事・マルガユニティー主宰）
	 上村佳永（西大和学園高等学校校長〈奈良県北葛城郡〉）
	 阿久根大輝（西大和学園高等学校2年）
	 渡邉瑞貴（西大和学園高等学校2年）
	 福永祐一（西大和学園高等学校2年）
	 人見眞代(大阪大学外国語学部	ヒンディー語専攻4年)
	 川瀬陽子（	関西日印文化協会・兵庫県日本画家連盟神戸芸術文化会

議・日韓美術校友会・芦の会会員	）
　　　　　高橋	至（エアインディア大阪支店）
　　　　　徳田一彦（TRINCKS　シルクロード代表・関西日印文化協会副会長）
　　　　　溝上富夫（関西日印文化協会会長・大阪外国語大学名誉教授）
資　　料	 インド独立後の主な出来事（年表）／インドの歴代大統領／インド

の歴代首相／関西日印文化協会	役員名簿／公的機関	役員・所在地
等／関西日印文化協会	会則

2
4
5
6
7
8
9
１0

23
35
43
46
68
79
87
90
92
93
94
99

１07
１１3
１2１
１52



ご　挨　拶　 　 　 　

溝上 富夫
　関西日印文化協会会長
　大阪外国語大学名誉教授

　『日印文化』のインド共和国第70回独立記念特集号をお届けすることに
なったのは、喜びにたえません。前号同様、この特集号にも、インドの科
学・考古学・舞踊・絵画・経済・観光や言語等の専門家による未発表の論
文やエッセイが掲載されています。また、若い高校生や大学生の感動的な
エッセイも掲載しました。読者諸氏はきっと歓迎し、役立ててくださるこ
とでしょう。
　日印両国の関係は日増しに緊密化しつつあります。特に関西では、新し
い企画がいくつかなされています。たとえば、神戸市会に超党派の有志議
員によって「日印友好議員連盟」が結成されたことと、神戸市に、インド
の物が何でも揃う「インド村」を創るという計画もあります。
　2010年に神戸のメリケンパークで始まった「インディヤ・メーラー」は
この地にすっかり定着しています。この祭りが市内で催される最大の国際
イベントであることも市民によく知られています。今や毎年20万人以上の
参加者があり、インド文化の流れに沈潜しています。今年はまた、6 月21
日の「国際ヨーガの日」（モディ首相の提案により、国連総会で宣言された）
に、大阪城公園に雨にもめげず、千人近い日本人が集合してヨーガの実践
を行った、という特筆すべきことがありました。これらはいずれも、イン
ド文化が日本の一般大衆の体に沁み込んでいるという事例です。
　関西日印文化協会は両国間の文化関係を一層強固にするために努めます。
終わりに、メッセージを頂いて本誌の価値を高めてくださいました各界の
要人の皆様に深く感謝いたします。また、貴重な論文・エッセイを寄稿し
てくださいました皆様方にも心から感謝の意を表します。
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 दो शब्द  
 
      जापान -भारत संस्कृतत  के भारत गणराज्य के ७०वें स्वतंत्रता-ददवस ववशेषांक को 
आपके सामने प्रस्तुत करते हुए मुझे अत्यन्त हषष का अनुभव हो रहा है । 
 इस ववशेषांक में  वपछले अकंों की तरह भारत के ववज्ञान, पुरातत्त्व ववज्ञान, नतृ्य, चित्र, 
अर्षशास्त्र, पयषटन तर्ा भाषा आदद के ववशेषज्ञों द्वारा रचित  मौललक शोध-प्रबंध  व तनबंध 
संगहृीत हैं, सार् में ववश्वववद्यालय और उच्ितर माध्यलमक ववद्यालय के छात्रों के ममषस्पशी 
लेख भी सम्ममललत हैं । मुझे आशा है कक पाठकगण इनका स्वागत करेंगे और इनसे 
लाभाम्न्वत भी होंगे ।  
 जापान-भारत का समबन्ध ददनों  ददन घतनष्ठ होता जा रहा है । ववशेषतया: कान्साई 
क्षेत्र में कुछ नए कदम उठाए जा रहे हैं , जैसे कोबे नगर पररषद के सवषदलीय इच्छुक नगर 
पररषदों  ने जापान -भारत मैत्री सलमतत का गठन ककया है । और कोबे नगर तनगम कोबे शहर 
में  एक  इंडिया  ववलेज  बनाने की योजना कर रहे हैं जहााँ पर भारत की लगभग सभी िीजें 
उपलब्ध हों।   

 वैसे सन ्२०१० में कोबे के मेररकेन पाकष  में शुरू हुआ इंडिया मेला इस धरती पर स्र्ाई 
हो गया है । कोबे शहर का प्रत्येक नागररक इसे शहर में आयोम्जत  सब से बड ेअन्तरराष्टरीय  
मेले  के रूप में पहिानता है ।  अब हर साल दो लाख से ज्यादा दशषक भाग लेते हैं और भारतीय 
संस्कृतत की धारा में िुबकी लगाते हैं । इस साल एक और उल्लेखनीय घटना हुई है कक 
अन्तरराष्रीय योग ददवस(जून 21) के उपलक्ष्य पर (म्जसका  संयुकत राष्र संघ में सुझाव 
भारत के प्रधान मंत्री श्री नरेंद्र मोदी ने  ददया र्ा) ओसाका क़िले के पाकष  (मैदान) में बाररश के 
बावजूद लगभग एक हजार जापानी लोगों ने जमा होकर योगासन ककया है । यह सब इस बात 
की द्योतक है कक भारतीय संस्कृतत का  प्रभाव आम जापानी जनता के रग-रग में समा रहा है ! 
       जापान-भारत सांस्कृततक सभा दोनों देशों के बीि सांस्कृततक समबन्धों को और सुदृढ़ 
बनाने में प्रयत्नशील रहेगी । अन्त में मैं ऐसे ददग्गजों के प्रतत हाददषक आभार प्रकट करना 
िाहता हूाँ म्जन्होंने अपना संदेश ललखकर इस पत्रत्रका की शोभा बढ़ाई है । और उन ववद्वानों 
और कलाकारों को भी हाददषक धन्यवाद देना िाहता हूाँ म्जन्होंने अपना अपना बहुमूल्य लेख  
इस अंक के ललए ललखा है । 
                                                                             तोलमओ लमजोकालम 

                                              अध्यक्ष, कान्साई जापान-भारत सांस्कृततक सभा, कोबे 
अगस्त १५, सन ्२०१६  
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　インド共和国独立第70回の記念日にあわせ、「日印文化」が発刊されます。
心よりお喜びします。
　今や世界経済を牽引するインド。世界第２位の12億人の人口を抱え、若
い豊富な労働力とＩＴ産業の躍進などを背景に、めざましい経済成長を続
けています。
　また、1952年に国交を樹立した日印関係も順調な発展を遂げてきました。
とりわけ、モディ首相の就任後は、初の外遊先として日本を訪問されるな
ど、両国の関係がますます緊密になっています。昨年12月には、インドを
訪問した安倍首相が、日印関係を「世界で最も可能性を秘めた二国間関係」
と評価し、モディ首相とともに、両国の新時代を拓く「日印ヴィジョン
2025」を発表しました。
　兵庫県とインドの関係は、さらに明治の初めにまで遡ります。神戸港の
開港とともに、兵庫・神戸に集まるようになったインド人貿易商たちは、
世界と日本を結ぶ架け橋として、繊維業や宝石業などを商いながら、イン
ド人コミュニティを形成していきました。
　今も約1500人のインドの皆さんが暮らす兵庫には、インド文化が深く息
づいています。毎年10月に開催される「インディア・メーラー」は、踊り
や音楽、料理や雑貨など様々なインド文化が楽しめるお祭りとして年々賑
わいを増し、今や神戸を代表する一大イベントにまで発展しています。
　また、モディ首相の出身地でもあるグジャラート州と本県は、2001年の
インド西部大地震への支援をきっかけに、行政、経済、学術、防災などの
面で交流を深めてきました。そして今、これまで積み重ねてきた実績を礎
に、相互の理解と友好関係を深めるための協定の締結に向け、新たな第一
歩を踏み出そうと検討を進めています。
　折しも、来年は神戸港開港150年。つねに海外の新しい文化を取り入れ、
多くの外国人とともに発展してきた兵庫です。とりわけ、大きな飛躍を続
けるインドとの交流は、兵庫に新たな活力をもたらしてくれることでしょう。
　兵庫県は、引き続き幅広い分野でインドとの交流の輪が広がるよう力を
注いでいきます。関西日印文化協会をはじめ関係の皆様のご支援ご協力を
お願いいたします。

日印新時代に向かう兵庫

兵庫県知事 井戸 敏三



　インド共和国独立第70回記念日、並びに記念誌『日印文化』の発刊を心
よりお慶び申し上げます。
　神戸とインドの交流の歴史は古く、1868年の神戸港開港以来、多くのイ
ンドの方々が神戸にお越しになり、各界で活躍してこられました。現在で
も、市内には約１千人のインドの方々がコミュニティを形成されています。
また、ジャイナ教・シーク教の寺院や多数のインド料理店などもあり、神
戸の国際性を彩り豊かなものにしています。
　関西日印文化協会は、1958年4月に設立されて以来、神戸を中心に日印
両国の文化・経済交流に尽くしてこられました。貴協会が開催に協力され
ているインディアメーラーは、インド文化の紹介・日印交流をコンセプト
とするお祭りとして、毎年神戸で行っていただいており、市民に定着した
イベントとなっています。更に貴協会には、神戸市を中心として活動して
いる国際協力・交流団体がその活動内容を広く紹介する場である神戸国際
交流フェアへの参加を通じて、市民がインドの文化に触れる機会を数多く
提供いただいています。日印両国の相互理解と友好親善に対する皆様方の
熱意に、心より敬意を表します。
　近年、ＩＴ産業をはじめインドの経済発展は大変目覚しく、国際社会に
おける存在感を著しく増しています。また日印首脳会談では、インドにお
ける新幹線システムの導入や人材交流について合意されるなど、今後イン
ドは日本にとって、より重要なパートナーとなっていくことでしょう。
　昨年は神戸市会において日印友好議員連盟が発足したところですが、地
方自治体や政府レベルはもとより、草の根レベルで展開いただく活発な交
流が、今後の日印交流に大きな役割を果たしていくものと考えます。今後
とも、両国市民の理解と友好の促進にお力添えをいただきますようお願い
申し上げますとともに、貴協会の一層のご発展と会員の皆様のご健勝、ご
多幸を心よりお祈り申し上げ、お祝いのご挨拶とさせていただきます。
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神戸市長 久元 喜造
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寄稿

はじめに

　このたび関西日印文化協会会長の溝上
富夫先生から協会顧問の就任を依頼され
た。同時に『日印文化』にも寄稿させて
いただくことになった。溝上先生には京
都大学大学院時代から親しくしていただ
き、私が長年勤務していた京都産業大学
でも文化学部開設と同時にヒンディー語
を担当していただいた。拙文が少しでも
お礼になれば幸いである。
　私のパスポートの「出国」と「帰国」
の記録とインドのイミグレーション・オ
フィスのスタンプをすべて見てわかった
ことだが、１975年以来合計27回にわたっ
てインドを訪問している。諸々の領収書
や搭乗券の他に、旅行記録を手書きノー
トやパソコンのファイルとして残してき
たが、今回すべての記録を振り返って、
その時々の思い出などを付け加えたい。

第1回から第9回まで

　私の初めてのインド旅行は、１975年 4
月24日から 5 月 6 日までで、大阪大学医

学部の丸山博先生がアーユルヴェーダの
学会に招待されたとき、先生の鞄持ちお
よび通訳として同行したものである。
　森永ヒ素ミルク事件の追跡調査をした
保健婦さんたちや、発足して間もないア
ーユルヴェーダ研究会のメンバーも参加
した。学会はパンジャーブ州のパティア
ラで開催され、州都チャンディガルや避
暑地で有名なヒマチャル州のシムラでも
歓迎され、観光地としてはタージ・マハ
ルを見学した。
　私はインド天文学の研究のために１973
年から74年にかけてアメリカのブラウン
大学に留学したが、サンスクリット文献
学によるアプローチだったので、インド
現地で学ぶ必要はないと思っていた。
　しかしインドの古典医学書にも関心を
もっていたので、伝統医学アーユルヴェ
ーダが現代も生きている様子を知りたか
った。初めてのインド旅行はたいへん有
意義であり、現代インドに興味をもつき
っかけになった。
　このとき参加した稲村ヒロエさんは後
にグジャラート・アーユルヴェーダ大学
に留学し、国家試験に合格し医師の免許
を得た。同大学のＨ.Ｓシャルマ教授と

私のインド旅行記録
京都産業大学名誉教授
関西日印文化協会顧問

矢野 道雄
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が、シャンティニケータンですぐれた近
代教育を受け、ドイツに留学した。マー
ルブルグ大学で学位を取り、そのとき知
り合ったドイツ人女性と結婚した。奥さ
んは英文学が専門で、アリガル・ムスリ
ム大学で教鞭をとっていた。シャルマさ
んはインドの伝統文化と西欧近代の文化
をバランスよく身に付けており、私にと
って最も気心の知れたインド人である。
　しかしそのような彼は外国人女性と結
婚したということでバラモン世界からは
疎まれ、勤務先でも様々な形で嫌がらせ
を受けていたという。その一つは、私が
送った手紙が届けられないことがしばし
ばあったということである。彼は一人息
子を「アーナンダ」と名付けた。この名
前は仏陀の最愛の弟子から借りたもので
ある。アーナンダ君はドイツの大学を出
て、現在ベルリンで活躍している。
　シャルマ夫妻も定年後はアリガルの家
をたたみ、ドイツで暮らしている。夫妻
とのおつきあいは現在まで続き、京都大
学文学部には 2 回にわたって 6 カ月ずつ
招聘教授として来ていただいた。
　その成果は 3 人の日本人研究者との共
著の書籍、論文として出版されている。
4 人はその頭文字を略して用いSaKHYa
と呼ぶ事にしているが、Sarma、Kusuba	
（楠葉）、Hayashi	（林）、Yano	（矢野）の
ことである。sakhyaはサンスクリット
で「友だち」という意味でもある。

第 3 回　１985年１１月１0日から１１月27日ま
で。
デリーで開催された国際天文学会に参加。

結婚し、現在は大阪でアーユルヴェーダ
の普及に努めておられる。

第 2 回　１976年１0月30日から１１月１0日ま
で。
　天文学者アールヤバタの生誕１500年を
祝う国際会議がデリーであり、これに招
待された。アールヤバタの現存する唯一
の作品『アールヤバティーヤ』は私が修
士論文のテーマとして取り上げたもので
あり、研究の出発点であった。今もアー
ルヤバタのおかげで研究生活を楽しんで
いると言える。彼はインドで最も尊敬さ
れている天文学者であり、IIT	Bombay
の付属小学校の教室にも肖像画が掲げら
れている。
　この会議の開会式では当時の首相イン
ディラ・ガンジー女史が挨拶をした。私
は最前列でその気品と威厳のある風貌を
目の当たりにすることができた。当時の
インドはソ連と緊密な関係があり、開会
式の出席者の中でもソ連の高官の姿が目
立っていた。その前年に打ち上げられた
インド国産人工衛星第 １ 号は「アールヤ
バタ」と名付けられたが、これもソ連と
の共同開発であった。
　この会議でＫ.Ｖ.	シャルマ先生、Ｋ.Ｓ.	
シュクラ先生などインド天文学の碩学に
お目にかかることができた。出席者の一
人アリガル・ムスリム大学のＳ.Ｒ.	シャ
ルマさんにはとくに親しくしていただき、
会議の後アリガルに招待され自宅に泊め
ていただいた。
　シャルマさんはアーンドラ州のバラモ
ンの家に生まれ、伝統的な教育で育った



12

寄稿

この年は１１月１2日から１3日にかけてディ
ワーリーのお祭りで一晩中たいへんにぎ
やかだったのを覚えている。この学会の
エクスカーションでクトゥブ・ミナール
を見学した。当時は大事故が起こる前で、
塔の中の螺旋階段を最上階まで上ること
ができた。
　学会の後、一昨年	（20１4年）亡くなっ
た中山茂先生と一緒に、南インドのケラ
ラ州トリヴァンドラムを訪問した。南イ
ンドはアールヤバタの伝統をよく伝えて
いるのでサンスクリットで書かれた天文
学文献の調査をしたかったのだが、学会
に参加しておられたＫ.Ｖ.	シャルマ先生
が写本図書館宛に紹介状を書いて下さっ
たおかげで、効率よく調査することがで
きた。
　この図書館員のシャージ（Ｐ.Ｌ.Ｓhaji）
さんと親しくなった。彼は私とほぼ同世
代であるが、図書館のサンスクリット写
本に精通していた。近年交流を復活させ、
私の教え子が彼に助けてもらっている。
このとき目にすることができた南インド
の生きた占星術については翌年出版した

『密教占星術』（東京美術、１986年、増補
改訂版は東洋書院、20１3年）の最後の章
で報告した。このころからインドの伝統
暦の収集を始めた。その後インド各地で
集めた暦はおよそ1000点にもなるだろう。

第 4 回　１99１年 3 月 3 日から 4 月 １ 日ま
で。
　「インド天文学とその周辺文化への影
響の研究」というタイトルで三菱財団の
人文科学研究助成を受けることができた

ので、広範囲にわたって現地調査を行っ
た。その記録の一部は『占星術師たちの
インド』（中公新書、１992年）に掲載し
ており、重複するところもあるが、ここ
でもあらためて紹介しておきたいことが
いくつかある。
　機中タイの上空で「カノープス」星を
見た。この星は南の空にあり、北緯37度
以上の土地では見えない。サンスクリッ
トで「アガスティヤ（Agastya）」とい
う名前で、インドでは古くからこの星が
初めて見える秋のはじめにお迎えをする
儀礼があった。
　その時期は土地の緯度によって少し前
後するので、私はこの儀礼が行われる時
期とその土地の緯度の関係を論文にして
いた。その論文を書いた頃はまだポケコ
ンのBASICという言語でプログラムを
書いていたが、今回の訪問時にはパソコ
ンを使うようになっており、PASCAL
という言語でインドの伝統暦のプログラ
ムを書きつつあった。それを現地で収集
した暦と比べ、伝統暦作成者の意見を聞
くのも目的の一つであった。
　このプログラムは後に当時京都大学の
大学院生であった伏見誠さんの協力を得
て完成した。なお１992年にナラシンハ・
ラオ首相が京都を訪問したとき、夕食会
に招待され、このプログラムで作ったイ
ンド暦を差し上げたところ非常に喜んで
下さった。後で首相もコンピュータと占
星術の愛好家であったことを知った。現
在このプログラムは私のホームページで
公開し、多くの人々に利用していただい
ている。
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　この旅行で思い出す苦い経験は、ニュ
ーデリーの国際空港で雇ったタクシーの
運転手にだまされたことである。空港に
着いたのは深夜だったが、予約していた
ホテルの前に着くと、運転手は私を車内
に残したまま「空室を確認してくる」と
フロントへ行き、戻ってきて「満室だっ
た」と言うのである。
　言われるままに連れ込まれた別の三流
ホテルでも芝居にだまされ、根負けして
そこに泊まることになり、予約していた
五つ星のホテルと同じ料金を取られた。
翌日予約していたホテルに問い合わせる
と、昨夜は空室があったのに私がキャン
セルしたということになっていた。だま
される方も悪いが、だます方の連携は見
事だった。
　このときデリーで占星術師たちの会議
に参加した。ちょうどコンピュータが占
星術に利用されはじめたころで、私もコ
ンピュータでホロスコープを作ってもら
った。私のプログラムでもホロスコープ
のための基本的な計算ができるので、何
人かのためにホロスコープを作った。
　このときは精力的に北インドを駆け巡
った。カシュミールのジャンム大学で天

　ネパールでは国立古文書館で調査した
が、もっと貴重な思い出は、王宮占星術
師のジョーシ氏のインタビューに成功し
たことと、ナヤラージュ・パント先生に
お目にかかったことである。どちらにつ
いても『占星術師たちのインド』に書い
たが、後日談がある。
　まず「宮廷占星術師」のジョーシ氏は、
200１年にネパールの皇太子が国王夫妻を
はじめとして多くの親族を殺害したとき
に、その背後にいた人物ではないかとい
う噂が事件直後に流れた。私はすぐに当
時カトマンズにいた知人にメールで問い
合わせたが、ジョーシ氏は門を固く閉ざ
し、ひたすら事件との関係を否定し、マ
スコミに対して「王のホロスコープは無
くした」と言っているということであっ
た。私がインタビューしたときには王家
のホロスコープはすべて自分が作ってい
ると自慢していたのだが。
　パント先生にはマヘーシュとディネー
シュという二人の息子さんがいるが、マ
ヘーシュさんには20１１年と昨年（20１5年）
面会し、ディネーシュさんにも昨年会う
ことができた。パント家は代々天文学者
の家系であるが、昨年の訪問では家宝と

王のホロスコープ

文学関係の写本を調査、ヴァ
ーラーナシーではベナレス・
ヒンドゥー大学（BHU）の
伝統天文学（ジョーティシャ）
の学部とアーユルヴェーダの
学部を訪問、ラクナウではシ
ュクラ先生に自宅で面会。そ
の間にヴァーラーナシーから
ネパールに飛んだ。
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るのが正しい方法である。その意味でシ
ュクラ先生の方法論は現在の私にとって
たいへん重要なものになっている。
　今から25年前、その先生が77歳で、ほ
ぼ寝たきりの時に自宅でお目にかかるこ
とができたのである。先生はまずピング
リー教授の誤りを指摘した論文を私に下
さった。そしてインド古典天文学におけ
る観測の役割を重要視しないピングリー
教授の見解を批判し、「観測のない天文
学はない」とはっきりおっしゃった。私
の恩師であるピングリー先生を批判する
のは気が引けるが、いまはシュクラ先生
の言葉を重く受け取り、サンスクリット
の天文学書を読み直し、インドの天文学
史を見直そうとしているところである。

サントリー研究所とともに

　第 5 回（１99１年 8 月28日から 9 月１5日
まで）と第 7 回（１992年１2月１7日から１2
月30日まで）のインド旅行はサントリー
財団のアーユルヴェーダの現地調査であ
る。このような調査が可能になったのは
私の編集で１988年に出版された『インド
医学概論』のおかげである。これは朝日
出版社の「科学の名著」の第 2 期シリー
ズに収められており、インド古典医学書

『チャラカ・サンヒター』の第一巻の和
訳が中心となっている。
　たまたまこの本を手にしたサントリー
財団の研究者がインドの薬草に関心を持
ったのである。サントリーはそれまでに
中国原産の烏龍茶の販売で業績を上げて
いた。同じようなヒット商品をインドの

も言える貴重な文献を見せていただいた。
極彩色の巻物で、展開すれば20メートル
にもなるだろう。これは今からちょうど
200年前、西暦１8１6年の「王のホロスコ
ープ」であり、ナヤラージュ・パント先
生の母方の先祖から伝えられたものであ
るという。
　ホロスコープとその説明が主たる内容
であると思われるが、ホロスコープには
王家の人々の生年月日や生後の事件など
様々な歴史的な要素が書き込まれている
と思われる。科学史・政治史・美術史で
貴重な資料になると思われるので、近い
うちに再度本格的な記録と調査をする予
定である。
　ラクナウでシュクラ先生の自宅を訪問
したのも大切な思い出である。大学では
天文学を教えておられたが、サンスクリ
ット文献に通暁し、数多くの校訂本や英
訳を出版しておられる。
　私はアメリカのブラウン大学数学史科
大学院で薫陶を受け、D.ピングリー（Pingree）
教授やO.ノイゲバウアー（Neugebauer）
教授の論文を読むことに慣れていて、シ
ュクラさんの表現形式があまりスマート
ではないような気がしていたので、『イ
ンド天文学・数学集』（朝日出版社、
１980年）の「解説」で「数学的表現が稚
拙である」と書いたが、いまはこれを後
悔している。
　インドの数学・天文学書はそれを現代
的な立場で解釈し数式化しただけでは本
当に理解したことにならないからである。
インド人の思考方法に忠実に従って、当
時利用できた数学的道具によって説明す
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生薬・食品から開発することを目指して
いたらしい。大山崎のサントリー研究所
の人たちを中心に京都大学薬学部の新田
あやさんに加わっていただき、 2 回にわ
たってアーユルヴェーダの研究所や生薬
店を廻った。
　第 １ 回目は北インド中心で、ヴァーラ
ーナシーから始め、海抜3000メートル近
くのヒマラヤの山地まで行った。『チャ
ラカ・サンヒター』では「薬草を産出す
る土地の中ではヒマラヤが最良である」
と言われている。デリーでハイヤーを雇
ったが、高級車のベンツであったせいか
怪しまれ、途中で検問にひっかかったこ
とがある。いまはどうか知らないがその
ころの検問所は賄賂がほしいだけのよう
であった。
　ヴァーラーナシーではBHUのアーユル
ヴェーダ学部を訪問した。そこの植物園
で生育している薬草のうち『チャラカ・
サンヒター』に述べられているおよそ１000
種類の薬草と同じ種類のものは200くら
いしかないということが意外だった。し
かし『チャラカ・サンヒター』は西北イ
ンドを中心に普及していたバラモン中心
の価値観の医学書であり、中東インドの
ヴァーラーナシー付近で流布していたの
は外科学を重んずる王族（クシャトリヤ）
中心の『スシュルタ・サンヒター』であ
る。地域性の違いが植物生態の違いに反
映されるのは当然であろう。
　翌年の第 2 回の調査旅行はスリランカ
と南インドが中心であった。各地で集め
た生薬は数百種類になっただろう。なか
でもインド医学において胡麻が多用され

ることから、各地でそのサンプルを手に
入れた。最近サントリーから「セサミン」
というサプリメントが売り出されている
が、これはsesame、つまり「胡麻」か
ら来ている。25年前に収集した原料がい
ま商品化されるようになったのかと思う
と感慨深いものがある。
　スリランカのコロンボでは「アガステ
ィヤの葉」を用いる占い師がマドラス（現
在のチェンナイ）から来ているというの
で行ってみた。門前列をなしていたが、
割り込んで話を聞いた。当時日本でも話
題になっていたが、「アガスティヤの葉」
には人間の運命がすべて書かれていると
いう。もちろんこれにはからくりがあり、
訪ねた人の生年月日に応じて占いができ
るように様々なホロスコープがあらかじ
め椰子の葉に書かれているのだ。
　マドラスの政府刊行の『サプタリシ・
ナディー』という膨大な文献がそれに相
当するということを私は知っていた。こ
れは１2巻からなり、「おひつじ宮」から
始まる１2宮のそれぞれついて、その宮を
誕生宮とする人の運勢が、あらゆる可能
性のある惑星の位置の組み合わせに応じ
て書かれているのである。いちばんのテ
クニックは訪れた人の生年月日をうまく
盗み知るということであろう。

第 6 回
　これら 2 回の旅行の間の第 6 回のイン
ド旅行についても触れておこう。１99１年
１2月はじめにまずスリランカとマドラス

（チェンナイ）で生きている占星術の調
査をしたが、その後１2月１2日からハイデ
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ラバードのプラネタリウムで行われた天
文学史の国際会議に参加するのが主な目
的であった。このときは恩師のPingree
先生も参加され同じホテルに泊まった。
今でも申し訳なく思うのは、先生が楠葉
隆徳さんと相部屋であったのに、私は個
室を利用させてもらったことである。
　先生は糖尿病を患っておられ、インス
リンの注射を欠かすことができなかった
が、インドのホテルでも冷蔵庫でインス
リンを保存することができるようになっ
たので、それまで控えていたインド旅行
にようやく出かけることができるように
なったということであった。一緒にハイ
デラバードの古書店に行ったとき、私も
楠葉さんもすぐに疲れてしまったのに、
先生は疲れも見せず、すべての棚の隅か
ら隅まで １ 冊ずつ丁寧にチェックし、膨
大な書物を購入された。
　この学会の主催者はインド天文学が世
界の天文学で最も古く、すべてはヴェー
ダに述べられており、「ヴェーダ天文学」
は紀元前7000年まで遡るという珍説の持
ち主で、これを現代天文学で実証し宣伝
するというのがこの学会の目的だった。
このような荒唐無稽な説を支持するイン
ド人は少なくない。とくにアメリカ在住
のインド系の自然科学者に多い。このこ
とは後述の「哲学研究学術会議」（ICPR）
の会議に招待された時も感じた。	

IGNCA

　その後しばらくインドへ行く機会はな
かったが、１996年と１997年に連続して １

カ月ずつニューデリーに滞在することに
なった。これが第 8 回と第 9 回のインド
旅行である。私のインド滞在は １ 回につ
き平均して 2 週間であるから、この 2 回
は特別長かったと言える。これはIndira	
Gandhi	National	Centre	 for	 the	Arts	

（IGNCA）の招待のおかげである。
　当時このセンターの理事長であったカ
ピラ・ヴァーツヤーヤン（Kapila	Vatsyayan）
さんは欧米におけるインド科学史研究を
高く評価し、ピングリー先生から私のこ
とを聞いておられたようで、IGNCAの新
プロジェクトのアドヴァイザーとして招
待して下さったのである。最初はUNESCO
の基金、翌年は日本の国際交流基金の援
助をとって下さった。私の役割は、IGNCA
ではじめたインド全国のサンスクリット
写本のデータベース化の事業のうち、天
文学・数学・占星術の部門を担当するこ
とであった。
　外国からの要人が逗留することになっ
ている国際交流会館（India	International	
Centre）に部屋をあてがわれ、楽しく仕
事をすることができた。この会館の玄関
には「１960年１１月30日に日本の皇太子

（Crown	Prince	Akihito）によって礎石
が置かれた」という銘文が掲げられてい
る。昨年天皇陛下が55年ぶりに訪印され
たときに再訪されたという。
　この国際交流会館の西隣にローディ朝
の遺跡があり、Lodhi	Gardensと呼ばれ
る公園になっている。一周がおよそ１．5
キロのジョギング・コースにもなってい
る。いかにも裕福そうな太ったインド人
が毎朝車で乗りつけてくる。カービン銃
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をかかえた護衛に囲まれて歩いている要
人の姿も見かけた。またヨーガ愛好者た
ちの朝の集いの場所でもあった。
　その後も国際交流会館に宿泊する機会
が多かったが、そのたびにLodhi	Gardens
の駐車場の写真を撮った。最初のころは
スズキのMarutiが圧倒的多数であった
が、そのうちHyundaiなど韓国車が半分
ほど占めるようになった。しかし最近韓
国車は少なくなりToyotaやHondaなど
を多く見かけるようになった。
　その数年前からKyoto-Harvard	System
と呼ばれるサンスクリット・テキストの
入力方法についての国際的な約束がで
き、京都大学の徳永宗雄教授による『マ
ハーバーラタ』と『ラーマーヤマ』の電
子テキストも公開されていたので、私に
とっては最も仕事がしやすい時期であっ
た。老若あわせていろいろな研究者と共
同作業をすることができた。
　とくに一緒に仕事をする機会が多かっ
たのはサンパット・ナーラーヤナさんで
あるが、面白い話をしてくれたことがあ
る。彼は南インドのバラモンの家に生ま
れた伝統的な学者であるが、アメリカの
知人に頼まれてアメリカに渡って祭式を

たので破門され、故郷にいられなくなっ
たというのである。

第10回以後

　第１0回から第１5回までの 6 回のインド
旅行のうち 4 回は文部科学省の科学研究
費による資料調査・収集旅行であった。
第１0回（2000年 9 月）はバンガロール、
マイソール、オリッサを中心としてサン
スクリットの資料と民間暦を収集した。
第１2、１3、１5回は「インドにおけるイス
ラーム天文学・占星術の研究」というテ
ーマだったので、主としてイスラーム教
徒の多い都市を巡った。
　まず2003年は単独でデリー、ラームプ
ール、パトナでアラビア語写本を調査・
収録した。2004年と2006年は京都産業大
学の同僚の山本啓二さん、東京大学大学
院の三村太郎さんとともに、デリー、パ
トナ、ジャイプル、トンク、ハイデラバ
ードを回った。
　これらの調査ではアリガル・ムスリム
大学のアンサリ先生にたいへんお世話に
なった。通常は長時間待たされるような
図書館の様々な手続きも先生のおかげで

国際交流会館の碑文 行ったことがある。しかし帰
国した後がたいへんだった。
　というのは昔からバラモン
は海を渡ってはいけないとさ
れている。もし海を渡ったな
らしかるべき手順で贖罪儀礼
を行わなければならないので
あるが、彼は自分の師匠（グ
ル）にそれをお願いしなかっ
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簡単に済んだ。
　ジャイプルのジャンタル・マンタル天
文台では、台長のオーム・プラカーシュ・
シャルマさんがＳ.Ｒ.シャルマさんの知
人ということで、丁寧な案内をしてくだ
さった。通常は入ることのできない大日
時計の地下室で太陽の子午線通過を見る
ことができた。この天文台については『星
占いの文化交流史』（勁草書房、2004年）
で紹介した。
　インドにおけるイスラーム文化は科学
史において興味深く重要なテーマである
が、サンスクリットの写本に比べてアラ
ビア語・ペルシャ語で書かれた天文学・
数学の写本の保存情況はよくない。また
イスラーム科学史研究者とインド科学史
研究者が共同作業をすることはほとんど
ない。アリガル・ムスリム大学のシャル
マさんとアンサリさんのような連携は稀
な例である。したがって私に残された仕
事はたくさんあると思っている。
　なお、2004年の旅行のときデリーでロ
ーケーシュ・チャンドラ（Lokesh	Chandra）
先生の自宅を訪問したことも記録として
残しておきたい。先生の父はヴェーダ研
究者で、貴重な研究ノートを残しておら
れた。それを京都大学人文科学研究所の
井狩弥介先生に譲られることになり、井
狩先生の名代として、私が受け取りに伺
った。チャンドラ先生は私と話をしてい
るうちに、インド天文学・数学・占星術
関係の蔵書およそ200点を私に下さるこ
とになったのである。
　先生はチベット仏教研究者として高名
であるが、長年上院議員でもあったので、

各方面から出版物を献呈されておられ
た。そのなかに科学史関係のものも少な
くなかったのであるが、先生は「インド
でこれを利用してくれる研究者はいない」
と思い込んでおられたので、私の研究を
知ってたいへん喜ばれたのである。航空
貨物の代金だけを渡して帰国すると、お
よそ１0日後にすべての書籍が届いたのに
は驚いた。
　そのなかには他所では入手できない貴
重なものが多いが、私も昨年大学を停年
退職したので、しかるべきところで受け
継いでほしいと思っていた。ちょうどう
まい具合に、京都大学で博士論文を提出
するために私のところで勉強している中
国人若手研究者の呂鵬さんが、出身大学
である上海交通大学で引き取ってもらえ
るよう手配して下さったので、ほっとし
ている。インドから日本へ送られた文献
が中国で活用されることになるというの
は、国境を越えた学問の継承を願ってい
る私にとって、きわめてうれしいことで
ある。

　第１１回（2003年 3 月）のインド旅行は、
前述のICPR主催の「インドの哲学と科学」
というテーマの会議に招待されたためで
ある。会議自体はナショナリズムの傾向
が目立ち、あまり得るところはなかった。
人工衛星も核兵器も相対性理論もすべて
ヴェーダに書かれているというようなと
んでもない議論が多かった。
　 3 月28日に滞在中のホテルに溝上先生
から電話があり、大阪外国語大学の学生
たちとヒンディー語劇の公演のためデリ
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ーに来ているということだった。翌29日
夕刻レセプションを途中で抜けだして、
急いで公演会場に駆けつけた。350席の
チケットは売り切れだったが、溝上先生
が手配してくださったおかげでようやく
入ることができた。公演は大成功だった。

　第１4回の訪印は2006年2月にITT	Bombay
から招待されたときである。林隆夫、楠
葉隆徳両氏とともに１997年に出版した『イ
ンド数学研究』（恒星社厚生閣）が2005年
に日本数学会の出版賞を受賞したのを機
会に、ITT	Bombayで科学史を担当してい
るラーマスブラマニアン（Ramasubramanian）
さんが、顕彰の会議を開いて下さったの
である。
　私が 3 人を代表して出かけたが、たく
さんの優れた研究者に参加していただき
光栄であった。ラーマスブラマニアンさ
んとはその後も交流を続け、2009年に京
都大学で国際サンスクリット会議が開催
されたときにはお返しに招待させていた
だいた。
　IIT	Bombayでの会議の後、しばらく
デリーに滞在し、IGNCAのヴァーツヤ
ーヤンさんにも会い、国際交流会館で一
緒に昼食をとろうという約束をしていた
が、突然ヴァーツヤーヤンさんから連絡
が入り、「今からブッシュ大統領と昼食
をすることになった」と言われたのには
驚いた。
　ヴァーツヤーヤンさんは国民会議派の
重鎮であり、ソニヤ・ガンジー党首のブ
レーンでもあったので、ちょうどインド
を訪問していた大統領とソニャさんの昼

食会に同席することになったというので
ある。私との昼食をキャンセルしてブッ
シュ大統領と昼食をしたような人物と親
しくしていただいていたというのは面映
い思い出である。ヴァーツヤーヤンはそ
の後も私のために何回か講演会を開催し
て下さったことがある。

2009年以後

　2009年 9 月の第１6回インド旅行以来、
翌20１0年は 3 回、20１１年も 3 回、20１2年
は 2 回、20１3年 １ 回、20１4年には 2 回と、
6 年間で１2回インドへ行くことになった。
学会や文献調査の機会も多かったが、何
よりも京都産業大学に文化学部国際文化
学科ができ、インド文化のゼミを担当す
るようになったことが大きな動機である。
　学生たちはどちらかというと古代イン
ドよりも現代インドに関心をもち、イン
ド旅行をする学生も多くなってきたので、
できるだけ現代インド文化を自分の目で
見ておいて助言し、見聞を講義に利用し
たいという気持ちが大きくなったのであ
る。
　2009年 9 月にムンバイのIIT	Bombay
を訪問したときは北に隣接するターネー

（Thane）市でベデカル（Vijay	Bedekar）
さんに会った。ベデカルさんはインドの
科学史に強い関心をもっておられ、2009
年 7 月にブタペストで国際科学史学会に
参加したときにＳ.Ｒ.シャルマさんから
紹介された。
　その直後の 9 月に京都で開催された国
際サンスクリット学会で私は科学史の分
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科会を主宰したが、これにもベデカルさ
んは参加された。彼はピングリー教授の
業績を高く評価し、ピングリー門下であ
る私にも敬意を払ってくださったのであ
る。
　その後ベデカルさんには頻繁に会うよ
うになるが、その前に第１9回と第20回の
インド旅行について触れておきたい。こ
れらについては『インド数学の発想』

（NHK新書、20１１年）にかなり詳しく述
べたが、たいへん珍しい経験であった。
　まず20１0年１2月にアーンドラ・プラデ
ーシュ州の山上の聖地ティルマラでヒン
ドゥー教の最高指導者たちによって招集
された「伝統暦の会議」に招待された。

ヒンドゥー教最高指導者会議

　インドの祭式はほとんど伝統的な旧暦
によって日付が決められるが、「パンチ
ャーンガ」とよばれる伝統暦が地方によ
って、また拠り所とする天文学によって
千差万別なので、混乱が多く、これを統
一する必要があったのである。
　さらに現代天文学による暦と伝統暦と
の間に齟齬が生じているのでこれを是正
するにはどうすればよいかというような
事が熱心に論じられた。結論らしい結論

は出なかったが、現代科学と伝統科学を
両立させるという大きな問題にインドが
直面していることがよくわかった。
　翌20１１年 4 月にケララ州の小村で行わ
れた「アグニチャヤナ祭」を見学するこ
とができたのは幸運であった。その祭壇
の構築がインド幾何学と深い関係にある

アグニチャヤ祭式

のでどうしても見ておきたかったのであ
るが、その祭りの顧問と言えるカリフォ
ルニア大学のＦ.スタール先生が私に声
を掛けてくださったのである。先生とは
学生のころから親しくしていただき、バ
ークレーの自宅やライデン大学での学会
に招待していていただいたこともあるが、
残念なことに祭式の翌年（20１2年）に亡
くなった。
　話が少しそれたが、ベデカルさんのこ
とに話を戻そう。2009年 9 月に彼を訪問
したときはインドの科学史について話し
こみ、マハーラーシュトラの伝統暦とサ
ンスクリット写本のコピーをいただいた
だけだったが、20１0年 8 月に会ったとき
には話が別の方向に発展した。話してい
るうちにふと「私の大学に来てみないか」
と言われたのである。
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　そのとき初めてベデカルさんがVidya	
Prasarak	Mandal（VPM）という総合大
学の理事長であることを知った。その大
学を訪問して、京都産業大学と歴史も規
模も似ていることを知ったので、交流関
係を築けないかとたずねたところすぐさ
ま快諾して下さった。国際文化学科の教
員として、インドの大学との交流を願っ
ていたが、相手を見つけるのが難しかっ
たので、たいへんありがたく思い、すぐ
さま交流協定の締結に向けて動きだした。
　その結果、京都産業大学文化学部と
VPMの間で協定が公式に成立し、20１2
年から同校で国際文化研修の特別プログ
ラムを受講できるようになった。おかげ
で私は3 年連続学生たちを引率してVPM
へ行き、学生たちと一緒に勉強すること
ができた。
　主なプログラムは「ヨーガ」「英語」「ヒ
ンディー語」「文化交流」であった。私
は学生に戻った気分になり、すべての授
業に熱心に参加した。とくにヒンディー
語はそれまでまともに勉強したことがな
かったが、文字は読めるので、授業の手
伝いをしながら楽しく勉強した。

　「ヒンディー語」の授業の一部として
インド映画の名作を鑑賞した。学生の頃
はサティヤジット・レイ監督の『大地の
歌』など三部作で感銘を受けていたが、
その後はもっぱらBollywood映画と呼ば
れる踊りあり歌ありの娯楽映画ばかり見
てきた。今回はグル・ダット監督・主演
の『紙の花』（Kagaj	ke	Phool）やラージ・
カプール監督のAwaraを鑑賞することが
できた。このような名作を今まで知らな
かったことが恥ずかしいくらいであった。
　なおインド映画といえば最近『スラム
ドッグ$ミリオネア』（2008年、「ぼくと １
ルピーの神様」）が大ヒットしてアカデ
ミー賞を受賞したが、この映画の原作者
ヴィスカース・スワループ（Vikas	Swarup）
さんは大阪のインド総領事として2009年
に着任された。
　溝上先生に連れられて総領事に挨拶に
行き、話しているうちに、特別ビザを発
行していただけることになった。 2 年間
有効の数次ビザを 2 回発行していただい
たおかげで、頻繁にインドを往復するこ
とができた。
　教員としての最後の年の20１4年までＶ

ヨーガのクラス

ＰＭとの協定プログラムに
参加できたのはたいへん幸
せであった。プログラムの
日程は毎年 9 月の「ガネー
シャ祭」の前後に合わせて
きた。
　マハーラーシュトラ州で
はとくにガネーシャは人気
があり、年間で最大のお祭
りである。ベデカルさんの
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おかげでガネーシャ像を製造している工
場を見学し、イルミネーションで飾られ
た繁華街で神像にお参りした。
　また町のショッピングモールでは学生
たちが「ソーラン節」を披露して新聞に
取り上げられるなど、大きな評判になっ
た。

　27回目、つまり最後のインド旅行は、

20１4年 9 月に学生を引率してＶＰ
Ｍを往復した直後、１0日だけ間を
置いてＶＰＭでの国際会議に参加
したときである。このようなほと
んど間を置かない旅行が可能にな
ったのは数次ビザのおかげであっ
た。
　この学会はベデカルさんとシャ
ルマさんと私が企画したもので、
インド人数学者として最も有名な
バースカラ 2 世の生誕900年を記

ショッピングモールでソーラン節を披露する学生

念するものであった。ベデカルさんはイ
ンドの科学を世界に正しく理解してもら
うことにこれからの人生を捧げる覚悟を
しておられる。私も生きている限りで協
力するつもりである。
　 １ 年半もたつとまたインドが恋しくな
ってきた。行くたびに新たなインドを発
見することができる。元気なうちにまだ
まだインドを訪問したいと思っている。
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はじめに

　インド北東部一帯には、ミトゥン（ま
たはミタン）（Bos frontalis）と呼ばれる

インド北東部のもうひとつの「牛」
－ミトゥンについて

神戸山手大学 現代社会学部
観光文化学科 教授

小磯　学

表 1 　 インド北東部 4 州の面積・人口
（ウェブ	Census	20１１a;	20１１b;	20１１c;	200１d;	Census	of	India	20１１に基づき作成）

州　名 面積（㎢）
（2011年）

人口 
（2011年）

キリスト
教徒の割合

アルナーチャル・プラデーシュ 84,000	 １ ,098,000	 １8.7%
ナガランド １6,600	 １ ,998,000	 90.0%
マニプル 22,300	 2 ,860,000	 34.0%
ミゾラム 2１,１00	 １ ,１00,000	 87.0%
合　計 １44,000	 7 ,056,000	

っている（図 2 ）。
　ミトゥンについて
は、すでにSimoons	
and	Simoons（１968）
らによる網羅的な著
作が知られる。大枠
ではこの著作に依拠

図 1 　インドにおける北東部 4 州の位置
（Wikipedia Commons-Creative Commons 
by-sa PlaneMad/Wikimediaの地図を合成。）

図 2 　州獣のミトゥンが描か
れたナガランド州の標章

固有のウシ科の動物が家畜として飼育さ
れている。その分布はインド北東部 4 州

（アルナーチャル・プラデーシュ州、ナ
ガランド州、マニプル州、ミゾラム州）（図
1 、表 1 ）からミャンマー北西部（カレ
ン州、ザガイン地方域、チン州）とバング
ラデシュ東部にかけてのアラカン山脈沿
いを中心に、西はブータン、東は中国雲
南省に至る大きくＵ字状に連なる山岳地
帯に広がっている。アルナーチャル・プラ
デーシュ州とナガランド州では「州獣」

として位置
づけられ、
とくに後者
ではその州
章にも描か
れ社会的に
も重視され
る動物とな
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しつつも、本稿では著者がここ数年に渡
り訪れてきたナガランド州南部で身近に
触れる機会を得たミトゥンの見聞ととも
に、この動物の文化的背景について振り
返りたい。
　インドは世界第 2 位（１2.8%、20１2年）
の数を占める約 １.9 億頭のウシ（ゼブウ
シないしコブウシ	Bos indicus及びコブ無
しウシ	Bos taurus）と世界第１ 位（55.7%、
20１2年）を占める １ 億頭強のスイギュウ

（アジアスイギュウ	Bubalis bubalis）とを
飼育するウシ大国である（Ministry	of	
Agriculture	20１4；ウェブ	帝国書院	20１6）。
ウシはヒンドゥー教の下では神聖視され、
屠殺や食すことがタブー視されているこ
とはよく知られている。これに対し、イ
ンド北東部の「もうひとつの牛」である
ミトゥンは、生活の中でどのような位置
を占めているのであろうか。

1．ミトゥン概観

　ミトゥンは頑強な体躯（体重500㎏前
後から１000㎏ほど）に大きな頭、広く平
らな額を持ち、その両脇の太い付け根か
ら上方にゆるやかに湾曲して伸びる短い
角が特徴的である。高度１000mから3000
ｍの高地の鬱蒼とした森林地帯に適応し
ており、「山の牛」とも呼ばれている。
成獣は全身黒色で四肢だけがソックスを
履いたように白い個体のほか、黒地に大
小の白斑をもつものや全身白色の個体も
見られる（図 3 ）。このうち全身黒色の
個体は、野生種の特徴をより強く残して
いるものであるという。アルナーチャリ

ー、ナガミーと呼ばれる 2 つの亜種に大
別され、いずれも性格は大人しく人間に
対して従順とされる（川本	他	20１2；ク
ラットン＝ブロック	１999：228-230；在
来家畜研究会　2009：１39-１4１；シムー
ンズ	20１１：１62-１63；ゾイナー	１983：
282-285；内藤	１978：１79-１80；ウェブ	
Mondal	et	al.	20１4など）。この家畜を飼
育するモンゴロイド系の多様な民族集団
からはさまざまな名前で呼ばれており

（表 2 ・次ページ）、英語で使われる「ミ
トゥン」は元来はアッサム語である。
　インド北東部 4 州全体で現在飼育され
ている大型家畜の総数は、およそ330万
頭である。その内訳は多い順にブタ

（１38.2万頭、4１.8％）、ウシ（99.7万頭、
30.１％）、ヤギ（49.2万頭、１4.9％）、ミ
トゥン（29.7万頭、 9 .0％）、スイギュ
ウ（１１.0万頭、 3 .3％）、ヒツジ（ 2 .9
万頭、 0 .9％）となる。
　このようにミトゥンは少数派で、州ご
との偏りが大きくその83.5%（24.9万頭）
がアルナーチャル・プラデーシュ州に集
中しており、続いてナガランド州１１.7%

（ 3 .5万頭）、マニプル州 3 .4%（ １ 万頭）、

図 3 　ミトゥン（ナガランド州キフィレ県
ミミ村）
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ミゾラム州 １ .１％（3000頭余り）と南に
向かうほど頭数が著しく少なくなる

（Ministry	 of	Agriculture	 20１0;	 20１4;	
Mukherjee	et	al.	20１0;	Gupta	et	al.	１996）

（表 3 、図 4 ）。ブータンや雲南、ミャン
マーの頭数も限定的であることから

（Fraser	200１:	84-86;	Shisode	et	al.	2009;	
Qu	et	al.	200１）、少なくとも現在のミト
ゥンの分布の中心はアルナーチャル・プ
ラデーシュ地方にあるといえる。こうし
た家畜の構成比と分布がいつ頃確立した
のかを知るには、この地へのイギリスの
介入以降の過去１50年間ほどのデータを
検証する必要があろう。

表 2   民族別のミトゥンの名称
（Simoons	and	Simoons	１968:	１6；川本	他	20１2：268　ウェブ	Keishing	20１3;	Project	Maje	
20１１4;	川本	20１１；筆者による現地取材に基づく）

地方 民族集団名 
（または言語名） 名称

アッサム州 （アッサム語） mithun, mithan, mythun
西ベンガル州 （ベンガル語） gvaya goru

アルナーチャル・プラデーシュ州 アディ eso, hoho, ホロン（雄：ホボ、雌：ホナ）
アルナーチャル・プラデーシュ州 ニシ sebe
アルナーチャル・プラデーシュ州 アパタニ seobo

ナガランド州 アンガミ・ナガなど gwe, wei
マニプル州 タンクール・ナガ seizang
マニプル州 （マニプリ語） sandung
ミゾラム州 ミゾ shinl

ミャンマー、チン州 チン sia
中国雲南省 トールン（トーロン、独龍） dulong

中国 ― 大額牛
インド全域 （サンスクリット語） gavaya
インド北部 （ヒンディー語） gavi, gayal

表 3　インド北東部４州の主な家畜頭数 （Ministry of Agriculture　2014：Tables 3-14に基づき作成）

州　名 アルナーチャル・
プラデーシュ ナガランド マニプル ミゾラム 合計

（家畜全体比）
（
各
動
物
毎
の
％
）

家　

畜　

頭　

数

ミトゥン 249,000（83.5%） 34,871（11.7%） 10,131（3.4%） 3,287（1.1%） 297,289（9.0%）
ウシ 463,758（46.5%）234,974（23.6%）263,843（26.5%） 34,573（3.5%）997,148（30.1%）

スイギュウ 5,970			（5.4%） 32,720（29.7%） 66,369（60.2%） 5,174（4.7%） 110,233（3.3%）
ヒツジ 13,549（45.5%） 3,838（12.9%） 11,463（38.5%） 932（3.1%） 29,782（0.9%）
ヤギ 305,538（62.1%） 99,350（20.2%） 65,158（13.2%） 22,206（4.5%）492,252（14.9%）
ブタ 356,345（25.8%）503,688（36.4%）245,238（17.7%）277,215（20.1%）1,382,486（41.8%）

合　計 1,394,160 909,442 662,203 343,387 3,309,192（100%）

図 4　インド北東部 4 州の主な家畜頭数
（Ministry of Agriculture 2010: Tables 3-14に基づき作成）
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　ミトゥンは高地の山深い森林を好む葉
食者（ブラウザー）であるのに対し、ウ
シやスイギュウは草食者（グレイザー）
であるため、お互いの餌場が大きく重複
することはない。ただしミトゥンとウシ
との交配はナガランド州南部・南西部の
アンガミ、セマ、ロタ、レングマなどの
ナガの人々のもとで（半野生の状態下
で？）受容されており、その雑種は通常
のウシよりも体力や肉付きが良くなる点
が歓迎されている（Mills	１982:	92;	Simoons	
and	Simoons	１968：26）。
　またアルナーチャル・プラデーシュ州
やブータンの高地においては積極的にミ
トゥンとウシとを交配させ、その雑種が
耕作や搾乳に利用されているという（と
くにブータンには200年ほど前からアル
ナーチャル・プラデーシュ地方からミト
ゥンが導入された。またこれらの地域で
は家畜にさらにウシ科のヤクが加わる。）

（川本	他	20１2；月原	１996；竹田	2007；
ウェブ	川本	20１１）。同様に、近年では
ヒマーチャル・プラデーシュ州やジャン
ムー・カシュミール州でも一部でミトゥ
ンの飼育や交配がわずかながら試みられ
ている（Ministry	of	Agriculture	20１0,	
20１4;	Mukherjee	et	al	20１0）。
　近年にはウシ、ヒツジ、ブタも外来種
との交配が進められており（ウシではジ
ャージー種、ブラウン・スイス種など）、
州や家畜によって固有種との割合に数％
から数十％とばらつきが大きいものの生
態学的な変容が拡大していることが窺え
る（Ministry	of	Agriculture	20１4など）。
上記の主要な大型家畜の飼育目的は、い

ずれも食すための肉資源という点にある。
　なかでもミトゥンはとくに祭礼の供犠
用に特化しているといえる。急峻な山地
が連なる当地では、かつて敵対する集団
間で行われた首狩りを目的とした襲来か
らの防御のために集落が尾根上に築かれ、
その下の急斜面が棚田や焼き畑に使われ
てきた（図 5 ）。こうした土地では耕作
や荷役への家畜の利用は難しく、一部の
谷間の田畑でウシが耕作に利用されるに
とどまる（ただし今日ではミトゥンも一
部で耕作への利用が試みられている。
National	Research	Centre	 on	Mithun	
20１5：１3）。

　また元々インド北東部の人々は動物の
乳を飲む行為を嫌悪してきたため（もし
くは穢らわしいと思ってきた？）、搾乳
の習慣はない（Mills	１982:	92;	Simoons	
and	Simoons	１968:	23）。日々の嗜好品で
も、砂糖を加えないブラック・ティーや
グリーン・ティーが主流である。街中で
は甘いミルク・ティーを出す店も珍しく
ないものの、これは「平原部」（アッサ
ム方面ないしインド本土）とも呼ばれる
外来の文化の象徴ともなる。もっとも今

図 5   尾根上に位置する村とその裾に広がる
棚田（ナガランド州コヒマ県メゾマ村）。
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日では、州政府が乳とその加工品の利用
と普及を働きかけており、なかでもミト
ゥンの乳は脂肪分がウシよりも豊富に含
まれることから奨励されている。
　以下はナガランド州コヒマ県トペマ村
とペレン県ベンルー村での住民への聞き
取りによる、各々 １ 頭あたりの販売価格
である（インドルピーからの換算は20１6
年 2 月末訪問時のレート １.7で計算）。
ミトゥン
　大	（１0 ～ １5歳）：Rs.60,000 ～ 70,000

＝￥１02,000 ～ １１9,000
　中（5、6 ～ 9歳）：Rs.40,000 ～ 50,000
　　＝￥68,000 ～ 85,000
　小（3歳以上～ 5、6歳）：Rs.20,000 ～
　　＝￥34,000 ～
ウシ
　雄：	Rs.25,000 ～ 28,000＝ ￥42,500

～ 47,600
　雌：Rs.１5,000＝￥25,500
スイギュウ
　雄・	雌 同 じ：Rs.30,000 ～ 40,000＝

￥5１,000 ～ 68,000
　あくまでも目安であるとはいえ、ミト
ゥンの料金が突出していることがわか
る。一般的に肉の量はウシの倍あるとも
いわれており、さらに頭数が少ないとい
う希少価値に加え、この動物が祭礼など
の供犠獣として重視されていることがそ
の価格を押し上げている要因といえるの
ではなかろうか。ちなみに多くの土地で
ミトゥン泥棒がもっとも重い罪になると
いう事実も、こうした理由が背景にある
からと考えられる。

2．飼育方法

　ナガランド州コヒマ県コノマ村（戸数
424、人口１943人。ウェブ	Census	20１１e）
の30歳の男性Ｔ.Ｋ氏（ 2 頭のミトゥン
を所有）による目安では、村全体でおよ
そ600頭のミトゥンを60人から70人ほど
が各々数頭ずつ（最高20頭）所有してい
るという。このうち祭礼などで年間40か
ら50頭ほどが屠殺されている。
　年間１00頭ほどの子供が産まれるもの
の（雌 １ 頭が年に １ 頭出産。特定の季節
に集中することはない）、実際にはその
多くが死産やジャッカルあるいはオオカ
ミによる捕食で命を落としているとのこ
とであった。また20１5年 9 月、１0月には
口蹄疫が流行り、200頭を処分せざるを
得なかった。こうした疫病には１5年ない
し20年に一度見舞われるという。
　ミトゥンは大きく 5 つに区分された周
辺の山々を含む村の所有地にほぼ野生の
状態で放牧されており、餌やりに人間が
介在することはない。ただし定期的に塩
を与えることで人間に馴化している。
　塩は、村はずれの山裾などに設置され
たグゥィキ（gweki）と呼ばれるミトゥ
ン小屋で与える。雇われ人が 4 月から１0
月にかけてここに出向き、日の出頃と日
の入り頃の毎日 2 回、 １ 頭あたり一握り
ほどの塩を与えている。その際にはミト
ゥンの角笛を吹くと、これを聞きつけた
ミトゥンが三々五々山から下りてくる

（図 6 ）。乾季よりもむしろ雨季の方が塩
を欲しがるという。
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　村によっては人が森に入ってミトゥン
を探し当て、塩を与える場合もある。所
有者らは自分のミトゥンについては顔つ
きや毛並みなどで識別ができるとはいえ、
各ミトゥンの耳の一部には切り込みが入
れてあり、その形で所有者がわかるよう
にしてある。
　村と田畑の周囲には柵が設けられ、 4
月頃から稲の収穫と雨季が終わる１0月頃
までは田畑に入り込まないよう随所に設
置されている門が閉ざされている。１0月
に門を開き放牧地の制約が無くなる頃に、
１ 年の節目として神にミトゥンの健康を
祈るという。
　ミトゥンのこのような飼育方法に対し、
ウシは屋根のついた牛舎で数頭から１0数
頭程度ずつが飼育され、牛飼いが毎日付
き添って餌場となる集落近くの草地や森
へと連れ出している。

3．供犠獣としてのミトゥン

　前述したように、ミトゥンが家畜全体
の頭数の上で占める割合は小さい。しか
し祭礼における供犠獣としてその肉を食

すことは、多くの民族集団によってこの
動物を飼育する第一の目的として位置づ
けられている。なかでもナガランド州を
中心に暮らすナガやアルナーチャル・プ
ラデーシュ州のニシ、アパタニ、アディ
などでその傾向が強く、年間の主要な祭
礼や儀礼、親戚一同や村の人々を招く大
規模な勲功祭宴において、あるいは婚資
や交易等の交換財としてミトゥンは最重
要視される（Apum	and	Nimasow	20１5）。
　祭礼時の肉にはウシやブタもまた不可
欠とはいえ、あくまでもミトゥンの肉が
まず用意されていることが大前提である。
これはナガランド州南部のチャケサン・
ナガの場合も同様である。今日では古来
の勲功祭宴が開催されることはなくなっ
たが、一世代前頃までは個人的かつ社会
的に大きな意味をもつ祭りであった。
　勲功祭宴の開催は既婚男性が年に １ 回
まで開催することができ、開催後はその
男性が下記の装飾を家に施すことや行い
が社会的に認可されていた。それは本人
が人生を誠実かつ勤勉に働いて過ごした
証しでもあった。
　①	勲功祭宴はこれを 3 回（すなわち少

なくとも 3 年以上かけて）催した場
合に、家の正面の壁に供犠したミト
ゥンの数の頭の浮き彫りを施すこ
と。他の供犠獣は対象外となる。

　②	加えてもう 3 回催した場合に、屋根
の上に「角飾り」を取り付けること。

　③	さらに 3 回催した場合に、村内（集
落内ないし耕作地）に石碑を立てる
こと。

（ナガランド州政府観光局のアドゥ＝カ

図 6 　塩を目当てに集まったミトゥンたち。
Viliem Kuotsu氏撮影（ナガランド州コヒマ県コ
ノマ村）。
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モ氏からの聞き取りに基づく）（図 7 a, 
7 b）
　こうした装飾の他、ミトゥンを初め同
じく供犠されたウシとヤギなど角を持つ
動物の頭蓋骨は家の正面の軒下や壁面に
飾る習わしがある。富の象徴やその誇示、
あるいは単に記念の意味が込められてい
るという。狩りで仕留めたシカも同様で
ある。
　ミトゥンの肉は他の家畜と較べて柔ら
かで美味なものとして人々に理解されて
おり、祭礼の際にはとくにミトゥンやウ
シの肉を拳大の塊に切り分け塩と少量の
水のみで焼き上げた料理モーディが用意
される（図 8 ）。これがハレの日の最上

（国際協力機構・日本工営株式会社20１5：
4 -１2）、実際にその肉が不足していると
聞くことが多い。そのためにミトゥンの
モーディが十分に確保できず、ウシのモ
ーディのみとなってしまう場合も増えて
いるようである。
　インド北東部では１9世紀半ば以降のイ
ギリスの進行を端緒にキリスト教が浸透
し、とくに今日のナガランド州ではその
割合が極めて高い（表 1 ）。その結果、
前述の勲功祭宴を初め古来の精霊・自然
崇拝やそれに基く祭礼や習慣の多くも廃
れてしまった。ミトゥンを食す機会も、
結婚式などのほかクリスマスやイースタ
ー・サンデーなどキリスト教に則った祭
礼へと変化している。
　しかし古来の信仰を守る者もわずかな
がらおり、またキリスト教徒であっても
古来の祭礼を自らのアイデンティティの
礎として守る人々も少なくない。場合に
よっては州政府が進める地域振興や観光
促進活動とも連動しながら、古来の伝統
に則った祭礼の実施も増えている。
　このように日々の信仰と祭礼のあり方
は変化したものの、供犠獣としての（ハ

図 7a　チャケサン・ナガの家屋正面の壁
のミトゥンの浮き彫り（コヒマ近郊のキサ
マ文化遺産村の復元家屋）。
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図 7b　人生で 9 回の勲功祭宴を催したチ
ャケサン・ナガの人物の家屋。屋根の上に
角飾りが設置されている（コヒマ近郊のキ
サマ文化遺産村の復元家屋）。

位の料理で
ある。
　残念なが
らナガラン
ド州では近
年はミトゥ
ンの飼育頭
数が減少な
いし停滞傾
向 に あ り
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レの日の肉としての）ミトゥンに対する
重要性は今も受け継がれている。すなわ
ちミトゥンの所有は単なる資産価値にと
どまらず、威信財として今日なお特別な
価値を保持しているといえる。
　この供犠獣としてのミトゥンについて
は、その文化的歴史的な関連性を明らか
にする上でスイギュウを供犠することが
多見されるインド半島部の諸民族や東南
アジアや中国南部との比較検証が重要な
課題となる（ウェブ	Brighenti	2007）。

4．「特別な動物」

　ミトゥンの供犠獣としての特別視・重
要視は、多くの人々に今日なお受け継が
れている。一方でこの動物が「神聖視さ
れるか」、あるいは「聖性をもつとされ
るか」については、少なくとも今日のナ
ガランド州コヒマ周辺でのアンガミ・ナ
ガの人々に対する聞き取りでは否定的な
返答が多い。ミトゥンの役割を考える上
で重要なこの点には地域的・歴史的背景
の差や解釈の違いもあると思われるが、
インド北東部に見られるいくつかの伝承
を以下に記しておきたい。

【ミトゥンの起源】
　◦太古の昔、大地に空いた孔から順に
ミトゥン、ナガのウシ、平原（インド本
土）のウシがこの世に現れた。その際に
孔は徐々に小さくなっていったので、最
後に出てきた平原のウシはその尻尾の先
端が挟まり切れてしまった。そのため結
婚の際に婚資として平原のウシを持参す
ると、その家系は滅んでしまう（ナガラ

ンド州南部のレングマ・ナガ。Mills	
１982:	208）。
　◦ミトゥンは「太陽の末裔」の生き物

（インド北東部の伝承。ウェブ	Mondal	et	
al.	20１4）。

【神・神々、死者・祖霊・先祖への捧げ物】
　◦ミトゥンは、神々への「聖なる供犠
として不可欠である」（アルナーチャル・
プラデーシュ州の民族集団ニシなど。
Gupta	et	al.	 １996:	4１;	Rikam	2005:	47.	
ウェブ	Mondal	et	al.	20１4）。先祖伝来の
ドニ・ポロ（太陽・月）信仰を守る人々
の場合には、これらの神々への捧げ物と
してミトゥンが供犠されている（Rikam	
2005）。
　◦葬式の際にミトゥンを供犠すること
で、死者が現世に彷徨うことなく満足し
て来世に旅立つことができる（アルナー
チャル・プラデーシュ州の民族集団アデ
ィ。Apum	and	Nimasow	20１5）。
　◦祭礼におけるミトゥンの供犠は現実
社会の人々への肉（富）の分配というだ
けでなく、大自然の精霊や至高神、さら
に祖霊や来世にいる先祖たちに奉納しそ
の繁栄と安寧を願うために行う。そうす
ることで、祭礼の主催者の男性の現世で
の地位や家族の繁栄が来世にも受け継が
れる（ナガ全般、ミャンマー北西部チン
州の民族集団チン）（森田	１98１：１43-
１46；Simoons	 and	 Simoons	 １968:１48-
１5１;	Vidyarthi	and	Rai	１977:	246）。
　◦今日その大部分がキリスト教徒であ
るチンは、ミトゥンの供犠をイエス・キ
リストのために行う（ウェブ	Rodríguez	
20１3）。
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【死者の分身・道標】
　◦人の魂は死後にミトゥンの体内に入
ると信じられている。そのため祭礼の際
に供犠獣として多くを屠殺することにた
めらいを感じている。また屠殺された場
所を「霊のいる場所」として崇める（ナ
ガランド州中部のアオ・ナガ。Hutton	
2003:	１86	n.１）。
　◦生前に勲功祭宴を開催した人物が死
後に死者の村へと向かう際には、供犠し
たミトゥンの霊がお供をしてくれる（ア
オ・ナガ。Mills	2003:	229）。
　◦人間とは、天空に住む「空の霊」たち
が所有するミトゥンの地上での姿にほか
ならない。そのため、彼らがそのミトゥ
ンを殺すと地上の人間も死ぬ（ナガラン
ド州中部のチャン・ナガ。Hutton	2003:１86）。
　◦ナガの人々の発祥の地とされるケザ
ケノマから、ある家族が新たな村を築く
土地を探すために出発した。連れていた
ミトゥンと雄鶏、犬が同時に鳴いた時、
そこが村の設置場所と決まった（ナガラ
ンド州南部のアンガミ・ナガ。Hutton	
2003:	258）。
　◦ミトゥンは走る際に人間を踏みつけ
ることは絶対にない。また新たな村を築
く場所を探す際には、豊饒な土地を見つ
けることができるミトゥンを先に歩かせ
ればよい（ナガランド州南部のチャケサ
ン・ナガ。ウェブ	Banerjee	20１4）。

【清浄な動物】
　◦ミトゥンは山深い森林の上質な葉を
主食としているため、非常に「清らかな
生き物」である。したがってその肉もま
た、同じように清らかである（今日のア

ンガミ・ナガの人々）。
【村の入り口の扉の装飾】
　◦とくにナガランド地方では、尾根上
に立地する村への入り口の門に、首狩り
を目的とした敵襲から守るため木彫りの
扉が設置されてきた。現在は常時開け放
たれているが、数十年に一度行われる新
たな扉との交換作業は、それそのものが
祭礼のひとつとして多数の村で今も受け
継がれている。この扉に施される浮き彫
り装飾の中心となるモチーフが、ミトゥ
ンの頭部である（図 9 ）。
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　扉の全体
を覆うよう
に大きくデ
フォルメさ
れたその頭
の上には狩
り獲った首
を手にした
戦士が表現
され、さら

にいくつもの首、槍や盾、ときにピスト
ルやライフルなどの武器、同心円文で表
された太陽と月、一列に並べた乳房、ウ
シなどのモチーフが全体の余白を埋める
ように刻まれる。そのすべてが村の繁栄
と多産を表現しており、扉は村の誇り・
シンボルともなっている。

【角の盃】
　◦祭礼で稲芽酒（ライスビール）を飲
む際には、ミトゥンの角の盃が用いられ
る（図10）。手にした際にやや右に湾曲
する形が美しいとされ、ウシやスイギュ
ウの角は「美しくない」ため用いられる
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ことはない。
　上記の記述からは、断片的ながらミト
ゥンが単に肉を得るだけのために飼育さ
れているわけではないことが窺える。こ
の動物は冠婚葬祭のすべてにおいて不可
欠で、現世とともに来世の富の象徴でも
あり、祖霊や先祖と密接な結びつきを持
つ。そのために来世への道案内ができる
力があるとされている。
　これはヒンドゥー教で知られる「死に
際の人がウシの尻尾をつかむと迷うこと
なく来世に辿りつける」という伝承とも
共通するものであり（Daniels	and	Stevans	
2003:	602）、「人間界・子孫・現世」と「自
然界・祖先・来世」とを仲介する動物と
して強く認識されてきたことを示す。そ
うした背景には、人間の日常的な生活圏
である村や耕作地に近い草地で飼育され
るウシやスイギュウとは対照的に、ミト
ゥンが自然界・野生の場である山深い森
林を主な生活の場としていることが関係
しているのかもしれない。

まとめ

　過去１50年ほどの間のキリスト教化や

西欧化、あるいはそれ以前に遡るであろ
うインド本土や東南アジア方面からの影
響のなかで、ミトゥンの文化的な位置づ
けや解釈もまた変容あるいは消失してき
たと考えられる（松井	1995）。
　ただし、神聖視や崇拝の対象とはなら
ないまでも、ミトゥンを「特別な動物」
とする観念は根強く受け継がれており、
キリスト教化が進んだ今日なお、そうし
た宗教の枠を超えた人々のアイデンティ
ティの礎とさえなっている。
　その前提となる古来から受け継がれた
世界観・来世観とともに、他地域の類似
する事例に改めて目を向け比較検証を行
うことで、インド北東部に広がるミトゥ
ンの文化をより深く理解することができ
るであろう。
　さらに今日では、ミトゥンの乳利用の
奨励やこの動物が生息する森林を含む自
然環境の保護・持続性の考慮など、生産
性や経済効率を踏まえた新たな対応が社
会に求められつつある（Naional	Research	
Centre	on	Mithun	20１5）。こうした時代
の波に人々がどのように対応しミトゥン
とそれを巡る文化的伝統を新たな世代へ
と受け継いでいくのか、この点について
も今後注視していきたい。

本稿は、20１5－20１7年度科学研究費助成
事業・基盤研究（B）海外学術調査『南
アジアの紅玉髄製工芸品の流通と価値観
－「伝統」と社会システム変容の考察』（研
究代表者：小磯学	課題番号：１5H05１47）
の成果の一部です。心より感謝申し上げ
ます。
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　20１6年 １ 月元旦の日経新聞の一面を飾
った記事は、インドの俊英たちが続々と
グローバル企業のトップとして活躍し、
世界を変えようとしていることを報じる
ものであった。
　サティア・ナディラは１4年にマイクロ
ソフトのＣＥＯ（最高経営責任者）に、
ブラウザー「クローム」などの開発で有
名なスンダル・ピチャイは昨年グーグル
のＣＥＯとなった。また、米グーグル上
級副社長であったニケシュ・アローラは
１65億円の報酬契約で日本のソフトバン
クの副社長に迎えられた。
　本紙登場者以外にも、米ペプシコＣＥ
Ｏのインドラ・ヌーイ、米アドビシステ
ムズＣＥＯのシャンタヌ・ナラヤン、フ
ィンランド・ノキアＣＥＯのラジーブ・
スーリなど世界の名だたる企業のトップ
として活躍するインド人は枚挙にいとま
がない。
　インドで生まれ、大学を卒業するまで
インドで過ごした彼らの活躍は、さらな
る飛躍をめざすインド経済を象徴してい
よう。中国経済の減速などによって世界
経済が不透明感を増す中で、インドは「曇
った世界の地平線に輝く一点の光明」（Ｉ

ＭＦ）として、さらなる世界経済のけん
引役を期待される状況にある。
　ところで、１99１年の経済自由化以降の
インド高成長の大きな要因は、古くより
存在した財閥が新しい環境の中で外資を
も交えた熾烈な競争を展開したこと、お
よび諸財閥に挑戦しようとする旺盛な新
興企業家が陸続として輩出し、新産業の
創出に前者を上回るほどの主導的役割を
果たしたことである。世界を股にかける
上記のようなインド人たちの活躍も、諸
財閥や新興勢力の企業家精神に連なるも
のと言える。
　以下、あらためてインド経済の高成長
をけん引する財閥や新興勢力について、
そのプロフィールや動向を中心にスケッ
チしておこう。

１．三大財閥

①タタ財閥　

　新旧・大小合わせて約50あるといわれ
るインド財閥の中で１50年の歴史を誇る
代表的財閥。現在グループ企業は98社、
総売上高は１１兆円に上る。歴代の総帥の

躍動するインドの財閥と
新興勢力～そのプロフィール～

大阪学院大学経済学部教授

三上 敦史



36

寄稿

瑞宝章を授与された。
　また、英国統治下のボンベイ（現ムン
バイ）で人種を理由にホテルの利用を拒
否されたことに反発し、東洋一美しいタ
ージ・マハル・ホテルを建てた（１902）。
さらにはインド工業の自立をめざして鉄
鋼会社や人材育成のための大学の設立準
備を進めた。
　それらの事業は二代目たちによって
１907年タタ鉄鋼会社、１909年インド科学
大学として設立された。南インドのバン
ガロールが、インドのシリコンバレーと
して発展したのは、そこにタタが手がけ
た大学があったからに他ならない。その
大学はインド高等教育の総本山として、
独立後のＩＩＴ（インド工科大学）設立
時の礎となった。
　二代目たちはまた、マハトマ・ガンデ
ィの理想（信託理論）を具現化する形で、
世界に類例を見ない社会貢献のシステム
をつくった。ガンディは富める者たちに
対して、神から資源の利用を託されて富
を蓄積したのだから、それらを受益者で
ある国民に還元し貧富の解消に尽くせ、
と説いた。
　ガンディの南アフリカでの活動を熱心
に支援していた弟は、財閥本社の持ち株
を含む自分の全財産を慈善目的の信託に
付し若くして死去した。また二代目当主
も、子もなく最愛の妻に先立たれたこと
もあり、自分の全財産を国家的に重要な
目的のための慈善信託に付して死去した

（１932）。
　こうして財閥本社の株式の大半を公的
な慈善信託が所有し、傘下企業からの巨

国益志向的な企業活動と、世界に例を見
ないほどの社会貢献によって、広く国民
に尊敬される財閥でもある。
　タタ家は、その昔イスラムに追われて
イランからインドに移住したゾロアスタ
ー（拝火）教徒の子孫で、インドの最も
先進的な小集団（パルスィ；ペルシャか
ら来た人）に属す。インド随一の財閥が
出自的に難民であったことは、インド社
会の多様性との関連で興味深い。
　ゾロアスター教は、古代ペルシャに起
こった一神教で、創造神アフラ・マズダ
を奉じ、善思、善語、善行の三つが宗教
倫理の根底をなす。ビジネスにおいても
この倫理が基本であり、利益の社会還元
をもって彼らの企業家精神は完成する。
ムンバイのタタ財閥本社の玄関ホール正
面にも、この三つのモットーが掲げられ
ている。彼らは相互扶助などを通じて結
束力を強め、英支配下で頭角を現した。
　創始者のＪ.Ｎ.タタ（１839 ～ １904）は、
大学卒業後父が始めた貿易会社に入り、
早くより綿花取引などで世界を股にかけ
て活動した。１874年（日本では明治維新）
以降 4 つの綿工業会社を設立し、最新の
技術を採用し、労働者用の宿舎を完備す
るなど、革新的な経営を展開した。
　当時インドの海運業は、イギリスのP&O
汽船などの独占的支配下にあったが、急
速に勃興しつつあった日本紡績業がその
原料綿花をインドに大量に求めていたた
め、タタはイギリスの海運独占に対抗す
るために日本郵船と組んでボンベイ航路
を開設した。これが日本にとって初の遠
洋航路であり、彼は日本政府より勲四等
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額の配当収入を医療や村落開発などに振
り向ける体制が確立したのである。フラ
ンス人を母に持つ四代目も有能で、独立
後の重化学工業化を推進し業容を著しく
拡大した。
　自由化がスタートした9１年に五代目に
就任したラタン・タタも、事業の選択と
集中を図るなどの財閥改革を断行しつつ、
先代たちの高い志を受け継いで、低所得
者層の生活革命やグローバル戦略の遂行
を使命として驚くべき企業家精神を発揮
した。
　世界最安の20万円車の開発（2008年）
や、欧州鉄鋼大手のコーラスや英高級ブ
ランドのジャガー・ローバーなどの巨額
買収で世界を驚かせたことは記憶に新し
い。六代目は一族外からのトップ就任で、
専門経営者集団による新時代の財閥経営
の幕開けを象徴するものとなった。民間
航空などの成長分野に参入する一方、「グ
ローバル・ブランド・キャンペーン」を
開始し、さらなる世界展開を目指す。

②ビルラ財閥

　ビルラは、インド北西部の砂漠地帯の、
通称マルワリと呼ばれる商人カーストの
出身である。その地は「死の地方」を意
味する過酷なところで堅忍不抜の商人を
培った。そして英国支配の拡大に伴う経
済的機会の発生によってさらに商人が大
量発祥し、連帯性と相互扶助をベースに
彼らが来ない町はないと言われるほどに
広域的な商業活動を展開した。
　マルワリの大量発祥とその広域的活動
は日本の近江商人のそれとの比較におい

ても興味深いが、いずれにせよそのなか
で近代企業家に上昇したのは、長期的視
野やリスクを恐れぬ挑戦的態度や革新性
を持つ者に限られ、多くは長らく（保守
的な）商人として留まった。
　このように、マルワリの工業分野への
進出はタタ財閥などに比べて大きく遅れ、
第一次世界大戦後から１930年代にかけて
の時期であった。
　マルワリの中で最初に工業起業家に上
昇したのはＧ.Ｄ.ビルラ（１894 ～ １983）
であった。ビルラ家も長らく広域的商業
活動に従事し、彼の祖父の代にはすでに
由緒ある商家になっていた。
　Ｇ.Ｄ.は 4 人兄弟の 3 番目として生ま
れ、家庭教師のもとで英語や数学を習っ
て育ち、早くより遠く離れたカルカッタ

（現コルカタ）で働いた。革新的で企業
心に富んだＧ.Ｄ.は、第一次大戦時に投
資で得た莫大な富を元手に、当時イギリ
スが独占していたジュート工業に進出し
た。さらには製糖、製紙なども手掛け、
１942年にはインド初となる国産自動車会
社をも設立し、兄弟や一族を中心とする
財閥経営を展開した。
　また、彼はマルワリ随一の英語の使い
手でもあり、弱冠28歳で植民地政府の財
政委員会委員に選任された（2１年）のを
はじめ、スイスでの国際労働会議（28年）
の代表を務めるなど国際的にも活躍した。
　他方、彼は１9１6年以来長きにわたって
ガンディの活動を財政的に支援し、また
イギリスでの第 2 回英印円卓会議に同行
するなど親交を結んだ。そのことは、	In	
The	Shadow	of	the	Mahatma	.,１972.な
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どの彼自身の著書で詳しく語られている。
ガンディが48年にデリーのビルラ邸で暗
殺されたことは周知のことである。
　独立後ビルラはセメント、レーヨン、
アルミ精錬などに矢継ぎ早に多角化し、
一時はタタ財閥を凌ぐほどの勢力を誇っ
た。しかし、１980年代の彼の引退を機に
大家族体制にひびが入り、財閥は 6 つの
独立したグループに分裂した。
　現在ビルラ系で最大なのは、創始者の
ひ孫のクマール・マンガラム・ビルラが
率いるアディティア・ビルラ・グループ
である。その中核企業ヒンダルコは、
2000年にはオーストラリアの二つの銅山
を買収し、また06年にはカナダのアルミ
大手ノベリスを買収してアルミ圧延の世
界的大手となった。セメントのグラシム
社も世界的企業に成長した。
　他方、アイディア・セルラー・ブラン
ドの携帯通信は国内 3 位、ほかに小売り

（スーパー）などの事業分野でも存在感
を高めている。
　他方、新聞、製糖、繊維、化学などを
主要事業とするＫ.Ｋ.ビルラ・グループ
は、三女で著名なショバーナ・バーティ
アが副会長として経営を統轄する。なお、
女性が財閥のトップに就くケースは徐々
に増えつつあり、女子は婚出するものと
して、事業の承継を男子成員に限定して
きた慣行は過去のものとなりつつある。

③リライアンス財閥

　たたき上げで「人間機関車」と呼ばれ
たＤ.Ｈ.アンバニ（１932 ～ 2002）が一代
で築いた財閥。彼はグジャラート州の商

業カーストの出身であった。同州は１5世
紀に始まる大航海時代以降、胡椒を中心
とする東西海上貿易の一大結節点として
多くのインド商人が活躍した地であった。
彼は１6歳でアラビア半島に渡り約十年間
仕事をした後帰国、合成繊維の輸出入で
蓄財した。
　その後合成繊維の製造・販売に転じ、

「ヴィマール」というブランドで上流階
層向けのサリーやスーツを爆発的にヒッ
トさせた。そして、米デュポンやエンロ
ンなどと提携し、合成繊維から石油化学
へ、さらには石油精製や油田開発へと、
川下（製品）から川上（原料）への統合
戦略を推進した。
　これらの事業が成功するうえでアメリ
カの一流大学院を出た二人の息子が果た
した役割は大きかったが、父が死去する
と彼らは経営権を巡って骨肉の争いを展
開し事業を分割した。
　現在、兄のムケシュ・アンバニが石油
化学・石油精製・油田開発・小売りなど
の事業を経営する。最近では、クリシュ
ナ･ゴダバリ沖で油田・天然ガスの開発
にも成功し、また世界最大の石油精製所
も稼働させた。世界水準のスポーツ施設
を設立して、有望な若手選手の育成を手
掛ける企画も進行中である。
　弟のアニルは電力・インフラ整備（ム
ンバイ・メトロの第二期工事など受注）・
通信（携帯電話）・金融・メディアなど
の事業を経営する。今や二人とも世界的
な大富豪として知られ、分裂が好ましい
結果を招いた数少ないケースとなった。
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２．その他の有力財閥

　三大財閥のほかに印僑系も含め多彩な
有力財閥がひしめく。主要なものについ
て列挙しておこう。
　ゴドレージ財閥は、出自的にはタタと
同じくパルシーに属する。創始者A.B.ゴ
ドレージ（１868 ～ １936）は錠前の製造
からスタートし、植物性油脂を原料とし
た石鹸製造や家電の分野にも進出した。
現在 3 代目が率い、機械、工具、家具、
建設、ＩＴなどへも業容を拡大している
が、最近約 6 千円の格安冷蔵庫などをも
開発して注目された。
　インドは世界一の野菜生産国である
が、保冷手段を欠くことから多くは廃棄
処分されてきた。新興国企業発の製品の
革新的意義が理解できよう。また、シャ
ンプーやヘアカラーなどの小分け販売な
ど、主としてアジア・アフリカを含む巨
大な低所得層をターゲットとしたＢＯＰ

（ボトム・オブ・ピラミド）ビジネスの
分野で大きな存在感を放つ。
　トヨタ自動車とのパートナーとしても
知られるキルロスカル財閥も長い歴史を
持つ財閥である。創始者のＲ.Ｋ.キルロ
スカル（１869 ～ １956）は、バラモンな
がら貧しい家に生まれた。幼少時より機
械の組み立てに興味を持ち、大学の講師
などを経て１896年に自転車工場を設立し
た。各種電動ポンプや電動工作機械をも
手掛け、その後アメリカの一流大学出の
4 人の後継らも加わり、業容を著しく拡
大した。自由化後は外資との積極的な提

携を展開、94年にはトヨタ自動織機との
合弁で紡織機械の会社を、97年にはトヨ
タとの合弁でトヨタ・キルロスカル社を
グループ企業に加えた。
　バジャージ財閥は、現在二輪市場では
2 位にあるが、オートリクシャー（ 3 輪
車バイク）・メーカーとしても有名で、
他に製糖のヒンドゥスタン・シュガー、
家電のバジャージ・エレクトリカルズ、
鉄鋼のムーカンド・アイアンなどを擁す
る名門財閥である。創始者ジャムナラル・
バジャージ（１889 ～ １942）は、マハトマ・
ガンディの熱烈な支持者で、企業活動を
しながら長年国民会議派の財政部長とし
て活躍し、「ガンディアン・キャピタリ
スト」と呼ばれた。
　また、その孫のラーフル・バジャージ
は、ハーバード大学のMBAを持つ経営
者としてバジャージ・オートをスクータ
ーの大手企業に押し上げたことから、「ス
クーター・キング」の異名をとった。同
社は１960年に設立され、85年からは日本
のカワサキなどとも技術提携をしてき
た。最近では、緩衝装置で特許を取得す
るなど開発能力を高め、スクーターから
バイクへと比重を移しつつ、業界のトッ
プねらう。生産の 3 分 １ はアフリカ、中
東、東南アジアなど世界30カ国に輸出す
る一方、中国で格安バイクの生産も開始
した。
　マヒンドラ財閥は、インド北部パンジ
ャブ地方出身のマヒンドラ兄弟（K.C.マ
ヒンドラ１890 ～ １963）が創始した財閥
である。同家はクシャトリア階級で地主
であったが、印パ分離独立によって所有
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する土地を消失。しかも兄弟の父は二人
が幼少時に死去したため、気丈で教育熱
心な母の下、それぞれ兄はケンブリッジ、
弟はオックスフォードを出て活躍した。
第二次大戦直後に二人はマヒンドラ＆マ
ヒンドラ社を設立し、ジープとトラクタ
ーの製造・販売を始め、その後エレベー
ター事業などにも進出し財閥の基盤を確
立した。
　現在、ハーバード大卒の三代目当主が
率いるが、自動車ではＳＵＶ（多目的ス
ポーツ車）の開発・生産に強みを持ち、
また米フォードとの提携による乗用車製
造も軌道に乗せた。ＩＴサービスのテッ
ク・マヒンドラや金融のコタ・マヒンド
ラも急成長した。最近トラクター製造の
シェアで世界一となったことでも注目さ
れるが、広く農業関連（アグリ）ビジネ
スも手掛けており、農業栽培支援や農機
具の操作・修理などの事業にも力を入れ
る。

３．新興勢力グループの興隆　

　冒頭で触れたように、経済自由化以降
新興勢力が新産業の開拓と発展で主導的
役割を果たした。財閥と呼ぶには日が浅
いものの、みなぎる起業業家精神で市場
を切り開く様は、財閥から続く企業家の
系譜に連なるものといえる。
　インドの代名詞ともなったＩＴ産業で
は、新興のインフォシスやウイプロが、
今や両社とも従業員１6万人を擁する大企
業に発展し、タタ財閥のＴＣＳ（同30万
人）とともに御三家の地位を確立した。

いわゆる2000年問題でのインドＩＴ企業
への高評価に伴い、これらを含む多くの
ＩＴ企業は、 2 週に １ 度の採用試験を実
施するほどの驚異的なペースで毎年 １ 万
人以上の大量の技術者を採用してきたの
である。
　インドはまたジェネリック大国として
製薬・バイオ医薬の分野においても名高
いが、ベンチャー企業としてスタートし
た企業も多い。Ｋ.マズムダル・ショウ

（１953 ～）は「バイオの女王」として世
界的に著名である。

　彼女は、ビール会社の支配人をしてい
た父の影響でオーストラリアの大学院で
醸造・発酵について学んで帰国した。だ
が、保守的なインドで女性を採用する企
業などなかった。
　そこで１978年故郷バンガロールで各種
の酵素を作るバイオコンという企業を立
ち上げた。未知の産業分野のしかも女性
起業家に融資する金融機関もなかった
が、艱難辛苦の末に産業用酵素や医薬原
料などの開発や生産を軌道に乗せること

Ｋ.マズムダル・ショウ女史
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に成功した。200１年にはコレステロール
降下剤の製造認可を米国で取得し世界市
場に進出した。
　また、2004年にはインド国産バイオ・
ジェネリック第一号となる「インシュゲ
ン」を開発するなど、短期間にインドを
代表するバイオ医薬メーカーに成長し
た。若くて有能な１200人以上の技術集団
を束ねて、安価で革新的な新薬の開発に
傾注する。従業員の 3 分の １ が女性とい
う。私財を投じての慈善活動でも広く知
られる。
　インドの病院で、外国人患者が心臓手
術などの高度医療を受ける医療ツーリズ
ム（観光）も、今や年間１00万人を超え
る規模の大きな産業に発展した。外国人
を受け入れる総合病院の数は800を越え
る。
　インドの優位性は、英語圏であること、
治療費が世界最安（心臓バイパス手術で
米の１0分の １ ）であること、患者を待た
せないこと、および医師が優秀であるこ
との四点にあるが、それはＰ.レッディ
博士による病院チェーン展開（アポロ病
院グループ）を先駆とする。
　インド初の株式会社形態による病院の
設立のきっかけは、彼の患者の一人が米
国での心臓手術に間に合わず死亡した経
験による。彼はアメリカで心臓手術の経
験を積み、帰印して１983年アポロ病院を
設立し、 4 人の娘を経営に参画させドバ
イ他を含む総合病院のチェーン展開を加
速させた。政府もメディカル・ツーリズ
ム産業の振興を積極的にＰＲする。
　他方、「メスを持つマザー・テレサ」

の異名をとるデビ・プラサド・シェティ
博士（１953 ～）は､ 貧困層向けの心臓
病院のチェーン展開で世界的な注目を集
める。彼は、イギリスの病院で心臓手術
の経験を積んで帰国。マザー・テレサの
主治医として心臓手術を担当し、多大な
影響を受けつつ、200１年ナラヤナ・ヘル
ス病院（グループ）を設立した。
　志を共にする医師のみを採用し、徹底
した業務の効率化と、掛け金がひと月20
～ 30円という超格安保険の「規模の追
求」によって、アメリカの病院の 5 ％以
下の費用で心臓移植などの高度治療を提
供することに成功した。
　現在23病院、計5400床を持つ巨大グル
ープに成長した。ユニークなインド発の

「医療ビジネスモデル」でアメリカに近
い英領ケイマン島にも進出。近く株式を
上場し、本格的なグローバル展開を企図
する。

　インドの携帯電話（通信）は、最も急
速に発展した産業であるが、その業界で
トップを走るバルティ・グループも、ス
ニル・バルティ・ミッタル（１957 ～）
とその一族が率いる新興勢力である。彼

デビ・プラサド・シェティ博士
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は小さい頃より企業家になることを夢
見、大学卒業後日本製の発電機の販売や、
コードレス受話器やなどの開発に携わっ
た。
　しかし、9１年の自由化によって国営企
業による電話サービスの独占が廃止され
ると、いち早く首都圏の携帯電話サービ
スのライセンスを取得してこの分野に参
入した。財閥系も大挙して参入し熾烈な
競争を展開するが、バルティは他の追随
を許さない。

　ちなみに、ＮＴＴドコモがタタ財閥系
企業と組んでタタ・ドコモとして挑んだ
が、つい最近インドからの撤退を余儀な
くされた。
　スーパーの全国展開で知られるフュー
チャー・グループも新興で、枚挙にいと
まがない。
　進化しつつ底力を発揮する多くの財閥
に加えて、陸続として輩出する旺盛な新
興勢力で躍動するインドの潜在力と‘伸
び代’は計り知れないほど大きい。

主要参考文献
三上敦史（１993）『インド財閥経営史研究』同文舘。
内川秀二（2006）『躍動するインド経済』アジア経済研究所。
小島眞（2008）『タタ財閥』東洋経済新報社。
絵所秀紀（2008）『離陸したインド経済』ミネルヴァ書房。
ハロルド・L・サーキンほか著/中山宥訳（2008）『新興国発超優良企業』講談社。
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　毎年、秋になると 3 日間、神戸メリケ
ンパークがインドになる。海辺にテント
が60ほど並び、屋台ゾーンでは、タンド
リーチキンやナンの香りが辺り一面ふり
まかれる。
　「ナマステ～。いらっしゃーい！美味
しいヨ！」。賑やかな呼びこみの声に太
鼓の音。山積みのスパイス、カレーレト
ルト、マンゴージュース、その他、サリ
ーをはじめとしたインドのカラフルな
服・雑貨・アクセサリーがキラキラ、太
陽の下でまばゆい。
　明るい独特のインド歌謡がリズミカル
に大音量で流れる中、ステージでは、イ
ンド古典演奏やダンスと相まって、にぎ
やかなボリウッドダンスや愉快なパング
ラダンス等が披露される。まさに、 3 日
間のリトルインド！　これが、関西で生
まれた、インドフェスティバル、そう「イ
ンディア・メーラー」である。
　我見も交えて言わせて頂くなら、関西
で初めて、市民レベルで「インドが脚光
を浴びた日」。「一般の方の“インド感”
を変えたイベント」。それが、インディア・
メーラーの本質だ。なぜなら、それまで
は、インド好きな人だけが参加する閉じ

られた社会、それがインド関連イベント
だったからである。多くの人は、大国イ
ンドの名前と悠久のイメージを好意的に
持ってはいても、インドはしょせん、身
近にはない国でしかなかった。
　それを変えた二人の立役者。それが、
一 人は皆さんもご存知の、映画「スラ
ムドッグミリオネア」の原作者かつ在大
阪・神戸インド総領事館の元総領事、ヴ
ィカ―ス・スワループ氏。そして、もう
一人のキーパーソンは、私の上司で、
１00名以上の劇団員を率いる日本のカリ
スマ演出家、仲風見氏である。
　話は 6 年前に遡る。場所は、インド商
業会議所（ＩＣＣＪ）の応接間である。

「本当にお願いできる？　インド文化と
印日交流のために、関西でインドフェス
ティバルを開催したいよ。でも、神戸で
は、場所が見つからないし、私たちも普
段は、自分の仕事をしているから、イベ
ントばかりやってられないよ」。
　ソファーにでーんと座った恰幅のいい
男性（パンジャビ氏）は、言葉とは裏腹
に鋭い眼光で私たちを眺めた。隣で、ス
ラリ、飄々とした趣の男性（トラバリー
氏）も心配そうにのぞきこんでいる。

Indiamela　誕生秘話

インディア・メーラー事務局

山口 かおる
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　「場所は見つかると思います。イベン
トの運営自体もそんなに難しくはない。
私たちは劇団ですから。ただそれより、
まず、インドの人が何を日本（関西）に
発信したいのか、インド人自身のＰＲが
重要。それと経済面。そして、最後に人
をどれだけ集められるのか？　イベント
の『目玉』も探していく必要があります
ね。」と仲。
　間髪いれず、イベントには、中身より
もまず、“人とお金をどれだけ集めるこ
とができるかが必要”と答えた。「まずは、
5 万人～ １0万人集めましょう」。パンジ
ャビ氏の目がぐっと開いた。「分かった。
では、あなたに、ある人を紹介するよ！」
それが、先ほどの元総領事、スワループ
氏であった。実は、彼が関西独自のイベ
ントをしようと言った、“言いだしっぺ”
だったのである。

　そして、舞台は総領事館に移る。総領
事館で、月１ ～ 2回、インドクラブ・Ｉ
ＳＳ（Indian	Social	Society）・ＩＣＣＪ・
そして、インドに深く関わっている日本
の方々を交えたミーティングが始まった。
とにかくにぎやか。数名が同時に話をし
ても進行可能なインド式会議とヒングリ
ッシュ（英語とヒンディ語のちゃんぽん）。
　最初の議題は、イベントの名前だった。
関西日印文化協会の会長、溝上先生の提
案で、「インディア・メーラー（※mela
メーラーは、ヒンディー語で祭りという
意味）」と決定。「（日本語にはrとlの違
いがないので）、mera って、“私の”っ
ていう意味もあるから、裏の意味は、私
のインドだね」。スワループ氏が茶目っ
気たっぷりに言うとみんながゲラゲラと
笑いだした。常にジョークと笑いが絶え
ない、明るさ・にぎやかさは、インドの
大きな魅力だ。
　ただ問題は、経済面やイベントまでの
段取りだった。真面目で平等をモットー
とする（つまり利益も負担も分かち合う）
日本人気質とは違って、誰かスポンサー
やオーガナイザーや上の人（ビッグな人）
が用意してくれる、という他力本願的な
経済観念や、イベントの直前に準備する
インド人気質にはカルチャーショックを
受けた。
　それと大阪人以上の超現実主義者。目
に見える（金銭的な）利益が無いものに
は、 １ 円も出さないし、動く以上は利益
を求めるというスタンスには、疑問すら
感じた。祭りという考え方、団体と個人
のあり方。行政側の責任感の無さ。突き

「インディア・メーラー」の出演者や関係者ら
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詰めるときりがないので、その一つ
一つを、ここでは述べないが、イベ
ントの企画にあたり、幾度となく、
その『違いの壁』にぶち当たった。
そして、その都度、スワループ氏と
仲氏は、時に声をあらげ、時に相手
の立場を思いやりながらも、妥協と
歩み寄りを続けて、最終、今のメー
ラーの原型に辿り着いたというのが

のが、「ボリウッドダンス」だった。誰
もが知っている古典ではなく、今現代に
流行っていて楽しいもの、インドらしさ、
世界に通用するもの。それは、美男美女
が出て華やかながらもユニークかつ明る
い、ボリウッド映画の「みんなで踊るダ
ンス」である。
　また、インドの人自身に、自分たちの
イベントをＰＲしてもらったこと。サリ
ーの着方、結婚式のショー。スワループ
氏自体もそうだが、インド人は、タレン
ト性がある人が多い。彼らを積極的に表
に出すことで、「新しいインド感」を打
ちだしていった。そこから、日本人も、
リアルな現代的インドを面白いと感じ、
古いステレオタイプなインド感から抜け
出したのではないだろうか。
　最後に、インディア・メーラーは、現
在進行形の「挑戦」である。もし、イン
ド側や受け入れる日本側のどちらかが、
お互いの歩み寄りを止めてしまった時は、
メーラーも終わりを遂げるのであろう。
そういう意味で、始まりから稀有で、イ
ンドらしいイベントだなと思う。
　出来るならば、インディア・メーラー
のさらなる発展を願いつつ。

本音である。
　つまりここで言いたいのは、「国際交
流」とは、相手の立場を思いやるという
ような生ぬるいものではない。お互いの
意見のぶつかり合いの中で出てくる「解
決方法」こそが、インド式国際交流なの
だ。そして、そのゴールにたどり着くた
めには、常に自分の立ち位置を主張し続
けなければならない。そこから出た本音
の解決策こそが、メーラー成功の最大の
要因である。
　最後に、仲が使った「集客のマジック」。
これは多くの方に今でも聞かれる。「なぜ、
20万人が楽しんで集まってくるのか？」
　それは、一つには先ほども書いた、本
音の交流をし続けているから。問題が起
こっても、隠さない、理由なく自分が不
利益を被らず、妥協策を探っていく。（こ
の点では、多くのインドに関係してきた
日本の方に助けられたと思う）問題を隠
すのではなく常にオープンにすることで、
多くの人と関わりながらも、同じ視点で
企画を進めていくことができる。
　そしてもう １ 点は、再大限、インドの

「良さ」や「インドらしさ」をアピール
し続けたこと。初年度、仲が目につけた

「インディア・メーラー」のオープニング
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りますが、それらの意味を、英語で解説
するか、または、訳すことにいたしまし
ょう。		

カーシ族の居住地域

　アジアの地図を見ると、インドとビル
マの境界に、南東アジアから北部の大ヒ
マラヤ山脈にのびる大ビルマ・アラカン
山脈があります。その中ほどに、バング
ラデシュ平原とアッサムのブラマプトラ
渓谷の間を隔てるように西の方向へ一筋
伸びている山脈があります。これが、カ
ーシ・ジャインティア丘陵です。この山

　（免責事項：この論文で表された見解
や意見は、全て著者独自のものであり、
著者が責任を負うものとする）

　この論文は、太古の昔からインド北東
部に住む、独特なカーシ・プナー族につ
いて、日本の方々に紹介しようとするも
のです。
　これから、インドの北東部メガラヤ州
の、この独特な部族社会の伝説、神話、
史実やその他について詳しくお話しいた
しましょう。
　カーシ族の語句を少々用いることにな

メーガーラヤ州のカーシ族

元在大阪神戸インド総領事

リヴァー　オーネル　ワーラン

脈の特徴は、バングラデシュ北部
の平原から4000フィートの高度ま
で垂直に登っていく点にあります。
　平均海抜5000フィートの高原地
帯まで、次第に先細りになって登
っていき、それから北部のアッサ
ム渓谷に向かって次第に緩やかに
傾斜していきます。この高原地帯
の最高地点は、海抜6446フィート
で聳えたつシロン峰です。この峰
が、シロン市の名の由来となった
峰です。

メガラヤ州
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9 家族は天の住処にいました。7 家族は、
他の 9 つの親戚家族との連絡が完全に失
われ、永久に地球に閉じ込められました。
　それでも彼らは、生存し続け、穀物を
栽培し、地球での生活になじんで住み着
きました。彼らが遭遇した多くの障害や
苦難、困難にもかかわらず、彼らは子孫
をつくり、何倍にも人口を増やし、カー
シ部族の祖先父・祖先母となりました。
今日に至るまで、カーシ・プナー部族は、
自分たちを“Ki	Hynniestrep-hynniew	skum”
と、呼んでいます。これは、“ 7 つの小
屋と 7 つの世帯”という意味です。

人類学

　人類学者は、カーシ族は、南東アジア
（ビルマ、タイ、カンボジアおよびベト
ナム）に見られるいくつかの部族と類似
点があるので、オーストロ・アジア人種
に起源をもつ部族だと考えています。彼
らは、ビルマのモン族とカンボジアのク
メール族にちなんで、モン・クメール部
族として知られています。
　カーシ族は一般的に、背は低く、体格
はがっしりしていて、肌色は小麦色から
色白。淡白い肌色をしていて、小さいけ
れど、体型は鋭く尖ったような特徴をも
っています。髪の色と目の色は、普通は
黒色です。彼らは現在の住処に、古代か
ら非常に長く住んできたと信じられてい
ます。
　人類学者は、カーシ族は、南東アジア
からカーシ丘陵の彼らの現在の居住場所
に移住してきたと主張してきました。し

　カーシ・プナー（Khasi-Pnar）部族は、
この高原地帯の東部60％に居住し、その
一方、ガロ族は、残りの西部に住んでい
ます。

伝　説

　カーシ族は、自分たちのみなもとは、
地球ではなく、宇宙（カーシ語で“bneng”
または天国）からやってきたと信じてい
ます。伝説ではこうなります。
　元来、地球（大地）ではなく、宇宙

（bneng）のどこか別の場所に住処があ
る１6家族がありました。彼らは創造主と
ともに幸せに暮らしていて、穀物を栽培
し、収穫を得るために、毎日地球に降り
てきていました。
　文字通り“天のへそである峰”と訳さ
れる“Lum	Sohpetbnerng”とよばれる
山の頂に、黄金の橋がありました。（こ
れは、もしかしたら、何らかの古代の宇
宙旅行用の搭乗口または着陸ハッチのよ
うなものだったかもしませんね！）
　古代の火口は、今日でも存在していて、
この峰の頂点にあります。カーシ族は、
この山頂は、今も聖なるものだと考えて
います。今でも古代の信仰を守っている
人たちにより、毎年 2 月に宗教儀式が行
われています。
　ある時、この方法による連絡・通信（こ
の天国と地球との往来）がうまくいかな
くなりました。伝説では、天国と地球を
橋渡ししていた黄金の橋が壊れてしまっ
たと伝えています。この時、１6世帯のう
ち、 7 家族が地球に居りましたが、他の
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かし、最近の遺伝子的・ＤＮＡ検査は、
そうではないことを示しています。
　これらの検査によると、カーシ族は、
アフリカからやってきて、アフリカ大陸
からインド亜大陸へ移ってきた最も初期
の移住者のうちの一つのグループである
ということになります。彼らは、ゆっく
りと時間をかけて、インド亜大陸を東へ
移動してきました。おそらくは、より大
型の、もっと勢力の強い移住者に追われ
てきたのでしょう。
　彼らはいつ頃これらの丘陵地帯で住み
着くようになったのでしょうか？　はっ
きりとした答えはありません。これらの
ＤＮＡ検査によると、南東アジアの彼ら
のいとこたちは、インド亜大陸から東へ
移動しましたが、この際、陸路で移動した
のであり、決してその逆ではないのです。
　おそらく、その“流れ”の一つはこれ
らの丘陵に残り、カーシ部族という彼ら
の子孫になったのでしょう。カーシ・プ
ナー族は、インドでも唯一オーストロ・
アジア系の種族であるという事実があり
ます。
　残りの北東インドの無数の部族は、大
部分が蒙古系です。その一方、これらの
丘陵の、カーシ族の隣人であるガロ族は、
中央インドの部族と類似性をもっていま
す。先ドラヴィダ民族を起源とすると考
えられています。
　北東インドの山岳地帯に住む、他の部
族社会には、チベット人と密接な類似性
を有するアルナチャル　プラデシュの多
くの部族、北米の土着民と類似性を有す
るナガランドの多くの部族、タイの部族

たちと密接につながっているミゾラムの
ミゾ族、そして、それぞれ互いに異なっ
ている他の多くの小部族など、多くの部
族が含まれています。また、アッサムの
平原に住むボド族もいます。
　北東インドのすべての部族社会は、そ
の起源にかかわらず、いくつかの特徴を
共有しています。どの民族も彼らの言語
特有の文字を発達させなかったし、口述
での伝統的方法に専ら頼ってきました。
彼らは大変熱心に彼らの居住地域（テリ
トリー）を守ります。
　彼らは、彼ら自身の文化・伝統・言語・
方言を維持し、自分たちの宗教や儀式に
従ってきました。歴史的にも異なる種族
と交わることも、部族間の結婚も殆どな
く、彼らはそれぞれ別々の生き方を維持
してきました。
　この北東インドの地域を共有してきた
他の隣人たちには、大河水系（greatwater
systems）の平原に住み着いていた部族
社会も含まれます。ブラフマプトラ渓谷
のアッサム人、バラク・スルマ渓谷のベ
ンガル人､ マニプールのメイテイMeiteis族
などが含まれます。
　これらの社会では、彼らの言語や文学
のための文字を発展させました。彼らに
もまた、王国と統治する王朝、そしてそ
の歴史がありました。
　過去には、部族間の戦いはありふれた
ものでした。あらゆる部族は、特定の定
まった生活様式を有し、主として、農業
が彼らの経済の中核であり、森林の産物
や狩猟で補っていました。
　ある形態の交易・商売は、異なる場所
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で毎週開かれるハット（hats）や市場で
行われていました。交易・商売は主とし
て、物々交換のバーター取引でした。山
岳地帯〈地勢〉であったために、商売の
スケールや量は非常に限られていて、人
の背に担ぐことができるか、または時に
は仔馬を使って運ぶことが可能なものに
限られていました。山岳地帯であったた
めに、どんな形の車であっても運搬には
使えませんでした。低地では、これらの
地域でよく見られる多くの川で、小舟（ボ
ート）が使われていました。

気　候

　カーシ丘陵の気候は、年間を通じて温
和であるといえます。気温は、山岳地帯
の上の方で、冬は摂氏 0 度から、夏には、
低地で、摂氏約30度です。主要な季節は、
5 月から１0月までの 6 か月間にわたるモ
ンスーンのシーズンと、１2月から 3 月ま
での冬の季節です。短い春と秋の季節が
あり、それは、 4 月と１１月で、非常に心
地よい季節です。
　モンスーンの季節には、時には、 7 日
から１2日間も続いて大量の雨が降り続け

るという特徴があります。南側の傾斜地
にあるソーラの町（チャラプンジー）は、
世界でも最大の降雨量があることで有名
です。１9世紀の半ばに記録がとられて以
来、ソーラ（チャラプンジー）の町では、
ある年には、 １ シーズンで2１,000㎜の降
雨量がありました。
　また、時には、7,000㎜の降雨量しか
ない年もありました。平均降雨量は、大
体、１2,000㎜です。驚くべきことには、
冬期は、非常に乾燥しています。ソーラ
地方の特異な点は、木が少なく、草地の傾
斜地であること。その理由は、降雨量が
多いので、上層部の土が薄くなっており、
木々を支えることができないためです。
　もう一つ、特異な点は、丘陵や山々が
石灰岩でできているので、水は全部透過
してしまい、その層に保水されることが
ないとうことがあります。その結果、地
球上で一番降雨量の多い所が、冬期には
水不足の被害をうけることになります。

歴　史

　カーシ族には、文字による記録がない
ので、歴史家にとっては、世代から世代

冬期に干上がってしまう滝（左・Lovely sunset falls）
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へと伝えられてきた伝説、口承の記録や
集団の記億に頼って、カーシの人々の歴
史を編纂していくのは、非常に困難です。
彼らのように、繁茂した熱帯性森林や厄
介な地勢の山岳地帯に住んでいると、彼
らの、他の部族や異国のグループとの相
互交流は限られています。
　この地の地勢やジャングルもまた、外
部勢力がカーシ族に対して、どんなこと
であれ危険を冒すことを思い留まらせま
す。ですから、彼らは、殆んど自分たち
だけで、取り残されてきたのでした。言
葉を変えると、カーシ族は、明らかに、
外部からの干渉を受けることなしに生活
することができる理想的な土地を選んだ
ことになります。
　カーシ族について、非常に数多くの伝
説がありますが、ここでもまた、歴史的
にこれらを語ったり、歴史的に並べるこ
とは、困難な仕事になります。先述の、
カーシ族自身の起源についての最初の伝
説では、本来の居住地は、シロンの20㎞
北方に位置する、“lum	sophpetbneng”の
あたりで、現代のシロン・グワハティ国
道の近くです。
　このピークからくだっている傾斜地や
渓谷はなだらかで、栽培に適しています。
数多くの水源があり、理想的な田園とな
っています。おそらく、ここが彼らが居
住地を設け始めたところで、それが次第
に、そこからカーシ・ジャインティア

（jaintia）丘陵地で地理的にあらゆる方
向に広がっていきました。
　時の経過とともに、カーシ族は、より
よい統治方式を求めて、政治的にも経済

的にも、組織化を進めました。村々は、
効果的な相互作用と経済的目的のための
集団として、組織化されていきました。
これらの集団はRaidと呼ばれました。通
常、raidの最初の移住者であったという
理由から、支配的な氏族となっている氏
族があります。
　いくつかの地理的地域を共有し、支配
的な氏族間の通常の“了解”を通して、
多数のRaidは、カヒマ（ka	hima）または
独立した政治的存在を形成します。ヒマ

（hima）は、１ 人の“u	syiem”によって率
いられています。歴史的に、カーシ族は、
彼らの土地を、30人のSyiem－または、
カーシ丘陵の政治的な長“hima”－の
土地だとし、そして、jaintia地域では、
１2の“doloi”の土地だとします。これは、
カーシ語ではka	ri	ki	 laiphew	syiem	bad	
khad-ar	daloiとなります。
　それぞれのraidには、ある特定の特権
を有する支配的な氏族がいます。氏族の
家族たちは、氏族を代表し、その利益の
ために行動する男子の代表を選びます。
この人物は“u	bakhraw”と呼ばれます。
Himaには、dorbarまたはhimaの統治評
議会に、互選される（co-opt）数人の上
記のような代表たちがいるでしょう。
　Himaは、syiem（文字通り、王である
が、英語で理解されているような、君主
のことではない。）により率いられます
が、このsyiemは、歴史的な理由から、
このような世襲統治者またはsyiemの地
位に指名された一つの氏族から選ばれま
す。
　しかし、その氏族から誰が次のsyiemに
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なるべきか最終的な決定を下すのは氏族
の代表たちです。彼らは、また、正当な
理由により、syiemを退位させる権力を
持っています。Syiemが議長となり、
myntri（大臣）としての氏族の代表たち、
Bakhrawまたは立法者（議会議員）が
いる、“hima”の“dorbar”は、究極的
な統治権威体です。
　Himaのすべての成人男性のメンバーは、
召喚されたときには、dorbarに参加する
権利、また義務をもっています。さらに同
じように、“dorbar	raid”“dorbar	shunong”、
または地域の問題を決定する地域及び村
の評議会もあります。カーシ族の人々は、

“dorbar”を神聖なものとみなしていま
す。成人の男性のみが参加することがで
き、女性は参加を許されません。
　どんなかたちにせよ、酒飲みやマナー
の悪い態度や振る舞い、下品な言葉は、

“dorbar”から締め出される理由となりま
す。いかなることに関しても、個人の見
解に対して、話合い、理性（合理性）、
調停とか和解を解決の手段とすること
は、カーシ族の“dorbar”の品質証明で
す。このような特徴を観察し、理解した
外部者は、カーシ族の統治制度を、参加
型の草の根民主主義の究極的な形態だと
みなしてきました。Syiemは、“myntri”
の同意がなければ、彼だけで、権威を行
使することはできません。
　支配氏族は、広大な土地を所有し、生
活のためにビジネスや商業に携わること
ができる一方で、“syiem”にとっては、
唯一の収入源は、支配領域を通過する商
品の“musur”と呼ばれる通行税や、毎

週開かれる市にやってくる商人からの名
目的な徴税です。
　Syiemは、商業や他の形態でのビジネ
スに従事することはできません。Syiem
は、また、戦いの際には、“hima”の戦士
たちを率います。彼はまた、市場とか、
通路（道）、水源や、“hima”に属する
他の資源のような公共スペースの保守や
維持保全を保証します。
　彼は、まとめ役であり、“hima”全体、
そして、すべての市民を代表します。こ
のように、“syiem”に選ばれることは
名誉なことですが、彼の側としては、多
くの犠牲をも意味するのです。

母権制（女家長制）、母系社会

　カーシ族の母権制、母系社会の慣習は、
この社会を最もよく定義する特徴で、世
界でもこの部族に特有のユニークなもの
であると高く評価されています。世界で
多くの部族やコミュニティー（社会）、
特にアフリカ、また、最近まででは、イ
ンドのケララ州のナヤール（nayaar）の
社会が、何らかの形での母系社会の慣習
を有しているというのは確かです。ガロ
族は、カーシ族の隣人ですが、この部族
もまた、何らかの母系社会の慣習を有し
ています。
　しかし、カーシ族についてユニークな
のは、その社会で、女性の地位が確固と
していて、よく定義されていることです。
この限られた紙面で、この制度のすべて
の特徴を定義しようというのは、私とし
ましては、見栄を張ることになるでしょ
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う。しかし、読者の方々に知っていただ
くために、詳細に、あまりに深く入り込
むことなしに、そのハイライトをいくら
かお話しするようにしましょう。
　カーシ族のどの氏族でもその起源は、
ka	iawbeiと呼ばれる共通の祖先母（先
祖の女性）にたどりつきます。男性の祖
先、先祖は、u	thawlangと呼ばれていて、
母方の叔父はu	suidniaです。現在、5000
以上の氏族があります。文字で残された
記録がない中で、それぞれの氏族の起源
は、何世代にも亘って伝えられてきた神
秘的な事柄や伝説に覆われています。こ
れらのお話のいくつかは、多彩で、生き
生きとしていて、興味深いものです。

　私自身の氏族、“ワーラン”族につい
てそのような伝説の一つをお話ししまし
ょう。
　この伝説では、ある村に、大きくて盛
えていた、勢力のある部族（名前や時期
は知られていない）がありました。その
富と力のゆえに、近隣の部落に対し、非
常に高慢で、また、威圧的になり、近隣
の氏族はできる限りこの氏族を避けるよ
うになりました。
　この高慢で非協調的な態度のため、神
は彼らに罰を与えることにしました。こ
の神は、疫病神を送り、村全体が拭い去
られました。誰もが死んで横たわってい
ましたが、どういう訳か、この疫病神は
赤ん坊を一人、見落としていました。（カ
ーシ族の伝説では、あらゆるもの、そし
て誰もが擬人化されます。人間から動物、
はては植物などに至るまで。そして、彼

らは、会話をかわすことができ、互いを
理解できるのです。）
　この赤ん坊は、死んだ母親の乳房を吸
っていました。ある男が、他所に向かう
途中で、近くの森を通り過ぎようとして
いました。どういう訳か、彼は何らかの
予兆により、その村に引き寄せられてい
きました。即座に、死体が至るところに
散らばっている恐ろしい光景を目にしま
した。
　彼は、疫病がこの村を襲ったことに気
が付きました。彼は怖くなり、できるだ
け早く、この死の谷から逃がれたいと欲
しました。その時、この赤ん坊が泣き叫
ぶのを聞いたのです。彼は、その方向を
見て、死んだ母親の傍にいる赤ん坊を見
つけました。彼はこの赤ん坊への憐れみ
に圧倒されてしまいました。
　この疫病のために、彼もまた犠牲にな
るのが怖くて、近寄らないようにしてい
ました。彼は周囲を見回しました。近く
に美しい野の花が目につきました。そこ
で、彼はある計画を思いつきました。こ
れらの花を摘み、紐でくくり、赤ん坊に
向かって、同時に、呼びかけながら、そ
の花束を投げました。
　赤ん坊はそれを見て、花に注意が引き
寄せられました。彼女は、男性が紐を引
きよせるにつれて這ってすすみました。
赤ん坊が手の届くところに来たとき、男
は、彼女を抱き上げて、その場所から逃
げました。
　その一方、疫病神（擬人化された）は、
一人赤ん坊が生き残っていたことを思い
出しました。彼女は戻りましたが、赤ん
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坊がいなくなってしまったことを知り、
怒りに燃え、追いかけ始めました。
　男は、後ろから疫病神が追っかけてき
ていることに気が付き、必死になって逃
げました。その途中、バナナの木の傍を
通りました。バナナの木がどうしてそん
なに急いているのかと聞きましたら、男
は答えました。バナナは、彼の刀で彼女
を切るように言い、彼はその通りにしま
した。
　彼が切ったところから、非常に素早く
新芽がでてきて伸び始めました。怒り狂
った疫病神がそこへやってきましたが、
バナナは彼女にどこへ行くのと尋ねまし
た。厄病神は、赤ん坊と男を見かけなか
ったかと尋ねました。バナナの木は、見
たわよとはっきり答えましたが、でも、
ずっと前に行ってしまったわと付け加え
ました。
　そうして、男が切った箇所の新芽を見
せました。厄病神はさらに怒り狂って、
さらに、早く走り始めました。次に男は、
巨大な芋虫、ヤスデに会いました。ここ
でもまた、先の会話が交わされ、ヤスデ
は、不運な赤ん坊を憐れに思い、ヤスデ
は、できる限り疫病神を遅らせるように
すると彼に約束しました。
　疫病神がそこへやってきたとき、芋虫
は、疫病神が通れないよう、道を塞ぎな
がら、道にいました。疫病神は、怒りの
発作に狂いながら、芋虫にそこから動く
ように頼みました。
　ヤスデは言いました。一つ、条件があ
ると。条件とは、私の足の数を数えなさ
い、それで、もし、正しい数を言い当て

たら、その時初めて、あなたは通ってい
いわと言いました。ほかに方法がないの
で、疫病神は数え始めました。半分ほど
数えたところで、ヤスデは動きました。
厄病神は、数えていた数を忘れてしまい、
初めからやり直さなくてはならなくなり
ました。
　それを繰り返しているうちに赤ん坊と
男は、もはや疫病神がやってくることが
できない安全なところまで、逃げおおせ
ました。男は赤ん坊を抱き上げ、pahsyntiew
と名付けました。彼女は成長し、結婚し
て、Wahlang	Pahsyntiewとして知られる、
WahlangまたはWallang氏族の“ka	iawbei”
または、祖先母（先祖の母）となりまし
た。
　このpahsyntiewは、翻訳すると、花束
に魅せられたという意味があります。と
いうわけで、ヤスデは文字通り、我々の
祖先母を、疫病神から救ったのですから、
この氏族にとっては聖なるものとみなさ
れています。
　このような伝説はふんだんにあります。

“Syiem”の氏族のいくつかは、祖先を、
“lidohkha”と呼ばれる人魚にその起源
をさかのぼることができ、（dohkhaはカ
ーシ語では魚と言いう意味。）この人魚
は、不思議なことに、jaintia丘陵にある
川から現れ、人間として生き、結婚して、
美しい、そして非常に賢明な頭のいい子
供たちを産みました。この子たちは、育
ってのち、いくつかの“hima”のsyiem
達に選ばれました。最終的には、その母
は、水のなかの住処にもどり、消えてい
きました。
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　主要な副題のmitrilenae（血縁）に戻
りまして、すべてのカーシ人は、彼らの
母親の氏族に属し、すべての氏族のメン
バーは、共通母の子孫であるということ
により、血の繫ががあります。たとえば、
すべてのWahlangさん、またはWallang
さんは、男も女も血が繫がっています。
カーシ族社会では、同じ氏族のメンバー
との結婚は、最大のタブーであり、想像
することもできないようなことです。最
悪の血族結婚であると考えられるでしょ
うし、これを犯した者は、社会から締め
出され、その血筋の何世代かが過ぎるま
で村八分にされます。通常、そのような
家族は、結局のところ異なる名前で新し
い氏族をスタートさせます。
　財産や富の所有権、および遺産相続は、
家族の女性側にあります。家族の富や財
産を相続するのは、息子達ではなく娘達
です。もし、家族が裕福である場合、す
べての娘は、家族の富を与えられます。
そのとき、最大の分け前は末娘に与えら
れます。慣習と伝統により、母親の死に
際して、祖先の財産や富を相続するのは、
家族の一番若い娘、末娘です。
　しかし、これには、追加条項がありま
す。末娘は、このような相続分の所有者
とは呼ばれないで、全家族のための代理
の管理者と言われます。両親が年を取っ
たときの世話もまた末娘の肩にのしかか
ってきますが、それだけではなく、彼女
の姉妹兄弟を含む同胞が貧しくなり、貧
窮に陥ったとき、彼らは末の妹のところ
に移り住む権利があり、彼女もまた、そ
の重荷を共に分かち合い、慣習により、

より良い時がくるまで、彼女は彼らが家
族の家にいるのを断ることはできないの
です。
　末娘はまた、そのような遺産相続の処
分や売却は、彼女の母方の叔父やその姉
妹や兄弟の同意なしには、彼女自身で決
定することはできないのです。このよう
なことは、その家族の問題だと考えられ
るので、夫には、殆ど発言権はありませ
ん。
　このような慣習や伝統は、特に、何世
代にもわたって引き継がれてきた富や財
産にあてはまるものです。現代では、一
生の間に、獲得された富や財産について
は、両親は、すべての子供たちに分け前
を与えると決めることができます。ある
場合には、息子たちにさえも。しかし、
伝統的に信じられているのは、富は、家
族に属するものであり、そこで、息子に
分け前を与えることは、彼の結婚相手の
家族にその財産をあげてしまうことにな
るということがあります。
　結婚に際しては、妻の家族に移ってい
くのは男性の方で、その逆ではありませ
ん。彼が、家族の末娘と結婚したのでな
ければ、そして、もし、彼に手段があれ
ば、彼は、自由に妻とその子供たちとと
もに、彼自身の所帯を始めることができ
ます。
　もう一つの方法は、結婚したそれぞれ
のパートナーは、彼らが属してきた氏族
の名を保有していることができます。生
まれついた時の氏族の名とアイデンティ
ティ（身元）は、変えることができません。
　たとえば、私たちの伝統的な世界の外



55

はその死に際し、彼の息子や甥、または
彼の氏族に属する、彼の姉妹の男子の子
供に引き継がれるのではないということ
です。その一方で、彼の妻や子供達はま
た異なる氏族に属しています。複雑に思
えますか？実際は、論理的なのです、カ
ーシ族が従う制度のもとでは。
　かなりの数のカーシ人は、また、すで
に、他の部族や社会の相手と結婚してい
ます。このことは、他の多くの予見でき
ない問題や複雑さを、社会で、その社会
のメンバーのお互いの関係で、また、家
族や氏族や社会のレベルで、もたらしつ
つあります。
　多数の純粋主義者にとっては、古いも
のは貴重な宝である。あらゆる伝統を全
く変化させることなしに、保っていきた
いと欲してきました。一部の人々は、法
律、または、力を用いてさえ、その見方
を強要するというところまで、いきかね
ませんでした。
　しかし、人間の社会は、ダイナミック
な存在であり、時の経過とともに永久に
変化していきます。カーシ社会もまた、
静止していることはできず、発展してい
かなければなりなりません。

カーシ族の信仰

　先に述べましたように、カーシ族の
人々は、雲の中の住処で、現代のアッサ
ムやバングラデシュ地域に住んでいる平
原の人々との限られた量の交易や商売を
通しての接触以外には、外部との接触は
殆どなく、彼らだけで、幸福に満ちて暮

部では、私の妻は、ワーラン夫人と呼ば
れます。でも、それは本当は正しくない
のです。彼女は、Shympliang家（氏族）
に属し、結婚後でも、その立場を保持し
ます。同様に、私は、ワーランの氏族名
を保持します。カーシの家族では、女の
子の誕生は、家系の継続を保証し、氏族
が豊かになることなのです。
　カーシ族の伝統では、母方の叔父が彼
らの姉妹の家族で、支配的な役割を果た
しますが、彼ら自身の家族ではそれ程で
はないのです。彼らは、あらゆる家族の
問題についての相談を受けます。これら
の問題には、彼らの甥や姪の教育、彼ら
の結婚、家族の生死、さらには、規律に
関する問題、宗教に関する問題、財産の
問題、そして、家族の争いなども含まれ
ます。
　この論文の目的は、単に、カーシ族に
ついてお話しするということですから、
これらの慣習や伝統の利点とか欠点を論
ずることはしません。私は、この現代の
グローバリゼーションの世界で，即ち大
多数が父系制度に従っている世界で、カ
ーシ族の社会は掻き回されており、我々
が過去に従ってきたことが今後も生き残
ることができ、今日の時代の要求の中で、
この部族にとってより大きな利益をもた
らすものかどうかという面から、多くの
議論があるということだけを述べておき
ましょう。その一方、多くの家族は、彼
ら自身で、これらの慣習や伝統を、彼ら
や彼らの家族の利益にかなうように変え
るよう決断していっています。
　この制度の興味深い点は、“syiem”
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地の悪い、邪悪な（ki	ksuid,ki	khreiと
呼ばれていた）存在を信じます。彼らは、
あらゆることに原因があり結果があるこ
とを信じます。彼らは、”tip	briew	tipblei,tip	
kur	tip	kha,kamai	ikahok,sheptieng	ia	u	
blei”の概念を強く信奉します。
　これらは、大まかに翻訳すると、人と
神への敬虔の念、氏族とそのメンバー（家
族）と父方の氏族のメンバーへの敬意や、
正直な方法での生計、神への畏怖となり
ます。
　彼らは、不運や病は家族の罪（daw	ling）、
または、外部の邪悪な力（daw	lum）に
より起こされますが、これらは、知りな
がらにして、または、不注意から起こさ
れたものです。これが、創造主を失望さ
せ、そこで、創造主は、踵を返し、悪事
が起こるのを許すのです。
　彼らはまずu	kni（母方の叔父）によ
り卵を割らせるという手段によって、原
因を探りだし、いったん原因が決定され
ると、指名されたu	kniにより捧げられ
る祈りを通して、霊に許しを求めます。
　もしこれが失敗すると、その時は、選
ばれた特徴をもつ雄鶏か山羊を切ること
により犠牲を捧げます。時には、このよ
うな場合の専門職（プロ）による儀式、
が行われることもあります。伝統的な信
仰心が、人口の非常に小さいパーセント
に限られているような現在では、これは
実によくあることです。

近代史

　以前に、カーシ族は、彼らの素晴らし

らしていました。彼らカーシ族は、彼ら
自身の文化、伝統、そして、信条の体系
を保有し続けることができました。
　カーシ族の中では、組織化された宗教
というものはありませんでした。各家族
で、“kur,”“raid,”そして、“hima”が
彼ら自身の宗教上の儀礼や、儀式を行っ
てきました。年長の父方の叔父、“u	kni”
が家族で儀礼を行い、“kur”は式典、儀
式を、またはlyngdohまたは選ばれた氏
族の僧侶が、“raid”や“hima”レベル
で儀式を司ってきました。
　カーシ族の人々は、伝統的に、英語で
のGod神と等しいU	bleiとよぶ、一体の
万能で力強い創造主を信じてきました。
彼は、目には見えないけれど、天国や地
球のあらゆる場所や空間を埋めていまし
た。カーシ族は、どのような像や偶像も、
または、石や木や、いかなる種類にせよ、
自然に存在する形ある物を所有したり、
拝むということはしませんでした。
　ヒンドゥー教、イスラム教のどちらも、
そしてまた、平原にすむ近隣の人々の支
配的な宗教もカーシ族の中に入り込むこ
とはできませんでした。ただし、例外と
しては、jaintiaの王と彼に従う人々があ
り、彼らは、過去の戦争や征服のゆえに、
ヒンドゥー教のタンタラ派を信ずるよう
になった人たちでした。これは人を生贄
にするもので、このことにより、英国が
この王に戦いを挑み、１9世紀の初期にこ
の王を退位させたことがあります。
　カーシ族もまた、他に目に見えない存
在－温厚でよく役に立つ存在（kiblei	ki	
dkenと呼ばれていた）や、または、意
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い住処に住んでいたとお話ししました。
　１9世紀の後半に起こった 3 つの歴史的
な出来事が、この隔離状態に決定的な終
焉をもたらしました。これらの 3 つの出
来事について極く簡単に触れましょう。

　最初の事件は、カーシ丘陵の西部に位
置する“hima	nongklaw”で起こったこ
とです。英国は　インド・ビルマ戦争の
後、ビルマから奪った近代のアッサムを
既に占領していました。彼等は、また、
近代のバングラデシュを占領していまし
た。彼らは、この二つの領土をつなぐた
めカーシ丘陵を通る馬車道を建設したい
と望んだのです。この時までは、カーシ
―プナーは、まだ、自分達だけで孤立し
ていたのです。
　英国は、nongkhaw	の“syiemとdorbar”
と交渉しましたが、彼等、“syiemとdorbar”
は、提案中の道が、彼らのhimaを通る
ことに賛同しました。当時のnongkhaw
の“syiem”は、非常に勇敢な男性で
Tirot	singという名でした。英国は、こ
の当時、nongkhlaw村に小さな駐屯軍を
おいていましたが、殆どは、インド出身
のセポイ傭兵が、　英国の大尉、David	
Scottのもとに配置されていました。
　少し時を経たのち、セポイ達は、この
土地の女性民間人に悪戯しました。この
事件は、“syiem	とdorbar“	を怒らせ、
彼等は英国軍を追い払うことに決めまし
た。この戦争は長引き 3 年間も続きまし
た。初めは、David	Scottは辛うじて生
き伸びることができました。強化部隊が、
急速に丘陵に送られてきて、Tirot	Sing	

と彼の戦士達をやっつけようとしまし
た。Tirot	Sing	側にとっては英雄的な語
り草にはなりましたが、残酷な激しい戦
いの末に、そして、１ 人や 2 人を除いて、
同輩である、他の“hima”の“shiem”
がこの戦闘に参加できなかったことか
ら、Tirot	Sing	は捕まりました。彼等が
勇敢であったにもかかわらず、カーシ族
の刀や弓矢は　英国銃とは比べ物になら
ない代物でした。
　Tirot	Singは、支配者として降伏し、
彼のsyiemの地位を保持するよう勧めら
れました。彼は　それを拒否し、奴隷と
して生きるよりも王として死ぬ方がよい
という有名な言葉を発したのでした。　
それで、彼はダッカの監獄へ送られまし
たが、彼はそこで下痢に苦しみました。
　英国は、nongkhlawのhimaを属領には
しなかったのですが、　Tirot	Singの甥
がsyiemになるのを許可しました。おそ
らく、nonghkhlawに	は、英国が全面的
にコントロールしようという気にさせる
ほどの、充分な資源がなかったのです。
Tirot	Sing	の敗退、それに引き続く投獄、
そして死は、まだ、残っていたsyiemや
hima	をして英国に抵抗させないほどに
驚愕させるに十分だったのです。ソーラ
のhimaは、英国に対し最も友好的でし
た。そこで、英国は、ソーラ村をカーシ
丘陵における英国の存在をうちたてる場
所として選んだのです。
　二つ目の出来事は、Jaintiaの“syiem”
を巻き込んでいます。“Hima”	Jaintiaは、
肥沃な土地であるカーシー Jaintia丘陵
の東部を占めていました。この“hima”	
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の領域は北部のアッサムの平原から、南
のバングラデシュの平原にまで広がって
います。この当時の“hima”の中では、
最大で、また、最も勢力の大きいもので
した。Jaintia王国の人々は、北部や東部、
そして南部に住んでいる非カーシ族の人
たちと相互交流が盛んで、交易も栄えて
いました。ここは、肥沃な土地で、平原
の何千エーカーもの肥沃な土地をコント
ロールしていて、カーシ族以外の人達を
服従させていました。
　Jaintia	 の“syiem”は、Khachari	 王
国に属する東部の、近隣の統治者としば
しば戦いをしていたものでした。	開拓
地で、Jaintiasが勝利を得た戦いのうち
の一つで、		khachariの王は、彼の娘を
jaintiaの“syiem”	 に結婚させるよう、
娘をやりました。Khachari	は、正当派
のヒンドゥー教徒でありました。この結
婚を通して、ヒンドゥー教は、jaintias
に紹介されました。その“syiem”は、
タントリcult	のヒンディーの儀式や式典
を取り入れました。そして、非カーシ族
の統治者のやり方に従って、自分を“ラ
ージャ（王）”と称し独裁君主となりま
した。彼の服従者の多くは、肉を断つ、
控えるという事を含めて、ヒンディー文
化を採りいれました。
　“Tantric”	cult	には、人を生贄にする
儀式もありました。毎年、jaintiaの兵士
は、犠牲祭の儀式のために、平原から非
カーシ族の服従者を2名とらえて、nartian	
村のドルガ寺院に連れて行きました。
　ある年、これらの兵士たちは、おそら
くは、誤ってでしょうが、この儀式のた

め、インド人のsepoyをとらえました。
英国人達は、かねてからこのjaintiaの統
治者の力をそごうと望んでいたわけで、
彼に対して戦いを仕掛ける口実を得るこ
とができました。それまでは、jaintiaの
統治者は、英国人を敵にまわすことがな
いように用心深かったのです。英国は
jaintia丘陵へ遠征隊を送りました。Jaintia
の支配者は捉えられ、退位させられまし
た。Jaintia	の“hima”は、英国領域に
併合され、これで、カーシー jaintia丘陵
の唯一のhima	は、正式に大英帝国に併
合されることとなりました。
　英国の統治者は、中央に位置していた、
Jowai村に彼らの統治部を設置しまし
た。英国に対して、勇敢な魂を持った人
達、幾人かにより、英国に対して反乱が
しかけられ　一人の王、Kiang	Nangbah
により率いられました。反乱軍はゲリラ
手法をとり、英国軍との戦闘を、何とか
3 年もの長い間継続して戦うことができ
ました。しかし、とうとう、ある地元の
裏切り者により、王は捉えられ、その日
に、ジョワルで絞首刑に処されました。
彼は、Tirot	Sing	のように、カーシ―jaintia	
の人々にとって英雄となったのでした。
今日では、両名は、自分達の命をカーシ
の独立を保つために捧げた英雄として、
尊敬されています。英国の征服者たちは
　彼等の力に反対する者に全く容赦がな
かったので、カーシの族の抵抗は次第に
やんでいったのでありました。しかし、
１00年後に、20世紀になってからの、マ
ハトマ・ガンジーに指導された全インド
運動とともに、復活したのでした。
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　3番目の、すなわち、カーシ族の社会
にとっての著しい変化を起こしたのは、
その結果からみると、これは、より肯定
的、建設的なことでした。これは、キリ
スト教と近代の到来であり、そこには、
必須教育とカーシ族にとっての文字の導
入がありました。世界という文脈でみた
場合、１5世紀は、ローマのカトリック教
会により、アメリカ大陸、アジアやアフ
リカの一部に、キリスト教が、主として、
征服というかたちで広がったことが顕著
でした。１8世紀には、プロテスタントの
教派によって偉大なる宣教師の活動が見
られました。これには、志願した人達が
アフリカやアジアの大いなる知られざる
世界へあえて入っていったことです。こ
れらの宣教師たちは、キリストのメッセ
ージを広めるため、インドや中国や他の
地域へ危険を冒して入っていったのでし
た。
　William	Carey	という名の １ 人の宣教
師が、ベンガルの	Serampore	に宣教師
の布教基地を設立しました。彼は、そこ
から、何人かのインド人帰依者を送り、
その後に、英国人を、カーシ族の人達の
間で働くようにと送りました。しかし、
彼等はあまり、成功しなかったのです。
　そこで、カーシ語を表すのにベンガル
文字を使うことを試みましたが、カーシ
語の子音や発音をとらえるには、うまく
成功しませんでした。
　１84１年はカーシ族の歴史では、非常に
重要な年となりました。その年、トーマ
ス・ジョーンズという名の宣教師が、彼
の妻とともに、リヴァプールからインド

へ向けて船で旅立ちました。その旅は困
難なもので、彼らがカルカッタに到着す
るのに 6 か月もかかりました。そこから、
彼らは船やボート（小舟）で、カーシ丘
陵の麓にある、Shellaの国境の交易所に
辿り着くまで旅しました。そのころは 6
月で、モンスーンは、その時、最盛期を
迎えていました。彼らは徒歩でカーシ丘
陵を上っていき、そこで、１84１年 6 月22
日、土砂降りの雨の中、ソーラ（英国政
府出張所）に辿り着きました。話を短く
しますと、トーマス・ジョーンズは偉大
なる宣教師としての布教を即座に始めま
した。そして、短期間の間にカーシ族の
ために非常に多くのことをやり遂げたの
です。ですから、カーシ族は、この神の
ような人に沢山のことを負っているので
す。彼の妻は健康状態がよくありません
でした。生まれた子供も亡くしましたし、
2 年のうちに、ジョーンズ夫人も亡くな
りました。トーマス・ジョーンズは　そ
れでも、このような逆境に妨げられるこ
とはありませんでした。
　 6 か月の間に、彼は、カーシ語の中の
ソーラ方言を学びました。彼は、キリス
ト教を説く一方で、学校を建て、数人の
生徒に基礎的な教育を教え、施しました。
数人の帰依者がありました。次いで、最
も重要なことですが、彼はカーシ語を書
くためにローマ字を導入しましたが、こ
れはうまくいきました。こうして、つい
に、カーシ語は、カーシ語独自の文字を
獲得したのです（欧州から借りたもので
はありましたが。）トーマス・ジョーン
ズは、カーシ語での初等教育用に基本的
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な教科書をなんとか印刷することができ
ました。そして、聖書をカーシ語に翻訳
することを始めました。これらは　短期
間の間に一人の人間がすることとしては
偉大な業績です。
　トーマス・ジョーンズは、教育と説教
だけをしているようなことはありません
でした。彼は、カーシ族の人々に、農業、
大工仕事、建設、そして、基礎的な産業・
工業の分野でさまざまな技能を教えまし
た。彼は、木を容易に素早く切ることが
できる鋸を紹介しました。石炭は、石灰
岩とおなじく、この地域には豊富にあり
ました。彼は、カーシの人々に石炭を掘
り出す方法、そして石灰岩をもっと効率
よく加工して、市場で付加価値のある製
品にする方法を教えました。
　悲しいかな、　トーマス	ジョーンズに
残された日々は、数えるほどになってし
まいました。カルカッタから、カーシ丘
陵を管理し、また、貿易や商業を行うよ
うにと派遣された英国の代理店は、不公
正な慣行にふけり、カーシの人達を騙し
たりして、非常に腐敗していました。彼
らは、カーシの人達を非常にひどく扱っ
ていました。トーマス・ジョーンズは同
国人である仲間の人達のこのような悪辣
な行為を見るに耐えることはできません
でした。彼は、カルカッタの権威筋にこ
れらの悪行を書き送りました。その過程
で、彼はソーラの英国人士官達の敵意を
買ってしまったのです。そうして、彼等
は、彼がソーラで生きていくのが不可能
になるようにしたのでした。彼がこの人
達に説教をし続けていた間に、彼らは策

略をめぐらし、彼を逮捕し、殺そうと企
んだのです。命が危険にさらされて、彼
は、彼等の謀略から逃れるため、ソーラ
から逃げなければなりませんでした。彼
は、まず、Jaintia	丘陵の近くのNongrem
村に逃れ、しばらくの間、留まりました。
そこでさえも、彼は安全ではありません
でした。再び、一晩のうちにアッサムに
逃亡しなければなりませんでした。彼は
グワハティに辿り着きましたが、耐えな
ければならなかったすべての艱難のゆえ
に、彼は病にかかりました。しかし、彼
はそこでも滞在することはできず、蒸気
船に乗ってカルカッタへ向けて移動し、
１週間の後にカルカッタに着きました。
彼の病は最悪の状態に達していました。
彼は英国人の友人宅に身を寄せましたが、
病から回復することなく、それから暫く
して、１846年、彼は最後の息を引き取っ
たのです。この偉大な男の遺体は、カル
カッタのスコットランド人の墓地に埋葬
されました。それから１00年、または、
もっと長く忘れ去られたままでしたが、
大変な研究の末に、ある研究者が、とう
とう、１980年代に、彼のお墓がどこにあ
るか見つけることができたのでした。
　このように、トーマス・ジョーンズの
お陰で、カーシ族は、暗黒時代から、教
育、知識、キリスト教の社会全体への正
しい影響を受ける現代へと解放されたの
でした。最早、カーシ族は無学，文盲で
はなくなったのです。彼等は新たなスキ
ルを学び取りました。彼らは世界へと門
戸を開いたのです。
　トーマス・ジョーンズが始めた仕事は、
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この後の１00年間にわたって、彼のあと
を継いだ宣教師達により、継続され、幅
広く進められました。学校は、数多くの
場所で開校され、教育は、遠く、広く、
広まりました。カーシ族の間では　キリ
スト教は　主な宗教／信仰となりまし
た。今日では、カーシ族の文学は、非常
に高度なレベルに達しています。今日で
は、カーシ族のことを博士レベルまでの
テーマとして、学ぶこともできます。そ
して、また今日、カーシ族の社会は、イ
ンドの他の多くの部族社会に比べて、非
常に近代的で、多くの分野で業績が達成
されていると言うことができます。これ
らすべては　英国のウェールズからやっ
てきたトーマス・ジョーンズ、その偉大
なる魂に負うものであります。

現　代

　これまでみてきましたように、カーシ
族社会は、数世紀の間、比較的、変化し
ないままでとどまっていたかもしれませ
ん。しかし、英国人、キリスト教の到来、
そして、自国語での教育の出現は、カー
シ族社会を永久に変えてしまいました。
　１9世紀80年代の後半までに、学校の卒
業生、幾人かのカレッジの卒業生など、
男女を含め、かなりの数のカーシ族が、
エリートで教育があるという折り紙付き
で、新たな紳士階級として出現しました。
20世紀には、カーシ文学が、自己認識を
ともなって、前例のないスケールで、咲
き誇りました。
　カーシ族の顕著に目立つ様相の一つ

は、カーストや階級の区別がないことで
す。残りのインドでは、大部分がヒンデ
ィー教の国ですが、その社会は、古代か
ら厳格なカーストに分けられており、こ
れは2１世紀まで強力に継続していきまし
た。カーシ族の社会には、そのようなカ
ースト制度はありませんでした。
　富裕であるか貧しいか、労働者として
働いているか、または、高級官僚である
かにかかわらず、誰もが平等に扱われて
いました。氏族制度が、それぞれの氏族
のメンバーが尊敬されることを保証して
いました。Syiemでさえも権威を振り回
しはしなかったのです。
　英国の統治とキリスト教とともにやっ
てきた欧州の影響は、教育、衣装、言語、
音楽、そして、食習慣に至るまでの生活
のあらゆる側面にまで至りました。小麦
や、パン、ケーキ、そして紅茶などの新
たな品目の食品が紹介されました。カー
シ族の人々は、ちょうど日本人と同じよ
うに、伝統的に米を主食とします。彼ら
は今でもそうですが、食品の品目は増え
ました。

カーシ族が直面する問題

　カーシ族は、インドでは、少数民族の
部族社会です。１90１年の国勢調査では、
カーシ－プナー族は数にすると、たった
の１3万人でした。１95１年までには、30万
人を越えました。20１１年の直近の調査で
は、カーシ―プナーの人口は１20万人、
メガラヤ州の総人口は約230万人で、全
インドの総人口は１2億人です。この州を
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保護しようという、これらのコミュニテ
ィーの念願の全てが成就されるわけでは
ありません。それは、国の他地域のため
の自由と、部族民としての生活の保護の
間で見事な均衡を保つということです。
　これらのコミュニティーが、政治的に
も、経済的にも、別個の分離された存在
となることを可能にするために、メガラ
ヤ、ナガランド、ミゾラム、のような別
個の州をつくることは、期待されたほど
には成功していません。これらの少数民
族のコミュニティにとっては、全くのと
ころ、未来は荒涼としています。

カーシ族の衣裳
（ドレスまたは衣服）

　以前にふれたましたように、カーシ族
は、大英帝国の浸透や１840年代のキリス
ト教の到来とともに、近代社会に導き入
れられました。それ以来、カーシ族の社
会は非常に急速に変化していきました。
カーシ族が得たものは教育だけではな
く、英国やヨーロッパ文化の影響がカー
シ族を徹底的に変えました。
　一つ、目に見える様相は、衣装（ドレ
ス）にみられます。伝統的には、カーシ
族の婦人は、伝統的な日々の衣裳として、
地元で紡がれたか、ベンガルから持って
こられた綿の布を使っていました。そし
てまた、特にカーシ族のために、フォー
マルなもの、お祝いやお祭り用衣装とし
て、アッサムのムガやエンディの絹で、
特別に織られた絹織物などがあります。
　カーシ族の衣裳は、婦人用の体をカバ
ーする非常に簡単なものから発展してき

分け合っている、ガロ部族の人口は、約
80万人です。残りの人口は、移住者の非
部族民や非土着民人種で、彼らは、隣接
するバングラデシュ、アッサム、ベンガ
ル、ビハールやネパールからさえもやっ
てきています。肉体的な特徴に差がある
ため、人口の中の非部族移住者をいいあ
てることは容易です。
　メガラヤ州は、バングラデシュ（20,0
00万人以上）、アッサム（2,500万人以上）、
ベンガル（１0,000万人以上）やビハール

（１2,000万人）のような非常に人口が多
く、人口密度も高い州によって囲まれて
います。これらの地域からの移住者に圧
倒されてしまうのではという非常に現実
味があり、また、執拗な恐れがあります。
　そして、このことが、非常に悪質な、
極度の恐れからくる精神不安や、非常に
ネガティブな種類のナショナリズムが高
まってきています。この執拗な恐れは、
多くの組織により、彼ら自身のアジェン
ダを進めていくために利用されていま
す。いくつかの組織は、彼らの目的を成
就するための暴力的な手段をも擁護しさ
えしています。この地域の経済的な後進
性が、インド他地域からの疎外感を高め
る役目を果たしているのです。
　国レベルでは、独立インドの憲法制定
者は、インド憲法の第 6 付則の特別条項
のもとで、カーシ族だけではなく、北東
インドの他の部族社会の部族の利益を保
護するよう試みてきました。
　しかし、インドがたどってきた民主主
義的な制度の中では、これらのコミュニ
ティーが自分達や自分達のユニークさを
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たもので、内側の布が腕の下で結ばれ、
それが、脚部にまで垂れ下がっています。
それに加え、慎ましさを増すために一片
の布地が、一方の腕の下で使われ、反対側
の肩に結ばれています。これは、“jainsem”
と呼ばれています。冬には、もう少し厚
い木綿の布が“外套（袖なしのゆったり
した外衣。一種のマント）”として使われ、
これは、“tapmohkhlieh”と呼ばれてい
ますが、文字通り、頭をカバーするため
です。
　四つ目の衣裳は、もう一枚の“外套”
に相当するもので、肩の後ろから、胸の
前で結ばれます。レギンスもまた脚を温
かくするために使われます。靴はそれ程、
普通に使われるものではなく、足は素足
です。フォーマルな場合には、絹の

“jainsem”が使われます。
　伝統的舞踊をおどる若い娘たちは、明
るい色の絹の“jainsem”が手首、腕、腰、
そして首に、銀や金の宝石類が合わせら
れて一緒に使われます。カーシ族の踊り
手はその絹の衣裳や宝石類でよく知られ
ています。控えめであることが規範であ
り、身体を露わにすることは婦人にとっ
ては、タブーです。
　男性は、その反対に、ベンガルの男性
が着用するものに非常によく似たドーテ
ィ“dhotis”を着用します。彼らは、夏
には胸は裸で、冬には“ryndia”と呼ば
れる、地元で織られた木綿の厚い布を着
用します。また、彼らは、頭に綿のター
バンをかぶります。フォーマルな場合に
は、彼らは、色染めの“dhotis”、銀の宝
石類、そして、絹のターバンを着用しま

す。フォーマルな場合には、裕福な男性
は中国が起源のコート（外套）を着用し
ます。
　英国はカーシの人々に英国製の毛織物
を紹介し、また、日曜日用のフォーマル
なウェアの概念をも紹介しました。
　その後、殆ど時を経ないうちに、間も
なく、婦人は、英国の婦人を真似して、
カラフルなフロックをインナーウェアと
して着用するようになりました。
　しかし、幸いなことに、彼らは、他の
婦人たちからカーシの婦人であると区別
する外側に着用する衣裳、あの伝統的な

“jainsem”を捨ててしまうようなことは
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しませんでした。しかし、その材料とし
ては、ヨーロッパの生地を取り入れました。
その中には、“tapmohkhlieh”や“jainkkup,”
または、一番外に羽織る外套用のウール
の生地が含まれています。
　その一方で、ズボンであるとか、ワイ
シャツとかコートをより好ましく思い、
彼らの伝統的な衣装を、素早く、捨てて
しまったのは、男性達でした。

観　光

　私自身が2003－2005年に総領事として
赴任する以前は、北東インドについて知
っているような日本人は、非常に少なく
殆どいませんでした。おそらくは、第 2
次世界大戦中に戦いに巻き込まれた地域
の一つとして知っているということを除
けば、かつて、この地域を訪ねた人たち
は殆どありませんでした。
　私が日本に滞在している間、インドの
この地域について、そしてメーガラヤ州、
カーシ族に非常に大きな興味が持たれま
した。関西のプルニマソサエティーなど
から何人かの友人たちや他の人たちが、

この地を訪れました。彼らのうち、最後
（もっとも最近に）に訪れられたのは溝
上富夫教授で、ご自身、20１5年に訪れて
くださいました。
　多くの日本人の方々のために、シロン
やメーガラヤ州の観光地としての魅力に
ついて、いくらかお話しさせていただき
ましょう。
　他所から訪れた人々は、メガラーヤは、
訪れる値打ちのある、数多くの景勝地が
ある美しいところだと言います。インド
の他の地域とは異なっています。私が申
しましたように、州全体が、丘陵地で、
山が沢山あります。道路は、非常に曲が
りくねっていますが、美しい風景はいた
るところにあります。
　松の木が3000フィートか、また、それ
以上の高度から見られるようになり、年
中、緑に覆われています。激しい大量の
雨が降るモンスーンがあるため、年中、
水が絶えず、大小の川が常にみられます。
至るところに、美しくて、息をのむよう
な滝があり、これらにより、特にモンス
ーンの季節には美しい風景が見られます。
　メガラーヤの南側では非常に大量の雨

シロン市の郊外を臨む
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が降るので、丘陵地帯は木が多くなく、
森もありません。その風景はスコットラ
ンドの風景によく似ています。ある英国
の士官は、東のスコットランドだと言い
ました。個人的には、私はスコットラン
ドよりも美しいと思っています。州の残
りは、深い森で覆われ、年中、緑です。
　ライムストーン（石灰岩）が大量にあ
るので、特に南側の地域では、美しい、
自然に彫りぬかれた洞穴があり、これら
は、浅いのもあれば深いのもあります。
アジアで最も深い洞窟は、この地でみら
れます。洞窟めぐり、カヤック乗り、白
い河の筏下りは、観光客の間で人気のあ
るスポーツになりつつあります。スカイ
ダイビングもそうです。また、天候は、
モンスーンの激しい季節を除いては、年
中穏やかなので、トレッキングも人気が
あります。
　シロン市に加えて、魅力的な場所とし
ては、ソーラやmawsynramをあげるこ
とができますが、ここは、5 月から１0月ま
での降雨量が世界記録になったことで知
られています。Mawlynnong村はアジア
で最も清潔な村といわれていますし、
Nongkhnum,川中の大きな島、メガラー
ヤで最高峰のシロン峰、そして、前に触
れましたが、sohpetbneng峰もあり、シ
ロン―グワハティ国道沿いにUmiam湖
があります。実際、どこも行ってみる価
値があるので、観光客に魅力的な場所を
すべてリストアップするのは困難でしょう。
シロンのドンボスコ博物館（DonBosco
博物館）では、北東インドの部族社会の
展示をしていますが、これは、アジアで

最も優れた展示（物）の一つです。
　カーシ族が世界に与えた贈り物，人が
造った“奇跡”が一つあります。これは
他所では見つからないものですが、この
ことをお話ししなければなりません。
　それは、旅や交易を容易にするために
造られた、最も近寄り難い場所にある“生
きている根の橋”の存在です。説明しま
しょう。メガラヤの山岳地帯の川は、モ
ンスーンには、怒り狂った激流になり、
川を渡るのは不可能になります。深い峡
谷であることもあって、このために旅は
不可能になってしまったでしょう。古代
には、橋を建設するような技術はありま
せんでした。
　私たちの祖先がしたのは、そそりたっ
た深い谷の両岸にゴムの木を植え、何年
もたつうちに、根が発達して育っていく
につれ、これらが川からずっと高いとこ
ろで互いにもつれ合うようにさせ、究極
的に反対側から育ってきた根っこと出会
わせ、これらが互いにもつれあいながら
成長するようにするのです。１0年から１5
年のうちに、これらの根は十分に育ち、
人間の助けを得て、互いにもつれ合って、
頑丈なしっかりした、重い重量を支える
橋が造られるのです。こういった橋は、
あちこちで見つかり、遠隔地で、これが
なければ近寄ることができないような場
所で、人々や、交易を助け、村を結ぶこ
とにより、今でも、その目的を果たし、
役に立つのです。
　いったん成熟すると、これらの木やこ
れらの根は少なくとも200年はもつので
す。“ 2 階建ての生きている根の橋（Dou
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人気のあるこのような木立の一つには、
シ ロ ン か ら 約30 ㎞ の と こ ろ に あ る
Mawphlangの聖なる木立があります。

祭　り

　カーシ族の人々が、彼らの伝統舞踊や
音楽、伝統的な衣裳を見せて誇示する祭
りの主なものは、お天気が最も良い春ま
たは秋に行われます。いくつかのフェス
ティバルは、4 月に“weiking	dance”、
宗教的な“nongkrem”フェスティバル
は 7 月に、jaintiaの“behidienklam”祭
りも 7 月にあります。ほかにも多くのお
祭りがあります。
　音楽では、シロンはインドのロックキ
ャピタルだとよく言われます。カーシの
人々は、ウェスタンのポップやロックが
大好きです。この数年の間に、かなり数
多くの有名なアーティストやバンドがや
ってきました。地元のアーティストによ
るイベントが頻繁に行われ、ファンたち
も、全インド中から、こういったイベン
トにやってきました。USや他の場所か
らの外国のグループもまた、しばしば、
シロンを彼らのツアーの中に含めます。
　クラシックのウェスタン音楽では、こ
の地方で訓練した若者たちから構成され
る“シロンチャンバーコーラス”が世界中
で波のような人気を起こしています。彼
らは、著名なパーソナリティの前で演奏
しましたが、その中には、他の有名人に
加えて、米国の大統領も含まれています。
　「スローフード運動」は、シロンに多
くのサポーターがいます。最近、数年の

bleDeckeredLivingRootsBridge）” が あ
るNongtrai村にある、同様な橋は、 2 層
の橋が、同じ位置で、同じ木々から出て
います―このこと自体、奇跡です。トレ
ッキングが好きな人たちは、この橋を訪
れることができます。片道大体 4 時間の
トレッキングですが、それだけの努力を
する価値があります。これらのツーリス
トスポットには、数多くのゲストハウス
ができつつあって、旅を容易にしてくれ
ています。
　自然保護でのこの地独特のもう一つの
努 力 は、 伝 統 的 に 保 護 さ れ て い る

“lawkyntang”と呼ばれる森か、または
カーシー jaintia丘陵のいたるところにあ
る、聖なる木立で目にすることができま
す。伝統的に、これらの森では誰も葉ま
たは枝を摘むことは許されていません。
犯した人間には、神の神聖な報復が引き
起こされます。いったん、タブーが関係
してくると、人々は犯すのを躊躇するよ
うになります。そこで、これらの森は人
間の干渉から損なわれることはなくなっ
て、保全されていきます。これらは、通
常、周囲のコミュニティーや村々の水源
の保護と関係しています。観光客の間で

人と自然がつくった木の根橋
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間に、“MeiRam-ew	festivalは、ローカ
ルな食べ物や伝統を展示し、大きなツー
リストイベントとなりました。20１5年に
は、国際的な“Teerra	Madre”、または、
母なる地球のお祭りが、有名な“mawphlang	
sacred	grove”の近くで行われました。
これには、世界中から－南アメリカ、ア
フリカ、ヨーロッパやアジアから、その
現地の人たちの参加を得て、彼らの伝統
や食物を展示しながら行われました。こ
れを毎年恒例のイベントにしようという
提案があります。
　メガラーヤを訪れる最良の季節は、 3
月から4月、そして、１0月から１１月でしょう。
近年では、１2月の後半から １ 月の初めに
かけての時期、クリスマスから新年にか
けてのシーズンも、このようなフェステ
ィバルに関係して多くのプログラムがあ
りますから、面白いかもしれません。

旅行と交通の便

　現在では、シロンからインドの他の地
方へは、道路で繫がっています。市の中
心部から約25㎞のところに小さな空港が
あり、50人乗りのフライトが毎日、カル
カッタとシロンを結んでいます。現在、
空港は拡張中で、もっと大きな飛行機が
発着できるようになるはずです。
　アッサムのグワハティの市から道路の
接続は１00㎞、 4 レーンの国道があり、
インドの北東部の中心都市であるグワハ
ティはインドの他の地域へは、空路であ
れ、道路であれ、鉄道であれ、非常に便
利に接続されています。

　グワハティの主要空港から、シロンへ
は、約 3 時間のドライブです。タクシー
も24時間、空港から、または、空港へと
ずっとサービスがありますし、また、観
光用にもサービスがあります。シロンに
は、多くの 2 スター、または、 3 スター
のホテルがあります。また、もっと多く
のゲストハウスもあり、あちこちに
B&B（Bed&Breakfast）もあります。

終わりに

　さて、日本の友人の皆様、これで皆様
にここを訪れたいと思っていただけるよ
うお誘いするために、私の部族、私の文
化また伝統について、十分なご興味を引
き起こし、また、十分な情報を提供させ
ていただいたと存じます。
　どうぞお越しください、皆様を歓迎い
たしたいと思います。そして、ここに書
きましたことや、もっともっと多くのこ
とをすべてお見せしたいと思います。
Thank	you	all.	皆様、ありがとうござい
ました。

（翻訳：南波亘子・関西日印文化協会理事）

伝統的な食べ物
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　私がインドに初めて興味を覚えたのは
１967年頃のことです。
　広島大学教育学部中学校美術科を卒業
し、新卒で美術専科の教師として名古屋
市東区徳川町の旭が丘小学校に赴任した
頃です。『源氏物語絵巻』を所蔵するこ
とでも知られている徳川美術館から徒歩
2 ～ 3 分の所に位置するその小学校ま
では、私の下宿していた黒門町から徒歩
7 ～ 8 分でした。
　いかにも城下町らしい名前の黒門町に
は、私の下宿から角を曲がってほんの30
メートルほどのところに、私の通う旭が
丘小学校で昔美術教師として教鞭を振る
われていた鬼頭先生が住んでおられまし
た。その先生は、京都美術専門学校（現
在の京都市立美術大学）で日本画を学ば
れた方で、後に愛知芸術大学の教授とな
られて、住居も瀬戸物で知られている愛
知県瀬戸市に移られました。
　私の下宿先の女主人が鬼頭先生のご家
族と親しいこともあり、私が美術の教師
ということでそれらのことを教えて下さ
り、また紹介もして下さったのでした。
そんなことで、鬼頭先生とは不思議なご
縁もあり、私は日本画にも少なからず興

味を持っておりましたので、その先生の
アトリエに授業終了後の土曜日ごとに日
本画を教わりに行きました。
　先生宅は昔風の簡素な木造の家でした
が、お庭がとても広く、そこには自然な
感じに様々な草花を植えておられ絵のモ
チーフにされていました。洋風なバラな
ども植えておられましたが、面白かった
のは日本画の先生でありながら、日本犬
ではなくブルドックを飼っておられまし
た。またその犬の名前がなんとフランス
風の“アンヌ”でした。
　通常、お稽古の時は、私は先生宅の玄
関からは入らずに、横の木戸から直接庭
に行き、庭から踏石を使って縁側に上が
り、先生の庭に面したアトリエに向かう
のでした。その度にいつもアンヌに吼え
られる私はそれはそれは恐怖でいっぱい
した。そうした時に「アンヌ！　駄目だ
よ！」と着物に兵児帯姿の先生がアンヌ
を押さえて下さるのでした。

　観せていただいた先生の日本画の作品
の中に、何点かのサリーを着て壺を持った
若いインドの女性がベージュや黄土色の
土塀の前に佇んでいる大作がありました。

インドとの出会い
洋画家
神戸芸術文化会議会員
デシネ主宰

辻　恵子
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た三角形の坐像が多く、それらは安定し
たフォルムであり静かな祈りや安らぎを
感じるものでした。仁王像など少数の仏
像には躍動感もあり動きを感じるものが
無いこともないと感じておりましたの
で、先生の撮ってこられたインドの彫刻
群をスライドで見たときは、実際ドキリ
としました。
　多数の石像群が、安定した垂直や水平
ではなく、斜めや渦巻状にうねりがある
様々な形状で作られていました。それら
はまるで西洋美術のロマン派やバロック
派の絵画や彫刻のような動きをもってお
り、とてもダイナミックなものでした。
先生は「インドの仏様はとても自由でし
かも人間的なんだよ、それにエロチック
だしね。」と仰いました。
　そう言われてみると、実に人体の形態
も腰部分は大層くびれており胸と尻部分
は非常に大きく作られ、まるで瓢箪ある
いは壺のようにデフォルメされて豊満な
こと！　大学で彫刻を卒論にして人体塑
像を作っていた私は、極限まで自分たち
の理想とするフォルムを追求したインド
人の理想とする美と、西洋のギリシャ彫
刻の均衡（カノン）の美との違いを、改
めて考えました。
　更に、インドの寺院の石の塊には、日
本とも違う異質で不思議な文化と美を感
じました。インドの風土や生活習慣そし
てその宗教観等々、大学を卒業したての
若い私には、世界は途轍もなく広くしか
も全く違う精神世界があるのだと教えら
れました。
　けれども、私にはインドに行くチャン

それ等は、シンプルな構図でしたが、何と
も言えぬ強烈な色彩が服などには使われ
ており、私には大変エキゾチックなものに
感じられました。私の目はそれらの絵にく
ぎ付けにされました。強く私の心を捉え
たのは、その絵に描かれている娘はとて
も生命力に満ちており、たくましく自然の
中で生活しているように感じたからです。
　労働をいとわずけなげに生きており、
地位や名誉や権力などには無関心であ
り、自然のままに生かされており、そこ
には何か人間としての根源的なものが秘
められているように思ったからです。こ
れらの絵画を観たときに、私は初めてイ
ンドという国を認識したのです。
　私もいつかインドに行き、インドの持
つ力強い生命力を見たいと思いました。
そして、インドの風土や人間たちをあの
ように内面をも映し出すように描きたい
ものだと思いました。初めてインドとい
う国に関心を持ったのはそのようないき
さつからなのでした。
　ある日のお稽古の折に先生が、良かっ
たら「インドで撮ってきたスライド（当
時は今のようなビデオカメラなど殆どな
かった）があるから、夜にでも観にいら
っしゃい？」と誘って下さいました。ま
だ海外は遠い世界の時代でした。ほくほ
くと心躍らせて楽しみにして見に行かせ
ていただいたスライドは、想像以上に驚
くべきものでした‼
　スライドの内容は、ほとんどが仏像な
どの石の彫刻やレリーフでした。私の中
の日本の仏像はシンプルで円柱のように
垂直な立像やピラミッドのように安定し
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スはその後の40年間には １ 度もありませ
んでした。名古屋で 3 年間美術教師をし
た後、私はフランス文学を研究する夫と
結婚し、共通の世界であるフランスを中
心にした文化圏であるヨーロッパの芸術
鑑賞をしながら、自身では油彩画を制作

（彫刻制作は体力的にハードすぎるとあ
きらめ）しておりました。
　若い間に美術史的に重要な作品がある
美術館は隈なく訪れたいと、できるだけ
美術史的に重要な美術館や博物館を訪れ
て作品を鑑賞しておりました。良いもの
を実際に観て知ることから制作は始まる
からです。
　あちこちのヨーロッパの美術館の沢山
の作品を鑑賞しているうちに、私は日本
人なのだから、光と影を軸にしたヨーロ
ッパの絵画である洋画と、線を大切にす
る日本画的なものとを融和させた絵画を
創りたいと考えるようになりました。絵画
作品は、その人の存在そのものだからです。
　たとえ技巧的に巧く描けた絵画であり
人から称賛されても、その人の存在理由
が作品に表出されていなくては描く必要
もないし、作品としての価値もないから
なのです。芸術は哲学と同類で、それら
がなくては生命が絶たれるものではない
のですが、人間として生きていくには不
可欠なものなのです。

　ところで、インドとの関わりが突如と
してできたのは私にとって本当に幸運で
した。インドとの本当の関わりが出来た
のは、次のような事情に依るのです。
　2004年から2007年までのほぼ 4 年間、

私の従妹の一人、米村明美がパリの
ＵＮＥＳＣＯ本部からインドのニュー・デ
リーの事務所に赴き、教育プログラムの
スペシャリストとして仕事をしていました。
　彼女はインドのみでなく、ブータン、
バングラデッシュ、ネパール、スリラン
カ、モルジブを含めての 6 か国の担当で
した。彼女の仕事内容は、すべてのレベ
ルの教育の政策作りのアドバイスや教育
省のキャパシティービルディング会議、
リサーチなどをすることでした。
　インドでは、世界一非識字人口が多い
ので、政府の人やユネスコの専門家を呼
んで、識字の計り方について話し合った
り、何百とある言語のあるインドで多国
語教育のワークショップをして母国語の
大切さを専門家に話してもらったり、90
パーセントがインフォーマルセクターで
働いているインドで、学校のドロップア
ウトや学校に行ったことがない子供を対
象に技術をつけて職を持てるように支援
する会議の主催などでした。
　その当時、殆どの機関や政府の関心が
田舎（僻地）の教育に向いていた時、都市
化の進むインドでは田舎から都会に職を
求めて来た人々がムンバイとかデリーな
どの大都市で、職に恵まれなかった場合、
スラムに家賃を払って住んでいました。
彼らの子供たちは学校にも行けない子供
もおり、教育レベルを学校の試験だけで
は測れないので非政府団体のプラタム
に、この部分を担当して貰っていました。
　ユネスコはムンバイとデリーの子供の
テストをして、その結果をまとめて分析
するリサーチの援助をし、政府にその結
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果を知らせて今後の政府の役割を話すワ
ークショップの支援もしました。

　さて、この非政府団体のプラタムは、
インドにおいては大きな組織であり多方
面にわたって素晴らしい仕事をしていま
す。今回は私との関わりの部分のみを書
くことにいたします。
　プラタムはスラムの子供たちに、学校
以外の青空天井などの場所でも実践して
文字を教えたりもしていましたが、子供
たちに文字を教えるにあたり、ただ機械
的に文字を教えるよりもお話を楽しみな
がら勉強ができ、同時に人間として情操
教育ができる絵本を、テキストとして考
えました。
　心を和らげるテキストとしてのお話に
は、日本人の持つ心優しい心情があふれ
ている日本の昔話が最良だと選ばれまし
た。それが私との関わりとなったのです。
　ある時、ユネスコの従妹にプラタムブ
ックス（プラタムには出版部門もある）
のSampurna	Murtiさんから「プラタム
は、日本の昔話 8 つをまとめた １ 冊の絵
本を作りたいけれど、挿絵を描いてくれ
る日本人を知りませんか？」という話が
持ち込まれました。従妹が「実は、私の
従妹の一人が画家で『鬼の助』という絵
本の挿絵も描いたことがあるのですよ。」
と答え、早速私はテストされ、運よく起
用されることになったのです。

　なぜ日本のお話が選ばれたのかという
と、そこにインド人の女性Hema	Pande
さんの存在があります。現在、彼女はす

でに90歳は過ぎておられますが、若い時
に日本に留学し、東京女子美術大学で日
本画を学ばれました。
　きっかけは、彼女の夫が１956年にイン
ド政府代表としてアメリカのシアトルで
行われた国際商工会議に出席したおり、
日本代表として送られた稲葉氏と良き友
人関係を結ばれ、稲葉氏がインドのカル
カッタに立ち寄った時に、夫からヘマさ
んは稲葉氏を紹介されたそうです。
　それまではヘマさんにとって日本は未
知の国でしかなく、何一つ関わりのない
どこかの国だったのです。さらに、彼女の
姉が外務省で働いていた彼女の夫と日本
へ転任して日本に住んでおり、ヘマさん
に日本の盆栽や墨絵やその他の日本の文
化等を多く手紙で知らせたそうです。当
時、ヘマさんは油絵なども描いたりして
いたので、その時に「日本画を習うために
日本へ行きたい」と思い始めたそうです。
　 6 歳の息子がいましたが、ヘマさんは、

「日本へ来る前に必ず日本語を少しでも
勉強しておきなさい」という姉の助言に
従い、カルカッタの総領事館の日本語学
校で猛烈に日本語の習得に努力されまし
た。日本人の先生からは俳句も教わり、

「日本の俳句によって私は人生の楽しさ
と悲しさの中に何か微妙な慰めを見つけ
るようになりました」と彼女の父親が亡
くなった時にも、一茶と同じ心情を感じ
たたそうです。《露の世は　露の世なが
ら　さりながら》さらに「日本の古い考
え方とインドの哲学が感じ方も大体同じ
だ」とも思ったそうです。
　多くのインドの文学や、日本の文学が
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好きなヘマさんは、後に「もしもう一度日
本で勉強できるなら、学位を取ってインド
と日本の架け橋となりたい」とも言及し、
さらに一人の友人に「あなたは何故一か国
にしか通じない日本語を勉強しているの
ですか？ドイツ語やフランス語なら世界
で沢山の機会に役に立つのに？」と尋ね
られた時に「美しい日本の言葉を私が大
好きなのは、一体大好きなものがどうし
て大好きかを説明することができるでし
ょうか？　私の好きなボードレールの美
しい次の一節が、たぶん私の気持ちを示
してくれるでしょう。それは、《多分彼女
のかぐわしい調べ、多分彼女の声の妙な
る香りのせいなのだ》」と答えたそうです。
　このように、ヘマ・パンデさんの日本
への思いと理解は大変深いものがあり、
私はなぜヘマ・パンデさんの英語訳の日
本の民話がプラタムによって選ばれたか
の理由をすぐに理解しました。

　その後、挿絵の担当に決まった私のも
とに、ヘマさんの日本語を英語にretold
された 8 つのお話が、一遍ずつe-mailに
添付されて私のもとに届けられました。
①	A	NEW	YEAR’S	HAT	FOR	LORD	

BUDDHA
②	G O N B E , T H E 	 G R E E D Y	

BIRDCATCHER	
③	A 	 F A R M E R ’ S 	 G R E A T E S T	

TREASURE		
④TONGUECUT	SPARROW
⑤GREATEST	MOUNTAIN
⑥WHY	THE	SEA	IS	SALTY
⑦GRANDPA	CHERRY	BLOSSOM

⑧THE	GOOD	LUCK	KETTLE	
　私はこれらのお話は、自分が良く知っ
ていると思っているお話と言えども、イ
ラストを描く前に、ともかくヘマさんの
英語による翻訳を丁寧に読まなければな
らないと思いました。読んでその情景に
ふさわしい挿絵にしなければならないと
思ったからです。
　読んでいくうちに、ヘマ・パンデさんに
よってretoldされたお話は、私が幼いこ
ろから知っているお話のある部分が、よ
り優しい心情によって創られている部分
が何か所かあることに気付きました。ま
た、直訳ではなくヘマさんは、インド人に
もわかりやすく、インド人の生活文化に根
差した具体的な品物などを使い、表現し
ているものもあることに気が付きました。
　なお、上記の八つのうち、私が全く知ら
なかった③と⑤の二つのお話があり、こ
れらはヘマさんの創作童話ではないかと
思いました。何人かの日本人に聞いても
この問題はいまだ解決できずにおります。

　ところで最初にプラタムからe-mailで
送られてきた英文の原稿 2 ～ 3 作品は
恐ろしく古くてコピー状態が悪く、非常
に読みにくい代物でした。英語の苦手な
私には活字の見にくさで、単語や文章を
推測するにももどかしくてパニック状態
でした。その旨を伝えると、どうしたわ
けか次からは綺麗な活字に打ち直された
原稿が届き、やれやれとホッとしたこと
でした。やっと、本格的にことが運べそ
うで喜んだことでした。
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　私は １ 物語ごとに丁寧に読み、それを
指定の挿絵の枚数に分割しました。指定
は １ 物語に付き 5 点の挿絵でした。分割
に当たっては、最初に頭の部分と最終の
部分をとりあえず切り取り、次に後の 3
つのパートに分けることにしました。ペ
ージ数で分割するのではなく、ページを
めくった時に、話の内容と次に来る筋書
きが楽しみに思えるような期待感を、読
者の子供たちが持てるような分け方を工
夫しました。何しろ挿絵はたったの 5 枚
ですから。
　 5 枚がそのお話を面白くさせるか否か
の勝負ですから、ここで随分と構想を練
りました。試行錯誤したのもこの部分で
した。作者の意図するものを自分なりに
表現して、文と絵が一体化され、調和し
た美しい絵本を夢見ました。どちらにし
ろ、 １ 枚目の挿絵はこれから物語が始ま
るのだというワクワクした期待感を持た
せることが重要であり、そのための状況
の説明も必要であります。
　最終の 5 枚目は作者の意図が最も強く
表れた終結部分なので重要であり、余韻
も大切です。中間の 3 つの部分ではお話
しのダイナミックな展開や山場もあり文
章をどのように分割するかが楽しみでし
た。たったの 3 枚のイラストは、少しは繰
り返しのリズムも必要ですが、退屈にな
らないように変化をつけることによって
絵もダイナミックに展開をさせることが
必要なのです。絵だけの鑑賞もできるし
っかりとした挿絵にしたいと思いました。
　もちろん、絵本において挿絵はあまり
説明過ぎてはなりません、お話を読むた

めの導入部分なのですから。現実には絵
は、動的⇔静的・画面が重い⇔軽い・色
彩を純粋な色に制限する・基本的に子供
達を絵の世界に誘えるかどうか等々…あ
れこれと絵の構成を綿密に企てました。

　お話を五つの部分に分けてからは、い
よいよ本格的に絵を描きますが、まずは
指定された紙サイズを少し縮小して 5 枚
の枠を作り、ラフスケッチをしました。
絵がバランスよくしかも変化にも富んで
アニメ風に順番に繋がっているかどうか
を検討しました。
　他方、お話しの背景となる時代の日本
の住居や調度品・人物のヘヤースタイル
や着る物なども同時に図書館などで調べ
たりしながら、登場人物の仕草などは鏡
台の前で自分自身が演じて手の動きや表
情を考えました。この段階は、自分なが
らとても楽しんでるなと感じたものです。
何しろ、人が誰一人としていない部屋で、
一人意地悪おじいさんやおばあさん、優
しいおじいさんやおばあさん、威張った
殿様、喜んだ子どもその他の様々な登場
人物を演じるのですから…。まるで、自分
が一人芝居の俳優になった気持ちでした。
　演技も終わり、今度は本格的に、指定
の紙サイズの 2 倍（描きやすいサイズ）
の大きさの紙に絵を鉛筆とペンで線描き
し、水彩で彩色しました。淡いトーンの
純粋な赤・青・黄を中心です。サイズは
印刷の折に指定サイズにしてもらいます。
ありがたいことに私の描いた絵をプラタ
ムの編集者たちはe-mailで添付する都度、
素敵な絵だと大層喜んでくれましたが、
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添付もはじめは大変でした。
　一つのお話ごとに絵をe-mailで添付し
たのですが、画像の容量が大きくて私の
担当の人に届かず、プラタムの画像に強
い他のデザイナー宛に送ることになり、
英語の苦手な私はその都度、送る画像に
言葉を添えるのがたいへん苦痛でした。
片言の英語でしたので、今思い出しても
ぞっとします。
　そのような状態で、プラタムの方たち
の何人かとやり取りしてやっと絵本は完
成しました。とりかかってからほぼ 3 年
間も経ちました。3 年間もかかったのは、
インド人の悠長な性格もあったのでしょ
うが、それよりもプラタムの経済状態も
ありました。大きな本（日本の民話も含
まれる）は １ 年に １ 冊しか出版できない
状況があったのです。プラタムはＮＰＯ
団体ですから。
　 3 年間には本のサイズにも変更があり、
結局予定より大きいサイズになったために、
私の苦労した構図も部分的に切り分けら
れ分解されて、あちこちに散らばされ、
私の想定した文章のある部分へのまとま
った挿絵が、文章との調和を失いがっか
りしました。私は、文と絵が美しく配置さ
れた１ 頁を想像して絵を描いたからです。
　本の装丁はインド人のデザイナーが行
ったので、文句は言えませんでした。し
かも、インド好みに沢山のインド人が勝
手に想像している日本的なグッツをあち
こちに付け回して騒がしく雑然としてお
り、このときも空間を重んじる日本人と
インドとの異文化を感じました。
　私の友人の一人が、「自分の意思を伝

えて、直してもらったら」と助言してく
れたのですが、これこそ言語上の至難の
業です。諦めました。私は大学入試の時
も、英語が一番苦手で英語のために入試
に失敗するのではないかと心配したくら
いの英語力でしたから。

　でもまあ、とにかく 3 年もかかって『日
本の民話』が出来上がったのは本当に有
意義で嬉しいことでした。
English,Hindi,Tamil,Telugu,Kannada,Ma
rathi,Guijarati,Bengali,Punjabi,Urdu	
,Oriya
のインドで使われる公用語の１１言語で出
版されて、インド中の子供たちに読んで
もらえることは、こんなに嬉しいことは
ないのです。絵描きとしてコツコツと描
いてきたことが、私が社会と繫がったの
だと思うとつくづく嬉しく思いました。
三木市在住の書家の道方公艸先生にも絵
本の題字をお願したところ、快く引き受
けていただき感謝しています。この本に
よって人間関係の良き繋がりを感じました。

　私は憧れだったインドに43年ぶりにや
っと、夫と連れ立って行くことができた
のです。HemaさんやManisha	Chaudhry
さんやSampurna	MurtiさんなどPratham	
Booksの方々に会うための旅行でした。
　けれども大きな目的は、もう 一 つあ
りました。それは、名古屋で鬼頭先生に
見せていただいたあの衝撃のスライドの
石窟寺院を訪れ自分の目で観ることでし
た。それこそ、何年も憧がれていたこと
でした。石仏やレリーフ、インドの景色
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を見ることができると思うと、ときめき
を感じました。

　私たちの行程は、ムンバイ→オーラン
ガバード石窟→エローラ石窟寺院→アジ
ャンタ石窟寺院→サンチ―の仏教遺跡→
ビムベトカのロック・シェルター（壁画）
→　カジュラホ石窟寺院→デリー（従妹
の家）→ジャイプール（染物工場・陶芸）
でした。
　沢山の宗教が同居する（世界では珍し
いと思うのですが）いくつかのインドの
石窟寺院をこの目で見ることが出来たの
は、本当に嬉しいことでした。複数の宗
教の寺院が独立したり共存したり一言で
特徴は述べられません。
　サンチーの仏教寺院と比べるとカジュ
ラホのヒンズー教の寺院の違いは明らか
でした。サンチーの静かな寺院は仏教徒
の私には良く理解できて、とても美しい
と思いました。
　しかし、カジュラホの寺院は、まさに
鬼頭先生の家で見せていただいた、彫刻
やレリーフそのものでした。いわば彫刻

群で作られた巨大な山脈のようなモニュ
メントという感じを受けました。ヒンズ
ー教とジャイナ教の寺院ですが、動的で
官能的な美しい姿態が上下左右とに繰り
返し彫られていました。やはり、日本人
の私にはどちらかというと、静かで心安
らぐ像の方が好きだと改めて感じました。

　エローラの石窟寺院は規模といい内容
と言い本当に驚異でした。なんとインド
人は頭脳明晰で想像力と創造力があるの
だろう。そして美的センスも非常に豊だ
と思いました、これまでエジプトのピラ
ミッドは凄い‼　と思っていましたが、
ピラミッドは下方から上部へと四角い石
を重ねているに過ぎないが、エローラの
カイサ－ラ石窟寺院は岩山の岩盤を掘り
込んで（積み上げるのではなくまたパー
ツを組み合わせるのでもなく）巨大な岩
盤を彫りこんで作られていたのです。こ
のことでインド人が数学や幾何学に優れ
ているのが如実に分かりました。
　エローラ石窟寺院はある範囲に、仏教・
ヒンドゥー教・ジャイナ教の 3 種の宗教
寺院が点在しているのですが、このこと
は私が後で自己流に勝手に考えたことな
のですが、数えきれないほどの人種と多
くの宗教を持つ、広いインドにおいて、
こうして他の種族や他の宗教を受け入れ
るおおらかさがあるからこそ、多民族で
あるにもかかわらずインドは一つの国と
して存在出来ているのではないか⁉　と
…。ヨーロッパをはじめあちこちの国が
宗教を規制したり、国民に一つの宗教を
強いることが多く内戦などもあったのに

3 年の年月をかけて出版された「日本の民話」
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…。おおらかなインドの人たち。
　ともあれエローラのカイサーラ寺院の
彫刻はとても美しかった。仏像も動物の
像も‼

　アジャンタの仏教石窟寺院は29窟の洞
窟が馬蹄形に大きくカーブして並んでお
り、広大な自然の中に（滝もありました
が）その自然と調和した雄大さに圧倒さ
れました。私は、特に壁画が好きでした。
白、青、ベンガラ色、黒などの朽ちた色
の調和に魅了されました。艶やかで気品
がありました。

　それぞれの寺院の彫刻絵画などは、全
てが美術的に世界最高レべルの芸術作品
でした。美しい、美しいと一人口ずさみ
ながら、これらの宝物を見ることができ
る自分は、実にラッキーな人間だなと思
いました。

　日本に帰ってから、私はインドのイメー
ジが消えないうちにと思い、これらの中
からモチーフを見つけて絵画にしました。
オーランガバードの豊満な女神を特に気
に入り主役のモチーフとしました。さらに
サンチ―のお釈迦様のお話の一場面であ
る、美しく繰り返した波型の水面とそこ
に浮かぶ対の水鳥や睡蓮などのレリーフ。
そしてビムベトカの壁画（時代的には 3
種類の分類ができると思いましたが）に
描かれている動物や狩りをする人間の線
描画等々。沢山のイメージが湧きました。
　でも、勘違いしないでください。これ
らをモチーフにしたのは、私がインドそ

のものをを描こうとしたのではなく、た
だ自分にとって造形的に良しとする部分
を勝手にモチーフとして使用して、私の
考えている自然観《母なる大地》を表現
するためだからです。インドの豊満な女
体の女神はこれだけでも“生命”を考え
生きる価値を与えてくれるのです。あの
鬼頭先生の描かれたインドの素朴な娘と
同じです。健康なおおらかな優しさを感
じるのです。

　インドに行く大きな目的の一つを満足
して果たした後、ニュー・デリーの従妹
の家に滞在しました。ここで、私はイン
ド旅行の名目である、Hemaさんやプラ
タ ム のManishaさ ん・Sampurnaさ ん、
さらにユネスコのAhmed	Ismatさんと
もお出会いし、インドの方たちと交流を
図ることができたのです。
　プラタムの方やアハメッドさんとは市
内のインドレストランやガンジーホテル
で食事をして、インドや日本の教育事情
やその他の様々な文化等についてお互い
に楽しく話しました。

「輪廻の河　F100」
インドのイメージを使っての作品
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　アハメッドさんはイラク人でイスラム
教徒ですがイギリスのケンブリッジ大学
で学位を取っておられ、当時はインドで
したが、現在はパリのユネスコ本部に勤
務です。日本は大変好きな国らしく何度
か来日されました。一度ですがレンタカ
ーを借りて、滞在先の京都から兵庫県三
木市のわが家にも来てくださいました。
　ヘマさんはすでにお年で足が悪く外出
が出来なくて、食事はご一緒にはできま
せんでしたが、私たちをご自宅に招いて
くださったので、従妹の明美と夫の 3 人
でお伺いしました。
　彼女の描いた絵を見せて頂き、日本に
留学していたころのエピソードや今なお
制作してという“俳句”についても沢山
お話しました。足腰は弱っているものの、
いまだに情熱をもって俳句を作ったり、
お話を翻訳したりされており、人生の先
輩としてとても尊敬できる方でした。私
は素敵な方々に出会え、ハッピーでした。

　第 1 と第 2 の目的をほぼ終了し、私た
ち夫婦は従妹と 3 人で、タクシーを使っ
ての砂漠地方のジャイプールに出かけま
した。ほとんどが定番の有名な名所を訪
れたわけですが、やはり日本に住む私に
は、どこもとても異国風でした…。天文
台ではインドの天文学と数学がずば抜け
て優れていると感じました。
　でも、ひとつ疑問です。なぜ、なぜ、
こんなに頭脳が良いインド人が、こんな
にも世界に類がないほどの貧富の差を平
気で生み出しているのだろう？？ジャイ
プールでもデリーでもまた私たちが訪れ

た寺院にも多くの子供の物売りや観光客
の前で踊りお金を稼ぐ小さな子供たち、
さらに物乞いの子供もいるし…一体この
国は如何なっているのだろう？　児童文
学も盛んだし…とインドに関してほとん
ど知識のない私には子供じみた疑問が噴
出しておりました。
　まあまあ、こんなことは考えないでと
もかく面白そうなところに行きたいと、
ジャイプール近郊に大きな染物工場があ
るのをガイドブックで見つけて、そこを
良く知っているタクシーの運転手さんに
頼んで連れて行ってもらい、 3 人だけな
のに丁寧に案内してもらいました。
　そこはとてつもなく広い砂漠敷地の砂
の上に、サリー用、カーテンやシーツ用、
衣類用、絞りの布用、そして陶芸用の作
業の建物が点在して作られており、とて
も面白いところでした。
　工場の案内人が砂の上に干してある布
を踏んづけながら広大な敷地を順番に案
内してくれると白い布が山ほどひらひら
と風になびいており、その近くには日本
の子供たちの小学校の半分くらいのプー
ルがあり、その中では上半身裸で水につ
かり、染めた後の布を洗う何人もの男性
が腰をかがめて作業をしていました。
　水はすべての色が混じり合い、おぞま
しい濁色でした。しかも、それらの顔料
はきっと化学染料ではないかと思われま
した。体に悪影響はないのか？　はたま
た疑問でした。
　荷物運びはもちろん“象”でした。危
険だから近寄らないようにと忠告されま
した。象はどうやら日本の子供たちが持
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つイメージとは違い、すぐに怒る怖い面
もあるらしい。
　ある建物では、私は一人の年老いた男
性（しかし、従妹が男性に年齢を聞くと
思ったより若い年齢であり非常に驚いた）
に伝統的なインドの木製の染型を幾つか
使っての20センチ×20センチほどのプリ
ントを体験させてもらい大満足しました。
　日本でも良く売られている、連続模様
の四角の枠の中に緑の像を収めた伝統的
な図案です。私は帰国するとすぐに、そ
れを行きつけの画材屋さんに持って行っ
て額装してもらい、今もアトリエに飾っ
ております。
　大雑把な大きな木綿のシーツやテーブ
ルセンターとは違い、シルクのサリーの
プリントは二人の職人さんが、手際よく
美しい連続模様を、ものすごいスピード
で、しかも実に日本の職人さんほどのデ
リケートな感覚でもって、一人が絵具を
着け、一人が刷る作業をしていました。
アルチザンです。１20センチ×30メート
ルもありそうな長いテーブルが 3 列程あ
る大きな建物でした。
　勤勉なサリー館の職人さんと違って、
陶芸館では一人の職人が壁にもたれてべ
たりと床に座り、それは大儀そうに仕事
をしているように見えましたが、悠長に
絵付けをしていました。彼には何時間で
も時間はありそうでした～。
　ともあれ、陶芸や版画制作もする私に
は興奮する染物工場見学でした。当然、
見学後は何点かのグッズ、絹のベットカ
バーとクッションカバー、ジャイプール
の伝統的な鏡を刺繍でくっ付けたクッシ

ョンカバーなど何点か買わされましたが。
それは、当然です。
　20１0年に出版された英語版の絵本は、
GRANDPA	CHERRY	BLOSSOMとA	
FARMAR'S　GREATEST　TREASUR
の 2 つの話が、三木国際交流協会の河越
恭子さんを中心としたALT	teacher二人
と日本人スタッフにより、音声にしてＣ
Ｄにも収めていただき、英語の教材とし
て三木市を中心に付近の市の英語を学ぶ
多勢の方たちの手元に届きました。
　さらに、ヒンディー語版は、関西日印
文化協会会長の溝上富夫先生によって、
NHK文化センター梅田教室のヒンディ
ー語教室にて、ヒンディー語のテキスト
として使用していただき、その広がりが
とてもありがたいことです。溝上先生に
おいては奥様とのインド訪問の折に、プ
ラタムのManishaさんにお会いして交流
していただけたことは、まさに日印の文
化の懸け橋ともなったのではないかと、
実に一冊の絵本のもたらしたことの大き
さを感じております。
　Hemaさんとは、その後、インド児童
文学会員の前村恵さんを通じて、Hema
さんの詩やエッセイも記載されている

『チャンパの花』（インド児童文学の会）
なども多数送っていただき、インドの児
童文学の面白さを知りました。
　インドは、私にとっては、まだまだ遠
い国ですが、インドと出会えたことは本
当に“宝物”となっております。

（参考資料）
Pratham：www.pratham.org/
prathambooks.org/
en.wikipedia.org/wiki/Pratham
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　南インド古典舞踊・バラタナーティヤ
ムを始めたのは今から26年前、偶然会っ
た初対面の人から「南インド古典舞踊を
やりませんか」と薦められたのがきっか
けだ。当時は今のようにパソコン、YOU
TOUBEなど情報をすぐに得ることが出
来ないまま、見たこともない踊りを始め
ることになった。
　しかし、それまでヨーガ教室（プレマ・
サット・サンガ主宰／岡孝子氏）に通っ
てハタ・ヨーガのアーサナ（対位法、体操）、
プラーナーヤーマ（調気法）などの実践
や知識を学んでいたので並行して行えば
相乗効果があるかもしれないと思い、知
識を体現していくことに興味を持った。
　さらに、インド神話の面白さとそこに
網羅されている宇宙大自然観、叡智、普
遍の愛など生きる術に触れることでます
ます心が躍り出した。その心に従って南
インドに行き、ありがたい出会いの中で
Ｋ.Ｐ.ヤショーダに師事する機会に恵ま
れバラタナーティヤムへの道の入り口に
立つ用意は整えられていった。
　まだまだその道半ばではあるが、わず
かな一歩を導く全てに感謝し、この先の
果てしないが確かにある光に向わせてく

れているハタ・ヨーガとインド神話のつ
ながりを紹介したい。

基本ステップ

　南インド古典舞踊・バラタナーティヤ
ムは、「純粋で抽象的な姿勢を形作り究
極の理想的なバランスで複雑なリズムパ
ターンの打ち出すフットワーク（ステップ）
と合わせて精巧なマイムやジェスチャー
により唄の意味を分かりやすく表しドラ
マチックな表現力を兼ね備えた舞踊」で
あり、高い身体能力と豊かな心を兼ね備
えた心身の強さ・美しさを求められる。
　今でも新たな気付きの絶えない「基本
ステップ」は、一番シンプルな動きなの
で一見すぐ出来るように思うのだが、こ
こにバラタナーティヤムのすべてが集約
されているといっても過言ではない。揃
えた足の裏を大地（床）につけてその上
に身体の中心を頭頂まで整列させた状態
で立つ。首筋・肩・腕の力は抜いたまま
腰に手をあてる。
　⑴つま先を開き股関節を緩めて腰を下
ろし踵は床に付けた状態を保つと、膝が
つま先の方向に開きひし形になる。　　

バラタナーティヤムの道

関西日印文化協会理事
マルガユニティー主宰

モガリ 真奈美
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れている。
　⑴の姿勢を維持することと、⑵の基本
ステップの反復は体幹を鍛え、肩、肘や
手の位置を整え理想的な姿勢を作り出
し、演目の習得に進むのだが、それが目
的達成ではなく、何度も基本のステップ
を反復して基本姿勢を完成させることだ
と気付く。これはハタ・ヨーガの実践と
奥深い叡智が個々の成長を促し、真の（神
の）目的を見失わないように導いている
ことと重なる。

ハタ・ヨーガとは

　ハタ・ヨーガはアーサナ、プラーナヤ
ーマの実践によって身体を強靭にしかつ

軽快にして、心の状態を一定に保つよう
に気の動きを制御することだ。以下主要
な点を簡略にまとめる。
　身体には肉体と眼に見えない微細な質
の身体（幽体・エーテル体）が重なって
いて72,000の気道（エネルギーが流れる
管）があり、その中心（脊柱の中央）に
あるスシュムナーという管はムーラダー
ラチャクラから脳内（ブラハマ・ランド
ラ）へと通じている。そのスシュムナー
にチャクラ（エネルギーセンター）が下
から第一チャクラ・ムーラダーラチャク
ラ（会陰の上3㎝／諸説ある）、第二チャ
クラ・スワディスターナチャクラ（へそ
下・丹田）、第三チャクラ・マニプュラ
チャクラ（みぞおち）、第四チャクラ・

（図１）チャクラの図　⑵この姿勢を保ちながら膝の
位置は変えずに、右踵を身体の
中心に引き上げて足の裏全体を
床に落とすように踏み、音を出
すまたは足首に付けた鈴が鳴
る。これを右左繰り返し 3 つの
リズム（基本のリズム、その１
／ 2、さらに１ ／ 2）のステッ
プが基本である。
　ここから 2 回ずつ 3 回ずつな
ど連続して踏んだりまたは、真
下に踏む前に膝を伸ばして横に
開き踵を床につけ、その踵を中
心に戻して床に踏むなど、さま
ざまなフットワーク（ステップ）の
型がある。さらに腕を動かし、指
の形や視線をリズムに合わせる
ステップは多種類に及び、演目
はそれらの組み合わせで構成さ
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足までの間ではたらき、サマーナ気はヘ
ソから心臓まで、プラーナ気は心臓から
鼻、ウダーナ気は鼻から頭、ヴィヤーナ
気は全身にいきわたっている気が流れ
る。アーサナ・プラーナヤーマでそれぞ
れの機能を高める。
　（ヨーガの師岡孝子先生の師である佐保
田鶴治先生の「ヨーガ根本経典」を参考）

バラタナーティヤムと
ハタ・ヨーガの相乗効果

　前述の⑴の姿勢をアラマンディという。
これができなけではバラタナーティヤム
は踊れない。しかし踊りたいという意思
がアラマンディを維持するエネルギーを
作り出す。とぐろを巻いて眠っていた蛇
が頭を持ち上げるきっかけになるだろう。
　しかし、はじめは	身体の中心がどこ
にあるのかわからない。手探りで動き出
すエネルギーをアーサナやプラーナヤー
マが中心の管スシュムナーに整えていき
アラマンディを理想的な姿勢に近づける
のだ。
　その過程で迷いや焦り、不安などが生
じても、ヨーガでは瞑想によりスシュム
ナー上方のシヴァ神とひとつになること
を目的とするように、バラタナーティヤム
ではナタラージャ神（バラタナーティヤ
ムの踊りの神・シヴァ神の別名）が宇宙
のステージで踊る楽しいリズムを心に広
げて至福の喜びへと目的を定めてくれる。	

　アラマンディからまずは⑵の基本ステ
ップで 3 つのリズムを繰り返す。姿勢の
維持はたいへん辛く「どうしてこれを始

アナハタチャクラ（胸）、第五チャクラ・
ヴィシュダチャクラ（喉）、第六チャクラ・
アジナチャクラ（眉間）そして頭頂の第
七チャクラ・サハスラーラチャクラがあ
る（図1）。
　スシュムナーの左にイダー（陰、月の
道）と右にピンガラ（陽、太陽の道）と
いう管がありそれぞれ左と右の鼻から脊
柱の下底にいたる。呼吸とともに行うア
ーサナやプラーナヤーマのクンバカ（吸
気の後に出来るだけ長く息を止める）、
バンダ（しめつけ）、瞑想などによりス
シュムナー、イダー、ピンガラに詰まっ
ている埃や垢をなくしてエネルギーの流
れをよくしてクンダリーニを頭頂に上昇
させていく。
　クンダリーニは「とぐろを巻いている
もの（女性）」といわれ背骨の最下部に
眠っているエネルギー。このエネルギー
は宇宙を創造し動かしている力（シャク
ティ）が小宇宙である人体のうちに潜ん
でいる姿でありものすごい力を秘めてお
り火や蛇に例えられている。
　この蛇をなんらかの方法で目ざめさせ
ると、脊柱の中央を貫くスシュムナーと
いう不可視の管の中を上昇して頭頂に達
する。その時スシュムナー管の 6 カ所に
あるチャクラを開くから、人間の本来持
っているいろいろな能力や性質が、次第
に低級なものから高級なものへかけて開
発される。ハタ・ヨーガの目的は上記の
ことをスムーズに効果的に起こすことに
ある。
　さらに体内には 5 つの気（生命のエネ
ルギー）があり、アパーナ気はヘソから



82

寄稿

めたのかなー……」と後悔しながらも、
リズムに合わせて視線を一定にし足裏を
大地に踏むステップは、今までにない新
たな自分に出会える期待感を与える。
　同時に、アパーナ気の流れがよくなり、
良質な筋肉によって大腸・腎臓・生殖器
を正常な位置に保ちその機能を高め体幹
を整える。さらに排泄を活発する。ステ
ップは冬でも汗をかくので頑張った後の
ご褒美のように気分を軽くしてくれる。
　ステップを踏む位置が徐々に身体の真
下をとらえて中心に近づいていくと力を
込めなくても力強いステップが踏めるよ
うになり、スシュムナーの第一チャクラ
が刺激され頭を上げた蛇に振動を与える。
すると“とぐろ”にあった潜在意識が現
れてくる。「底に溜まっていたヘドロの
ような汚物が出てくる」とも表現される。
　今まで気付かず知らなかった自分と初
めて向き合うことになり、息ができない
ような苦しみや逃げ出したくなるような
恐怖を感じるかもしれない。それは心に
生じる人もいれば、熱が出たり吹き出物
になる人もいるようだ。
　まずはこのはじめの関門を突破しなけ
ればならないのだが、自らのエネルギー
が起こしたは困難はどんなに辛いと感じ
ても自らの力で突破できる。発端が好き
なことであればその情熱がわき上がりパ
ワーとなるだろう。
　アラマンディとステップは、下に下が
ろうとするアパーナ気を上に引き上げる
訓練も兼ね備えており、ヘソ下の第二チ
ャクラに生命力を上げて力をつけていく。
　しかしそのエネルギーが増すとともに、

物欲も増したり情熱が冷めたり繰り返し
に飽きるなど情緒のバランスをとるよう
に注意しなければ、エネルギーの使い道
を誤りかねないことになる。いずれにし
てもスシュムナーの埃をなくすというの
は、困難やストレスに向き合って解決し
ていく生命力・精神力・を高める訓練（基
本ステップ）を繰り返すということだ。
　ある種のストレスを持ちながらもそれ
に振り回されずに見つめることが出来る
のは、イダー（月の道）とピンガラ（太
陽の道）を流れるエネルギーも手伝って、
一方へ偏った意思にならないように陰と
陽、ネガティブとポジティブなどまたは、
交感神経と副交感神経のバランスをとろ
うとする力、または中心に近づこうとす
る力が働いている。
　ナタラージャ神の踊りで、「月と太陽
を一つにし、あなたの身体が宇宙のすべ
てであることに驚きます」というジェス
チャーがあるのだが、まさにクンダリー
ニと呼ばれる体内に存在する宇宙エネル
ギー（シャクティ）がスシュームナーを
すばやく真直ぐに伸び上がる時、左の気
道イダー（月）と右の気道ピンガラ（太
陽）はその中心に一つになることを教え
てくれている。
　バラタナーティヤムは頭にスシュムナー
のようなセンターラインと左に月・右に
太陽のオーナメントをつけるのが特徴だ。

　スシュムナーの埃や垢にたとえる心の
癖やネガティブな思考と、困難を乗り越
えようとする力の強弱を繰り返し、情緒
の波に翻弄されつつも鍛錬は体力をつけ
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ていくのだが「それらのすべてが自分な
のだ」とすべてをかかえ込んで頑張り踏
ん張ろうとする。しかし、バラタナーテ
ィヤムはそういう重い（想い）荷物を持
ちながらは踊られない。ステップは単に
力強さだけではないのだ。
　ヘソから心臓までのサマーナ気は、胃
腸・肝臓・消化器全般に関連し知識・情
報の消化吸収をする。アーユルヴェーダ
ではトリ・ドーシャ（ 3 大基本エネルギー
要素）を人体分布で表すとピッタ（火）に
あたり、口から摂取した栄養物質や体内
でおこるあらゆるものを消化するアグニ
という消化の火が活発に働く領域である。
　また、みぞおち（太陽神軽叢）の第三
チャクラには、不必要に抱え込んだモノ
や物欲を手放して、個性を磨いていこう
とするエネルギーが満ちてくる。アパー
ナ気が下への強さ（腰が低くしてステッ
プする強さ）に対して、サマーナ気はヘ
ソから上へみぞおちを引き上げる強さを
もつことで、重荷が消化されていきアラ
マンディの形が整っていく。ここまで培
った自信とそこに含まれる重荷を手放す
ことの不安との葛藤を経験しながら、新
たな自分との出会いや知識を吸収するこ
とに喜び感謝する心はアグニのはたらき
をコントロールしていく。　
　第三チャクラまでは、自らの意思・情
熱や行動がスシュムナーのエネルギー振
動を上げていき、または困難を解消する
力とそれを見つめる心と共にチャクラを
刺激していくのだが、ハタヨーガでもこ
の第三チャクラまでクンダリーニを上げ
ることは並大抵のことではないという。

何度も下の第一チャクラに下がりまた少
し上がったり下がったりするので上がっ
たエネルギーをキープし続けるには訓練
が不可欠になる。
　しかし、第三チャクラまでクンダリー
ニが上がるとサマーナ気の第四チャクラ

（胸）は自ずと開くという。ハートチャ
クラともいい、心がオープンになり愛・
信頼に溢れ感情表現を豊かにする領域な
ので、それまでの訓練はハートチャクラ
を開くための準備ともいえる。ハートチ
ャクラから指先に流れるエネルギーは指
の形で手話のように唄の意味を分かりや
すく表すべく愛や感情を伝えドラマチッ
クな表現力を高める。
　アラマンディの姿勢は、さらに胸が開
き肩の力みはなくあるべき位置に安定し
肘の位置も整ってくる。従って腕の動き
を伴うステップやジェスチャーでは腕の
角度も定まっていきスピードにも対応し
ていき、理想的な姿勢でバランスよく複
雑なステップを力強く、美しく踊るバラ
タナーティヤムに近づいていく。
　第三チャクラから第四チャクラにエネ
ルギーがつながると脳内までのスシュム
ナーは心のコントロールにより開きだす。
胸から鼻の範囲にあるプラーナ気は気を
運ぶ役目をし、呼吸器や心臓の機能に関
連する。これより上へエネルギーをあげ
るにはラージャ・ヨーガによって鍛錬が
始まるのだ。ハタ・ヨーガはラージャ・
ヨーガを始めるための準備といえる。ラ
ージャ・ヨーガの説明は今回は省略させ
ていただく。
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　バラタナーティヤムを踊るために基本
ステップやアラマンディーはアパーナ気

（第二チャクラ）を充実させる。この第
二チャクラとプラーナ気（第五チャクラ）
が合流するとクンダリーニ（シャクティ）
が目覚めて、掃除されたスシュムナーを
クンダリーニが上昇しブラハマ・ランド
ラという脳内の神聖な空洞に達するとの
ことだ。ぜひ体感してみたい。
　そして、眉間にある第六チャクラと頭
頂の第七チャクラへと開いていくことは
三昧の境地が実現することであり、自己
を超越し宇宙・神との一体感を得る。
　これらは、遥か彼方にある目的のよう
で他人事のようにも感じてしまうのだが、
先人たちは自身の体験を通して得た叡智
を脈々と伝えてくれているのだ。自身の
内にその目的があることを。

　バラタナーティヤムは、困難なその道
に光を照らしてくれる神々への祈りや感
謝、叡智や普遍の愛を伝えるインド神話
を表現している。演目や神話には、ユー
モアや摩訶不思議な表現をしながら人生
の目的に迷うことなく向えるように先人
の叡智を伝えている。その一部を簡略し
て紹介したい。　

　「パールヴァティー（シヴァ神の妻サテ
ィーの生まれ変わり）は「とぐろを巻い
ているもの」と例えられる。ある時、シヴ
ァはヒマーラヤで苦行に専念していた。
その頃、神々は無敵の悪魔に悩まされて
いた。この悪魔を倒せるのはシヴァの息
子のみであったので、シヴァと結婚する

と予言されていたパールヴァティーが気を
引こうとするが全く相手にされなかった。
　そこでパールヴァティーは、「遥か彼
方上方に居るシヴァ神の愛情を得たい」
と意思しあらゆる苦行を続けた。誘惑に
負けない不動の心も備えたパールヴァテ
ィーにシヴァは「今日から私はあなたの
奴隷だ。あなたの苦行によって買われた
……」と言い結婚した。」
　・上記は、悪魔は心の闇・邪悪のこと
で、それに支配されて苦しむシヴァにと
ってパールヴァティーの誘惑も邪悪とし
てはねのける。しかし生命エネルギー（シ
ャクティ／パールヴァティー）はヒマー
ラヤで例えられる第七チャクラにいるシ
ヴァに会いたい（自己を超越し宇宙・神
との一体感を得る）の意思を持ち、蛇の
頭をもたげ苦行によりスシュムナーの結
界を通過してクンダリニーを上げてい
く。元々一つであるシヴァとパールヴァ
ティーだが、イダーとピンガラが中心の
スシュムナーに一つになった様を結婚と
表していると解釈する。

　「南インドの聖者が、南インドの人々
が困難に苦しんでいる状況から抜け出せ
るようにヒマーラヤにいるシヴァ神に助
けを求めた。シヴァ神は南インドに行く
と約束をした。南インドに来たシヴァ神
は踊りの神ナタラージャ神の姿で楽しい
リズムで力強いダンスを踊った。その振
動に驚いたアナンタという蛇は飛び上が
り、他の蛇たちもリズムに乗ってナタラ
ージャ神と一緒に踊り出した。人々はそ
れを見ているだけでステージアップした。」
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　・上記は、踊りの神／ナタラージャ神
のステップの振動で、目的を見失い苦し
んでいた人々の基底に眠る蛇（エネルギ
ー）は頭をもたげ、気道のエネルギーも
活性しそれらは頭頂に向うことを知る。
それにより意識を上げることが出来た、
と解釈する。

　「光を失った神々はブラフマー神に相
談し一緒にヴィシュヌ神に助けを求めに
行った。そして、「アスラと協力しマン
ダラ山を海に運んで蛇の王バスキを山に
巻き一方を神々が引き、もう一方をアス

　その後長い間撹拌を続けると最後にダ
ヌヴァンタリ神（アーユルヴェーダの神）
がアムリタの壷を持って現れた。アスラ
は我れ先にとそれを奪い仲間同士で争っ
たのでヴィシュヌ神は美しい女性（モヒ
ニ）の姿になって現れた。
　アスラはその美貌に惑わされアムリタ
の壷をモヒニに渡し分配を委ねた。モヒ
ニは神々にアムリタを配り終えアスラに
は与えることはなかった。こうして神々
は、ラクシュミー女神の祝福と永遠の光
を持つことができアスラの怒りの攻撃を
抑える力をもった。」　

（図２）
ラが引いて海をかき混ぜなさ
い。すると最後に神の酒アムリ
タが出てくるのでそれを飲むと
いいだろう。しかし、それまで
にいろいろなモノや宝が出てく
るがそれを自分のモノにしては
いけない。たとえアスラがアム
リタを手にしてもそれを奪わな
いことだ。アムリタは神々に与
えることを約束する」言った（図
2 ）。

　神々とアスラは海をかき混ぜ
たがすぐに山が沈んでいった。
ヴィシュヌ神は亀の姿になり海
の中で山を背中に置いてかき混
ぜることも手伝った。かき混ぜ
出したら海の底に沈んでいた毒
がわき上がり息ができないほど
に神々とアスラを苦しめたの
で、シヴァ神が毒を飲んで助け
た。
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・上記は、とぐろを巻く蛇（エネルギー）
がスシュムナーを上昇する為にイダー

（左の気道）とピンガラ（右の気道）が作用
していること、または心や思考の善悪、
陰陽をアスラと神々にたとえて、それら
相反するものが一つの内にあることを表
し、その両者が協力するがゆえに一つの
目的に達するために避けることの出来な
い葛藤や対立を重ねながら成し遂げるこ
とを、とぐろを巻いた蛇を両者が引き合
いエネルギーを高めていくと解釈する。
　そして、目の前に目的が現れた時の心
の在り方を教えている。すべてが善（光）
になることはないだろう。悪（闇）があ

ってこそ本来の目的を目指すエネルギー
になる。その割合が永遠に光が闇より勝
っていることを豊穣の女神は祝福してい
る。

　バラタナーティヤムの道を歩むことで、
ハタヨーガ・インド神話を深く掘り下げ
る機会を得た。そのつながりを知れば知
るほど未知の道があることを知り、それ
は計り知れないと感じる一方、自身の内
にある遠い記憶が甦り、その合点をたど
る道でもあるように感じる。ひとりひと
りの歩む道はさまざまだがその道はひと
つの目的に導かれ、つながっている。
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　我が西大和学園高等学校は、創立30周
年の節目を迎えました。その記念すべき
節目の年に生徒の皆さんと共に、初めて
インドを訪問する機会に恵まれました。
　本校では、創立時から「日本の未来を
支えるグローバル・リーダーの育成」を
目指して、毎年、高校 １ 年生全員が参加
して、アジア諸国への海外探究旅行を実
施しています。高校生という多感な時期
に中華人民共和国等のアジア諸国を訪れ、
現地の高校生との交流活動を通じて、伝
統文化や歴史、生活習慣や風習、物事に
対する考え方、価値観等、様々な違いを
感じることで、異文化への理解を深める
ことに取り組んでいます。
　この経験を通じて、生徒たちは、改め
て生まれ育った日本のことや日本人とし
ての自分を見つめ直すと共に、自分の生
き方を考える絶好の機会となるに違いあ
りません。生徒たち一人ひとりの将来に
おいて、果たすべき自分の役割を自覚し、
人生設計にも大きな指針をもたらしてく
れることを期待しています。
　過去を振り返ると、これまでの海外探
求旅行は、20数年間にわたって隣国であ
る中華人民共和国を訪問して、互いの理

解を深め、友好関係を築くことにこだわ
って実施してきました。（ただし、その間、
ＳＡＲＳ（急性呼吸器症候群）や鳥イン
フルエンザの感染、天安門事件、ＰＭ
2.5による深刻な大気汚染の発生等によ
り実施困難な年もありました。）
　しかし、近年になって高校 １ 年生の全
生徒（約320名）が一度に、一つの国を
訪問することは、旅行日程を組む上で、
移動手段や現地校交流会の設定等におい
て、大きく制限される要素が生れてきま
した。そのために 4 年前から学年全体を
3 グループに分けて、①トルコ、②ベト
ナム・カンボジア、③シンガポール・マ
レーシアの 3 コースの内から生徒に希望
選択させて実施するように改善しました。
　さらに、海外探求旅行の希望選択制を
検討した際には、学校の方針として最優
先の希望訪問国として、2020年代前半に
は、中華人民共和国を追い抜き、世界最
大の人口国になるとされるインドを候補
に挙げ、旅行の実施に向けて各大手旅行
会社にも相談させて頂きました。
　しかし、高等学校の修学旅行としてイ
ンドに訪問することは、前例がなく、衛
生管理面でも実施困難であるとの判断で

海外探究旅行 in India

西大和学園高等学校校長
（奈良県北葛城郡）

上村 佳永
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した。そのため、いったん諦めておりま
したが、近年のインド経済の著しい成長
に伴い、外資系企業のインドへの進出が
急増する中、外国人旅行者に対して、安
心・安全に対応できるインフラの整備や
ホテル、レストラン等の施設の充実が図
られたため、昨年から旅行の実施に向け
て準備を進めてきました。
　これからの世界経済、とりわけアジア
経済発展を牽引していける優れたグロー
バル・リーダーとして、生徒の皆さんが
成長していくためには、これまで以上に
日本との関係が重要になるインドの同世
代の若者との交流を深め、将来にわたっ
て友好・協力関係を構築することが、何
よりも大切なことであると確信しており
ます。
　インドといえば、カレー、ターバン、
暑さ、象、ガンガーなどが挙げられます
が、その広大な領土に人口約１3億人が住
み、宗教、人種、話す言葉も様々で、一
つの国としてまとまっているのが不思議
なほど多様性に富んだ国であります。ま
た、神秘的な魅力と刺激的で躍動感に満
ち溢れた国でもあります。
　この旅では、日本で生活してきた我々

の常識が、インドで通用しないことを思
い知らされることになりました。車道に
は車線というものはなく、交通ルールら
しきものをまったく感じることのできな
い無秩序な状況の中、あちこちでクラク
ションが鳴り響き、大量の車、人、オー
トリキシャと呼ばれる三輪車等が行きか
い、道を歩く人の身なりも様々で、歩道
にはごみと瓦礫が溢れ、公道を我が物顔
で歩いている牛も時おり見かけることが
できます。
　また、観光ガイドさんの説明によると、
ローカル言語も数多くあり、出身地が違
う夫婦の会話は、英語で行われたりして
いるようです。多様性、それがまさしく
インドの特徴であり、おおむねある一定
以上の生活レベルを保っている日本と違
い、貧富の差が激しく、日々の生活にも
困るような人がたくさんいる一方で、Ｉ
Ｔ産業に代表されるような優秀な人たち
もいます。
　教育が貧困から抜け出すための手段に
なっているため、教育に対するハングリ
ー精神は、一般的な日本人の比ではない
程、強いと感じさせられました。もとよ
り、インドでは交通事情も悪いので、予

現地校の生徒らと
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定を立ててもなかなかその通りにはいか
ない。だから、突然の変更を当り前のもの
のとして受け入れるしかなく、いちいち
腹を立てていては、到底やっていけない。
　Unlearningという言葉があります。そ
の意味は、環境変化の激しい現代社会を
生き抜くために、過去の経験にとらわれ
ないよう、意識的に既得の知識・習慣を
捨て去ることです。ダイバーシティ時代
において、グローバルな世界で活躍した
い人には、このスキルは特に有効になる
でしょう。
　自分の常識は、異なるバックグラウン
ドを持っている人からすると、非常識か
もしれないし、自分の考え方は偏ってい
るかもしれない。そういう認識を持って、
謙虚な気持ちで他の文化を尊重し、受け
入れることのできる柔軟な姿勢が大切に
なります。
　多様性に対する理解を深め、様々なこ
とに適応できる柔軟さを身につけていか
なければなりません。そのためにも、出
来るだけ若いうちに様々な国に出向き、
自分と異なるバックグラウンドを持って
いる人と接する機会を積極的に持つよう
にすることで、自分が世の中を見る際に、
独りよがりな考えを押し付けることにな

ったり、先入観や偏見を持って人と付き
合うことを避けることが出来るようにな
ります。
　今回のインド訪問を通じて、教育に関
するUnlearningとして、教育の大事さと
それを普通に受けられるありがたみを認
識できたことは、人材育成に取り組む自
分自身にとって、大きな収穫となりまし
た。
　また、現地校との交流会において、経
済的には豊かなはずの日本で生活してい
る高校生にはあまり見られないような、
本当に純粋で素敵な笑顔の現地の子供た
ちばかりで、そんな笑顔を見ていると自
分も満たされた気持ちになり、「自分に
とって一体何が幸せなのだろう」と考え
させられました。
　「どういう場所で、どんな人と出会っ
て、どんなことをすることが幸せなのか。
経済的な成功や社会的な地位や名声、身
の周りの人との関係性、どれだけ他人の
役に立てているのか」	など、様々な疑問
を自分に問いつつ、これからの人生にお
いて大きな影響を与える経験となる 6 日
間の海外探究の旅を終え、我々は、長い
帰路に着きました。
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インドで成長した自分

西大和学園高等学校 2 年

阿久根　大輝

　旅行先を選ぶ時、まず驚いたことがあ
る。インドは今まで一度も、学校として
の大規模な旅行先に選ばれたことが無か
ったのだ。それを聞いた瞬間、インドを
選ぶことを決めたのだ。とにかく、新し
いことに挑戦したかったのだ。
　インドにいざ行ってみると、とにかく
驚きの連続だった。この中で、3 日目の、
アグラに向かうまでのことについて書こ
うと思う。
　その出来事は、電車の中で起こった。
インドに行ってから初めての電車。ホー
ムには乗客だけでなく、何かが積まれた
やたらと大きな台車、警棒を持った警官
らしき人々、乗客、特に旅行者から何か
もらおうとホーム中をローラーボードに
乗って駆け巡る物乞い…。この光景は、
一瞬見ただけでも、恐ろしいまでに驚き
の連続であった。
　電車がやって来る。その瞬間、多くの
人々及び物が一斉に動いた。いまだ走っ
ているのにも関わらずに電車に乗り込む
人もいた。中で発車を待っているうちに、
人々で中が埋まってしまった。まさしく

「箱詰め」そのものだった。
　やがて、電車は進み始めた。窓は掃除

が行き届いておらず、非常に外が見にく
かったが、それでも外の様子はおおよそ
分かった。未だ暗いのにも関わらず、街
中は人と車と明かりでいっぱいであった。
インドの夜明け前は、どこか美しいもの
があった。
　郊外に出た。町の中心部の面影は微塵
も無かった。スラムが形成され、一軒家
はおろか集合住宅にも住めない程に貧し
い、しかし元気で満ち溢れた人々が、そ
こにはいた。そんな光景を見つめている
と、何だか寂しい気持ちになった。
　僕たちは治安の良い所に住み、衣食住
に不足なく、レベルの高い教育を受けて
いる。それなのに、どこか憂鬱な雰囲気
が見え隠れしている。一方スラムに住む
人々は、治安の悪い所に住み、服も食料
も着るものもまともな物が買えず、教育
を受ける余裕すら無いだろう。
　それなのに、下を向く人は誰もいなか
った。笑顔で溢れていた。何故だ。何故
こんなにも大きな差が生まれたのか。方
や、日本の、それもエリートと呼ばれる
学校に通っている者。かたや、インドの、
それもスラムに住んでいる者。本来なら
どう考えても逆になるはずである。「幸
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せ」って何なのか。そんなことを考える
自分がそこにはいた。
　しばらくして、農村部に出た。夜明け
の太陽が既に姿を現していた。長閑な風
景がそこにはあった。一面に田畑が広が
り、水平線の向こう側すら見えてしまい
そうだった。
　そんな所に、ある不思議なものが目に
飛び込んで来た。人だ。それも、スラム
の人より明らかに身振りの良い。その人
もまた、幸せそうな顔をしていた。僕は
はっとした。「幸せ」とは何なのか。こ
れはただ、気持ちの持ちようであった。
衣食住はどうだとか、教育がどうだとか、

交通の便がどうだとかは、全く関係無か
ったのである。
　今、目の前にあるその一瞬、その状況
を楽しむ。それだけで、周りを取り巻く
環境はいくらでも良く見えるのだ。自分
の中にあった錘のようなものがどこかに
行った。何となく、そんな気がした。
　インドに行って、僕は多くのものを学
んだ。楽しいことも多くあったが、何よ
りも、一回り成長出来た。そんな満足感
で、心は満たされていた。そうして日本
に、僕たちは帰った。そこには、かつて
には無かったはずの別世界が広がってい
た。
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インドの瞳

西大和学園高等学校 2 年

渡邉 瑞貴

　「１0ルピー。」
　私の前に差し出された手。視線を上げ
た先には、私を見つめるつぶらな大きな
瞳。 6 、 7 歳の男の子が、世界遺産アグ
ラ城の入り口前で私にお金を乞っていた。
　目が合った、その瞬間。私は、なぜか
恐怖を感じた。それは、初めてお金を乞
う子供に出会ったからかもしれない。
　あるいは、世界にはまだ、今日を生き
るのに精一杯な子供がいたのか、という
ショック。自分は、日本に住んでいるか
ら知らなかったという危機感かもしれな
い。理由は何にしろ、私は、そのいたい
けな瞳から思わず目をそらさずにはいら
れなかった。
　私は、インドに行って、驚く程の貧富
の差を味わうことができた。私たちが泊
まったホテルには、綺麗な宝石をたくさ
ん身に付けたセレブたちが多くいたり、
観光地にも、遠足に来ているような制服
を着た子供たちが多くいた。その一方、
私が出会った男の子は、裸足で、汚れて
真っ黒になった服を纏っていた。私は、
ここまで差があるか、と衝撃を受けた。
　講演会で、

「インドの中間層や貧困層はどんどん成

長してきている。」
と聞いた。それでも、まだ貧困層は貧困
層だし、いつあの男の子が不自由ない暮
らしができるかなんて、分からない。私
は初めて、世界の中での自分の無力さを
まざまざと感じた。
　これから、インドだけでなく、世界の
貧しい子供たちのためにやらなければな
らないことはたくさんあるだろう。しか
し、いくら私たちが頑張っても、実現で
きるものは限られていると思う。だから、
せめて実際に自分の目で見て、体験して、
世界の現状を知るべきだと私は思う。
　私にとってインドは、ネットや本など
から得られる情報では分からない、予想
を遥かに超えるもの。良い意味でも、悪
い意味でも、現実そのものだった。
　私は、インドに行ってよかったと思っ
ている。インドやその他のまだ発展途上
な国に行ったことがない人は、ぜひ行っ
て見てほしい。日本での私たちの暮らし
が、どれだけ幸せで、ありがたいことな
のかがよく分かるだろう。そして、世界
の現実を、今にも消えてしまうかもしれ
ない小さな命を知ってほしい。
　私は、あの瞳を忘れない。
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インドの未来を背負う高校生

西大和学園高等学校 2 年

福永 祐一

　今回インドに行って、とても印象に残
っているのが、現地校での交流です。イン
ドでも屈指の進学校Vasant	Valley	School
で、同年代の高校生と授業を受けたり、
日本とインドについてディスカッション
をしたり、英語でディベートをしたりす
る中で、やはりインドの進学校の生徒は
日本とは違うなと実感したとてもいい経
験でした。
　授業はもちろん、日常会話も英語でこ
なす彼らは自分たちの想像以上にすごい
人たちでした。英語はヒングリッシュと
言われるように訛りがあって特徴的だっ
たのですが、それ以上にプレゼンテーシ
ョンやディベートといった自己表現能力
が自分たちに比べてとても高かったよう
に感じました。
　実際に現地校で受けた授業の中で、生
徒が難民問題について説明するという地
理の授業があったのですが、プレゼンは
よくまとまっていて、わかりやすく、何
より説得力があって、世界にはこんな同
世代がいるんだなとあっけにとられてし
まいました。
　授業中でも日本だとみんな恥ずかしが

って手を上げて質問しないのに対して、
インドでは絶えずみんなが手を上げて質
問をしていて、日本とは違う異文化を感
じた瞬間でした。
　一番現地の高校生に聞いて驚いたの
は、彼らがとても将来を見据えていたこ
とでした。
　休み時間になって、現地の高校生に将
来は何になりたいのか聞いてみたとこ
ろ、「将来はシリコンバレーで起業す
る。」、「インドのＩＴを支えて引っ張っ
ていく。」という夢をみんな持っていて、
それを実現するためには自分は今これを
しないといけない、という具体的なアプ
ローチまでしっかりと考えていたのを知
って、世界には自分よりすごい人が何人
でもいるのだなと刺激を受けました。
　インドは昨今経済成長を急激に遂げて
います。この成長を支えているのがイン
ドの未来を背負う高校生であることを、
国民、そして高校生自身も気づいている
かのように感じられる、そんなエネルギ
ッシュなインドにぜひもう一度行ってみ
たいです。
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スラムの子どもと
ダンスとわたし

大阪大学外国語学部
ヒンディー語専攻 4 年

人見 眞代

　私は大阪大学ヒンディー語専攻 4 年生。
今でこそ「私はインドが大好きだ」と言
うことができる。しかし、インドが好き
でヒンディー語を選んだわけではなかっ
た。 3 歳から高校 2 年生まで、私はバレ
リーナを目指してバレエばかりの毎日を
過ごしていた。
　大学進学かバレエかを選択せざる負え
なくなったとき、涙とともにバレエを諦
めて、大学進学を決意した。それまでの
バレエ漬けの人生は無駄だったのか？　
という問いが頭から離れなかった。その
後、バレエやダンスからは意識して距離
を置いていた。インド好きの父の勧めも
あり、ヒンディー語専攻への受験を決意
したが、当時インドに関しての知識はほ
とんどなく、本当に 4 年間も真面目に勉
強できるか不安だった。
　大学入学後、国際協力に以前から興味
があった私は、Facebookで「光の教室」
という団体を見つけた。ダンスを通して、
インドのスラムの子供たちの教育支援を
している団体だと聞き、何か運命的なも
のを感じた。以来、私は光の教室の学生
スタッフとして活動をしている。
　初めてインドに行ったのは、大学 １ 年

生が終わった春休みだった。光の教室の
ツアーとして、ムンバイに １ カ月滞在し、
教室に通った。子供たちは読み書きの勉
強をしたり、歌を歌ったり、ダンスをし
たり、とても楽しそうだった。
　スラムに住んでいる子供たちは、元気
いっぱいで、追いかけっこなどしようも
のなら、私は足がもつれて転ばないよう
にするので必死だった（サンダルを履い
ている私より、裸足の子供たちの方が俊
敏だった）。いたずらっ子が多く、私の
頭をポカンと叩いたり、帽子をとって自
分の頭にのせたりしていた。
　本当に元気で、笑顔で、明るくて、世
間が言う「かわいそうな子供たち」とは
かけ離れた印象だった。子供たちが住ん
でいるスラムを訪問すると、布で屋根と
床（？）をつけただけの家に入れてくれ
て、チャイをご馳走してくれた（恐る恐
る飲んだが、その日も次の日もお腹の調
子は良好だった）。
　私は正直、彼らに対してどういった感
情を抱いていいのかわからなかった。ス
ラムで暮らしている元気いっぱいの笑顔
の子供たちはかわいそうなのか？　衣食
住が整っている日本人は幸せなのか？　
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人間にとって「幸せ」とは何なのか？　
この問いの答えはいまだにわからない。
　この時のインド滞在中に、日本人ダン
サーと他の日本人学生と一緒にダンスを
練習して、子供たちの前でパフォーマン
スをした。私にとって、2 年ぶりのダンス
だった。（バレエ現役時代より確実に１0
キロは太っていた。）ダンスのジャンル
も衣装もバレエとは全く違ったが、とに
かく楽しかった。
　子供たちの前で披露すると、子供たち
は熱狂して拍手喝采で喜んでくれた。ア
ンコールまでした。バレエをしていた頃
は、とにかく上手に美しく踊ることに専
念していた。しかし、この時私は、人前
でダンスをすることがただ楽しくて、上
手かどうかなど全く気にならなかった。
　この時初めて、ダンスが究極の自己表
現だと感じた。バレエをずっとやってき
て、本当に良かったと思った。これは言
葉では表現できないのだが、自分が全力
でダンスを踊ることで、見ている人に何
かが伝わり、見ている側の感情もまたこ
ちらに伝わってくるように感じた。
　この自己表現こそが、光の教室の活動
が最も大切にしていることだ。スラムに
住む子供たちは、日頃から差別されなが
ら生きている。もっとひどい言い方をす
れば、人間として認められずに生きてい
る。多くのインド人が、彼らを汚いものだ
と思って接している。そういう扱いをさ
れて育った彼らは、自分で自分のことを

「身分の低い存在」だと認識してしまう。
　光の教室の代表である西村は、「子供
たちをぎゅっと抱きしめてください。彼

らは愛に飢えています。」とおっしゃっ
ていたが、まさにその通りだと感じた。
光の教室のメンバーは、そんな彼らが自
身の存在価値を自分から発信できる人間
になって欲しいと思って活動している。
　私は、ダンスがその自己表現のツール
になるはずだと思う。そして、コミュニ
ケーションも自己を表現することから始
まる。自己を表現し、相手を理解し、初
めて「コミュニケーション」や「人間関
係」が生まれる。
　実は、このコミュニケーションや人間
関係の構築も苦手な子が多いのだ。相手
を理解し、気遣うという概念がないでは
ないかと感じた。きっと、誰も教えてく
れないのだろう。しかし、集団でダンス
を踊るためには、自分だけではなく相手
の動きや立ち位置にも気を配る必要があ
る。また、上手な子は自然に下手な子に
ダンスを教えるようになる。
　私がインド滞在中にすごいことが起き
た。光の教室にはムスリムの子とヒンド
ゥー教徒の中でも最底辺とされる「トラ
イブ（部族民）」の子が集まっている。
しかし、このムスリムの子とトライブの
子は宗教の違いからか、仲が悪くお互い
を差別し合う傾向にあり、なかなか距離
が縮まらない。一緒にご飯は食べないし、
一緒に写真を撮るのも嫌がるほどだ。こ
のことは光の教室が始まって以来、ずっ
と大きな課題であった。
　ところがある日、ダンスの授業のあと、
ムスリムのダンスが上手な子が、トライ
ブのダンスが苦手な子にダンスを教えて
あげていたのだ。私は初めてのインド滞
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在だったので、このことの凄さがわから
なかったが、先輩の学生スタッフは感無
量だったそうだ。
　子供たちにダンスを教えるのは「ブラ
イアンズ・アカデミー・オブ・ダンス」
という大きなダンススクールのインスト
ラクターだ。初めは、レッスン費を光の
教室が支払い、インストラクターを教室
に派遣してもらっていたが、後に社長の
ブライアンが我々の事業に共感してくれ
て、現在はボランティアで、インストラ
クターの派遣のみならず他のさまざまな
業務をインドで担ってくれている。
　これもひとえに代表の西村の人徳だと
私は感じている。西村には人の心を掴ん
で離さない魅力がある。学生がインドに
行くのは金銭的にも簡単なことではない
が、それでも絶えず学生が西村のもとに
集まるのは、子供のためにという理由に
加えて、必死な彼女を放っておけないか
らでもある。
　ちなみに、初めての渡印の時はヒンデ
ィー語を勉強し始めてちょうど一年経っ
た頃だったため、私のヒンディー語はま
さに日常会話がかろうじてできる（気が
する）程度だった。子供たちと話してい
ても、なかなか言いたいことが伝わらず、
子供たちの言っていることもなかなか理
解できなかった（彼らはヒンディー語と
マラーティー語を話すので、マラーティ
ー語を話している時もあったのだろうが）。
　私は、彼らの伝えたいことをきちんと
聞き取りたいと心から願った。私のヒン
ディー語への熱意は日増しに強くなって
いった。１カ月はあっという間に過ぎ、デ

ちは「スラムの子供たちをスターにする」
というコンセプトのもと、子供たちと日
本の学生と現地のこの教室に関わってい
るインド人みんなでステージパフォーマン
スをするというプロジェクトを企画した。
　普段、「スター」とは正反対の立場で
スラムでの生活を余儀なくされている子
供たちを一夜だけでもスターにしよう、
努力して最高のパフォーマンスを作り、
その努力の成果を認めてもらえる機会を
つくろう、というのが目的であった。日
本人の学生30人ほども参加し、子供たち
と一緒にダンスを踊ったり、ステージの
裏方をしたりして、みんなで協力してス
テージを作り上げた。
　ステージが始まる前から、子供たちは、
キラキラの衣装に身を包み、初めての経
験を楽しんでいるようだった（ステージ
でパフォーマンスをするなど、数カ月前
までは夢にも思っていなかっただろう）。
少し年齢が上の１5歳くらいの子供たちの
中には、緊張している子も見受けられた。
　お客さんの層は様々。子供たちのお母
さん、お父さん、親戚や、インド駐在の
日本人、ボランティアに興味のあるイン
ド人等、普段はひとつの同じ場所で見る

リーとアグ
ラを観光し
て帰国した。
　 2 年生の
夏休み、再
びインド、
ムンバイへ
行った。こ
の時、私た
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ことはないだろうというメンバーが、一
緒になって子供たちのステージを楽しみ
にしていた。
　本番は、いろいろなアクシデントを乗
り越え、大成功という形で終わることが
できた。子供たちはダンス、歌、スピー
チを通して自分たちの気持ちを表現し、
見ている人ひとりひとりに感動を届けた。
普段支援を「受けている」子供たちが、
見に来た人に感動を「与えた」というこ
とに私は大きな意味を持つと考えている。
　もう一つ、このステージを通して驚か
されたことがあった。特にダンスが上手
な子供たち 6 人は、自分たちで曲を選び、
振り付けを考え、ダンスを練習していた
のだった。ステージの数日前、彼らは私
たちの前でそのダンスを披露してくれた。
　自発的に動いて、友達とチームを作っ
て何かをつくり出すということは、まさ
に我々がこの活動を通して子供たちに教
えたかったことだった。もともとステー
ジのプログラムには無かったが、本番で
急遽彼らのオリジナルダンスも披露して
もらった。前回ムンバイを訪れた時より
も成長した彼らを見るのはとても嬉しく、
今後が楽しみだと感じた。
　この時、私はヒンディー語を始めて １
年半が経った頃だった。だいぶまともに
話せるようにはなっていた。ステージ上
で子供たちが話すときに通訳をすること
になっていた。不安な私はもちろん、子
供たちに事前に話す内容を聞いて通訳に
困らないよう万全の準備をしていた。と
ころが、緊張した子供たちは、準備して
いたスピーチとは全く違うことをステー

ジ上で話し始めたのだった！
　子供たちのスピーチをできるだけ正確
にお客さんに伝えたいという思いで必死
に通訳した。しかし、内容を理解して、覚
えて、わかりやすい日本語に訳すのは簡
単ではなかった。そしてまた、もっとヒン
ディー語を頑張ろうと決意したのだった。
　その後も何度か子供たちに会いにムン
バイに行った（大学入学当初は、世界各
国を旅行すると意気込んでいたが、結局
インドばかり行っていた。これは他の学
生スタッフも同様で、なぜか皆、インド
に何度も足を運んでしまうのだった）。
　 3 年生の夏から １ 年間デリーに留学し
た。本当はムンバイに留学したかったが、
留学できる学校が見つからず、デリーの
語学学校に通うこととなった。既に何度
も訪れているインド。普段留学生がぶち
当たる「言葉の壁」や「文化の壁」はな
かなか見当たらなかった。
　強いて言えば、インド料理が人生初め
て食べたくなくなったことだろうか？
１ カ月インド料理を食べ続けることと、
１ 年インド料理を食べ続けることは全く
違った。シェアハウスしていたインド人
がつくるダール（豆カレー）を断固拒否
して、自分で味噌汁を作って飲んでいた。
日本食以外で、恋しいものは特になかっ
た。断水や停電（特に真夏）には悩まさ
れたが、人間は環境に適応する生き物で、
一度慣れてしまえば、たいして問題には
ならなかった。
　語学学校だけでは物足りなかったので、
私はインドで再びバレエを踊ることにし
た。バレエは足が見えるのが前提だ。女性
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が足を見せない文化のインドではバレエ
はなかなか浸透していなかったが、近年
西洋の文化の流入とともに都会では足を
見せる女の子が増え、それに伴い少しず
つバレエを習うインド人が増えてきてい
る。バレエ教室は多くはないが、ＩＦＢＣ
というバレエ教室がデリー・ムンバイ・グ
ルガオン等を中心に大きく活動している。
　このＩＦＢＣは１0年ほど前からインド
でバレエを教えているスタジオで、アル
ゼンチン出身の元バレエダンサーの男性
がインド人のバレエの先生を育てて、そ
のインド人の先生がインド人の子供たち
にバレエを教えている。私もこのＩＦＢ
Ｃでバレエを習い始めた。１3年間バレエ
を本気で習っていた私は、インド人の先
生たちよりも上手だった。そして先生た
ちの練習の時間に一緒に、レッスン料を
払わずに、練習して良いことになった。
　インド人の先生たちは、子供の頃から
バレエを習っているわけではない。しかし、
上手になりたいという熱意が一緒に練習
していてひしひしと伝わってきた。「子
供の頃から習いたかった」と皆が言って
いた。練習中に派手に捻挫してしまった
私は、 3 カ月でそのバレエ教室をやめた
が、とても有意義な日々だった。機会があ
ればまたみんなと踊りたいと思っている。
　留学中はなにかと忙しくムンバイには
2 回程しか行けなかったのが悔みだ。就
職活動のため、まだしばらくはインドに
行けそうではないが、次会うときにはど
んなふうに成長しているのか考えるだけ
で、いまから楽しみだ。
　最近では、先に述べたインド人ダンス

スクールの社長とインストラクター １
人が来日して、京都の舞台で日本の子供
たちとステージパフォーマンスを行った。
　私はインド人 2 人のアテンドと舞台上
での通訳に加えて、ブライアンとペアダン
スを披露した（バレエ以外のジャンルの
ペアダンスは初めてで、練習時間もごく
わずかだったため、上手に踊れたかどう
かは疑問だが、楽しかったのでよしとし
ている。ビデオはあるが、怖くて見てない）。
　これまで時系列に沿って私のバレエ、
スラムの子供たち、ヒンディー語等の話
をしてきたが、つまり何が言いたいかと
いうと、「人生で無駄なことはない」とい
うことだ。バレエをやめたとき、バレエ漬け
の日々が無駄になったと思ったが、全く
そうではなかった。その後の私の活動は
バレエの経験なしではあり得なかった。
ヒンディー語無しでもあり得なかった。
　その時その時で夢中になってやったこ
とは、後に形を変えて人生に大きな影響
を及ぼすものなのだと、この体験を通し
て強く感じた。ここで述べた私の経験も、
いつか、形を変えて私の人生に影響を及
ぼす時が来るのだろう。そう考えると、
将来が楽しみだ。そして、「今」を精一
杯生きたいと思う。
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　１995年１2月、阪神・淡路大震災のあっ
たこの年の暮れ、その １ 年前から入会し
た「日韓美術校友会」に、インド作家を
加えたコルカタでの「第 3 回　日・韓・
印美術交流展」に参加するため、メンバ
ーの鳥越夫妻や同僚の方と 4 人で初めて
インドに行きました。
　インドに直接触れたのはこれが初めて
で、それまでは話で聞いたことしかない
遠い国でした。昔、祖父が大阪の船場で
繊維関係の仕事をしていて知り合いにな
ったインド人のご家族が北野町にいた話
を祖母から聞いたり、京都芸大の定金（さ
だかね）先生の東洋美術史の授業でイン
ドの細密画のことを習ったりして、不思
議な魅力を感じ、憧れていました。
　夜遅くにコルカタに到着し、空港から
ホテルへ向かうタクシーで料金を吹っ掛
けられたり、地震でもないのに道路や建
物があちこちひび割れていたり、牛が道
路を歩いていたり、人が道に寝そべって
いたり、ホテルでカメラがなくなったり、
食べ物が格段に辛いことなどにカルチャ
ーショックを受けました。 4 人ともイン
ドは初めてだったので片言英語で苦戦し
ながらの旅行でした。

　主目的の第 3 回	日・韓・印	美術交流
展は、コルカタのチットラコットアート
ギャラリーで１995年１2月27日から、96年
１ 月１5日まで開催されました。日本人作
家 8 名、韓国人作家 8 名、インド人作家
5 名で、日本人と韓国人の作家は京都芸
大の日本画科の卒業生や留学生やその知
り合い、インド人の作家は韓国側の作家
金帆洙先生の知り合いのインド国立ビシ
ュワバラティー大学の美術学部の立派な
教授の先生方でした。インドの作品は写
実からさらに発展した作家独自のスタイ
ルだったので、写生を基にした写実的な
日本や韓国の作品と比べて変わっている
印象を受けました。
　ギャラリーでのオープニングや展示会
に参加後、教授や韓国人作家の案内で、
ビシュワバラティー大学のカラババン

（美術学部）を見学しました。コルカタ
では大都会の空気や喧噪に疲れていまし
たが、そこから１50キロ西北にあり電車
で 3 時間ほどの、大学のあるサンティニ
ケタンは、空気が澄んで緑の多い美しい
場所でした。
　１92１年、元々は荒れ地だったところに、
ベンガルの偉人、ノーベル賞受賞者で教

インド美術との出会い
関西日印文化協会　兵庫県日本画家連盟
神戸芸術文化会議　日韓美術校友会
芦の会会員 

川瀬 陽子
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育学者・文学者・芸術家であったラビン
ドラナート・タゴールが、自分たちの子
供の教育のために学校を設立し、発展し
た学園都市で、幼稚園から大学まであり、
サンタル族という部族の集落が点在して
いて、自然と一体となった教育、例えば
天気の良い日は木の下で授業が行われて
いました。
　そのゆったりした環境はとても魅力的
で、当時韓国人の留学生が数人いたこと
から、私もいつかここに留学して自然を
思う存分スケッチして日本画を描いてみ
たいと思うきっかけとなりました。また、
日本に比べて生活費も学費も安く自分の
貯金で留学できそうなのも魅力でした。
サンティニケタンを見学後、デリーやネ
パールまで駆け足で見学して帰国しまし
た。とても疲れましたが、大変強い印象
を受けたインドにぜひまた行ってみたい
気持ちがつのりました。
　同大学教授のジョゲン・チョードリー
先生に紹介してもらった以前の日本人留
学生の大道厚子さんや、以前同大学で客
員教授をしておられた京都芸大の名誉教
授、秋野不矩先生にお話を伺ったりして、
１997年 4 月に渡印、日本語学科の教授の
牧野財士先生やそのご家族、現地の方々
にお世話になり、下宿や １ 年留学生コー
スの入学手続きをして、一度帰国してか
ら 7 月に再び戻りました。私の前に留学
していた京芸出身の南野さんに蚊帳や鍋
などの下宿道具を譲ってもらい、日本に
留学していたアクマルさんご一家のお世
話で、大学の近くに間借りで下宿しまし
た。

　大学では、同じ １ 年留学生コースに日
本人の清水美里さんや、韓国人の学生 2
人がいて、担当教授のインド美術史の授
業や、植物園のスケッチ、細密画模写の
課題などを一緒にしました。授業はすべ
て英語で、美術史の授業など内容を聞き
取ろうと必死に教授の顔を眺めたもので
す。
　実技の授業では、まず「ルパーバリ」
という教本を模写しました。この本は、
ナンダラル・ボース先生が美術学部の生
徒のために１953年に作ったもので、中表
紙には蓮台に載った両足と、「師、アバ
ニンドラナート・タゴール先生に捧げる」
という言葉があり、カラババンの歴史が
感じられました。
　アジャンタ洞窟壁画やカジュラホの彫
刻や細密画など優れたインド絵画や彫刻
作品から、顔、手足、全身像と順を追っ
て人物画の作例を簡単な線描で取り出し
てあり、それを目で見て鉛筆で画用紙に
写し、インディアンレッドの絵の具で細
い筆で線描きすることで、インド絵画に
おける人物画の線描のリズム感を練習で
きるようになっています。実際に描いて
みると、さらりと簡単に描かれたような
手や足、横顔、人物のさりげないポーズ
がとても美しく感じられ、インド美術に
おける人物画の美しさを改めて実感しま
した。
　また、教本に出てくるアジャンタ石窟
壁画のボディーサッタバ（菩薩）の顔は、
法隆寺金堂壁画に描かれた菩薩や如来の
顔と描き方がとてもよく似ており、イン
ドの絵画技法が仏教とともに日本に伝わ
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ってきたことを実感しました。また、ネ
パリ・ペーパーという手漉きの紙を糊で
貼り合わせて、チョーラ・パンチャ・シ
カという１6世紀の細密画の模写をする課
題もありました。

　授業時間自体は長くなかったので、空
き時間には学内外のそこここにいる犬や
牛や山羊や鳥、サンタル族の藁（わら）
葺き屋根の集落をスケッチしたりしまし
た。先生方だけでなくインド人の大学生
たちも英語が堪能だったので、片言英語
で交流できました。他の日本人や外国人
留学生と人物デッサン会に参加したり、
グループ展をしたり、夜明けに椰子の木
からとるジュースを飲みに行ったり、八
百屋さんで野菜を買って料理したり、魚
を買って干物にしたり、日本と違い不便
だけど何かと新鮮な生活を楽しみまし
た。音楽や踊り、ベンガル文学などを勉
強しに来ている先輩日本人留学生の方々
にもお世話になりました。
　ビシュワバラティー大学では、学生は
カーストや宗教や国籍がいろいろでも、
皆タゴールの学園の生徒だという連帯感

がありました。敷地には宗教に関わりな
く誰でも入れるステンドグラス張りの白
い美しいお寺があり、詩の朗読や演奏会
などの行事が行われました。教授の先生
方や目上の人のことは、「お兄さん」「お
姉さん」を意味する「ダー」、「ディー」
を名前のあとにつけて、「ジョゲンダー」、

「ノンドダー」という風に呼んでいました。
　インドにしばらく滞在していると、日
本ではあまり知ることのなかったカース
ト問題や宗教問題などを見聞きするので
すが、タゴールはそれらを教育の力で克
服しようとしたのだと思います。また、
物質的には日本のように便利ではないで
すが、精神的なものを大切にしている面
もあると思いました。このように、日本
とインドの違いを比較しながら、国民性
や文化を外から眺めることもできました。
　１0月にはヒンズー教のお祭りが多く、
学校が １ か月近く休みになるプジャバケ
ーションがあり、その期間に学外で本格
的なインド細密画を教わろうと思い、大
学の先生の勧めでラジャスタンのビカネ
ールに住んでおられるマハヴィール・ス
ワミ先生のところに伺い 2 週間ほど細密
画を教えていただきました。
　ビカネールのあるラジャスタン州は、
からりと乾いていて、緑豊かなサンティ
ニケタンのあるウエストベンガル州とは
気候も文化もかなり違い、先生のおられ
た村は、厳格な菜食主義で卵さえ食べら
れませんでした。細密画は、ムガール王
朝から続く先祖伝来のビカネール様式
で、リスのしっぽの毛で作った極細の筆
で薄墨色を限りなく重ねて墨絵のような

チョーラ・パンチャ・シカの模写
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濃淡を表現する大変繊細な描き方で、改
めてインド文化の幅広さと奥深さを実感
しました。
　１2月にはナンダンメラというカラババ
ンのお祭りがありました。美術学部の先
生方や学生達が小さい作品やいろいろな
ものを手作りして売り、作品制作のため
の費用を賄（まかな）うもので、清水さ
ん、バングラディシュの留学生のピンク
ー・ロイさん、カナダのヘレンさんと一
緒に折り紙で小鳥や鶴、魚などの飾り物
を作ったり、希望者にその場で簡単な折
り紙を教えたりしました。
　コースの終わりには、一年間に制作し
た作品を大学に提出、展示、面接で説明
して、先生方に成績を出してもらうサブ
ミッションがあり、その頃日本の母が遊
びに来て、一緒に昔シッキム王国であっ
たギャントックというヒマラヤ山脈の近
くでチベット仏教のお寺がたくさんある
ところへ旅行しました。ここでも、地域
によって住む人々も文化も大きく違うと
実感しました。
　その後ピンクーさんとコルカタのビル
ラーアカデミーで 6 月に二人展をしまし
た。留学生コースは 4 月に終了して、そ

の後日本画の画材でサンティニケタン風
景などの作品を制作し、コルカタの友人
達や先生方のお世話で額装を準備し、日
本総領事の方とバングラディシュ総領事
の方をお招きして開催にこぎつけました。
展覧会では、日本総領事の奥様が私たち
の作品を １ 点ずつ買ってくださり、お食
事に招いてくださり、巻き寿司をいただ
きました。
　このように多くの方々にお世話になり、
あっという間でしたが大変貴重で思い出
深い留学生活を送ることができました。
　コルカタの国立インド博物館で見学し
た細密画の作品に興味を持ち、より深く
学びたいと思い、帰国後、日本画家の石
踊紘一先生の勧めで、先生と交流のあっ
たラジャスタン、ジャイプールにおられ
る画家であり陶芸家でありシルプ・グル

（人間国宝）であるクリパール・シン先
生のところに翌年の99年 2 月に伺いまし
た。住所を頼りにお伺いして絵を教えて
ほしいとお願いしたところ、最初は断ら
れましたが、次の日もお願いにあがり、
とうとう教えていただけるようになりま
した。

Life in Santiniketan(1998年　1〜2月)

Pinku Yoko Exihibition(1998年 春)
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　ヒンドゥ教の話を基にした、「ランバ
とシュクラ」というバソリ様式の細密画
の模写を、図版を参考にしながら教えて
いただきました。実際に描いてみると、
細密画と日本画は驚くほど技法の点で多
くの共通点がありました。動植物などの
自然や人物を日ごろからよくスケッチし、
作りをよく理解した上で絵の草稿を別紙
に描き、本紙に転写、墨で骨描きし、胡
粉や白い顔料の絵の具を紙に塗って発色
をよくしてから主に天然の岩や土、植物
から作った顔料を膠（にかわ）やアラビ
アガムで練って、水を加えて描くという
点などです。
　独特だと思ったのは、エメラルドの装
飾部分に玉虫の羽を切り取って貼ったり、
現在は途絶えてしまった特殊な製法で、
マンゴーの若葉ばかりを食べさせた牛の
尿で白土を着色して作った濃い黄色の顔
料があることなどです。
　クリパール・シン先生はビシュワバラ
ティー大学でナンダラル・ボース先生に
学ばれ、ヒンディーババン（ヒンディー
語学部）に壁画を制作、助手をされ、終
戦間もない東京芸大に留学され、前田青
邨（せいそん）先生に鳥獣人物戯画や信
貴山縁起絵巻物などの模写を学ばれたそ

大変経験と学識の深い方で、インドのこ
とはもちろん世界に通用する幅広い知識
と技術をお持ちのスケールの大きい方で
した。紙や墨、絵の具、膠、筆など日本
画の画材を多く細密画制作に使っておら
れました。
　先生はインドの１2か月（バラー	マーサ）
や、クリシュナ神、音楽（ラーガ	マーラ）、
歴史を主題とした様々な細密画を描くの
と同時に、ジャイプールの伝統工芸であ
るブルーポタリーの技法を復興し、クリ
パール・クンボという自宅の工房で毎日
のように絵付けをしておられました。工
房の職人さんたちは、土台となる皿や壺
を石膏型で作ったり、幾何学的な繰り返
し模様を描いたりしていました。
　絵を習っている間にも、毎日のように
陶芸を買いにくる外国人やインド人のお
客さん達が来られると、先生は画室から
ショールームへ行き、英語や様々な言葉、
時には日本語でジョークを言ったりして
接客をしておられました。このとき先生
は70代半ばでしたが、朝１0時から夕方 5
時までほぼ毎日制作されていました。夕
方 5 時になると、一緒に紅茶をいただき
ました。私のように、絵や陶器を習いに
短期間外国人や、インド人学生が技法を

クリパール・シン先生 クリパール・シン先生と うです。その頃はイ
ンドから日本へ行く
のは船で片道 3 か月
かかったそうです。
アメリカや中近東や
様々な国へ絵や壁画
や陶器の仕事をしに
行かれたこともあり
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習いに来ることもあり、先生を中心に
様々な弟子達が学び、同時に絵画と陶芸
の制作が進められていました。
　99年の夏には、コルカタからブッダガ
ヤ、バラナシ風景をスケッチして、クリ
パール・シン先生から細密画の模写を学
んだ後、牧野先生方のご協力で、サンテ
ィニケタンの日本語学科で、旅行の間に
描いたスケッチと細密画模写を展示し、
ピンクーさんと浴衣を着てインドのミシ
ュティーというお菓子でお抹茶席を設け
ました。カラババンの先生方や同級生た
ちが来てくださり素晴らしい会になりま

南インドをスケッチ旅行しました。
　南インドでは、寺院の門である立派な
ゴプラム、丸っこい感じの彫刻、丸っこ
い顔立ちの人々、丸っこい字などに北イ
ンドとの文化の違いを実感しました。
　日本では兵庫県日本画家連盟公募展に
インドの踊りや風景画をテーマにした絵
を出品し、2002年にエローラ石窟のカイ
ラサナータ寺院を描いた作品で連盟賞を
受賞、同会の会員になりました。また、
神戸芸術文化会議などその他のグループ
展や県展、個展でも、インド風景を日本
画や水彩画で描いたものを出品するよう
になりました。

サンティニケタンでの茶会
（1999年夏）

した。
　留学後
は中学校
や高等学
校の美術
の講師を
していた
ので、夏

休みや冬休みのまとまった休みに 2 ､ 3
週間、計 8 回、クリパール・シン先生に
細密画（バソリ、メワール、キシャンガール、
マールワ様式など）やチベットタンカの
模写を教えてもらいに、また遺跡や城な
どの風景を写生するためにインドを訪れ
ました。
　日本ではヴィジャヤン副領事（当時）
の奥様ソーバナさんからインド料理を習
ったり、南インドにも素晴らしい文化が
あるので見ておくようにとのご提案で、
2000年夏にムンバイからアジャンタ、エ
ローラ、ハンピ、バンガロール、マイソール、
ご実家のあるケーララ州、チェンナイと、

ミナークシ寺院（2000年夏）

「カイラサナータの象」(エローラ カイラサ
ナータ寺院)日本画　2002年
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　2005年１2月、ビカネールのマハヴィー
ル・スワミ先生と息子さんをお招きし、ス
ワミ先生の個展を神戸で開きました。来
場者は繊細な筆致に皆感心していました。
　2007年には、国際高校の教頭先生が、
ＰＴＡ向けのプログラムで来校した当時
芦屋におられた美術の先生、カリヤーニ・
ボレティさんを紹介してくださいました。
来日されてから折り紙や日本語、書道な
どを熱心に学ばれていて、私はインド文
化やヒンディー語を教えてもらいました。
2008年の夏に神戸のラインの館で、カリ
ヤーニさんが日本風景、私がインド風景
を出品し二人展をしました。
　2008年 2 月、その １ か月前まで細密画
を教えてくださったクリパール・シン先
生が86歳でお亡くなりになり、大変なシ
ョックを受けました。それ以前にインド
総領事館のオーム・プラカーシュ総領事

（当時）の勧めで通訳の南波亘子さんか
ら紹介していただいたＩＣＣＲ（Indian	
Council	 for	Cultural	Relations）の奨学
金を申請しており、インドに長期滞在し
て先生から更に多くを学ぼうと計画して、
オリエンテーション・グラントを支給し
ていただけることになったので、その年
の１0月から翌年の 3 月まで渡印しました。
　ジャイプールのラージプタナホテルの
レセプションホールにある、先生作のジ
ャイプールのマハラジャの行進の様子を
描いた二面のジャイプリ・フレスコの大
壁画を日本画の画材で模写したり、約１0
年ぶりに訪れたビシュワバラティー大学
や中学部、また先生の娘さんで陶芸家で
あるミナークシ・ラトールさんが美術の

教鞭をとっておられるＭＧＤガールズス
クールで、京都芸大の日本画指導教授の
上村淳之先生の本を参考に茄子（なす）の
墨絵ワークショップを指導したりしまし
た。インドの茄子を画用紙に鉛筆でスケ
ッチしてから日本画用の薄麻紙に墨で描
くもので、墨のにじみやぼかしが茄子ら
しい表情になり、インドでは茄子を絵に
することはないので面白いと好評でした。

　ビシュワバラティー大学では、以前の
留学修了後は発行されていなかった １ 年
留学生コースの終了証を頂くことができ
ました。また、ラジャスタン各地やカジ
ュラホ、サーンチー、ハイダラバードな
どを旅行、スケッチしました。
　20１0年からは 2 年に一度のペースで冬
にインドを訪れ、インドに戻られたカリ
ヤーニさんの勤務するサンシティースク
ールで折り紙のワークショップをさせて
もらったり、フォークアートの手法を教
えてもらったり、ミナークシさんに陶芸
の絵付けを習ったり、一緒に細密画を描
いたり、シルクスクリーンや玉ねぎ染を
したり、風景をスケッチしています。
　20１１年に関西日印文化協会に入会させ
ていただき、20１2年から年に一度、I	Ｌ

カラババンでの墨絵ワークショップ　2008年
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ＯＶＥ	ＩＮＤＩＡというインド文化体
験の催しで、洋画の辻恵子先生と一緒に
インドのフォークアートのワークショッ
プを指導することになりました。辻先生
もインドの主題で絵画制作されたり、イ
ンド人作家の本の挿絵を描かれたりイン
ドに縁のある方です。

　20１2年には、カリヤーニさんが学校で
授業に取り入れている「ワルリー画」を
紹介しました。その後も20１3年にカリヤ
ーニさんに教えてもらったゴンド画、１4
年にはサンティニケタンで度々見たこと
のあるミティラー画（マドゥバニー画）、
１5年には指で描くアルポナ画を採り上げ
ました。アルポナ画は、前年の冬のイン
ド旅行で、ノイダのシブ・ナダルスクー
ルに折り紙のワークショップで招待して
くれた美術の先生でカラババンの友達、
シプ君の奥様のジュミさんが教えてくれ
ました。
　20１6年１0月には、インドを題材とした
日本画とI	LOVE	INDIAでご紹介したフ
ォークアート技法の絵や細密画模写作品
等の個展を予定しています。
　インドの美術や細密画は、日本ではあ

まり知られていません。また、細密画を
描くにはある程度の技術や訓練、根気が
必要です。一方、フォークアートは、比
較的簡単に、自分の発想で楽しんで描く
ことができます。そこで、一般の方々に
は、まずフォークアートを体験してもら
い、インド美術の面白さを知る糸口にな
ればと思い、毎年辻先生と指導法を研究
しています。また、学校や自宅の絵画教
室でも時々フォークアートや細密画模写
を紹介しています。
　インドには、岩の塊から掘り出して作
ったカイラサナータ寺院や、現地の石を
切り出して作った城やストゥーパなど、
スケールが大きく圧倒される建造物や、
サンタル族の集落のような素朴な藁葺き
屋根の土の家があり、それが周りの自然
と一体となってとても雄大に感じられま
す。また、日本画は岩絵の具や泥絵の具
という、黄土や赤土や各種の鉱物を粉に
した絵の具を膠で溶いて描くので、イン
ドの黄土や赤土をそのまま絵の具に使っ
て描くこともできます。このような、人
間も動物も建物も芸術も自然の一部であ
ることを絵に表現したいと思っています。
　絵画の活動を通して、インドや日本で
多くの親切な素晴らしい方々と出会い、
貴重な人生の宝物を学べたことに感謝し、
これからもあらゆる機会にインドの美術
を学び、インドの風景を描き、日本画も
細密画もフォークアートも折り紙も興味
のある方々に紹介して、インドや日本の
美術文化から受ける感動を、より多くの
方々に分かちあえるように活動していき
たいと思っています。

I LOVE INDIAワークショップ(ワルリー画)の
様子　2012年
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不思議なインド

エアインディア大阪支店

高橋　至

エピソード

　エアインディアに入社して間もなく、
インド人の支店長が営業スタッフ全員を
集めて会議をすると言い出した。支店の
営業成績が振るわないので、対策を考え
たいというのだ。私は指示されたとおり、
営業のデータをまとめて用意したとこ
ろ、会議の冒頭で「これはどのように計
算したのか」と支店長から質問を受けた。
私が「この数値にこれを足した」という
ような説明をすると、彼は「高橋の計算
は間違えている」と指摘する。
　私は慌てて計算し直したのだが、何度
計算しても同じ数値しか出ない。そこで、
ドキドキしながら間違えていないと思う
と反論したところ、彼は「この数字とこ
の数字を比較してはいけない、この数字
とあの数字を比べなければならない」と
言うのだ。実際のところ、その比較がど
うであれ、会議の本題にそれほどの影響
が出るものではなく、私にとっては面倒
くさい指摘でしかなかった。結局、数字
をどう比較すべきという議論だけが続
き、時間切れで会議は終わってしまった。

対策を議論する時間は残っていなかった。

会　議

　日本人の会議は結論重視型だと思う。
一定の結論を導き出す過程で、参加者の
意思を束ねていく。それに対し、インド
人の会議はいわゆる「ブレイン・ストー
ミング」だ。いろんな意見を出し合って、
より良い意見を探そうというものだ。み
んな言いたいことを勝手に言えるのは良
いのだが、いつまでも結論が出ない。と
いうより、結論を出すことにこだわらな
い。
　数年前、インドの連邦議会の議長が、
数人の国会議員とともに関西空港に到着
したことがあった。関西空港に帰国した
ことがある人は分かると思うが、税関審
査場を出ると １ 階の到着ホールがあり、
その向こうにバス乗り場や、道路を隔て
てタクシー乗り場、乗用車の乗降場があ
る。また、その左右には団体バス乗り場
がある。
　普通の乗客はそこから車やバスに乗る
ところだが、空港警察によると、国会議
長は警護対象者になるので、そこから乗
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ることはない。 １ 階の到着ホールの隅の
エレベーターで 4 階の出発ホールに上が
り、その外に待たせてある車列に乗り込
むというのである。 4 階はすぐに出て行
く車ばかりなので、空いていて見通しが
良く、警護に適しているそうだ。 １ 階は
出発時刻を待つバスや、客待ちのタクシ
ー、誰かを待つ自家用車で混雑している
上に、ターミナルの端には竹やぶがあっ
たりして、襲われる危険が高い。だから
今回も車列は 4 階に待機するということ
が関係者の会議で決まっていた。
　さて、飛行機の到着の30分前である。
当時のインド総領事が関西空港に出迎え
に来られて、この流れの説明を受けるや
いなや怒ってしまった。「議長閣下は １
階に出て来られる。その眼前には出口が
あり、その向こうには道路がある。なぜ
そこで車に乗れないのだ。 4 階に迂回さ
せるなど非礼である」と。
　出迎えの衆議院の関係者が、もう会議
で決まったことですからと取りなそうと
したが、会議は会議だ、それよりも良い
方法があるならなぜそうしない、外務省
に電話するぞとまで主張された。結局の
ところ、空港警察はタクシー乗り場のタ
クシーを移動させ、 4 階の車列を一階に
回送させたのだ。到着時刻ぎりぎりのこ
とだった。
　私の隣にいた衆議院の関係者は、それ
を会議の時に言ってくれていたらと愚痴
をこぼしたのだが、反対側にいた当時の
インド人支店長は「彼（インド総領事）
は仕事が出来る、素晴らしい」と目をキ
ラキラさせて絶賛していた。インド人に

とって「仕事が出来る」というのは、こ
ういうことなのだ。
　インド人にとって、会議は会議でしか
ない。それが間際の決断であっても、常
にベストを求めていく。会議で決めたこ
とを一丸で達成すべくリーダーシップを
発揮するような「仕事の出来る」日本人
とは好対照だと思う。

計画性

　思いつきを優先するインド人を日本人
の眼で見ると、計画性がないように思う。
例えば 3 階建ての住宅を建てるとする。
私は建築の専門ではないが、恐らく日本
では 3 階までの設計図を書き、構造計算
をして、建築申請を出し、工程表を作り、
資材調達をして、ご近所に挨拶して着工
ということになるのだろう。
　私の勝手な想像だが、インドでは恐ら
くそうではないだろう。まず １ 階を建て、
出来上がりを見て 2 階を建てる。それか
ら 3 階より上の建築申請を出すという具
合だ。資材も、その時々の最もお買い得
なものを調達するだろうし、もしかした
ら途中で建築業者が変わるかも知れな
い。最終的には 3 階建ての住宅が出来る
のだが、そのプロセスがかなり違うはず
である。
　世界からの投資を集めて発展するイン
ドでは、あちこちで建築現場を目にする。
１ 年ぶりぐらいにインドを訪れ、同じ場
所に来てみると、去年建築中だったビル
が、まだ骨組みのままだったりする。と
いうことは、これはもしかして建築中だ



109

ったのではなく、解体中に放置された廃
墟だったのかと不思議に思って帰国す
る。その数年後に同じ場所を訪れると、
ホテルのグランドオープンの看板があっ
たりする。やはり建築中だったのだ。何
が理由か分からないが、とにかく時間を
かける。
　時間を掛けて納得のいくものを建てる
というのも悪くはないと思うので、その
どちらが良いかは簡単には判断出来な
い。ただ、こうしたインド的なプロセス
が圧倒的に有利に働く産業がある。ソフ
トウエア開発だ。
　パソコンを使っていると、「ソフトウ
エアのバージョンアップをしています」
という表示を頻繁に目にする。完成した
と思っていたソフトウエアでも、使って
いる間に不具合が出たり、ユーザーの要
望を受けて改良したり、いろいろなバー

ジョンアップを施さなければならない。
　そういうとき、計画性のないインド的
なプロセスが逆に有利に働くのだ。イン
ド的なプロセスだと、その不具合が、建
物に例えると、それが １ 階のあるのか、
3 階にあるのか、すぐに分かる。 4 階を
増設するなんて、たいした苦労ではない。
全体としてものを仕上げる日本的なプロ
セスでは、こうはいかないだろう。
　余談になるが、インド人は賢いという
人がいるけど、私はそれは賢さの質の問
題だと思う。臨機応変に答えを見出すよ
うな賢さは、教養を重視する日本的な賢
さとは別次元である。日本には、高学歴
の芸能人が知識をひけらかすようなテレ
ビ番組があるが、それはインドでは全く
ウケないのではないかと思う。

日系企業

　そうした「賢い」インド人の活躍する
場が増え、インドの経済は順調に発展し
ている。2020年には、年収が250万円を
越えるインド人が 2 億人出現すると言わ
れている。その市場を狙って、多くの企
業が日本からインドに進出しているが、
それなりに苦労もあるようだ。
　投資セミナーで聞いた、笑うに笑えな
い話のひとつに、インド人の左手問題が
ある。インド人は基本的に便所以外で左
手を使わない。なので、左手の握力が極
端に弱いそうである。しかし、例えば自
動車工場のような現場では、左手を使わ
ずに作業が進むわけではない。車の奥の、
左手でしか届かないような位置にあるボ

多くの日系企業が拠点を構えるグルガオン
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ルトは、左手で締めるしかないのだ。
　ただ、これまでの人生でまともに左手
を使って来なかったインド人は、左手で
ボルトを締めるに苦労するそうである。
なので、入社時の研修では、左手にスパ
ナを持って、ひたすらボルトを締める訓
練をするそうだ。規定のトルクで締め付
けることが出来るようになるまで、かな
りの時間がかかるそうだ。
　あと、インド人は歩くのが遅い。普段
のペースで歩いていては、ラインを流れ
る車の動きに間に追いつけない。したが
って、一定以上のスピードで歩く訓練も
するそうである。日系企業はこんなとこ
ろでも苦労しているのだ。

食生活

　インドとの交流が進んでいるのは、企
業だけではない。近年は高校生の交流も
活発になっている。例えば、去年の夏休
み、私の母校の高校が十数名の生徒をデ
リーに連れて行った。最初の １ 泊だけは
ホテルで、残りの 5 泊はホームステイで
ある。私自身はインドの家庭でホームス
テイをした経験がないので、事前の保護
者説明会で何をアドバイスして良いか分

からなかったが、一点だけ、日本とイン
ドでは食事の時間が違うので気をつけな
ければいけないと話をした。
　インドでは、東南アジアに隣接する東
部の州などを除いて、昼と夜の食事の時
間が遅い。昼食は午後 １ 時過ぎから、夕
食は早くて午後 8 時、時には１0時を過ぎ
てからだったりする。
　私が想像するに、夏のインドは夜でも
暑く、寝苦しい。だから寝るギリギリの
タイミングで夕食を摂り、お腹がいっぱ
いになって眠たくなったとき、その勢い
で寝てしまえということなのかと思う。
ついでに言えば、同じ量の食材でもカレ
ーにするとしっかりとお腹に来る。少し
の食材でいかに満腹感を得るかを追求し
たら、カレーになるのかなと思う。
　そういうわけなので、インドで家庭で
の夕食に招かれたりすると、この夕食ま
での時間がたいへんだ。日本人の体内時
計の空腹のピークには、まだ食事が出て
こない。空腹をずっとガマンして疲れて
しまい、逆にもう空腹を感じず、眠たく
なったタイミングで、大量のカレーが出
て来る。
　いや、もう結構で……と言いたところ
だか、せっかくのごちそうを断るわけに
もいかず、眠い目をこすりながら大量の
カレーを口に運ぶ。家庭料理のカレーは
概ねライトな仕上げだが、それでもカレ
ーはカレーだ。重たいお腹をさすりなが
らホテルに戻り、シャワーをしてベッド
に倒れ込むと、もう日付を越えている。
これで一気に体調が崩れていくのである。
　ちなみに、夜にシャワーをしないイン

高校生のホームステイ（大阪府立泉北高校、ニュ
ーデリーのタゴールインターナショナル校にて）
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ド人は多い。満腹感に満たされて寝てし
まうので、シャワーは不要なのである。
ホテルでも夜にお湯の出ないところがあ
る。でも日本人はそうはいかないので、
フロントに言って、ボイラーのスイッチ
を入れてもらわないといけない。お湯が
出るまでにひと苦労しないといけないの
で、寝る時刻が更に遅くなる。

アイロン

　インド人は朝にシャワーをする。夜に
お湯が出ないホテルでも、朝はお湯がジ
ャバジャバ出たりするのである。その後、
今日着るシャツのアイロンがけだ。ここ
で日本と違うのは、アイロンがけは男子
の仕事ということだ。
　飛行機の乗務員をホテルに泊めると、
男性クルーが朝からアイロンを奪い合っ
ていたりする。電熱式のアイロンが普及
する以前、アイロンは炭を入れる大きく
重いものだったので、アイロンがけはも
っぱら男子の仕事だった。その伝統が今
に受け継がれているそうだ。

ぼったくり

　インドの旅行説明会での質問で、常に
上位に来るのは「インドで買い物すると、
ぼったくられるのでしょうか？」という
ものである。これには「はい、そうです」
と答えるしかない。私はもう50回近くイ
ンドに行ったことがあるが、いまだにぼ
ったくられている気がする。というか、
今では少しぐらいぼったくられても仕方

ないと思っている。
　買い物するとき、いったい何が公平か
ということである。同じものやサービス
を、全員が同じ価格で買うのが公平であ
ると言えるかも知れない。でも、人それ
ぞれ収入は異なるわけだから、その人へ
の負担という見方をすると、お金持ちは
適当に値切って高く買い、貧乏人はギリ
ギリまで値切って安く買う方が、むしろ
公平で合理的だと言えるかも知れない。

物売り

　実態はともかく、日本人は金持ちだと
思われているので、このぼったくりの論
理からすると、日本人は高く負担するこ
とを期待されているのである。１00ルピ
ーの商品でも、まず１00ルピーはこのも
ののため、もう１00ルピーは貧しい私の
ため、だから200ルピー払ってくれとい
うのである。
　インド東部のビハール州に、仏跡のひ
とつとして有名な霊鷲山という山があ
る。ブッダが説法をしたことで知られる
この山の頂に向かって、参道が一直線に
伸びている。私の経験では、この参道は
インドの物売りのすべてが集約された、
いわゆる「物売りロード」である。
　まず、参道をしばらく進むと、絵はが
き売りがやって来る。横にぴったりくっ
ついて、絵はがきなどを買うよう執拗に
話しかけてくる。それをなんとか振り切
ると、今度は子どもが来て、大きな袋に
入ったクッキーを買ってくれと言う。家
の手伝いをするなんて、なんと感心な子
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どもだと思い、ついつい買ってしまうと、
今度はサルの一団が現れ、クッキーを奪
おうとする。
　買ったばかりなのに、奪われてなるも
のかと、クッキーをしっかりと抱えなが
ら山道を進む。クッキーを抱えながらし
ばらく進むと、今度はまた子どもの一団
が現れて、そのクッキーをくれとせがむ。
サルにはクッキーをやるまいと必死だっ
たが、子ども相手にそんなに必死になる
のは大人げない気がして、そのクッキー
の大袋を子どもに渡すと、子どもたちは
それを奪うように受け取って、道を駆け
下りて行った。
　そこで初めて気が付いた。さっき山の
下で私にクッキーを売りつけた子ども
と、いま私の手からクッキーを受け取っ
た子どもは、仲間だったのだ。同じクッ
キーが １ 日に何度も山道を上下するたび
にお金が集まる。子どもにしてやられた
のは情けないが、なんとたくましいと感
心してしまう。
　ところで、その山道のワナはそれだけ
ではなかった。しばらく行くと道ばたに
小さい子どもが座って、思いっきりの笑
顔を振りまいている。これは可愛い、写
真に撮りたいと思って、シャッターを押

した瞬間、どこからともなく母親が現れ、
チップを要求してくる。子どもの笑顔に
負けて、ついつい払ってしまうのである。
　子どもとサルと母親と、なんとも絶妙
のコンビネーションで、参拝客からお金
を吸い上げる。これには脱帽だ。ただ感
心するしかない。

◇
　エアインディアというインドの企業に
入社して、この夏で22年になります。同
じような業務を繰り返す中での22年はあ
っという間でしたが、振り返ってみると
いろいろな出来事もあり、それを通して
インドという国と、その人々について自
分なりに理解出来たかなと思い、この機
会に纏めてみました。
　日頃からインドと関わっている人にと
ってはあまり新鮮ではなかったかも知れ
ませんし、インドの人には間違った理解
だと指摘されるかも知れませんが、ひと
りの日本人の視点で捉えたインドとして
考えていただけたらと思います。
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はじめに

　2007年、日印両国は日印交流年と定め
て多くの意義を留めた。私のインドへの
熱き思いは終戦後、父が地方新聞の支局
長の時代に遡る。父がインドへの大きな
夢を持ち将来、訪問し交流し合える魅惑
の大国だと瞳を輝かせて語ってくれたこ
とと、姉の夫で昨年逝去した元全国紙記
者のＳが取材先から帰った折にインパー
ル作戦と日本の敗北を語ってくれたこと
に遠因する。現在、急テンポで発展する
巨大なインドは、モディ　首相のもとに

“Make		in		India.”	を	掲げて多様な形で
世界戦略を打ち出した。国家の果敢なる
挑戦が始まった。
　今回、『日印文化』の執筆に当たり長年、
当協会の会長を務めた故桑原泰業氏、在
インド日本大使館勤務後、当会理事で元
兵庫大学連携事業推進機構副理事長を務
められた故宇都宮浩氏を偲び、拙き文章
を認めた。
　両国の進展が世界の平和に繋がり、旱
魃が続くインドの民の平安と発展途上国
の飢餓が根絶されるような時代が構築で

きる時代に向けて、身近な食品ロスを減
少させ、世界の難民が減少する時代創設
を国連に期待する。インド亜大陸に住む
多様な民族が相互に尊敬しあい、共存で
きる経済基盤の確立と人道保障できる国
家の堅持を願う。世界に貢献できる強靭
な日印関係を更に継続・発展させ積極的
多角的経済的タグマッチを組みながら、
22世紀に向かい両国が戦略的相互協力体
制の構築をと思う昨今である。数億の青
年世代が台頭するインドは世界の未来の
ため地球的規模で輝かしい文化と平和の
大道を闊歩することを願う。

I.
インドの世界遺産を観て、

人権感覚を養う

　（A）インドの国父、ガンディー精神を
堅持したインド憲法には、種々の基本的
人権が規定され、州の原則（Directive	
Principles	of	State	Policy）にも明示さ
れている。他民族の侵入後、歴史の変転、
多様な民族が共存する中で、戦後の秩序
形成の中でインド内には現在、ユネスコ
が定めた世界遺産が幾つもあり、大きな
観光資源として世界の国々から観光客が
後を絶たない。インドは民族の“るつぼ”

驀進するインドの断面と
民衆の生きる力

TRINCKS　シルクロード代表
関 西 日 印 文 化 協 会 副 会 長

徳田  一彦
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であり、苦難な生活も諦めず実直に生き
る人間群が諸工業を支え、技術者の器用
さ、粘り強さが、客が依頼した品物を仕
上げる執念に見てとれる。世界遺産を支
えるインドの国民の知恵と文化遺産持続
への力は今後も継承されていく。
　（B）タ－ジマハル、アーグラー・フ
ォート、ファテプール・シクリとアーグ
ラーだけでも3つの建物が世界遺産に登
録されている。ただ世界遺産も今後、地
元の方々の持続可能な協力がなければ崩
落し危機遺産に認定され、その地位を失
う。インドにはヒンドゥー、仏教、イス
ラムなどの歴史が根づき多様な文化遺産
が共存している。互いの世界遺産を等し
く重要なものと認識し政権が交代しても
揺るぎなき世界最大の民主主義国家・人
権国家である誇りを堅持してもらいたい。

II.
識字教育の推進が

インドの未来を救う！

　（A）ガンジス川で入浴する風景が、
御多分に漏れずＴＶに映る回数が増えた。
ヒンドゥー教徒にとればガンジスは母な
る川であり、その水に浸かることが、信
仰、修行の要で、聖なる川となっている。
ヴァーラーナシーのガート、ガンジス川
の中流地域の環境問題だが、水質や飲料
水は外国人から観ると汚染水と病気の関
係では深刻さがある。幼子にとって下痢
や疾病の可能性を内包しているからだ。
　（B）現代インド憲法ではカースト制
は存在しない。また政府も、その経済的
立場を多様な面で保証してきた。現代イ
ンド70年間のスパンで見れば、指定カー

ストも変貌を遂げている。そんな中、多
くの若者の中には経済的自立が進むと悲
観的柵を打破し自己の尊厳と人間生命が
第一ととらえる世代の感覚、意識化が垣
間見られる。若い女性の伝統文化の象徴
であるサリーの着用離れ、ファッション
衣装の変化である。シク教徒はインドの
人口の1.9％を占め、パンジャープ州で
は65％を占める。敬虔なシク教徒はター
バンを頭に巻いている。だがターバンを
巻かない若い男性の登場の兆しがある。
ターバンを頭に巻く長年の風習離れ等々
の顕在化である。青年層が人口の70％に
なる25年後には国民所得が増加した中間
層は教育を受けて世界を観る。家庭内の
電化製品化は進み勤勉なインド人が豊か
になる中で、互いに国際社会の中で生活
環境・衣食住の変化を通して風習を見直
す時代が来る。底辺部の指定カーストを
含めた意識構造の変革は同国が良識と人
間性を問われる時代もある。巨大国家・
中国とは異なる“ハイセンスの民主主義
国家”として世界を牽引するのか。
　（C）大英帝国下の植民地時代、イン
ド人は200年間の塗炭の苦しみに喘いだ
歳月をDNAに刻んでいる。再び痛恨の
時代には回帰出来ないと高等教育を経た
若き青年群像は、大いに胸を張る。
　ガンジー・ネルーが独立を目指し、塩
の行進をして大英帝国の横暴を駆逐した
時代からインド独立69周年の歳月を当た
り前と思ってはならないのだ。インド国民
の大きな変革は今であり、世界の頂点を
見据え、内外の経済の格差は、自国の教育
格差のであり、その遅れを高等教育で取
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避難民を対象に、留学生150名の受け入
れ表明をした（神戸新聞. 5/21日付）。
　特別戦略的互恵関係を樹立した両国、
シリア以上の長い交流のインドに対し
て、日印間でインドの大学と年間1000人
単位の学生を、留学生交換で若き世代が
教育交流できるようなシステムを外務省・
文部科学省に予算確保を願いたい。他の
国に比べて大学生間の交流が余りにも過
少だ。SDGsの実現に向けて公明党は

「SDGs推進委員会」を設置した。NGO関
係者と意見を重ね政府に取り組みを求め
てきた。更なる日印関係の強化、取り組
みを求めたい。

III.
日本ユネスコ協会連盟の寺子屋運動

～識字教育の底流にあるもの

　（A）学校に行けないから学べない。学
べないから字が読めない。貧困の連鎖は
特にインドにもある。（公社）日本ユネス
コ協会連盟は惨状に応えて10年前にアジ
ア地域にユネスコ寺子屋学校を建設する
運動を始めた。江戸時代の日本には、
町々村々に、そろばん、習字を教える“寺
子屋”があった。町や村の識者が寺子屋
の教育担当にあたっていた。児童は実学
により男女ともに基礎教育の知識（女子
の裁縫や礼儀作法を含め）、勉学の機会
を与えられ地域力は高まった。インドに
続き、現在、カンボジアでもアジア寺子
屋は進んでいる。
　（B）アジアのある地域で赤ちゃんに
白いミルクを与えた。ところが幼い母は
自身が字を読めない。「白い農薬を、ミ
ルクと勘違いし我が子に飲ませた」と言

り返し“豊かさを得るための競争と公平な
時代獲得への序幕”が切って落されたのだ。
　（D）インド共和国は独立後、一時、
社会主義政策を掲げた時代を経て軌道修
正した後、現在は日印両国間の特別戦略
的互恵関係を基盤に更なる次世代へ昇華
させる時代だ。IT世代の頭角を軸に
1980年代以降は、自力での発展を模索し
てきた。特にこの2 ～ 3年の直近は、ア
グレッシブである。経済活動に取り組む
為政者、大企業の地球的視座からの行動
により加速的に世界を見据えての活動の
モードに入った。今後は、就学前児童へ
の教育と労働条件を勘案して、識字教育
への力点をいれて欲しい。因みにデリー
を対象にした政府の識字教育の調査結果
かある。それによると、指定カーストの
識字率の向上が観て取れる。

SC（指定カースト）対象調査
（Census  in  India, Delhi.2001）

西　歴（年）1961 1971 1981 1991 2001
識字率（％）20.9 28.1 39.3 57.6 70.9

　因みに、2011年の国勢調査での全国の
識字率：73％、被差別カーストは、66％。
　また、シングルマザー、婦子家庭の生
活向上と幼子や若年児童の早死が無くな
るように“生命尊重の教育と健康維持管
理教育を具体的に取り組む持続可能な施
策と実践力”にかかっている。人の自立
とインド政府の実りある財政支援と州政
府の個別支援を啓蒙思想の普及も含めて
強化、推進してほしい。
　 5 月20日、日本政府はSDGs（持続可
能な開発目標）推進本部の初会合で,安
倍首相が内戦の続くシリアの難民や国内
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連・ユネスコ憲章に託した。インドの差
別は、婚礼の時に突出してくるケースが
ある。「ダリー（持参金や『贈り物』）が
少ない」と。時には牛一頭を持参する。
あまりにも新婦側の負担が大きすぎる。

（The	Japan	Times.	 6 /28.	20１6.	）
　識字教育を通して人権の眼、世界の眼
を開いていく視点をインドの官僚は、更
に進める時代だ。男性が女性や児童に関
しての人権感覚を身に着ける時代だ。イ
ンド国内での人権意識の向上を高めてい
くことが豊かなインドの時代の要請とも
言えまいか。

IV.
環境破壊、サイバー攻撃、

日印労使関係、異文化にどう接するか

　（A）経済活動が活発化する中で、聖
なる川、聖なる動物、聖なる山山が、急
速な工業化の波で自然環境と経済のバラ
ンス、「人間と自然、動植物の共生」が
キーとなる。ヒンドゥー教や仏典でも説
かれている史観である。人間と自然との
共生が、やがて、生きた知恵で解決され
るであろうか。環境破壊は、豊かで清潔
な水か、汚れた水か。インド政府の衛生
面での取り組み州政府の根気強さと行動
力にかかっている。
　筆者は 5 年前の『日印文化』誌上で、
インドのトイレ改善の為にTOTO等、日
本企業の果たすべき役割を述べた。その
後TOTOはインドに進出し成果を上げ
ているが、上下水道システムを含めて更
に改善すべき課題もある。
　また、自然の猛威を先行管理する科学
水準の強化である。インドでは雷の猛威

う話が民間ユネスコ内に伝えられている。
深刻な事態だ。文字が読めて計算が出来
れば学力に応じて種々の就職も可能だ。
生活も安定する。
　12億の民が生活をしているインドには、
政府や州政府の手が行き届かない地域は
今もある。受験戦争で公立高等学校の卒
業試験で校舎をよじ登りカンニングペー
パーをわが子に届ける親の姿をTVで幾
度か見た方がいると思う。最下層の貧困
家庭の児童・学生に機会均等の政府支援
の手が差し伸べているが未完成なのだ。
　2014年 5 月に政権交代したモディ首相
が同年、秋、日本訪問時に日印関係を特
別戦略的グローバル・パートナーシップ
に格上した。今後、首相は高度経済成長
を維持し国民所得を伸ばし教育改革を果
たすに違いない。（The	Japan	Times.1/26	
2016.4p）
　（C）人は、時には他者を見限り、差
別化し分断、他者を排斥する傾向性があ
る。ユネスコは、世界約2800の民間ユネ
スコ協会に対して世界遺産を旅した時に、
これらの世界遺産を観光しながら、自分
たちと違った他民族の肌色、風習、衣服
ｖ言語、男女の差異、多様な人種、習俗
の違いを有りのまま受け入れて、この違
和感をいじめや差別による他者への無用
な警戒心や敵意を避ける寛容さが促して
いる（要旨）。
　約75年前、ヒットラーは種々の皮膚の
差異、異文化を民族差別に結び付けユダ
ヤ教徒を迫害。最終的にはユダヤ人を拷
問にかけガス室送りをしたナチス・ドイ
ツの二の舞を禁じ恒久的平和への道を国
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で数十万人が時には命を失う。日本が誇
る世界的な避雷針、アレスターの有無が
生死を分けるのだ。世界に誇る音羽電機
工業会社（尼崎市）がそれだ。更なる展
開を期待したい。また、首都・デリーを
取り巻く空気汚染（pm 2 . 5 ）も工業化
の中で深刻だ。日本には優れた環境汚染
を乗り越えた企業がある。ぜひともノウ
ハウを提供し、また日本の大学もインド
との学術交流を進め、実効力のある成果
を願いたい。
　（B）特に近年、JETRO,JICA（国際協
力機構）	、大阪・神戸商工会議所、一般
財団法人アジア太平洋研究所のセミナー
等が首都圏に次いで関西で盛んである。
インド経済の発展のテンポが速い上、広
域、複雑なため全体像を掴み長いスパン
で研究、細部を分析する時間は少ない。
動態経済の動きは早い。日本の各企業は
少人数でも社内にインド専門セクション
を設置、研究を始めないと。せめて企業
が人材確報に先行投資する時代だ。多様
な人材を有した企業が生き残れる時代だ。
　日本の 9 倍の国土。格差はあるが広域
なインドは、今、各州が変革に本気なの
だ。効果を短観で俯瞰することは容易で
ない。大事なことは日本企業の優れた技
術やODA（政府開発援助）を使っての援
助と民間企業が率先して行える分野を明
確にして相互補完の関係を明確にするこ
とだ。
　特にインフラの分野での取り組み（Fuji	
Sankei	Business	20１5.6/ １ 	25p－インド
　道路整備事業を加速。 １ 万5000キロ、
総額 3 兆ルピー入札）は日本国内の専門

家と良く相談して事前の検討を詰めなけ
れば赤字を覚悟しなければならない。「イ
ンド企業、 5 割が増益」の見出しが躍っ
た。20１4年度の連結最終損益が増益とな
ったのが 5 割であったと。
　インド有力企業の業績が明暗を分け特
に携帯通信サービス首位のパルティ・エ
アエルなど通信や日用品大手は好調。モ
ディ政権の改革機運による消費拡大の波
をしっかりと掴んだと（日経	 6 /１１.20１5.１１
頁。India	40）。インド政府（州政府）が
投資要請しても、黒字が出るのか、損得
関係のみでは成り立たない分野もある。
よく見極めて、巨額な投資をするときは、
事前に、様々なシュミレーションしてみ
ることだ。
　（C）また同時に配慮すべき点は労使
間問題である。大阪商工会議所国際部は
日系企業がインドで頻発する人事訴訟を
回避するセミナーを開催（7/2.2012）。
一部を要約すると「インドの労働法は複
雑で人事担当者はトラブルを避けるため
にインドの法律、事例研究の必要性を提
起。インド製造拠点でのストライキを含
む労働争議を含めて従業員の退職、解雇
などでトラブルケースへの対応を」呼び
かけた。
　神戸に長年住むインド人は自分に得意
な分野で生き抜いた。付け焼刃のような
考えでは、インド商慣習の違いもあり判
らぬことが多い。謙虚に基礎から学ぶこ
とが重要となる。せっかちな日本人には、
馴染まないところもある。だが、今がイ
ンドを学ぶ時なのだ。インドの発展を自
社の技術力や固有のノウハウで貢献しよ
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同時にインド政府は、同国内にインド人
対象の日本語学校を開設、具体的な日本
を学ぶ １ 年制の教育施設の持続可能な体
制を要望する。また日本政府も国内にイ
ンド人を留学受け入れできる、 2 年制度
の小規模の日本学・語学教育施設建設を
開校願いたい。不可能なら大学に併設し
てほしい。

V.
日印の製薬会社・

ジェネリック薬品業界の今後に思う

　（A）インドでは、医療では『アーユル・
ヴェーダ』（寿命学）の研究や古代イン
ドの時代から健康な人体を如何に安定的
に長く保たたせるかの研究、鍛錬がされ
ている。先般、大阪で一般財団法人アジ
ア研究所のセミナーに参加した。インド
では、三井物産や武田製薬初め幾つかの
製薬会社が市場調査・製薬研究・投資、
販売の為に活動をしている。
　そんな中での最大の関心事は、ジェネ
リック（Generic）薬品と製薬会社の今
後の行きつく近未来図である。日本でも
この10年余、低価格のジェネリック薬品
を医者・薬剤師が処方、助かっていると
いう日本人が増えている。
　インドでジェネリック薬品の比率は90
％を占める。国民所得が	日本に比べて
少ないので、低価格のジェネリック薬品
が当たり前となっている。御案内の通り、
製薬会社が多額な費用をかけて研究開発
した製薬は手間暇が、かかりジェネリッ
ク薬品に取って代わられる時代到来であ
る。
　（B）要約すれば、日本の製薬会社も

うとの強い精神性も重要となる。
　（D）インドの豊かな自然を残しながら、
農村部や郊外の企業活動が公害汚染や自
然破壊に連結しない技術の提供や、安全
な飲料水の一般家庭への給水が１00％達
成できるような設備とシステムの開発。
停電のあるインド、原子力発電所優先で
なく火力、水力発電の維持継続、人口増
に伴う地域への「近大マグロ研究の成果、
育てる漁業のイロハの情報提供」等。
　学術交流、研究成果を多岐に共有・強
化する時代だ。日本は、対インド外交に
慎重を期しながらも角突き合わすことな
く研究を重ね事前取り組みを図ってい
る。今後も日本政府は経済面での連携を
緻密にして更に安倍総理は財界・文化人
とも訪印し幅広い経済・文化・教育交流
を通し日本企業の良さをPR。学生・大
学院生の教育相互交流条約の締結を要望
する。
　（E）日印両国は、また身近な隣国に
は敬意を払うと同時に、また時に警戒心
を堅持し防衛に全力を願いたい。先人は
多くを思慮し勝利を平和裏に処理した。
日本人は自己の過去の恩讐を水に流す習
性がある。他民族の中には憎しみを百年、
千年と忘れず憎しみ抱きながらの外交も
内在する。
　インド人の粘り強い誠実な生き方は日
本人も驚く。“Make	in	India.”を軸に海
外でも優れたモノづくりのインド人が働
く時代が到来する。手先は器用。黙して、
やり遂げる人間力、底力が観えてくる。
訪日インド人も増加する時代は、これか
らだ。相互技術提携を図る時代でもある。
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将来は数社に収斂されていく方向が明確
に考えられる。高齢者でなくとも消費者
マインドは、低価格で効き目があれば安
価を選ぶ。動物や害虫など自然と共存す
る日本やインドも、また今後、高齢者医
療費負担金は、毎年増大する。健康長寿
の生き方を国民的課題として取り上げな
いと国家が存亡の危機に陥る時代だ。
　今後、インド・中国・アフリカの人口
増加を考えると、この問題は日本やイン
ド人が真摯に検討する課題である。特に
環境が悪く疾病に罹りやすい少年・少女、
女性の健康管理から見ても大事な課題で
あり、インド政府は看過できない時代を
見据えて日本は協力し本格的に取り組む
時代でもある。

VI.
結びに代えて

　石油や液化天然ガスの世界的な動向か
らみればインド洋が注視されており、印
中両国間の激突か静謐かが問われ世界の
カギを握る時代である。海のシルクロー
ド交通の要衝から観て印中露が安定な状
態か否かの動向は、日本や米国にとり世
界を二分しかねない危機的「真珠の首飾
り」戦略の範疇にある。
　インドは中国を抜き世界最大の人口を
抱えて食糧問題、環境問題を背負って走
る時代になる。それだけに、むやみな諍
いを起こさず、“Make	 in	India	”のス
ローガンを掲げて得意なモノづくりの人
材を育て良い製品を世界届ける時代だ。
　インド政府は日本国内の経済・投資セ
ミナーでも財務大臣を含めて持続可能な

安定した経済の舵取りの推進状況を語っ
ている。日本貿易振興機構（JETRO）
もインドの事情をより緻密に研究し、州
レベルでの投資をアピールしている。両
国は強靭かつ豊かな関係を持続していこ
うとの信頼関係で結ばれている。
　先鋭的なISの活動を鎮静化するには、
被災国と米国・EU・露国など大国の連
携が必要であり、世界安定化の道は国連
安保理事会の動向にも左右される。その
ような中でヒンドゥーやムスリムと日本
の仏教の関係の流が息づいている。イン
ド創価学会（BSG）の動向だ。20１5年、英
語を話すメンバーが新入会し精鋭１１１,１１１
人を達成した。
　半世紀余にわたり指導者層、中間層に
平和・文化・教育（子女教育）・環境面
でインド社会にカンジー精神を底流とし
て持続可能な平和への方途を提示し続け
た。それはまたインドの政権が変わって
も、変わらないソフトパワー、文化教育
を普遍のルールとして提示したことにも
よる。
　自国民を豊かな生活に誘い、平和国家
への方途を開示し、世界におけるインド
の役割を提示する政府の方針も理にもか
なっていた。今後、日本はインド、米国
と連携を密に取りつつ苛立った戦略に一
線を画し日印が連携して真摯な政治家が
舵取りをする時代だ。第三次世界大戦を
起こさず戦争への火種を阻止しなければ
ならない。平和の大道を歩む毅然たる成
熟国家の威容を示すことだ。
　 8 月１5日、神戸の高台のインド総領事
公邸に日印両国民約１00名が集い、イン
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ドの第70回目の独立を祝った。インドの
国旗掲揚に続き、大統領のメッセージを
T.	Armstrong	Changsan総領事が朗読し
た。神戸は20１7年に神戸港開港１50年を
迎える。首都圏にいるニューカマーのイ

ンド人、関西在住のオールドカマーのイ
ンド人達と共に、日印の新・旧の友人を
軸に世界に向け平和の港・希望の港から
恒久平和の文化の光を、神戸市民・兵庫
県民として世界に発信したい。
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　インドのモーディー首相が第１6回下院
総選挙で過半数の議席を獲得しBJP（イ
ンド人民党）の単独政権を樹立してから
2 年半近くが経とうとしている。この間
にデリー準州の州議会選挙とビハール州
議会選挙で手痛い敗北を喫したものの、
今年 4 - 5 月に行われたアッサーム州の
州議会選挙の結果、地元政党と組んで同
州で初めてBJP主体の政権を打ち立てる
という成果を上げ	（西ベンガル州等の他
の基盤のなかった主要 4 州の選挙でもわ
ずかながら議席を伸ばすことができた）、
党勢を盛りかえした感がある。
　彼は政策を大衆に具体的に分かりやす
く訴えるためのスローガンを創るのがう
まい。たとえば	“Make	 in	India”	（イン
ドを製造の拠点としよう）、“Sab	ka	Sath,	
Sab	ka	Vikas”	（団結してインドを発展
させよう）、“Swacch	Bharat”	（インド
を綺麗にしよう）、“Sugamya	Bharat”	

（身障者に優しいインドを―公共の場所
での移動を容易にしよう）、“Ek	Bharat	
Shreshth	Bharat”	（インドは一つ、優れ

たインド）等いくらでもある。会議派を
中心とするUPA前政権に比べると、そ
の数は圧倒的に多い。
　ヒンディー語は国内向け、英語は外国
人にも向けたものである。スローガンで
はないが、20１4年の国連演説での彼の提
案により、 6 月2１日を「国際ヨーガ・デ
ー」とすることが国連の場で正式に決ま
ったことでも分かるように、インド文化
を積極的に海外に発信する能力にも長け
ている。また彼の演説の上手さは歴代の
首相に比べても抜群である。しかも、ヒ
ンディー語は彼の母語ではない。
　本稿の主たる目的は、モーディー首相
の政策について論じるのではなく、彼の
ヒンディー語による演説の特徴を筆者の
実体験、YouTubeや筆者が観たインド
のＴＶ	のニュース番組から主要なもの
を選んで分析することである。和訳はす
べて筆者によるものである。

　（なお、日本のメディアでは同首相の
名前はモディと定着したが、やはりイン
ドでは長母音で発音するので、本論では、
モーディー首相と記す）

モーディー首相の演説の特徴

関西日印文化協会会長
大阪外国語大学名誉教授

溝上 富夫

はじめに
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神戸のインドクラブにて

グジャラート州首相時代

　モーディー首相は貧しい少年時代をグ
ジャラート州で過ごし（途中スワ―ミー
ヴィヴェーカーナンドの思想に憧れてイ
ンド全国を放浪していたと言われる）、
その地方政界のトップに１１年間君臨して
いた。モーディー首相がスローガンを創
り出したのはインドの首相になる以前、
つまりグジャラート州の首相（Prime	
Minister	といわれる連邦政府首相に対
して、Chief	Ministerといわれるが、日
本語では同じになるので、区別するため
に「主席大臣」と訳す人もいる）の時か
らである。
　有名なのは、20１3年１0月3１日、故サル
ダール・パテル元内務相の生誕１38回目
の日に、パテルの偶像（完成すれば高さ
１82メートルで世界一。ニューヨークの

「自由の女神」像の 2 倍あると言われて
いる）の定礎式で行った演説である。彼
の理想とする「多様性の中の統一」を次
のように、具体的に説いたものだった。

　भाषा	（言語）は多様だが、भाव （感情）
は一つ。 ाज्य	（州）は多いが、राष्ट्र （国）	
は一つ。पंथ （宗派）は多いが、लक्ष्य	

（目標）は一つ。 बोली （言葉）は多様だ	
が、स्वर	（声）は一つ。	रंग （色）は多
様だが、तिरंगा （三色旗 = インドの国旗）
は一つ。समाज （社会）は多いが、भारत

（インド）は一つ。रिवाज（習慣）は多い
が、	संस्कार （儀礼）は一つ。योजना （計
画）は多いが、	मकसद （目的）は一つ。 
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कार्य（仕事）は多いが、 संकल्प	（決意）
は一つ。	राह	（道）は多いが、	मंजिल	（目
的地）は一つ。पहनावा （服装）は多様だが、
प्रतिभा 	（才能）は一つ。चेहरा	（顔）は多
いが、	मुस्कान	（笑顔）は一つ。（YouTube
より）

　この「統一のマントラ（呪文）」が「は
しがき」で述べた“Ek	Bharat	Shreshth	
Bharat”の内容である。この頃からす
でに彼が全インドに向けての発信力を持
っており、かつ強い愛国心の持ち主であ
ったことが分かる。その式典では、政治
歴では彼のずっと先輩であるラール・ア
ドヴァーニー元BJＰ総裁・元副首相も
じっと彼の演説に耳を傾けていた。

　その １ 年前の20１2年 7 月１2日、モーデ
ィー州首相はグジャラート州への日本企
業の投資と誘致を宣伝するため神戸を訪
れた。グジャラート系のインド人が圧倒
的に多いインドクラブで歓迎夕食会が催
された。当時のヴィカース・スワループ
大阪・神戸インド総領事（現外務省報道
官）はすべて英語で彼を紹介したが、モ
ーディー州首相は終始一貫ヒンディー語
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で挨拶した。
　私を含めて日本人招待客は 2 - 3 人し
かいなかったので通訳は不要だった。質
疑に移って、日本人街を作るという彼の
提案に関して、あるインド人が「ドライ

（禁酒）州に、日本人は来るでしょうか？」
と当たり前の質問をした。それに対して
彼は即座に「なあに、砂漠にも時には雨
が降るさ」と言ってのけて、会場の大爆
笑を誘った。それだけでもう十分すぎる
答えであった。
　これを日本の真面目な政治家なら「日
本人用には例外規定を設けて不便のない
ような措置をとります」と答えたかもし
れないが、どちらが聴衆の心を打つだろ
うかは、明白である。こういう見事なユ
ーモアで即興に答えることができるとい
うセンスはすごいものだと私は思った。
　多くのインド人がモーディー州首相と
言葉を交わそうと彼のテーブルには長蛇
の列ができた。私は総領事に紹介され、
咄嗟に何を話そうか考えて（長々と話す
時間はなかった）、「昔、１970-	80年代に
私がインドにいた時は、よくインド人か
ら、日本の発展の秘訣は何か、と訊かれ
ていたものですが、今や閣下に、グジャ
ラート州の発展の秘訣は何ですか？とお
訊きしなければなりません」と述べた。
　州首相はにっこり笑っただけだった
が、後述するように、この 2 - 3 分の出
会いが 2 年後に、連邦政府首相となって
日本を訪れた際に、ある「奇跡」を起こ
すことになるのである。当時はまだ彼は
首相候補ではなかった。日本政府筋は早
くから、マンモーハン・シン首相の次の

首相はモーディ・グジャラート州首相と
みていたが、インドの政界やメディアの
見方は異なっていたのだ。

　さて、20１4年の総選挙には、晴れて
BJＰの首相候補として苛烈な選挙戦を
戦ったが、彼も他の政党の党首を結構辛
辣な言葉で皮肉ったり、激しく非難して
いた。一例をあげると、UＰ州の与党社
会主義党の党首であるムラーヤム・シン・
ヤーダヴ氏（現UＰ州首相アキレーシュ・
ヤーダウ氏の父）が選挙キャンペーンの
ため、へリコプターである都市に着陸し
ようとしたところ、雄牛数頭が着陸地の
グランドを走りまわっていたため、30分
ほど着陸が遅れた。
　ヤーダヴ氏の逆鱗に触れた州警察幹部
が即座に免職になったと言われる。これ
を皮肉って、モーディー候補は「ネータ
ージー！（指導者の意味だが、普通は政
治家をさす）　牛があなたを地上に下ろ
してくれませんでしたね。人間の話は論
外です。牛さえ、あなたを憎んでいるの
です。牛一頭さえ操れない人が、グジャ
ラートの獅子（自分のこと）をどうやっ
て操れるのですか？」と言った。その前
には、こういうフレーズも唱えていた。

「モーディーは言う、＜汚職を止めろ＞
と。彼は言う、＜モーディを止めろ＞と」

「彼はグジャラートの民衆をウッルー（フ
クロウ=馬鹿）呼ばわりした。国の指導
者がこんな言葉を使うとは！」等。
　「政敵」マンモーハン・シン首相は政
治の実権をソニヤー・ガンディー会議派
総裁に握られた「操り人形」にすぎない
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とは、しばしばメディアでも揶揄されて
いたが、モーディー候補も、同首相のこ
とを「籠の中の鳥」と呼んだ。ソニヤー・
ガンディー総裁の娘であるプリヤンカ
ー・ワードラー氏については、インドの
伝統に従って、「プリヤンカーは私の娘
みたいな子だ」と軽くあしらったところ、
当のプリヤンカー夫人は「私はラージー
ヴ・ガンディーの娘です！」と毅然と、
記者団の前で応じてみせた。「娘呼ばわ
りされて迷惑千万ですわ」とでも言わん
ばかりの堂々たる態度には、さすがのモ
ーディー候補も一本とられたのではない
だろうか。（以上いずれもインドのニュ
ースTV	Aj	takより）
　こうして、インドの第１6回総選挙の結
果はBJＰの圧勝に終わり、モーディー
候補が第１8代のインド連邦政府首相に就
任することになる。もちろん、この勝利
の直接的原因は、長年の会議派政権の腐
敗や汚職であり、誰が野党のリーダーで
あっても（演説の下手なリーダーでも）
政権交代は行われていたであろう。しか
し、あれほどの圧倒的な数の勝利には、
彼の巧みな弁舌やよく通る声も大いに貢
献していると思う。与党の指導者にはま
ず、このような演説の巧みさ・迫力にお
いて、到底彼に匹敵できる人物はいなか
った。
　ソニヤー・ガンディー会議派総裁はイ
タリー人からインド人に帰化した人で、
努力して立派なヒンディー語が喋れるよ
うになったことは評価できるが、今でも
演説する際は、原稿から目が離せないの
で、どうしても迫力に欠ける。副総裁の

ラーフル・ガンデイー氏は「ネルー王朝」
の 4 代目の御曹司というボンボン育ちな
ので、魂の底から発して民衆の心に響く
ような言葉の魅力はない。

独立記念日の初演説

　首相就任式には、周辺各国のなかでも
パキスタンのナヴァーズ・シャリーフ首
相が出席したのが話題を呼んだ。モーデ
ィー首相の宣誓に次いで、各閣僚も宣誓
したが、そのうち、スシュマー・スワラ
ージ外相ほか 2 名がサンスクリット語で
宣誓したのも異例であった。インドの優
れた古典語であるし、憲法の第 8 附則に
も挙げられており、インドの紙幣にも印
刷されている言語だから、悪いことでは
ない。しかし、この内閣が前内閣と違っ
て、かなり国粋的で保守的な性格をもつ
という一面を示している。
　しかし、20１4年 8 月１5日の第68回独立
記念日に、恒例のレッド・フォート（デ
リーのラールキラー）で首相として初め
て行った演説の内容は、保守一色と言え
るものではなかった。１0万人近くはいた
であろう大聴衆を前にして、防弾ガラス
を用いず、原稿もなく １ 時間ほど熱っぽ
く喋り続けた。要旨は次の通り。

　私の愛するインド国民のみなさん。私
は今日ここにプラダーン・マントリー（閣
僚の長=首相）としてではなく、プラダ
ーン・セーヴァク（奉仕人の長）として
立っています。奉仕人の長として、国の
内外に住むすべてのインド人の皆さんと
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共に、68回目の独立記念日を心からお祝
いします。この国を作ったのは政治家で
はなく、教育者・科学者・労働者・リシ
やムニ達という友だちが作ったのです。
この友人たちの何世代にもわたるタパス
ヤ―（苦行）によってできたのです。こ
れはインド憲法の光輝であり力でもあり
ます。独立後、インドを今日の地位にま
で高めた憲法の創始者と過去のあらゆる
政党の首相・州首相の貢献に対して深甚
なる敬意を捧げます。我々はみんなひと
つになって、あらゆる宗教と共生し、反
対があればそれに耐え、肩を組んで前進
しようではありませんか。私は何でも多
数決で決めたくはありません。国民合意
という強固な基盤の上に立って行政を進
めていきたいのです。
　（中略）私はデリーの市民から見れば、
アウトサイダーです。デリーのエリート
階級とは何の関わりもありませんでした。
しかし、インサイドに入って見て驚いた
ことは、同じ政府の中に複数の政府が存
在するかのように、お互いが協力しない
ばかりか、同じ政府の二つの部門が（仲
裁を求めて）最高裁判所の門を叩くとい
うような事実でした。私はこの縦割り行
政の壁を打ち壊したいのです。すべての
公務員は同じ目的・方向に向かって仕事
をすべきです。「モーディー政権ができ
て、役人が定時に出勤するようになった」
というニュースが流れて国民はいいニュ
ースと喜んだというのですが、私は嬉し
くありません。いったい公務員が定刻通
りに出勤することが「ニュース」になる
ような状態でいいのでしょうか。

　（中略）私はレイプ事件を聞くと恥ず
かしくなります。１2歳の娘さんを持つ親
御さんは娘さんに「今日何をするか、ど
こへ行くか？」と訊くでしょうが、男の
子にも訊きますか？レイプするのは男で
すから、息子さんにもそうやって訊いて
ほしいのです。武器をもってテログルー
プに加わっている若者も誰かの息子です。
親としてそういう息子に話しかけて下さ
い。そんなことをしても何も得る物はあ
りません。暴力を放棄するのは時代の要
請です。カーストの差別は、国民が一体
となって進むのを妨げます。今後１0年間
は差別を忘れて、平和・友好・善意・団
結をモットーとして歩もうではありませ
んか。
　（中略）「男性 １,000人に対して、女性
940人」という不平等な数字は何を物語
っているでしょうか。医師に訴えたい、

「己の金庫を満たすために子供を殺すな」
と。また、母親や姉妹たちに訴えたい、「男
の子が欲しいあまりに女の子を犠牲にす
るな」と。
　（中略）私は農村の貧困をなくすため
に、国民の誰もが銀行に手軽に口座を設
けることができて、預金や送金、クレディッ
トカード等が利用できるようにするため
の“Pradhan	Mantri	Jan	Dhan	Yojana”

（首相の民衆財産計画）を提唱します。
１,500万の口座を銀行に開設できるよう
にしました。
　（中略）我が国は世界でもっとも若者
の多い国です。熟練した技術力はいっぱ
いあります。この有利な点を活用して、	

“Make	 in	India”をおし進めましょう。
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とギネスブックで報告されている。
（Wikipediaより）
　一国の首相が、学校にトイレを作れと
いうことまで全国民に訴えるというのは、
他国はもとよりインドでも聞いたことが
ないが、彼が現実を直視して本音で改革
を決意する政治家であることが分かる。

憲政会館での演説

　そのわずか 2 週間後に、彼は就任後初
めて 8 月30日から 9 月 3 日まで日本を公
式訪問した。もっと早い時期が想定され
ていたが、事情で延期されていた。それ
でも、主要国への初の訪問だった。まず
京都を訪問、安倍総理が京都まで出迎え
るという異例の歓迎ぶりだった。
　東京では、数多くの公式行事をこなし、
9 月 2 日午後には、国会議事堂前の憲政
会館で公益財団法人日印協会と日印友好
議員連盟の共催でモーディー首相歓迎会
が開催された。出席者は約250人。ひな
壇には、モーディー首相を挟んで左右に
森喜朗日印協会会長と故町村信孝日印友
好議員連盟会長、さらに両会長の左右に
八木駐印大使とワドワ駐日大使が並んだ。
演説の全文は次の通り。

　尊敬する森日印協会会長、町村日印友
好議員連盟会長、並びにご列席の皆様。
印日間の深い関係の名声は、両国政府の
ものだけでなく、皆様方のような社会の
あらゆる先達たちが、一本の小さな苗木
を知性に従って一本の巨木に育てられた
お気持ちに対するものでもあり、その栄

インドで製品を作り、外国の製品を輸入
しなくてもすむようにするのです。世界
のどの国に売ろうとも、製品はインドで
作りインドを輸出国にしましょう。イン
ドの若者のおかげで、インドを見る世界
の目は変わりました。以前は「蛇使いの
国」と思われていたインドが今や、IT
先進国として生まれ変わったのです。「デ
ジタル・インディア」の標語のもと、貧
困をなくし、世界の先進国に伍していき
ましょう。「統一のマントラ」を実現し
ましょう。
　（中略）不潔さをなくしましょう。こ
れは政府だけではできません。まずは、
学校にトイレを作りましょう。特に女の
子は学校にトイレがなく、恥ずかしいか
らと言って登校しない子がいると聞きま
した。
　（中略）武器を持たずに大英帝国から
独立を勝ち取った我が国が貧困を克服で
きないわけはありません。インドの発展
を世界の福祉に役立てましょう。バーラ
ト・マーター・キー・ジャヤ（母なるイ
ンドに勝利を）!	ジャヤ・ヒンド（イン
ド万歳）!　ヴァンデー・マータラム（母
国に敬礼を）!　　　　　（YouTubeより）
　　
　保守的どころか、極めて革新的また意
欲的な内容の演説で、この約 １ 時間の演
説の中に、彼の行おうとしている政策を
ほぼ網羅している。特に、“	Pradhan	Mantri	
Jan	Dhan	Yojana”は初めて提案された
ものだ。その効果はすぐ現れ、 8 月23日
から29日までの １ 週間で開設された口座
の数が１8,090,１30件というのは、世界一
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自信に満ち溢れたモーディー首相のスピーチ
（公益財団法人日印協会提供）

誉は皆様と皆様方の前の世代の人々の賜
物であります。その人たちはそのことを
主張する権利をお持ちです。私はこれま
で印日関係を強固にするのに尽くされた
すべての人々に対して深甚なる感謝の意
を表します。
　日印協会が誕生して１１0年になるとお
聞きしました。考えてみると、今日の時
代では同じ家族でも１00年間も一緒に住
むことはないわけです。ですから、１１0
年間もこの関係が深化し続けたのは、指
導者の円熟したリーダーシップと両国の
政策決定者の円熟さのためであり、それ
自体が非常に刺激的な出来事であります。
　私はまた、日本と外国との関係で、日
印協会ほど古い協会はないとも聞きまし
た。我々の祖先たちが築いた大きな基礎・
大事業は当時の一時的利益のためになさ
れたものとは、私は思いません。この基
礎は全人類の幸福という観点から築かれ
たものです。両国の偉人たちがそれを一
層強固なものとしたのです。
　この１１0年間の旅と苦行をさらに生命
力をもち、活力あるものとするのが今の
世代と次の世代の責任であり、次の世代
までこの由緒ある伝統を協力して伝える
のが、私たちすべての責任です。
　昨日、安倍総理と私の間で行われた会
談で、東京宣言が出されて重要な決定が
なされました。それは、これまでの「戦
略的グローバル・パートナーシップ」と
いう両国の関係を「特別戦略的グローバ
ル・パートナーシップ」にレベルを上げ
たことです。それには二つの理由がある
と思います。

　一つは、１１0年間絶えることなく続け
てこられた日印協会と日印友好議員連盟
の積極的活動で、二つ目が一番大きな理
由です。今日紙の上に「特別戦略的グロ
ーバル・パートナーシップ」と書かれた
としても、紙上にではなく、我々の心の
中に書かれたもの、つまり、印日の「精
神的パートナーシップ」がそれです。
　私は日本で次第にヒンディー語への関
心と学習熱が増しているのを見ておりま
す。同様にヨーガについても興味が増し
ているようです。つまり、両国は繊細な
事柄の関係で結ばれているということで
す。日本のインドに対する知識がどれほ
ど豊かということについて、一つ例を挙
げたいと思います。
　数日前、私は貴方（私を指名して）か
ら一通の手紙を受け取りました。貴方は
私に「日本に来られたら、ヒンディー語
で話して下さい」と書かれましたね。書
かれたのは貴方でしょう。ちょっと私た
ちインド人にお顔を見せて下さい。とて
も素晴らしいヒンディー語で手紙を書か
れた人です。どうぞ（起立を促しながら）、
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この会場のインド人は貴方を拝見したい
と思うでしょう（ここで私は首相と聴衆
に向かって合掌して挨拶した）。
　この方は見事なヒンディー語で手紙を
書いて、「日本ではどこの催しに出られ
ても、ヒンディー語でお話し下さい」と
強く要望されたのです。このように、個々
の一般人のこの愛着心と（インドへの）
親近感はそれ自身、驚くべきことです。
私がここで、スバーシュ・チャンドラ・
ボースの話をすると、誇らかに彼の思い
出を語る人が沢山おられることでしょう。
この会員の中で、恐らく90歳という最高
齢の方がいられると聞きました。
　今でも、その方は、スバーシュ・チャ
ンドラ・ボースに関するあらゆる出来事
を詳細に語られます。スバーシュ・バー
ブーはその方と単なる握手ではなく、抱
擁していたそうです。そのお方はここに
お座りです。この件のためにお越しにな
っています。お立ち下さいますでしょう
か。私は敬礼をいたします。そのお方は、
スバーシュ・バーブーと親しい仲間でい
られました。スバーシュ・バーブーのど

の出来事がいつ起こったかをすべ
て今でも覚えておられます。
　私は、高度な専門のビデオチー
ムを作って １ ケ月間かけて取材し
てその人の体験をビデオにおさめ
るように、わがインド大使に指示
しました。 １ ケ月間その人と生活
を共にし、その人にインタビュー
して、古い話を録音すればよいで
しょう。これは我々にとって、生
きた歴史上の文書となりますか

モーディー首相と（東京の憲政会館にて）

ら。このように、私たち両国の間に関わ
ることが沢山あるのです。
　私は日本に初めて来たときに、森さん
の家を訪問しました。暖かく私を家に迎
えて下さったときに、カレーの話が出ま
した。日本ではカレーのことは非常によ
く知られています。私が教えられたのは、
ベンガルから来た家族が最初にカレーを
伝えたということです。今、カレーはあ
る意味で、日本でよく好まれる食べ物と
なっています。つまり、両国間には多く
の親密感と繊細さがあるのです。この点
を私たちはもっと重視すべきだと思いま
す。そしてさらに前進させるべきです。
　国会議員連盟の貢献も大です。この関
係故に、両国の政策には、私たちの関係
に傷がついたり損害が生じないようにと
の注意が払われているのです。
　国会議員連盟について私の心にある考
えが浮びました。これを将来実行できる
かどうかを考えて頂きたいのです。一つ
は、この議員連盟を私の方からインドに
招待したいと思います。どうぞインドへ
お越しください。そしてデリー以外の都
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市にもお越し頂ければ、インドは皆さん
方を喜んで歓迎いたします。さらに、
2-3の件で実行が可能かどうかお考えく
ださい。
　まず、議員連盟は非常にうまく機能し
ていると思います。インドからも議員が
ここへやってきます。ここの議員連盟の
会員もインドへ来られます。そして相互
理解それ自体は、非常によい進歩を遂げ
ています。しかし、時の経過をみると、
私には少し改革が必要だと思われます。
この議員連盟と並んで、一つの小さな若
い世代の議員連盟を作れないかというこ
とです。双方の一番若い議員達の交流が
できるように、新しい世代の考えを論じ
てもらいたいのです。その方向について、
何かできるでしょうか。
　 2 番目に考えますことは、両国の女性
議員達が交互に会合できる協会ができな
いかということです。ご出席の女性の皆
様が真っ先に拍手をされましたね。
　 3 番目に、インドは非常に広大な国で
あり、沢山州があって、どの州にも議会
があり、議員がおります。それらすべて
の州議会の議員とは申しませんが、 5 －
6 州から2 人ずつの議員がここを訪れる、
そして同様に日本からも地方の議員がイ
ンドを訪れてはどうかと思うのです。
　それができれば、これほど大きな国で
すから、インドの隅々まで行かれたらい
いでしょう。そして、日本からインドの
25以上ある州のどこかに毎月 2 人ずつが
来るものと決めてもいいと思います。こ
うして、交互に行き来し続けると、たちま
ち、インドから千人の専門的知識をもっ

た人が日本を訪れることになるでしょう。
　私は皆様方にここにお招きいただき、
敬意を払っていただきましたことに深く
感謝いたします。しかし、私は理由がよ
く分からないのですが、日本を訪問し、
日本人の皆様方とお会いするたびに、あ
る種異なった特別の感情を覚えるのです。
この親近感がどういう論理に基づくか分
かりません。とにかく、私は非常な親し
みを覚え、日本から大きな愛情を受ける
のです。
　インドに駐在されていた貴国の大使は
インドに 3 年滞在された間に、私たちは
友達のように一緒に仕事をしていたので
す。 2 人の間に強い友情の絆が芽生えて
いたのです。仕事の量もどんどん増えて
いきました。だから、あなた方が私に与
えて下さった親近感は、首相の地位より
も大きいものです。あなた方が私に下さ
ったものはとても大きなものなのです。
私はこの事を決して忘れることができま
せん。
　皆様方に深い謝意を表します。そして、
すべての皆様に、お祝いの言葉を述べた
いと思います。（インド首相府のＨＰより）
　
　演説の途中で、250人ほどの聴衆の真
ん中あたりに座って、メモをとっていた
私の方を見て、いきなり指名されたのに
は驚いた。確かに私が手紙を書いたのは
事実だったが、首相は 2 年前の神戸での
私との出会いを覚えておられたのだ。夢
想だにしなかった「奇跡」が起こった瞬
間であった。聞けば、首相の記憶力は抜
群といわれる。
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ダにある本社を訪れて直接担当者に訂正
を申し入れたが、口頭では約束しながら、
その後も全然訂正されていない。もう面
倒なのでそのままにしている。「スバ―
シュ・チャンドラ・ボースと親交のあっ
た老人がモーディー首相に見事なヒンデ
ィー語で手紙を書いた」という方がはる
かにニュース・ヴァリューがあるし、そ
う書きたくなるであろう気持ちも理解で
きる。
　インドのメディアはインドの民主主義
の重要な担い手であり、同時に「第 4 の
権力者」でもあるが、報道の自由の中に
は「誤報の自由」もあるようだ。

国連総会での演説

　その後、同じ 9 月に、モーディー首相
は国連総会に出席するためアメリカ合衆
国を訪問したが、この国でも首相は、ヒ
ンディー語で話すという信念を通した。
歴代のインドの首相は、彼の政治的師で
あるアタル・ビハーリー・ヴァージュペ
イ（日本ではバジペイが一般的）元首相
を例外として、どんな国際会議でも外国
政府の首脳との会談でも、英語で話すの
が当然の常識のように考えられていた。
　先進国の首脳は自国語で話すのが常識
であるが、インドの常識は世界の常識と
かけ離れていることを認識しているイン
ドの知識人は意外と少ない。故宮沢喜一
元首相が国連で初めて英語で演説したと
いうことがニュースになる我が国とは好
対照である。 9 月27日に、モーディー首
相が国連総会で行った一般演説の全文は

　なお、ヒンディーの話題の次に、首相
はスバーシュ・チャンドラ・ボースと親
交のあった最高齢者に敬意を表すると述
べたが、その人は日印協会の元専務理事・
現顧問の三角佐一郎氏（現在１00歳）で
あり、当日は車椅子で出席しておられた。
演説会が終わると、首相はひな壇から降
りて真っ先に車椅子の三角氏に近づき、
なんとその足元に跪いて両手を握りしめ
て、敬意を表した。三角氏は翌年の20１5
年 3 月30日に、ニューデリーの大統領官
邸で、70年に及ぶ日印友好のためにご尽
力された功績により、大統領よりパドマ・
ブーシャン勲章を授章された。
　なお、私も一瞬首相と視線があったの
で、思わず近づき、ただ一言「次回は大
阪へお越しください」とだけ述べたら、

「はい、行きます」とはっきり言われた。
　また、この歓迎会を報道したインドの
主要なメディアIndia	Todayは、思い込
みによるものか故意にか、「モーディー
首相に、日本ではヒンディー語で話して
下さい、と見事なヒンディー語で手紙を
書いたのは、スバーシュ・チャンドラ・
ボースと親交のあった95歳の老人」と報
道した。きちんと首相の演説を聴いてい
たら、たとえヒンディー語の苦手な記者

（今時そういう人はいないだろう）とい
えども「ヒンディー」「ヨーガ」「スバ―
シュ・チャンドラ・ボース」は全く別の
コンテキストで話されたのは明白である
のに、インターネットの新聞にこのよう
な誤報を流してしまった。
　訂正を申し入れたが、全然応じてくれ
ない。その後もインドを訪れた際、ノイ
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次の通り。

　サム・カハンバ・クテサ議長閣下、ゲ
ットゥ次官、著名な代表の皆様、友人諸
君。閣下が第69回国連総会の議長に選ば
れましたことを心からお祝い申し上げま
す。私はインドの首相として初めてこの
総会で演説できることを誇りに思います。
私はインド人の希望と期待（の大きさ）
に圧倒されております。同様に、私は世
界がインドの１2億 5 千万の民に何を期待し
ているかを十分認識しております。イン
ドは全世界の人口の 6 分の １ を占めてい
ます。
　インドは今、歴史に前例が得難いほど
の大規模な経済的・社会的変化を経験し
ております。どの国家の概念もその国の
文明とその哲学的伝統の上に出来上がっ
ております。インドの永久に変わらぬ理
性は、全世界を一つの家族と見ることで
す。どの国にもそれ独自の哲学がありま
す。私はイデオロギーについて申してい
るのではありません。そして、国という
のはその哲学に鼓舞されて前進するもの
です。
　インドには、ヴェーダの時代から「地
球は家族」という伝統があります。自然
と対話し、対立しないというのが、イン
ドの人生観の一つです。その哲学のもと
でインドは歩んできたのです。インドは
自分達だけでなく、世界中の人々の正義・
名誉・機会・繁栄の権利を主張してきま
した。我々は、多国間主義を固く信じて
います。
　私は今日この議場に立って、ここに存

在する希望と期待を十分意識しておりま
す。この神聖な思想故に、私たちは一体
となっているのです。私はそれに深く影
響を受けました。
　大きな原則と視点による信念の基に、
国際連合という組織が作られました。
我々の未来が関わっている平和・安全・
人権・世界の経済発展のために、我々は
協力して働かなければなりません。国連
は最初5１ ヶ国が加盟して発足しました
が、今では１93の独立国が参加しており、
それぞれの国旗がこの建物にはためいて
います。どんな新しい国家もこの希望と
期待のもとに、加わったのです。
　我々は、過去１0年間に、多くの成果を
あげました。いくつもの戦争をやめさせ
ました。平和を築き上げました。経済発
展の援助をしました。貧しい子供達の将
来をよくするための援助もしました。貧
困をなくすための貢献もしました。飢え
死をなくす努力もしましたし、地球を救
うため一致協力もしました。１969年に、
国連平和維持使節団は、ブルー・ヘルメ
ットを世界の平和の色としました。
　今日、全世界に民主主義の波が寄せて
きているようです。アフガニスタンが平
和的な政策に変更したこともこの事を示
しています。アフガニスタン国民は平和
への希求と暴力に対する勝利を必ず手に
することでしょう。ネパールも内戦から
平和と民主主義の方向に進んでいます。
ブータンの新しい民主主義には新しいエ
ネルギーが見られます。西アジアと北ア
フリカでも、民主主義を求める声が上が
っています。チュニジアの成功は、民主主
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義の旅が可能であることを示しています。
アフリカでは、安定と平和と進歩のため
に新しいエネルギーが目覚めています。
　アジア諸国にあっては、前例のない繁
栄が実現しておりますが、その土台には
平和と安定の力が備わっています。無限
の可能性に満ちた南米大陸の国々は安定
と繁栄を求めて、協力して努力を共に傾
けています。この大陸は全世界にとって、
重要な基盤となり得ます。
　インドは自己の進歩のために、平和で
安定した国際環境を期待します。私たち
の未来は近隣と関わっています。ですか
ら、我が政府は最初の日から、近隣諸国
との友好と協力を増進することを優先し
ました。パキスタンに対しても、私の政
策はなんら変わりがありません。パキス
タンとの友好と協力を増進させるため
に、真剣に、平和的雰囲気の中で、恐怖
の影に怯えることなく、私は 2 ヶ国会談
を行いたいのです。
　しかし、パキスタンにもそれにふさわ
しい環境を作る責任があり、真剣に 2 ケ
国会談に応じてくれることを願います。
この演壇から問題提起しても、解決への
努力がどれだけ結ぶかを疑問視する人が
おられます。
　今日我々は洪水の被害に苦しむカシュ
ミールの人々を助けることに注意を向け
るべきです。それは、インドでは大規模
に行ったことです。しかし、インドのカ
シュミール、インドの中のパキスタン問
題だけにとどまってはいけません。洪水
の被害者はパキスタン側にもいますから、
その人たちも助けたいと私はパキスタン

にも言いました。我々は発展を遂げる世
界の一員です。私たちは限られた資源を、
それを必要とするすべての人々と共有し
たいと思います。
　一方今日、世界は大きな緊張と騒乱を
経験しています。大きな戦争はありませ
んが、緊張と対立は多くみられます。つ
まり平和がないのです。未来は不確定な
のです。今日もなお、広範囲に貧困が広
まっております。ヨーロッパには分裂の
危機が漂っています。西アジアには、テ
ロの恐怖が生じています。我が南アジア
地域にあっても、不安定な危険な状況が
生まれています。われわれは過去40年間
以来ずっとこの危機に耐えてきました。
　テロリズムは新しい形、新しい名前で
姿を現しています。この危機からは東西
南北や大小を問わず、どんな国も逃れら
れません。私は覚えていますが、20年前
は世界の指導者と会って、テロについて
論じていた時は、表立ってはその用語は
避けて、“line	order	problem”	と言って
いたものです。しかし、現在では、テロ
の危機が広まっていることを世界中は見
ています。
　しかし、私たちはこれらの暴力に対処
するために、一丸となって国際的に取り
組む中身のある努力をしているでしょう
か。私はこの問題の深刻性を認めます。
今日も、自分の領域で、テロリストを保
護している国々があります。そして、テ
ロを自らの政策の手段とみなしているの
です。
　さらに、「良いテロ」「悪いテロ」とい
う言葉を聞くと、テロと戦う我々の姿勢
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にも問題ありと思います。西アジアにお
いて、残忍なテロリストが復活している
事実は、遠近いずれの国々に与える影響
の大きさを考慮すると、一致して解決す
べき問題だと思います。しかし、それに
は、国連参加国のすべての国の参加と支
持が必須であります。我々がテロリズム
と戦う用意があるなら、団結できないわ
けはありません。もっとそのことを主張
すべきだと思います。
　海洋、宇宙、ネットワークの空間が共
通の繁栄と共に、対立の舞台ともなって
います。我々を結んでいた海洋から、今
日の対立の情報が始まっています。我々
が偉業を達成する機会を与えてくれた宇
宙、我々を結び付けていたネットワーク
の空間－今日これらの重要な分野で、新
しい危機が見られるようになっています。
　国際協力を土台として国際連合が生ま
れたのですが、今日ほどその重要性が高
いことはかつてありませんでした。今日
は、相互協力の時代と言われますが、果
たしてお互いの協力体制は進んでいるで
しょうか。
　国連にはこれほど優れた舞台が揃って
いながら、Gで始まる多くのグル―プに
分かれてきたのは何故かと考えてみる必
要性があります。G 4 、G 7 、G 8 やG20
等に変わってばかりです。好むと好まざ
るとに関わらず、インド自身もそれらの
グル―プに属しています。G-xから進ん
でG-allに向けて手を打つ必要性はない
でしょうか。
　国連が発足して70周年を迎えようとし
ている時に、このG-x			からG-allへの雰

囲気をどうやって作ればいいかを考える
必要はないでしょうか。国連のこの舞台
がもう一度我々の問題解決の機会となり、
信頼性と能力が増してこそ、我々は、こ
こ（国連）では連合の話をしながら、外
へ出ると分かれてしまうといことから初
めて逃れるのです。
　一方では、我々は政策がお互い繋がっ
ていると言いながら、他方では「ゲーム
理論」で考えています。「あいつが得す
るなら自分は損する」という考え方です。
こういう価値基準で動いています。悲観
主義者や批判主義者のように、それでは
何も変わりません。「言うは易し」です。
もし我々がこんなことにこだわるのな
ら、責任逃れという危険を冒すことにな
ります。我々全体の未来を危険にさらし
ています。
　さあ、時代の要求に沿って、自分自身
を適応させましょう。真の平和のために
働きましょう。どんな国も一国だけで、
あるいはいくつかの国々の集団だけでも、
世界の問題を解決することはできません。
実際に国際社会に参加するのは時代の要
求であり、必須のことです。国々の間で
意義のある対話と協力を確実に進めるべ
きです。
　我々の努力の始まりは、まさにこの国
連の場であるべきです。国連安全保障委
員会の改革、これをもっと民主的にし、
常任理事国を増やすことは我々にとって
必須のことです。20世紀の必要性を反映
しただけの組織は2１世紀には有効であり
ません。そういう組織は関連性を欠くと
いう危険性に面することになります。で
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すから、私は次のことを強く主張したい
と思います。
　20世紀の必要性に従って強調された事、
決められた政策は2１世には大きな変化が
しかも早いスピードで起こっているので、
時代遅れとなります。我々にとっては時
代と共に、自らを適応させることが何よ
りも大事なのです。我々の新しい考え方
を強調すべきです。そうしてこそ我々の
妥当性が増します。
　あらゆる見解の相違を脇に置いて、テ
ロリズムと闘うために協力して国際的に
取り組むべきです。そして皆さんにお願
いしますが、この努力の象徴として「国
際テロリズムに関する包括的協定」を通
していただきたいのです。これは長年来
懸案となっている事柄で、非常に重要な
点です。これによって、テロと向き合う
我々の力が試されるからです。
　しかし、国連がイニシアティヴをとら
ない限り、「国際テロリズムに関する包
括的協定」を通さない限り、長年テロと
闘っている我がインドは、テロ撲滅の保
証ができません。ですから私がもう一度
インドを代表して、この名誉ある議場で
強く訴えたいのは、はるか外方の空間と
インターネットの空間に、平和と安定、
秩序を確立すべきだということです。
我々は協力しなければなりません。そし
て協力を通して、あらゆる国々が国際法
と国際基準を守ることが必要です。
　我々は国連の平和維持という神聖な活
動に完全な力を与えるべきです。自国の
軍隊の小隊を派遣している国々を決定過
程に加えるべきです。そうすることによ

って、彼らの士気が高まるのです。彼ら
はその活動のために自己犠牲も、時間と
エネルギーを使うことも厭いません。彼
らを決定過程に参加させることによっ
て、国連の平和維持活動に、より多くの
活力と生命力を与えることができます。
この事を真剣に考えるべきだと思います。
　グローバル化によって新しい産業と労
働資源が生まれました。しかし、同時に
無数の人々がなお、貧困と欠乏の境目で
生活をしています。世界中を吹き荒れる
経済の嵐から逃れられない国々も多くあ
ります。
　しかし、それらを変革するのに今ほど
可能性を秘めた時は過去にありませんで
した。技術がかなりのことを可能にしま
した。全世界における携帯電話、フェイ
スブックやツイッターの普及速度の速さ
を考慮すると、（国連の）発展と強化も
同じ速い速度で成し遂げることが可能で
あるのは、明白であります。どの国も自
国の進歩と発展に重点を置きつつ、それ
ぞれの責任を果たさなければなりません。
　それと同時に、有意義な国際的な活動
に参加することが必要です。この点で、
諸政策をよりよく調和させる必要性もあ
り、お互いの協力を奨励するよう努力す
ることです。また、お互い協力するには、
他人に害を加えないことが第一条件です。
　今日、世界の欠乏というレベルで考え
ると、25億人に基本的な衛生設備が届い
ていません。１3億人が電気を使えません。
１１億人が清潔な飲料水を利用することが
できません。ですから、ますます力強い
国際協力が必要なわけです。ただ経済的



135

繁栄だけを待つことはできません。イン
ドでは、私の発展アジェンダ（予定表）
の最も重要な側面はこの事が中心となっ
ています。持続可能な消費世界を築くと
いう希望をもって成し遂げたいと思いま
す。これらの問題に関しては、多くの議
論と書類が入手可能です。しかし、我々
の周辺には、不安にかられる憂慮すべき
問題も多く存在します。森林、生き物、
きれいな川や湖、青空が失われつつあり
ます。
　私は次の 3 点を述べたいと思います。
まず、第 １ に、これらの挑発に対処する
ために、誠実に自らの責任を果たさなけ
ればなりません。世界の集団は、グルー
プ活動が綺麗なバランスをとることを承
認しました。その内容は、一般的だが、
差異化された責任を負うということです。
このことを活動の基本に据えなければな
りません。この意味は、先進諸国は技術
移転の約束を果たさなければならないと
いうことでもあります。
　 2 番目に国家的な活動が必須だという
ことです。インドは自らの技術や能力を
他国と共有する用意があります。たとえ
ば、最近行われたＳAAＲＣ（南アジア
地域協力連合）の会議において、インド
はこの連合の加盟国に対して、人工衛星
を無償で提供すると発表しました。
　 3 番目は、自分の生活様式を変える必
要があるということです。まだ使われて
いないエネルギー（注：太陽エネルギー
のことか？）はもっともきれいなエネル
ギーで、これによって経済の仕組みが被
害を蒙るということはありません。我が

インドには、自然の恵みを敬うという精
神的土壌があります。自然を神聖なもの
とみなすのです。気候の変動ということ
に関しても、我々は自然との一体感を強
調します。
　今日、もう一つの問題に注目していた
だきたいと思うのは、インドの伝統文化
の貴重な賜物であるヨーガについてであ
ります。ヨーガとは、心、体、思想、行
為、抑制ならびに成果の一体性並びに人
間と自然との調和を具体化したものです。
健康と安寧をあらゆる視点でとらえたも
のです。ヨーガは単なる運動だけでなく、
自己と世界並びに自然との合一を築く手
段なのです。我々が生活様式を変え、意
識改革をして気候の変動と闘うのにもヨ
ーガは有効です。
　さあ「国際ヨーガの日」を始めましょ
う。結局我々は常に、ある歴史的瞬間を
生きているのです。どの時代もその特徴
で定義づけられます。どの世代も自分へ
の挑発といかに闘ったかによって記憶さ
れます。我々には挑発に面と向き会う責
任があります。
　国際連合は来年、創立70周年を迎えま
す。ここで、我々は自分に問わなければ
なりません―我々はいつまで待つのか
と。80歳、１00歳になるまで待つのかと。
国際連合にとって来年はチャンスです。
70年の旅を終える来年は、過去の歩みを
回顧し、将来をさぐる作業に丸 １ 年を費
やして記録に残すのがいいでしょう。大
学と連携するのもよし、新しい世代を繋
ぐのもよし。新世代を新しい旅とどう結
びつけるべきかを考えましょう。
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首相はインドの公用語である格調高いヒ
ンディー語で演説した。そのヒンディー
語をインド政府の外務省高官が理解でき
ない？まさか！　では、英語の訳が正し
いかをチェックしていたのか？前者であ
る可能性は低いが、ヒンディー語より英
語の方に通じているから、という事実な
らありうると思う。
　しかし、インド政府はこのヒンディー
語を 7 番目の国連公用語にしようとして
いるのだ。自国の言葉の演説をイヤホン
を介して英語訳で聞く！とは何とも奇妙
な光景だと思った。公用語になってから
も、もしこういう光景が見られるとすれ
ば、何のために公用語にしたのかと、き
っと国内から批判をあびることだろう。
それが多言語国家インドの特徴なのであ
る。	

マディソン・スクウェア―・
ガーデンでの演説

　国連での一般演説を終えたモーディー
首相は、翌日の 9 月28日に、同じニュー
ヨークにある有名なマディソン・スクウ
ェアー・ガーデンで、約 １ 万 8 千人の在
米インド人を相手に演説をした。熱狂的
な歓迎ぶりで、演説を始める前から何度
も「モーディー・コール」が会場にこだ
ましていた。聴衆のインド人の出身地は
様々で、恐らく全インドから来ていたこ
とだろう。また、言語も人種も宗教も様々
で、まさに「インドの縮図」というもの
だったろう。
　共通語は常識では、英語だろう。しか
し、モーディー首相はここでもヒンディ

　もう一度申し上げますが、70周年とい
うのはよいチャンスです。このチャンス
を生かして、ある新しい意識と共に、新
しい生命力、新しい熱意と情熱をもって、
お互いを信頼して我々は国連の新しい旅
に新たな形を与えようではありません
か。国連安全保障理事会改革という我々
の約束を果たそうではありませんか。
　長年来議論になっていながら、我々は
それを改革する能力を失ってしまったの
です。再び私は訴えます。この問題を真
剣に考えましょう。「20１5年以降の発展
アジェンダ」の実現という約束を果たし
ましょう。20１5年を世界の進歩と影響の
転換点の年として忘れられないものにし
ましょう。20１5年は非常に重要な年であ
って、すべての人々が全体責任を果たさ
なければなりません。ご清聴ありがとう
ございました。　　　　（YouTubeより）

　初めての国連での演説とあって、さす
がのモーディー首相も最初は幾分緊張し
ていたようで、原稿を持って登壇したが、
読み間違えるシーンもあった。議場は 5
割に満たない入りで、空席が多く見られ
た。インドの地位からすると、やや意外
な感じがしたが、総会の一般演説とはそ
ういうものなのかもしれない。スシュマ
ー・スワラージ外相率いるインド代表団

（外相の後ろではあのヴィカース・スワ
ループ報道官も座っていた）も熱心に聴
いていて、演説が終わると、一斉に立ち
上がって拍手をしていた。
　その代表団のなかに、イヤホーンをつ
けていた高官がいたのが私の目を引いた。
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ー語を用いて話しかけた。インド人のア
イデンティティを確認するための集会み
たいなものだから、やはり自国語のヒン
ディー語がふさわしいと考えたのだろう。
もちろん、インターネットやYou	Tube
ですぐに本国に報道されるから、本国の
8 億の有権者を意識してのことでもあろ
う。内容は次の通り。
　　　　　　
バーラタ・マーター・キー・ジャヤ！
　（母なるインドに勝利を）
　アメリカに住む私の愛するインドの兄
弟姉妹たちよ！今日の集会に特別に参加
くださったアメリカ政界のお歴々の皆様
方。インドでＴＶやインターネットを通
じてこの番組をご覧の兄弟姉妹たちよ。
今日この会場に到着しながら入場せずに
外で立ってご覧の人達にも私は思いをい
たします。
　皆様方にナヴァ・ラートリ祭の特別の
お祝いを申し上げます。ナヴァ・ラート
リ祭とは、シャクティ（ドゥルガー女神
の力）を崇拝するお祭り、浄化のお祭り、
献身の気持ちを一層強くするお祭りです。
このような神聖なお祭りのときに、私は
皆さん方とお目にかかれたのは、非常に
幸運と思っています。
　あなた方は、インドから遠く何千マイ
ルも離れたこの国に住んで、インドの名
誉を高め、インドのアーン（栄誉）・ダ
ーン（贈り物）・シャーン（威光）を増
進されました。インドはかつて「蛇使い
の国」というイメージを持たれていまし
た。もし、ＩＴの分野で目覚ましい功績
をあげられた皆さん方や若い世代の（イ

ンド系の）人がいなければ、今日でもイ
ンドは「蛇使いの国」と思われていたか
もしれません。
　昔、台湾に行った時に、ある人に「失
礼ですが、貴国では黒い魔法使いがいる
のですか」と訊かれたことがあります。
私は「いや、今のインドは大発展を遂げ
ているのです。我々の祖先は蛇と遊んで
いましたが、今我々はマウスと遊んでい
ます」と答えました。マウスを回すどこ
ろか、我々の若者たちは今では、世界中
を動かしているのです！
　皆さん方は、自分の行動・育ちもった
品性・そして自分の能力によって、アメ
リカ国内で大きな名誉を獲得されました。
アメリカだけでなく世界において、イン
ドに対する肯定的なアイデンティティを
作るのに、あなた方は重要な役割を演じ
られました。
　最近、インドで総選挙が行われました。
あなた方の多くは、この選挙に投票する
機会がなかったことでしょう。しかし、
選挙の結果を聞かれたとき、だれも眠れ
なかったと思います。その夜眠れた人は、
この会場に誰もいないでしょう。インド
で選挙の結果を祝っていた人たちに劣ら
ず、世界中にあるインド人社会もこの選
挙の結果を祝ったのです。
　インドの選挙運動に来られた人は、こ
の中にもおられます。その時、私は皆さ
んにお礼を述べる機会がなかったのです
が、今ここで皆さんに向かってお礼を申
し上げます。はるばるアメリカから来て
インドの農村に住んで、数ケ月間そこで
選挙運動をしてくれました。こうして、
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インドの民主主義の前例のない勝利―30
年ぶりに初めて単独で過半数を獲得して
政府ができたのです。
　この選挙結果はインドの政治の専門家
の誰にも予測できませんでした。オピニ
オンメーカーも自分のオピニオンを作る
のに失敗したのです。インドの無学な貧
しい人々がオピニオンメーカーのオピニ
オンを作ったのです。彼らも民主主義を
信じているのです。インドの選挙結果が
そのことを示しています。
　しかし、選挙に勝つということは、単
に地位を獲得するというだけではありま
せん。どこかの椅子に座るだけのことで
はありません。選挙に勝つということは、
大きな責任を伴います。この責任を負っ
て以来私は、１5分間も休暇をとったこと
がありません。私はあなた方が私に与え
てくれた責任のため、いやしくもあなた
方が恥ずかしい思いをするようなことだ
けは絶対しないと保証します。
　今、我が国には、一種の熱意や情熱の
雰囲気があり、国民は変革を求めていま
す。世界経済が速いスピードで進歩して
いる状態で、インドの貧しい人達も、い
つまでこんな状態が続くのか、と不満を
口にし始めたのです。彼らも変革を求め
ています。インドの経済状況を改善する
ために、インドの個人生活の質を高める
ために、インドの社会生活に活力を与え
るために、貴方が選んだこの政府は、あ
らゆる努力をいたします。
　私は、ここにお座りの皆さん方の心の
中に、インドに対して多くの期待をお持
ちだと思います。インドの国民の心にも

インドの現政府に多くの期待をしていま
す。私は、政府は一般大衆の希望を実現
するのに１00パーセント成功すると信念
をもって言うことができます。
　私はかつて、グジャラート州の首相だ
った頃、「インドに帰国したい人達は、
早く帰ってください」と言ったことがあ
ります。その時は、私が重要な責任が私
のところに来るとは思っていなかったの
です。今、ここアメリカにいくら長く滞
在している人でも、きっと一方の足はイ
ンドに置くべきだと考えていることと思
います。
　私の親愛なる諸君！全世界は疑いもな
く、2１世紀はアジアの世紀だと見ていま
す。アメリカの有名な政治指導者たちの
中には、公然と、2１世紀はアジアの世紀
であり、インドの世紀だと発言した人が
います。これは冗談で言ったのではあり
ません。実際インドには力があります。
可能性があります。そして第一に諸君が
おられる！結びつきもあります！
　想像してみてください。今世界で一番
若い国はインドです。一番古い文化をも
った国であり、一番若い人たちの国とは
奇妙な一致です。二つが結び合ったので
す。インドでは35歳以下の世代が全人口
の65％を占めています。これほど沢山の
若者達がいるのです。
　しかも、有能な腕を持ち、その指先で
コンピューターを扱うことによって世界
中とコンタクトがとれる能力を持った若
者たち、自らの力で自分の未来を切り開
いて行こうとする決心のできる若者のい
る国にとっては、後ろを振り向いて見る
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必要はないのです。何も失望する理由は
ありません。この国が速い速度で発展す
ることは間違いありません。若者たちの
能力によって前進するのです。
　インドには、他のどの国にもない 3 つ
のものがあります。しかし、我々には
3 つの力を認識して世界に向かって示す
という責任があります。 3 つを互いに結
びつけて速い速度で前進しなければなり
ません。１2億 5 千万人国民の祝福をもら
ったということは、神の祝福を得たのと
同じです。民衆の支持は神の形に外なり
ません。それ自身、最高神からの祝福な
のです。
　インドが誇りとし、前進できるのは 3
つの力のおかげです。
　その １ は、民主主義です。これこそ一
番大きな力であり、最大の鍵なのです。
選挙期間中、5 月の酷暑期にも関わらず、
身にまとうような服も何もないような貧
しい人たちも、熱心に政見を聴きに集会
に来ていたのです。自分たちの希望や願
望を実現できるのはこの選挙を通じてし
かないということを信じてやってくるの
です。これこそ民主主義です。インドの
民主主義は単なる制度ではなく、信仰で
あり、信頼なのです。
　その 2 は、人口分布です。インドには
35歳以下の人が65％を占めています。こ
れ以上の財産があるでしょうか。
　第 3 は、需要です。世界がインドに注
目するのは、１2億 5 千万人という大きな
マーケットですから、需要も大きいのは
当然です。この 3 つのものが揃っている
ような国は、現在、インド以外にありま

せん。
　アメリカは世界一古い民主主義国です。
一方インドは、世界最大の民主主義国で
す。アメリカには世界中から人間がやっ
てきて住んでいます。インド人は世界中
に出かけます。世界のどこへ行っても、
インド人の住んでいない所はありません。
移民のひとりもいないというアメリカの
町はありません。両国は非常によく似て
います。ですから、兄弟姉妹よ、インド
は将来必ず発展します。
　しかし、政府のできることは限られて
います。政府はせいぜい計画を適用する
―たとえば病院や学校や道路を作ったり
―するだけです。民衆が加わってこそ、
本当の発展が可能になるのです。不幸に
して、我が国ではこれまで、発展の事業
を請け負ったのは政府だったのです。
我々は１2億 5 千万人の国民と一緒になっ
て発展するという道を採用したのです。
　我々にはもう一つ困難な点があります。
よき統治が政府の責任となるのです。皆
さん方にも不満があるでしょう。アメリ
カの飛行場に降り立ったときのアレ（笑）
です。ビザを取りに行くときのアレです
ね。私は皆さんと数千キロメートル離れ
たところにいますが、みなさんの苦痛は
よくわかります。
　だから、兄弟姉妹よ、私は発展という
のを大衆運動にしようと努めているので
す。大衆運動と言えば、インドの歴史を
思いだします。英国に支配されていたし、
それ以前も含めると１200年間も外国勢力
の支配下にありました。しかし、歴史を
見ると、どの時代にも国のために犠牲に
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なる偉人が必ず輩出していました。
　シク教のグル達の名前を挙げなさい。
次々と犠牲者が出ました。バガト・シン
もそうです。今日も軍隊にいるシク教徒
達は国のために命を捧げることを厭いま
せん。どの時代にも国のために命を捧げ
る人がいたのです。
　しかし、マハートマ・ガンディー翁が
したことは何でしょうか。独立を大衆運
動にしたことです。カーディー（手織の
綿の服布）を着るのも独立のため、子供
を教えるのも独立のため、空腹を訴える
人に食物を施すのも独立のため、掃除を
するのも独立のため、という風に、あら
ゆる人たちにその能力に応じてできる役
割を教えたのです。
　すべてのインド人が、「自分も自分の
仕事を通じて独立のために闘っているの
だ」と感じるようになったのです。これ
がガンディー翁の最大の貢献です。兄弟
姉妹よ、独立運動が大衆運動であったよ
うに、発展も大衆運動になるのです。イ
ンドの１2億 5 千万国民が誰もこのように
思うようになってほしいのです。
　「（教師は）自分は子供たちを教えてい
る。最高の教師だ。首相よりも偉大な仕
事をしている」「（清掃人は）自分は国の
名誉のために、掃除をしている」「（医師
は）貧しい患者を診ているのも国のため」
と。私は再び、どこに住むインド人も、
国の発展を願う日がきっと来ると信じて
います。１2億 5 千万人の意志力、それが
私の支えであり、力でもあるのです。だ
からこそ、インドは2１世紀をリードする
可能性があるのです。

　若い諸君は知っているでしょうが、
2020年ごろになると、世界中で、多くの
労働力が必要とされるようになります。
ところが、老人ばかり増えて、働き手が
いなくなるのです。そこで、我々は全世
界に、若い労働力を提供することができ
るのです。世界は看護の人手を必要とし
ています。インドはいくらでも看護の人
材を送ることができます。世界には教師
の需要があります。インドは教師を輸出
できないでしょうか。インドは世界で自
分の能力を発揮できる力を持っています。
　インド人の才能を世界は認めています。
皆さん方がアメリカでなされた功績はす
ごいものです。我々も皆さんが食べたも
のや飲んだものと同じ飲食をして生活し
ているわけですから、我々にもできない
ことはありません。
　アーメダーバードでは、オートリキシ
ャ（スクーターを改造して後部に座席を
つけた公共の乗り物）で １ キロメートル
行くのに１0ルピー払いますが、インド人
の才能のすばらしさをご覧ください。 6
億 5 千万キロメートルも離れた火星への
旅のお金は １ キロメートルにつき 7 ルピ
ーしか使っていないのです！この火星衛
星は、エンジニア達が小さい工場で部品
を組み立てて作ったものです。これを我
が国の若者の才能といわずに何といえま
すか。
　しかも、インドは世界で、最初の試み
で、火星に衛星を送るのに成功した唯一
の国なのです。ハリウッド映画の製作費
よりも少ない金額で火星に到達したので
す。こういうタレントのいる国家にとっ
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ては、新しいハードルを越えることは可
能なのです。近代的なインドを樹立する
能力があります。
　新政権が生まれてから、政府に技術開
発のための新しい省を設けました。他国
との技術とも共有する用意もあります。
この技術開発によって仕事を生み出しま
しょう。仕事を生み出さなくても、そう
いう新しい仕事に積極的に取り組むよう
な若者を育てたいと思います。
　我が国の金融制度では、これまでその
恩恵に預ることのできない国民が半数以
上いました。これほど多くの銀行があり
ながら、半数以上の国民が銀行に口座を
もっていませんでした。その結果、高利
貸しに搾取されることになるのです。こ
こにも、高利貸しの搾取の犠牲になった
無邪気な友人がいることでしょう。政府
の宝庫は富裕層のためだけにあっていい
のでしょうか。
　そこで、私は“Pradhan	Mantri	Jan	
Dhan	Yojana”を立ち上げたのです。わ
ずか 2 週間で 4 千万以上の家族が銀行に
口座を持つようになったのは、誇らしい
成果です。銀行員が熱心に各家庭を訪問
して獲得した成果です。これまで銀行員
が家庭を訪問するというのは聞いたこと
はないでしょう。郵便配達夫は来ますが
ね。人々にやる気を起こさせさえすれば、
状況は変わり得るのです。
　私は「ゼロ口座」から始めると宣言し
たのですが、インド人の正直さをご覧く
ださい。彼らは何と１50億ルピーもこの
間に貯金したのです。これは、いくら貧
しい人でも国の発展に寄与できるという

事の生きた証です。
　インドには多くの可能性があります。
ここにおられるインド人の皆さん方にも、

“Make	 in	India”に賛同されることを呼
び掛けたいと思います。今日、皆さんが、
人材、有能な政府、低価格の製品を必要
とすれば、インドほどふさわしい機会を
提供できる国は外にありません。かつて
はインドに投資しようと思えば、あちこ
ちの役所の門を叩かねばなりませんでし
たが、もうその時代は去りました！オン
ラインで、モバイルフォンで、直接イン
ド政府に申請することができるのです。
　特に、母国のためになにか役に立つ仕
事がしたいとお考えの第一世代の移民の
方にお願いいたします。私のウェブサイ
ト“PMy	GOB.in”をご覧ください。皆
さん方の提案を聞くための便宜が図られ
ています。インドの運命を変えるために
技術を最大限に活用しましょう。
　前の政府は、法律をどれだけ作ったか
を自慢していました。しかし、私は別の
ことを始めました。それは、古い役に立
たなくなった法律をどんどん廃止するこ
とです！政府というのは、大衆の至福の
ために存在するものでなければなりませ
ん。
　デリーでは、政府の役人が定時に出勤
することになったとメディアが報じまし
たが、こんな当たり前のことがニュース
になるのが私を悲しませました。
　浄化運動は大方の皆さん方には好評だ
と思いますが、これが一国の首相のする
仕事か、といぶかる人もいます。トイレ
を作るよりももっと大きなヴィジョンを
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示せというのです。私はお茶を売りなが
ら育った普通のちっぽけな人間です。ち
っぽけな人間なので、ちっちゃい仕事を
するのに向いているのです。だから貧し
い人たちのためにこそ大きな仕事がした
いのです。
　ちょっとガンガーを考えてみてくださ
い。誰もが、両親を一度はガンガーの沐
浴に連れて行きたいとの願いをおもちで
しょう。ところが現実には、ガンガーは
今大変汚れています。ガンガーを綺麗に
すべきですか、どうですか？ガンガー浄
化のために、全国民は私に協力すべきで
すか、どうですか？あなた方も約束でき
ますか？これまでもガンガーを綺麗にす
るために何千万ルピーという大金がつぎ
込まれましたが、効果をあげていません。
　この仕事に着手しようとしたら、私に、

「どうしてそんな（大変な）事業に手を
染めようとされるのですか。自殺行為で
すよ！」と助言する人がいました。簡単
な仕事をするために、人々は私を首相に
選んだのではありません！困難な仕事を
するためにこそ、私が首相に選ばれたの
です。１2億 5 千万国民のガンガーに対す
る信仰に私も信頼を寄せています。
　ガンガーの浄化は、ただ信仰だけの問
題ではありません。環境問題の点からも
必要なことなのです。ガンガー流域に住
む、インド人全体の40パーセントを占め
る住民の経済発展とも、母なるガンガー
は関わっているのです。ガンガーの水が
綺麗になれば、流域の農民、職人たちの
生活も改善するのです。だから、これは
大きな「経済的なアジェンダ」でもある

のです。
　20１9年にガンディー生誕１50周年を迎
えます。ガンディー翁は我々に独立を与
えてくれましたが、我々はガンディー翁
に何を与えましたか？ガンディー翁は二
つのことを好まれました。独立ともう一
つは清潔です。清潔に関してガンディー
翁は非常に頑固で、一切妥協をしない人
でした。我々には、母なるガンガーを汚
染から解放する義務はないでしょうか？
　20１9年に、ガンディー翁に清潔なガン
ガーをお見せできるかどうか、我が国に
独立を与えてくれたこの偉人の足元に綺
麗なインドを進呈しようではありません
か！１2億 5 千万のインド人が一体となっ
てインドを綺麗にすれば、インドを汚さ
ないと決意をすれば、世界のどんな力も
インドを汚くすることはできません！
　さらに、2022年には、独立75周年を迎
えます。インドの伝統では、75年という
数は重要な意味を持っています。今から
準備を始めましょう。私の心には皆さん
方の支持を得て成し遂げたい一つの夢が
あります。それは、2022年には、住む家
をもたない家族をゼロにしたいというこ
とです。こういう小さな事柄がインドの
運命を大きく変えることになるのです。
　来年20１5年の	“Pravasi	Bharatiya	Divas”

（在外インド人の日）も重要です。マハ
ートマ・ガンディーも（南アフリカ在住
の）プラヴァーシー・バーラティーヤで
した。20１5年 １ 月１5日は、ガンディー翁
がインドに帰国して１00周年になります。
次回の“Pravasi	Bharatiya	Divas”の集
いは20１5年 １ 月 8 － 9 日にアーメダーバ
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ードで開催されます。皆さんもご参加く
ださい。
　最後に、みなさん方に特にお知らせし
たいことが若干あります。
　まず、PIO（インド系移民）のカード
保有者にインドへの永久ビザを発給する
ことに決めました。嬉しいですか？
　さらに、インドに長期滞在する者は、
これまで警察に出頭して届けを出す義務
がありましたが、この規則も撤廃しまし
た。もう警察に行かなくてもよろしい。
PIOもOCI（在外インド市民）も同じ扱
いにいたします。
　 3 つ目に、インドを観光目的で訪れる
米国民に長期ビザを発行します。到着ビ
ザの便宜も近く図ります。これらの事業
をスピーディーに進めます。全米には沢
山のインド系の人がおられて、アウトソ
ーシング（業務委託）にも従業しておら
れます。インドはこういう人材も必要と
しています。私は以上の新しいことを皆
さんのためにすることを、ここへ来る前
に決めてきました。
　ナヴァラートリの神聖なる日にお越し
いただいて心から感謝します。これほど
の愛情を私に示して下さり光栄です。私
が思うに、これほど愛されたインドの政
治家は過去１5年間誰もいなかったでしょ
う。とても感謝しています。私はこの恩
義を夢のインドを実現することで、お返
したく思います。皆さんも協力し合って
母国インドのために尽くして下さい。
　バーラタ・マーター・キー・ジャヤ！
さあ、もう一度、拳を握りしめて発声し
ましょう。バーラタ・マーター・キー・

ジャヤ！（ 3 回）どうも有難う！
（YouTubeより）

　会場の熱気は凄かった。何度もモーデ
ィー・コールが起こり、拍手で演説が中
断されることもあった。シク教徒を称え
た場面では、会場の一部から「ジョーボ
ーレー・ソーニハール・サットスリーア
カール」（口に唱える者は幸いなり。真
理たる神は不滅なり。）というシク教の
聖句（スローガン）を唱える声が起こっ
た。首相もユーモアを交えて、全くリラ
ックスした話しぶりで、「だから、兄弟
姉妹よ」と呼びかける場面が多くなって
いった。
　ビザの「アレ」と言ったのは、かつて
グジャラート州首相時代に、自身がアメ
リカ政府からビザの発給を拒否されたこ
とを言っているのだろう。いつもの「…
…でしょう。そうでしょう？」「約束で
きますか？」というように聴衆に直接問
いかけるスタイルに戻り、使用する語彙
も国連演説のような難解なサンスクリッ
ト語からの借用語は少なく、平易な語彙
を使用した。ヒンドゥスターニ―語と言
われる平易な文体に近かった。
　演説の最後に、「お土産」を披露して、
在米インド人を喜ばすという用意周到な
演技にも頭がさがった。もちろん、最後
は総立ちで拍手が鳴りやまず、すべての
聴衆は心から首相を称えていた。彼の演
説はそれほど魅力的だったということだ
ろう。これは事実上、インド系米国人達
の「民族の大祭典」だった。
　その後、モーディ―首相はワシントン
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DCに乗り込んで、オバマ大統領と初の
会談を行うが、やはりヒンディー語で会
談に臨んだ。この会談の成果が20１5年の
共和国記念日パレードへのオバマ大統領
招待という彼の「外交的大勝利」に結び
つくことになる。
　オバマ大統領の前で	“Trust	me”など
と軽薄な英語の使い方をしてルーピーな
どと揶揄された日本の某元首相がいた
が、ヒンディー語で懸命にインド人の気
持ちとインドの立場を訴えたモーディー
首相の方が、オバマ大統領の心を掴んだ
のだ。英語さえ使えばいいというわけで
はないことを示す好例である。

第10回世界ヒンディー語
大会での演説

　一般にはあまり馴染みがないが、イン
ド政府（外務省）の肝入れで数年に一度
開かれる「世界ヒンディー語大会」とい
うのがある。ヒンディー語の普及を図る
ための大会で、文学等のテーマで学会の
ようなアカデミックな討論もあるが、大
体は政治家や官僚が出席して祝う「お祭
り」的色彩が濃厚である。もちろん、お

–１2日の 3 日間にわたって、インドの心
臓部であるマディヤプラデーシュ州の州
都ボーパールにおいて、第１0回世界ヒン
ディー語大会が開かれることになった。
インド国内では 3 回目の大会だった。第
2 回大会はデリーで開かれている。
　いずれも時の現職首相が出席して祝辞
を述べることになっている。第 １ 回とイ
ンドでの第 2 回大会（全体では第 3 回）
はいずれも当時のインディラ・ガンディ
ー首相が出席した。なお、その他の 7 回
は外国の都市で開かれているが、参考ま
でに開催順にそれらの都市名（国名）を
挙げると、ポートルイス（モーリシャス）

（ 2 回）、ポート・オブ・スペイン（トリ
ニダード・トバゴ）、ロンドン（英国）、
ニューヨーク（米国）、パラマリボ（ス
リナーム）、ヨハネスブルグ（南アフリカ）
である。いずれもインド系移民の多い国
で開催されている。
　モーディー政権になって初めての大会
なので、民族主義的色彩の濃いモーディ
政権は周到な準備をし、ボーパール市の
中心にある公園に巨大なテントを建て
て、その中に空調設備からトイレ、食堂、

ボーパールの「第10回世界ヒンディー語大会」会場の外観 祭りが悪いわけではない。世界中の
ヒンディー語関係者が、インド人・
外国人を問わず、 １ 箇所に集まって
交流するのはいいことだ。
　第 １ 回世界ヒンディー語大会は、
１975年にマハーラーシュトラ州の都
市ナーグプルで開催され、ヒンディ
ー語を国連の公用語にすることが宣
言された。それから丁度40年という
節目の年にあたる20１5年の 9 月１0日
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部会をおこなういくつかの部屋、本の展
示場、メディアの控室等の外、 5 千人を
収容できるホールという豪華な設備を作
った。市内は一部交通遮断して、派手な
ポスターで埋め尽くされていた。あるメ
ディアの中にはこれを「世界ヒンドゥー
大会」とか「世界モーディー大会」だと
いって皮肉るものもあった。　
　開会式は 9 月１0日午前１１時から、豪華
な舞台に、外務大臣等の閣僚、各地の州
知事、州首相等約１0人が座り、司会者の
趣旨説明と歌手の愛国歌の独唱で始まり、
来賓が一通り挨拶を終えたところで、モ
ーディー首相の登場を待った。私も出席
していたが、余りにも多い聴衆のため、
私は遠くからしか首相を見ることができ
なかった。
　ところで、インドでは、このような正
式の式典では、英米のように、ladies	and	
gentlemenという呼びかけだけでは済ま
されない。賓客なら一人ひとりの名前を
あげて、始めなければならない。このよ
うな貴賓だらけの列席している大きな会
では、その順番に気を遣わなくてはなら
ず、大変なことだろうと思う。プロトコ
ールで決まっているようだが、年齢順な
のか在職期間なのか、あるいはその州の
大きさによるのか、私には全然分からな
かった。
　スシュマー・スワラージ外相は主催者
なので、全員の名前と順番を間違えるこ
となく、なにも見ずにすらすらと述べた
のはさすがだと思った。モーディー首相
は小さい紙切れをときどき見ながら、こ
の１0人ほどの賓客の地位と名前をのべた。

地元マディヤプラデーシュ州の州知事、
州首相への挨拶から始まった演説の内容
は次の通り。

　舞台にご臨席のマディヤプラデーシュ
州知事のラームナレーシュ・ヤーダヴ様、
州首相のシヴァラージ・シン様、内閣の
先輩閣僚のスシュマー・スワラージ様、
同僚のラヴィシャンカル・プラサード様、
ハルシュヴァルダン博士、ゴア州知事の
ムリドゥラー夫人、西ベンガル州知事の
ケーサリーナート様、ジャールカンド州
首相のラグワルダース様、モーリシャス
の大臣、ミーラーデーヴィー様、閣外相
のＶ.Ｋ.シン大将、内務担当国務大臣の
キレン・リジジュー様、アニル様、アニ
ル・ヴァードゥヴァーニー様、世界各国
からご参列になったヒンディー愛好家の
兄弟姉妹の皆様方。この大会には、世界
の40ヶ国から代表が参加されています。
　ある意味で、これはヒンディーの「マ
ハー・クンバ」（大祭礼）が行われよう
としているのです。皆さん方はもうすぐ
訪れるシンハ・ラーシ祭（というヒンド
ゥー教の祭礼）の準備に余念がありませ
んが、しかし、シンハ・ラーシ祭が行わ

ゲストたちを待つヒンディー語大会会場
の演壇
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れる前に、このボーパールの地で、ヒン
ディーの「マハー・クンバ」を拝む機会
に恵まれました。
　スシュマーさんが、いみじくも述べら
れたように、今回の大会では、ヒンディ
ー「語」に力点がおかれることになって
います。言語が存在している間は、その
力の意味が理解されません。しかし、あ
る言語が消滅してしまい、数世紀後に限
られた人にしか知られなくなると、この
言語の名前は？文字は？どういう資料で
何について書かれているのかと、不安な
気持ちにかられるようになります。
　石に刻まれた不明の文字を発見すると
考古学局は何年もかかってそれを解明し
ようとします。言語が消滅してしまって
初めて、それがいかに大きな危機を生み
出すかが分かるのです。ときどき我々は、
絶滅した恐竜について議論します。そし
てその標本を創って、子孫にかつてこう
いう動物が生息していたことを伝えます。
　サンスクリット語には知識の宝庫がい
っぱいあります。しかし、サンスクリッ
ト語の知識がないために、知識の宝庫を
役立てていません。その理由は、大きな
遺産から徐々に遠ざかっていき、他の事
物に＜リプト＞（没頭）しているうちに、
自分の（遺産）は＜ルプト＞（消滅）し
たからです。遺産を守り、できれば整理
して未来の世代に伝えるのが、すべての
世代の義務です。
　我々の祖先はヴェーダの読誦という伝
統を作り出しました。文字も紙もなかっ
た時代から、その知識を記憶によって幾
世代にもわたって今日まで伝えてきたの

です。歴史を見ると、過去の遺産を継承
して後世に伝えるのは、世界中のアジェ
ンダとなっています。ある鳥類が１00年
–１50年先に絶滅しそうになると、その種
族の保護のために、何億ルピーというお
金を使います。苗木の一種が消滅しよう
とすると、世界はやはり何億ルピーとい
うお金を使って保護に努めます。それに
よってこれらの価値が分かるのです。
　これと同様に言語にも価値があるので
す。そして言語をそのままの形で見ない
限り、その重要性は分からないのです。
だから、どの世代の人類も言語を豊かに
する責任があります。
　私の母語はヒンディー語ではありませ
ん。グジャラーティー語が母語です。し
かし、もし私がヒンディー語ができなけ
ればどうなっていたでしょうか。人々に
どうやって接触し、どうやって人々の話
を理解できたでしょうか。ですから私自
身個人的な体験を通じて、言語の力がい
かに強いかが分かっていたのです。
　もう一つ大事なことがあります。私は
ヒンディー語のことを論じているのであ
って、ヒンディー文学のことを論じてい
るのではありません。我が国では誰がヒ
ンディー語普及運動を興したのでしょう。
大半はヒンディー語を母語としない人た
ちによって始められています。スバーシ
ュチャンドラ・ボース、ロークマーンニ
ャ・ティラク、マハートマ・ガンディー、
カーカーサーヘブ、ラージャゴーパーラ
ーチャーリー達は、ヒンディー語の普及
と発展のために、長期的視野に立って尽
くしたのです。特に、ヴィノーバ・バー
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ヴェー等のガンディー主義者の中には、
言語と並んで文字の力も認識していた人
たちがいたのです。
　インドの各言語の固有の文字はもちろ
ん大切にしなければなりませんが、同時
に（ヒンディー語に用いられる）デーヴ
ァナーガリー文字で自分の文字を書く習
慣をつける必要を説いたのです。もしこ
の人たちの影響力がもっとあれば、文字
もインドの多様性や統一のために大きな
力をもつということが明確にされたこと
でしょう。
　世代が変われば、言語も変わります。
人生に意識があるように、言語にも意識
があるのです。それは聴診器や寒暖計で
は測られないかもしれませんが、しかし、
その言葉の発展と豊かさはその意識が感
じさせるのです。石みたいな生命のない
物体では断じてあり得ません。一陣の風
が吹くと、風が生まれ通って来た場所の
芳香を伴ってやってくるのとよく似てい
ます。庭を通過すると芳香を伴って過ぎ
去るし、排水溝を通ってくると、悪臭を
伴ってやってきます。
　言語は生きた世代、地域、環境を自分
自身のなかに集積します。そしてそれら
を結実させます。それが言語の力です。
だから、言語にも生命があるのです。意
識が必ず感じられるのです。
　去る １ 月に、在外インド人会が開かれ
ましたが、その機会に外務省が、海外に
住むインド人作家の作品展示会を催しま
した。私が驚きかつ嬉しく思ったのは、
モーリシャスだけで、１50人もの作家の
しかもヒンディー語の作品が展示されて

いたことです。遠く離れた国でもヒンデ
ィー語が使用されていることを感じま
す。地理的にここから遠く離れていて、
ここへ来られない人でも、ヒンディー語
の文章を 2 、 3 喋ることによって、自分
の責務を表現することができます。我々
の言語を豊かにするため、つねに我々は
努力する必要があります。
　私はあるアイディアを思いつきました。
言語学者の意見をお聞きしたいのですが、
タミル語の豊かな語彙をヒンディー語に
も受け入れてはどうでしょうか。あるい
は、ベンガル語とヒンディー語のワーク
ショップを開いて、もしベンガル語にヒ
ンディーにはないような優れた語彙構成
があれば、躊躇せずにそれをヒンディー
の中で使うとかできないでしょうか。
　またカシュミールへ旅行したときに、
そこのドーグリー語からいくつかの表現
をヒンディー語のなかに、入れることが
できると思います。要するに、インドの
あらゆる言語・方言の中から優れたのが
あれば、ヒンディーを豊かにするために
どんどん受け入れるべきだと思います。
その過程は絶え間なく続いています。
　言語に対する誇りがどんなに大きいか
を見ましょう。私は公人としての生活を
していますから、タミルナードゥ州へも
よく行きます。「ワナッカム」（こんにち
は）というだけで全タミルナードゥ州に
電流が走ります。ベンガル語で「アミ・
バロ・アチ」（私元気です）といえば、
ベンガル人は大喜びしてくれます。
　同様にマラーティー語で「カサン・カ
ーエ？」（お元気ですか）といえば、マ
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ハーラーシュトラの人はとても喜びます。
言語にはこれほどの力と豊かさと特性が
あるのです。我が国には、どの州にも母
語としてこれらの宝が存在するのです。
これらの諸言語を統合する役割をヒンデ
ィー語が担うことはできないでしょうか。
この点を強調すれば、我々の言語は一層
豊かになるでしょう。
　私は政界に入ってから最初に、グジャ
ラート州で仕事をする機会を得ました。
グジャラートの人間がどんなヒンディー
語を話すかは、よく知られています。時
には人々はそれをからかいます。人々は
私によく「ヒンディー語がお上手ですが、
どこでどうして学ばれたのですか？」と
訊かれたものです。私は少年の頃、駅で
お茶を売っていた間に学んだのです。
　ＵＰ（ウッタルプラデーシュ）州から
来た業者がグジャラート州の私の農村か
ら乳のでる水牛を調達して列車でムンバ
イまで牛乳を売りに行っていました。水
牛の乳がでなくなればまた、それらの牛
を農村に連れ戻して、その契約料を稼い
でいました。通常、この商売は駅の周辺
で行われていました。そういう仲介業者
に私はお茶を売っていたのです。
　彼らの多くはＵＰ州出身なので、グジ
ャラーティー語ができません。私はお茶
を売らなければ、商売になりませんし、
ヒンディー語ができなければお茶が売れ
ません。そういうわけで、お茶が私にヒン
ディー語を教えてくれたのです。言葉は、
ちょっとした努力で覚えられます。表現
の仕方を間違えると笑われることもあり
ますが、すぐに訂正すればいいのです。

　グジャラーティー語では、村人といえ
ども、2人の喧嘩はこの言葉ではできま
せん。喧嘩が始まると、ヒンディー語を
使い始めます。たとえば、オートリキシ
ャーの料金を巡って言い争いになるとき
など、ヒンディー語で話すと、この男は
ちょっと手ごわい男だと相手は感じるの
です。
　最近外国へ行ったら、ヒンディー語が
いかに普及しているかを感じました。モ
ーリシャスでは、世界ヒンディー文学協
会の定礎式に出ました。ウズベキスタン
では「ウズベク語―ヒンディー語・ヒン
ディー語―ウズベク語辞典」の発刊式に
出ました。中国では、ヒンディーのでき
る人々の集会に出席しましたが、全員が
私と巧みなヒンディー語で会話を交わし
ていました。モンゴルでは、私のヒンデ
ィー語の演説を同時通訳していたのでし
ょう。客席から、笑うべき個所で時差な
く、笑い声が聞こえてきたのです。
　人々はヒンディーを学ぶことに誇りを
覚えています。ロシアではヒンディー語
教育が盛んで、インド政府が同国に代表
団を送ると、ロシア側はヒンディー語の
話せるロシア人を接待役に任命します。
　映画産業が世界中でヒンディー語を普
及させるのに多大の貢献をしたことは
疑いがありません。中央アジアの子ども
たちは、ヒンディーの歌をよく歌います。
ヒンディー語の重要性はますます高まる
と思います。この点でも世界は我々を受
け入れてくれます。そのためには、我々
の言語を強くまた豊かにする必要があり
ます。同時に、言語を学ぶことによって、
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我々の知識と経験の貯蔵庫が豊かになる
のです。
　言語学者の推定によれば、現在世界中
で約 6 千の言語が話されていますが、21
世紀の終わりを迎える頃には、そのうち
の90パーセントの言語が消滅するだろう
と言われています。言語学者は不安感を
表明しています。
　特に少数民族の言語や環境保護に対す
る学者たちの警告を無視して、我々自身
が言語の保護と育成を怠れば、我々も「あ
あ、かつてこういう言語が存在したのだ」
と嘆き続けなくてはなりません。考古学
のテーマとなってしまって我々の活力を
失うのです。言語の扉を閉ざしてはいけ
ません。言語にはあらゆるものを集める
力が必要です。
　イスラエルにはハヌッカーという、我
国のナヴァラートリと同じような重要な
お祭りがあります。私はイスラエルの首
相に、ヘブライ語で「ハヌッカー祭おめ
でとう」というメッセージを送りました。
すると嬉しいことに、数時間後に謝辞が
ヒンディー語で届いたのです。
　この頃は、外国で指導者と会うと、“Sab	
ka	Sath,	Sab	ka	Vikas”を必ず口にされ
ます。発音はどうあれ、オバマ大統領も
プーチン大統領もヒンディー語を口にす
るわけです。世界はこういうものを受け
入れてくれるのです。それには、言語を
強く豊かにする必要があります。同時に、
言語を学ぶことによって、知識と経験の
宝庫が得られるのです。
　もし、我々がヒンディー語も、「ラー
ムチャリト・マーナス」（という中世ヒ

ンディー語で書かれた、ヒンドゥー教徒
にとって、バイブルに相当する神聖な書）
も忘れてしまったら、我々はどうなって
いたでしょうか。我々の文学界の偉人が
いなければどうなっていたでしょうか。
ファニーシュワルナート・レーヌ（ヒン
ディー語の有名な作家）の作品を読まな
ければ、彼がビハールの貧困をどう見て、
どう考えたかが理解できません。プレー
ムチャンド（同）を読まなければ、農村
生活の実態が分かりません。価値のため
に、自らの野望を犠牲にして公的生活を
送る幸運がどんなものかが分かりません。
　ジャヤシャンカル・プラサード（同）
やマイティリーシャラン・グプタ（同）
等この地の子孫が残してくれたものは貴
重です。文学者たちは片隅に座って、石
油のランプを灯しながら、自分の視力ま
で失って、我々に偉大な遺産を残してく
れたのです。しかし、言語そのものが失
われれば、偉大な文学がどうして残るで
しょうか。経験という宝庫がどうして残
るでしょうか。だから言語に対して愛情
をもって、それを豊かにするよう努める
必要があります。言語を狭い空間に閉じ
込めてはいけません。
　将来デジタル世界がやってきて、我々
の前で重要な役割を果たそうとしていま
す。この頃は親子や夫婦の間でも「夕食
は何？」というようなコミュニケ―ショ
ンも携帯電話で行われています。技術の
専門家の予測では、デジタル世界では、
将来 3 つの有力言語が威力を発揮すると
いうことです。それは英語、中国語とヒ
ンディー語であると言われています。
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　ものが消滅するのに時間はかかりませ
ん。ものの消滅を防ぐためにも、技術を
学びましょう。そして言語を一層豊かな
ものにしましょう。そしてそれを世界に
示しましょう。スシュマーさんが確約さ
れたように、次回のヒンディー語大会に
は、多くの変化を披露しましょう。世界
に大きな力を与えましょう。この期待感
をこめて私の挨拶を終えます。ご清聴あ
りがとうございました。

（筆者自身の録音資料による）

結びにかえて

　モーディ―首相の演説は、他にも傾聴
すべきいくつもの演説があるが、キリが
ないので、この辺で終えたい。どの会で
の演説か記憶にないが、ダリト（最下層
の被差別カーストに属する人）の殺人事
件に憤ったモーディー首相が「彼らを殺
すのなら、まずこの私を殺せ」と感情を
顕にする場面もあった。
　彼のヒンディー語は申し分のない、ほ
ぼ完ぺきなヒンディー語である。その巧
みな表現力は歴代首相のなかでも出色で
ある。文体的に、過去の故ネルー首相や
故インディラ・ガンディー首相の用いた、
いわゆる平易なヒンドゥスターニー的な
文体と異なり、サンスクリット系の語彙
を多用する“Shuddh	Hindi”（純粋ヒン
ディー）と呼ばれる文体である。
　日常使われる口語体でなく、やや生硬
な感じのする文体で、格調高い演説には
適している。パキスタンの人にとっては
難解に感じられるし、インド国内でも理

　技術に従事する人たちが、技術の分野
で新しいソフトを開発して、地方語から
ヒンディー語に至るまで技術面での進歩
の速度を速めれば、言語が一つの大きな
マーケットになり得ます。これまで誰に
も考えられなかったことですが、今日の
変化の速い技術世界では、言語それ自体
が大きなマーケットになろうとしている
のです。
　なかでもヒンディー語は重要性を持っ
ています。アショーク・チャクラダル博
士は、私に自著を進呈する際に、自分は

「最先端のテクノロジーをUnicode（世界

中の文字・記号をコンピュータ上で適切に扱

うための業界規格）でご用意しました」と、
誇らかに言われました。デジタル世界を
我々の言語と結びつける必要があります。
言語は表現の手段です。我々の表現にふ
さわしい語彙という体が得られると、
我々の感情は永久のものとなります。言
語は語彙という体の基礎です。語彙の世
界が言語をいくら崇拝してもしすぎるこ
とはありません。
　今日、このボーパールでヒンディー語
の大祭が世界40ケ国の代表の出席の下に
開かれました。多くの言語がこの地に集
い、その近くに我々は座っているのです。
今年は非常に重要な年と言えます。しか
し、言語への愛情も排他的であってはな
りません。何でも包括して、結びつける
ものであるべきです。そうしてこそ言語
の活力が増すのです。携帯電話のない時
代は、多くの人の電話番号を暗記してい
ました。今では自分の家の電話番号も憶
える必要性もありません。
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解できない人は多いと思う。
　モーデイー首相がお茶を売りながらヒ
ンディーを覚えたというのは、動機とし
てはその通りかもしれないが、もちろん
それだけでは、これほどの高レベルのヒ
ンディー語を身につけることはできない。
正規の学校教育よりはむしろ、彼が早く
から所属したRSS（民族義勇団）の活動
を通じて訓練されたことが大きいと思う。
この団体はヒンドゥー至上主義を標榜す
る右翼団体で、サンスクリット語とヒン
ディー語を重視している。こういう文体
のヒンディー語が操れるようになったの
も、この団体での訓練の成果だといって
もよかろう。
　発音に関しては、母語のグジャラーテ
ィー語の影響を免れない。典型的な例が、
ऋ	 [ri]	の母音	[i]	を落として子音化して	[r]
と発音する事である。たとえば、/prakriti/

（自然）を		/prakrti/	、	/apekshakrit/	（比
較的に）を	/apekshakrt/	、	/drirh/（強
固な）を	/drrh/という風に。
　首相就任後半年ぐらいは、海外でも一
貫してヒンディー語で通したモーディー
首相も20１4年の末頃から英語も使い始め
る。20１4年１１月 7 日のシドニーのオリン
ピック・パーク、20１5年１１月 2 日の英国
国会、さらに20１6年 6 月 8 日の米国上下
両院議員総会では、英語で演説をしてい
る。主義に反しそうだが、やはりインド
は複雑な国で、国民の中にはヒンディー
語を好まない人間も多くいるので、そう
いう人たちに気を配ったのかもしれない。
　彼の経歴では、あまり英語は得意でな
いのだろうと想像していたが、アメリカ

の議会での演説を聴くと、なかなかどう
して、実に見事な堂に入ったもので、原稿
に一切目をやらずに、約50分間もの長い
スピーチをジェスチャーを交えながらや
り終えた。何回も拍手が鳴りやまず、最
後にはスタンディング・オべーションで議
員たちは彼を熱狂的に称えた。安倍総理
も歓迎されたが、筆者の印象では、これ
ほど熱狂的ではなかったような気がする。
　これが、かつて州首相時代に、宗教差
別主義者という烙印を押されて、入国ビ
ザの発給を拒否された国の国会議員の反
応とは信じられない光景だった。日頃は
なにかと隣国を非難するパキスタンのメ
ディアの中には、オバマ大統領の前で卑
屈なまでに落ち着きがなく「大人しかっ
た」自国の首相に比べて、羨望を込めな
がらも、モーディー首相の自信に満ちた
演説ぶりを賞賛する一部のメディアさえ
あったほどだ。
　彼はすぐれた政治家に要求される卓越
した弁舌という能力を持っている。これ
が内政はもとより、外交でもかなり有利
に働らいている。一部のジャーナリスト、
たとえば、高名なヴェードプラタープ・
ヴァイディク氏はモーディー首相を「劇
場型政治家」と呼ぶ。ただし、インドに
はこういう政治家も必要だと肯定的な評
価である（Naya	Indiaより）。
　彼の力強い演説は、 4 時間の睡眠で十
分とされる強靭な肉体にも支えられてい
る。彼ほど世界中にインドの存在感を高
めた指導者は過去にはいなかった。今後
も彼のスピーチに注目していきたいと思
う。



152

資料

年 月　日 主な出来事
１947 8 月１5日 インド連邦成立。

１0月 2 日 インド軍、カシミール地方で軍事作戦を開始。
１948 １ 月30日 マハートマ・ガンディー暗殺。

2 月 5 日 第一次印パ戦争勃発。
9 月１7日 ハイデラバード（ニザーム）藩王国を併合。

１949 １ 月 １ 日 カシミールで停戦成立。インド準備銀行、中央銀行として新発足。
9 月 １ 日 ドラヴィダ進歩連盟結成。
１１月25日 インド憲法採択。

１950 １ 月26日 インド憲法制定、インド共和国として完全独立。
１95１ １ 月１6日 ウッタル・プラデーシュ州政府、土地改革法制定。

4 月 １ 日 第一次 5 カ年計画開始。
１0月25日 第 １ 回総選挙実施、インド国民会議派大勝。

１952 6 月 5 日 日印平和条約、東京にて調印。
8 月27日 同条約ニューデリーにて発効。

１953 2 月１6日 ネルー、「第三世界」結集を提唱。
１0月 １ 日 初の言語州アーンドラ・プラデーシュ州発足。

１954 4 月29日 ネルー・周恩来会談で平和五原則が表明される。
１0月１9日 北京でネルー・毛沢東会談開催。
１１月 １ 日 フランス領ポンディシェリー・マーヘーを併合。

１955 １ 月2１日 インド国民会議派第60回アヴァディ大会開催（～23日）。
4 月24日 バンドン開催のアジア・アフリカ会議で平和十原則が表明される。

１956 １１月 １ 日 言語別州再編成法施行。
１957 2 月24日 総選挙実施（～ 3 月１5日）、ケーララ州で共産党政権誕生。
１959 7 月3１日 ケーララ州に大統領統治を導入。
１960 2 月１2日 ニューデリーでネルー・フルシチョフ会談開催。

9 月１9日 インド・パキスタン間でインダス川水利条約締結。
１96１ １2月20日 ポルトガル領ゴア・ダマン・ディウを併合。
１962 １0月20日 中印国境紛争勃発（～１１月2１日）。
１963 4 月27日 公用語法可決。
１964 5 月27日 ネルー没。

8 月１9日 ムンバイで世界ヒンドゥー協会（ＶＨＤ）結成。
9 月１１日 インド・ソ連間で軍事協定調印。

１965 １ 月26日 公用語法施行。マドラス（現チェンナイ）を中心に各地で反ヒンディー語暴動
を惹起。

9 月 6 日 第二次インド・パキスタン戦争勃発（～22日）。
１966 １ 月１0日 タシケント宣言。

１ 月24日 インディラ・ガンディー首班内閣発足。
8 月30日 ビハール州で大洪水発生。
3 月 2 日 ナクサライトの武装闘争開始。

１967 3 月 2 日 マドラス州（現タミルナードゥ州）にドラヴィダ進歩連盟政権誕生。
１968 １ 月 8 日 改正インド公用語法制定。

独立後の主な出来事
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年 月　日 主な出来事
１969 7 月１9日 主要銀行国有化。

１１月１2日 インド国民会議派、インディラ派と長老派に分裂。
１97１ 8 月 9 日 インド・ソ連平和友好協力条約締結。

１2月 3 日 第三次インド・パキスタン戦争勃発（～１7日）
１972 3 月１9日 インド・バングラデシュ友好平和協力条約締結。

7 月 2 日 インド・パキスタン首脳会談でシムラー協定締結。
１974 5 月１8日 初の地下核実験に成功。

6 月 5 日 ビハール州でＪ.Ｐ.ナーラーヤン大統領率いる大衆デモ。
１975 5 月１6日 シッキム王国、インドに吸収・併合（シッキム州成立）。

6 月26日 インディラ・ガンディー首相、非常事態を宣言。
１976 １ 月24日 石油会社を国有化。
１977 １ 月１8日 インディラ・ガンディー首相、総選挙実施を発表。

3 月１6日 インド総選挙実施で人民党（ジャナター・パーティー）圧勝、デサーイー首班
内閣発足。

１980 １ 月 3 日 インド総選挙実施（～ 6 日）、インディラ・ガンディー首班内閣発足。
4 月 6 日 インド人民党（ＢＪＰ）結成。
１2月3１日 後進諸階級委員会が報告書（マンダル報告）をインド政府に提出。

１982 １0月 2 日 国営自動車会社マールティ・ウドヨーグ社、鈴木自動車と小型乗用車製造協定
を締結。

１983 2 月 2 日 アッサム州で民族暴動発生。
１984 6 月 5 日 インド政府軍、アムリトサルのシク教寺院を制圧。

１0月3１日 インディラ・ガンディー首相暗殺。
１１月 １ 日 ニューデリーを中心に反シク教徒暴動発生。
１2月 3 日 ボーパールの化学工場で毒ガス流出事故発生、死傷者多数。

１985 5 月24日 テロリスト・破壊活動（防止）法成立。
１0月 2 日 改正ダウリー禁止法発効。
１2月 8 日 南アジア地域協力連合（ＳＡＡＲＣ）発足。

１987 4 月１6日 ラジーヴ・ガンディー首相を巻き込むボフォールズ疑獄発覚。
7 月29日 インド・スリランカ和平合意協定締結、インド平和維持軍のスリランカ派遣決定。

１988 2 月25日 短距離地対地戦術ミサイル「プリトヴィ」発射実験成功。
１0月１１ ジャナター・ダル結成。

１989 5 月22日 中距離地対地弾道ミサイル「アグニ」発射実験成功。

１１月 9 日 ラジーヴ・ガンディー首相、アヨーディヤーのラーマ寺院建立定礎式容認を表
明。

１2月 6 日 インド総選挙（１１月22日～26日）で勝利したＶ.Ｐ.シング首班国民戦線内閣発足。
１990 3 月１0日 ビハール州にジャナター・ダルＬ.Ｐ.ヤーダヴ首班内閣発足。

8 月 2 日 インドの経済危機が深刻化。
8 月 7 日 Ｖ.Ｐ.シング首相、マンダル報告中の勧告実施を発表。
１0月30日 アヨ月ディヤーでラーマ寺院建立定礎式が強行される。

１99１ 5 月2１日 ラジ月ヴ・ガンディー元首相暗殺。

１99１ 6 月2１日 インド総選挙（ 5 月20日～ 6 月１5日）の結果、インド国民会議派ナラシンハ・
ラーオ首班内閣発足。

7 月24日 経済自由化・新産業政策発表。
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資料

年 月　日 主な出来事
１992 5 月１4日「タミル・イーラム開放の虎」を非合法化。

１2月 6 日 アヨーディヤーのバーブルのモスク破壊、各地でヒンドゥー・ムスリム間暴動
が起こる。

１993 １2月 4 日 ウッタル・プラデーシュ州に社会党（ＳＰ）、大衆社会党（ＢＳＰ）連立政権誕生。
１995 １2月 インド、東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）の全面的対話相手国となる。
１996 5 月１6日 インド人民党、Ａ.Ｂ.ヴァージペイ首班内閣発足。

6 月 １ 日 ジャナター・ダルのＤ.ガウダを首班とする統一戦線内閣発足。
6 月１9日 包括的核実験禁止条約（ＣＴＢＴ）拒否。
7 月23日 アジア地域フォーラム会議（ＡＲＦ）に参加。

１998 3 月１9日 インド総選挙（ 2 月１6日～28日）の結果、インド人民党Ａ.Ｂ.ヴァージペイ首
班連立内閣発足。

5 月１１日 地下核実験成功。
5 月１4日 国際連合安全保障理事会、インドの核実験非難を採決。

１999 5 月 9 日 カシミール地方で、インド・パキスタン間の大規模局地戦が勃発。

１0月１１日 インド総選挙（ 9 月 4 日～１0月 3 日）の結果、インド人民党、Ａ.Ｂ.ヴァージペイ
首班国民民主連合内閣発足。

2000 3 月20日 クリントン米大統領インド訪問（～ 3 月24日）。
8 月2１日 森総理インド訪問（～ 8 月24日）。

200１ １ 月26日 グジャラート州で大地震発生。
１0月１１日 V.S.ナイポール、ノーベル文学賞受賞。
１2月 7 日 ヴァージペイ首相来日（～１2月１１日）。
１2月１3日 イスラーム過激派グループがインド国会議事堂を襲撃。

2002 2 月27日 グジャラート州のゴードラーで列車焼き討ち事件発生、各地でヒンドゥー・ム
スリム間暴動が起こる。

4 月29日
ニューデリーのタージパレス・ホテルで「日印国交樹立50周年記念式典」が開
催される（ヴェンカタラーマン元大統領、グジュラル元首相、中山太郎元外相
等が出席）。

2003 3 月24日 ヴァージペイ首相、クアラルンプールで開催された第１3回非同盟運動（ＮＡＭ）
首脳会議に出席。

5 月27日 ヴァージペイ首相、独・露・仏 3 国訪問。
6 月22日 ヴァージペイ首相、中国訪問。

2004 １ 月 4 日 印パ首脳会談がイスラマバードで開催される（～ １ 月 6 日）。
１ 月１5日 印パ間で鉄道再開。

5 月22日 インド総選挙（ 4 月20日～ 5 月１0日）の結果、インド国民会議派マンモーハン・
シンを首班とする統一進歩同盟（ＵＰＡ）内閣発足。

１0月１3日 マハーラーシュトラ州議会議員選挙で国民会議派・ＮＣＰ連合勝利。
１１月29日 ビエンチャンで開催されたＡＳＥＡＮ首脳会議で日印首脳会談が開かれる。

2004 １2月26日 スマトラ沖大地震によって発生した大津波がアンダマン・ニコバル諸島及びタ
ミルナドゥ州の海岸に大きな被害をもたらす（死者9,682名、行方不明5,9１4名）。

2005 3 月 7 日 ビハール州議会選挙で過半数を確保できるグループがなくなったため、同州が、
大統領の直轄地となる。

3 月１6日 森前首相、ニューデリーにてマンモーハン・シン首相と会談。
4 月 9 日 温家宝中国首相訪印（～１2日）。
4 月１7日 ムシャラフ・パキスタン大統領、クリケット観戦のため、ニューデリー訪問。
4 月28日 小泉首相訪印（～30日）、インド側との共同声明の中で、 8 項目に同意。
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年 月　日 主な出来事
2005 7 月 5 日 テロリスト、アヨーディヤーを襲撃。

7 月１7日 マンモーハン・シン首相訪米、ブッシュ大統領と印米首脳会談。
7 月26日 ムンバイ大洪水で１059人が犠牲となる。
8 月24日 第 １ 回「日印ICTフォーラム」がニューデリーで開催され、麻生総務大臣が出席。
１0月 8 日 カシュミールでＭ 7 .6の強い地震発生。
１0月29日 デリーの 3 ヶ所で、連続爆破事件が発生し、死者6１人を出す。
１0月3１日 R.K.ナラヤナン前大統領逝去。
１１月22日 ビハール州のやり直し選挙でジャナタ・ダル（統一派）勝利。

１１月27日 日本経団連、奥田碩会長を団長とする20人の代表団をインドに派遣（～ １2月
2 日）。

１2月23日 アムリッツァル・ラホール間直通バス運行開始。　
2006 １ 月 3 日 麻生外務大臣訪印（～ 4 日）。

１ 月１7日 印パ両国の外務次官がニューデリーで会談（～ １8日）、印パ関係包括的対話を
第三段階に向けて進めることで合意。

１ 月１8日 チダンバラム財務省訪日、二階経済産業相と会談。
１ 月29日 マンモーハン・シン内閣大型改造。
2 月１7日 タール砂漠を越えてインドとパキスタンを結ぶ鉄道が4１年ぶりに再開。
3 月 １ 日 ブッシュ米大統領訪印（～ 3 日）、原子力技術協力で合意。
3 月 7 日 ヴァーラーナシーでテロ、 2 ヶ所で爆発、１2人が死亡。
3 月23日 ソニア・ガンディー国民会議派総裁下院議員を辞職。
5 月 3 日 弟に銃で撃たれていたプラモード・マハージャンBJP幹事長死亡。

5 月１１日
4 月から 5 月にかけて行われた西ベンガル、タミルナードゥ、ケーララ、アッ
サム、ポンディチェリー 5 州の州議会選挙結果が開票され、左派陣営大勝とい
う結果がでる。

6 月１4日 カマルナート・インド商工相来日（～１5日）。
6 月23日 日本の農林水産省はインド産マンゴーの生果実について輸入を解禁する。

7 月 6 日 インドと中国、44年ぶりに標高4,3１0ｍのナトゥラ峠越えのシルクロード交易
再開。

7 月１１日 ムンバイで鉄道連続爆破テロで死者１86人、負傷者772人を出す。

7 月１7日 サンクト・ペテルブルクで開催されたG 8 サミットで、小泉首相とマンモーハ
ン首相が会談する。

7 月25日 北側国土交通相訪印（28日）。
１0月25日 プラナブ・ムケルジー国防大臣が新外務大臣に就任。
１１月 １ 日 バンガロールの名称をベンガルールに改称。

１2月１3日 マンモーハン・シン首相日本を公賓として公式訪問（～ １6日）。１4日に日印交
流年合同開会式を東京のフォーシーズンズホテルで行う。

2007 １ 月25日 プーチン・ロシア大統領訪印（～ 26日）、マンモーハン・シン首相と会談。	

2 月１3日 日印交流年「2007年インドにおける日本年」のオープニング式典がニューデリ
ーの日本大使館公邸で開会式開催。

2 月 パンジャーブ州、ウッタラカーンド州、マニプール州 3 州で。州議会選挙が行
われ、このうち、マニプール州を除く 2 州で国民会議派敗退。

2 月１8日 ニューデリー発パキスタンのワガ行き急行列車「サムジョウター・エクスプレ
ス」がテロの襲撃を受け、67人が死亡、50人が負傷。

3 月22日 ムケルジー外務大臣、日本を訪問、麻生外務大臣との間で、第 １ 回日印外相間
戦略的対話を実施。
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資料

年 月　日 主な出来事
2007 4 月29日 冬柴国土交通相、ニューデリーを訪問（～ 5 月 2 日）。

5 月29日 ラジャスタン州でOBCに属する農民が最下層級への編入をもとめて暴動。

6 月 7 日 マンモーハン・シン首相ドイツのハイリゲンダムで行われた主要国の首脳会議
に出席（～ 8 日）。

7 月 2 日 ニューデリーで、甘利経済産業大臣とアルワリヤ・インド計画委員会副委員長
の間で、第 2 回日印エネルギー対話の実施。

7 月25日 プラティバー・パティール氏、初の女性大統領として第１2代大統領に就任。

8 月１0日 ハミード・アンサーリー氏が副大統領に選出。

8 月2１日

安倍首相は公賓としてインドを訪問（～ 23日）、シン首相との首脳会談後、「戦
略的グローバル・パートナーシップ」に基づき、両政府は多元的取り組みに合
意しロードマップを共同声明に盛り込み、発表するとともに、環境とエネルギ
ーに関する別個の共同声明に署名。第 １ 回日印学長懇談会も開催される。23日
には、安倍首相はコルカタを訪問。

8 月23日
我妻和男麗澤大学名誉教授の長年の献身的努力によりコルカタに完成した「印
日文化会館」の落成式が行われ、安倍普三首相、ブッドデブ・ボッタチャルジ
ョ西ベンガル州首相が参列し、我妻名誉教授に 2 回目のタゴール賞が贈られる。

１0月 9 日 9 月にジャナタ・ダル（政教分離派）とインド人民党（BJP）の連合政権が崩壊
していたカルナータカ州が大統領統治の下に置かれる。

１2月23日 グジャラート州議会の選挙でインド人民党が勝利。

2008 １ 月 １ 日 バンガロールに日本領事館（出張駐在官事務所）開設。

１ 月 3 日 額賀財務相インドを訪問、マンモーハン・シン首相と会談、デリー・ムンバイ
間産業大動脈構想を支援する姿勢を明らかにする。

3 月１6日 ベンガルールの国際新空港として、ラージーブ・ガンディー国際空港が開港。

5 月2１日 ANA、インド最大の民間航空会社ジェットエアヴェイズと、コードシェアと
マイレージ提携をする。

7 月 9 日 福田首相は洞爺湖サミット関連会合に出席するために来日したマンモーハン・
シン首相と首脳会談を行う。　　　　　　　　　　　

7 月22日 マンモーハン・シンUPA（統一進歩連合）政権に対する信任投票の末、シン
内閣信任される。

7 月25日 ベンガルールでの 9 ヶ所で爆弾が爆発して 2 人が死亡し、 7 人が重傷。

8 月 3 日 高村外務大臣訪印（～5日）、ムケルジー外務大臣と第 2回外相間戦略対話を行う。

8 月26日 オリッサ州政府はカンダマール地区においてヒンドゥー教徒によるキリスト教
徒に対する襲撃により発展した騒乱に対して戒厳令を発する。

8 月28日 マンモーハン・シン首相はビハール州に発生した大洪水（200万以上の人々が
家を追われる）を国家の大災害と宣言。

8 月3１日 ジャンム・カシュミール州政府とアマルナート巡礼闘争委員会との間で和平交
渉が成立し、アマルナ―ト土地問題が一応の解決を見る。

9 月１3日 ニューデリーのマーケットで 5 つの爆弾が同時刻に連続して爆発し、少なくと
も20人の死者と80人の負傷者を出す。

9 月１4日 カルナータカ州の 4 地区で１2のキリスト教礼拝堂が暴徒の攻撃を受ける。

9 月29日 マハーラーシュトラ州のマレガオンで爆破テロが起こり、ヒンドゥー過激派も
テロリズムに走っていることが明らかになる。

１0月 3 日 ラタン・タタはナノ自動車生産工場を西ベンガル州のシングールから撤退する
と決意をする。

１0月 8 日 ブッシュ大統領は印米民生用核取引を実施するための法律に署名。
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年 月　日 主な出来事

2008 １0月2１日
マンモーハン・シン首相来日（～ 23日）。麻生首相と日印首脳会談を行い、「日
印戦略的グローバル・パートナーシップの前進に関する共同声明」及び「日本
とインドとの間の安全保障協力に関する共同声明」に署名。

１１月26日 ムンバイ１0ヶ所でほぼ同時刻に無差別テロ攻撃が行われ、１83人死亡し、372人
が負傷。テロリスト１0人のうち 9 人が射殺され、 １ 人が逮捕される。

2009 １ 月 6 日 マンモーハン・シン首相は2008年１１月のムンバイ襲撃に、パキスタンの国家主
体が関与していると初めて言及して非難する。

１ 月１0日 グジャラート印日協会はアーメダーバード市内で「日本祝祭」を開く（～１3日）。
この間、日本から竹中元経済財政相を含む22名の使節団が訪問。

１ 月１2日 シブ・ソーレン・ジャールカンド州首相は州首相を辞任し、19日同州は大統領
直轄下におかれる。

１ 月24日
カルナータカ州マンガロールでヒンドゥー右翼ウィングの活動家達が大衆ハブ
を「インド文化や伝統に反する」猥褻な行為をしているとの理由で襲い、若い
女性に暴行を加える。

2 月 7 日 潘基文国連事務総長がインドを訪問。

2 月 9 日 第 6 回日印安保対話がニューデリーで開催され、双方の外務省・防衛省関係者
が出席した。

2 月22日 映画「スラムドッグ・ミリオネア」がアカデミー賞で最優秀作品賞など 8 部門
受賞する。

2 月26日 タタ自動車は世界最安値（１0万ルピー）の乗用車「ナノ」を 3 月から販売をす
ると発表。

3 月27日 日印両国政府は2008年度後期分の円借款として、デリー高速輸送システム建設
計画を含む 4 案件、総額１,370億2,800万円の供与に関する書類を交換。

4 月 2 日 マルチ・スズキ社は、2008年度の販売台数（国内販売台数と輸出台数の合計）
が約79万台となり、過去最高を記録したと発表。

4 月 6 日 アッサム州で爆弾テロ、 6 人が死亡、30人以上の負傷者が出る。
4 月20日 インド宇宙研究機関(ISRO)は、地表観測衛星の打ち上げに成功したと発表。
4 月30日 薮内外務次官が訪印、メノン外務次官との間で外務次官対話を実施。
5 月 7 日 海上自衛隊の遠洋練習艦隊 3 隻がゴアを親善訪問。

5 月１6日
4 月１6日から投票が行われていたインド連邦下院議員選挙の開票が行われ、コ
ングレス党が予想を上回る206議席を得て第 １ 党の座を維持。最大野党のBJP
は退潮、左翼政党は大敗。

5月22日 マンモーハン・シン首相が大統領官邸で宣誓式を行い、翌日新内閣が発足。
6 月 3 日 下院議長に女性としては初めてミーラ・クマール議員が就任。
6 月１0日 ホンダが小型車「ジャズ（日本名：フィット）をインドで発売開始。

6 月１5日 西ベンガル州ラルガル地区でマオイスト（別名：ナクサライト）が共産党幹部
の自宅や警察署等を襲撃。

6 月１6日 ロシア・エカテリンブルグで開催された第 １ 回BRICs首脳会合にシン首相が出
席。

6 月30日 １992年１2月に発生したバーブリー・マスジッド破壊事件を調査したリベルハン
調査委員会が、１7年間にわたる調査結果の報告書をシン首相に提出。

7 月 3 日 クリシュナ外相が訪日し、中曽根外相との間で第 3回外相間戦略対話を実施。

7 月１4日 フランス独立記念日の主賓としてシン首相が訪仏。これに際し、約400名のイ
ンド軍兵士が凱旋門前をパレードする。

7 月１7日 クリントン米国務長官訪印。
7 月26日 インド初の国産原子力潜水艦「アリハント」の進水式が行われる。
8 月 3 日 インドで最初の新型インフルエンザによる死亡事例発生。
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資料

年 月　日 主な出来事
2009 8 月25日 鳩山首相、G20ピッツバーグ・サミットの機会にシン首相と会談。

9 月 3 日 ロシア訪問中のパティール大統領はメドヴェージェ大統領と会談。

9 月22日 インド、中国、ブラジル、メキシコ、南アフリカの 5ヶ国は第64回外相会議を
開催。

１0月 3 日 シン首相、コングレス党集会に出席するため、アルナーチャル・プラデーシュ
州を訪問。（中国は強い不満を表明）

１0月１9日 小沢環境相が訪印、ラメーシュ環境森林大臣と会談。
１0月24日 鳩山首相はタイでのASEAN関連首脳会議の機会にシン首相と会談。

１0月27日 堂道駐印大使とクリシュナ財務省経済局長は、貨物専用鉄道建設計画（西回廊）
第 １ フェーズのエンジニアリング・サービス借款にかかる交換公文に署名。

１１月 4 日 パール判事子息のポロシャント・パール氏が死亡（83歳）。
１１月 9 日 訪日中のアントニー国防大臣が北澤防衛相と会談し、会談後共同プレス発表。
１１月24日 訪米中のシン首相がオバマ大統領との間で米印首脳会談を実施。

１2月27日 鳩山首相訪印（～ 29日）、シン首相との首脳会談後「日印戦略的グローバル・
パートナーショップの新たな段階」と題する共同声明を発表。

20１0 １ 月 2 日 インド外務省は、メルボルンのインド人留学生殺傷事件を強く非難するクリシ
ュナ外相の声明を発表。

１ 月 6 日 原口総務相とインド電気通信規制庁のシャルマー委員長がニューデリーで会談
し、電気通信分野の政策の協力に関する合意文書の署名。

１ 月１7日 ジョティ・ボシュ元西ベンガル州首相死去（享年95歳）。

2 月１5日
西ベンガル州ミドナプル県において展開中の治安部隊に対し極左武装勢力マオ
イストによる大規模な襲撃があり、20名以上の警察官が殺害され、武器、弾薬
等が奪われる。

2 月22日 アドヴァーニー BJP両院議員団長が野党連合・国民民主連盟（NDA）の議長
代行に選出される。

2 月24日 クリシュナ外相は、パキスタンの部族地域で発生したシク教徒の斬首事件を強
く非難する声明を国会で出す。

3 月 9 日 国会及び州議会の議席の 3 分の １ を女性に割り当てる憲法修正案（女性留保案）
が上院で可決される。

3 月１2日 プーチン露首相訪印。

3 月29日 堂道駐印大使とシール財務省経済局長は、総額2 ,１56億１,１00万円を限度とする
円借款に関する書簡の交換を実施。

4 月１１日 訪米中のシン首相がオバマ米大統領と印米首脳会談を実施。
4 月１3日 シン首相はワシントンで実施された核セキュリティー・サミットに出席。
4 月１6日 ブラジリアで第 2 回BRICs首脳会合が開催され、共同コミュニケを出す。

4 月30日
北澤防衛相がデリーでアントニー国防大臣と会談。直嶋経済産業相はアルワリ
ア計画委員会副委員長との間で日印エネルギー対話を行うと共に、シャルマー
商工大臣と会談。

5 月 6 日 ムンバイ特別法廷は、ムンバイ・テロ事件実行犯で唯一逮捕されたカサブ容疑
者に対し死刑の判決を言い渡す。

5 月１7日 国防省は、中距離弾道ミサイル「アグニⅡ」の試射に成功した旨発表。

5 月2１日 インド外務省は、韓国の哨戒艇「天安」の沈没事案に関し、沈没事案を非難す
る声明を出す。

5 月26日 パティール大統領は、 5 月3１日まで胡錦涛国家主席の招請により、国賓として
中国を訪問。

5 月28日 西ベンガル州西ミドナプル県ジャルグラム地区において、特急列車が脱線し、
少なくとも65名以上が死亡。マオイストによる犯行が疑われる。　　
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年 月　日 主な出来事
20１0 6 月 3 日 タタ・モーターズがグジャラート州に「ナノ」を生産する新たな工場を完成さ

せ、生産を開始。
訪米中のクリシュナ外相が、ワシントンでクリントン国務長官との間で第 １ 回
印米戦略的対話を実施。

6 月23日 タミルナードゥ州コインバトールで世界タミル語会議が開催される。
6 月28日 東京で第 １ 回日印原子力協定締結交渉が開催される（～ 29日）。

7 月 3 日 デリーのインディラ・ガンディー国際空港ターミナル 3 の開港式典が、シン首
相らが出席して実施される。

7 月 6 日
デリーで佐々江外務審議官、中江防衛事務次官、ラーオ印外務次官、クマ―ル
国防長官との間で、第 １ 回日印次官級「 2 ＋ 2 」対話が、また佐々江外務審議
官及びラーオ外務次官の間で日印外務次官級政務協議が実施される。

7 月１2日 インド宇宙研究機関（ISRO）は、インドの地球観測衛星「カルトサット 2 B」
と 4 基の小型衛星を載せたPSLVロケットC１5の打ち上げに成功した旨発表。

7 月１4日 シン首相により、ナクサライト浸透地域の州首相等を集めたナクサライト対策
会議がデリーで開始され、統一治安部隊の創設などが決定される。

8 月 5 日 ラダック地方で豪雨により大規模な洪水と土砂崩れが発生し、レー及びその周
辺で１50名以上が死亡し、200名以上が行方不明となる。

8 月2１日 岡田外務大臣が訪印（～ 22日）、クリシュナ外相との間で第 4 回日印外相間戦
略的対話を実施した他、シン首相を表敬。

8 月26日 ナーランダに国際大学を設立する構想である「ナーランダ大学法案」を下院が採決。

8 月27日 インド政府がデリーで在外公館長会議を開催し、１１9人の大使及び高等弁務官
が出席。

9 月 3 日 ソニア・ガンディー・コングレス党総裁が再任される。

9 月１0日 ヤムナ川の水位が危機水位に達したことを受け、デリー州政府は低地域に居住
する市民に対して至急緊急避難するよう警告を発する。

9 月20日 インドの与野党の国会議員から構成される印日議員フォーラム一行が訪日（～
25日）。民主党国会議員との意見交換を実施。

9 月30日

アラーハーバード高等裁判所は、アヨーディヤーのバーブリー・モスクの土地
所有権について、土地を 3 分割し、 3 分の １ をヒンドゥー教徒、 3 分の １ をイ
スラム教徒、 3 分の １ を「ニルモーヒー・アカーラー（ヒンドゥー教団）」に
それぞれ割り当てるとの判決を出す。

１0月 8 日 第 2 回日印原子力協定締結交渉がデリーで開催される（～ 9 日）。
１0月１9日 第 4 回日印経済戦略会議が東京で開催される。

１0月24日
シン首相が訪日（～ 26日）、「次なる１0年に向けた日印戦略的グローバル・パ
ートナーシップ」と題する共同声明を発表し、「日印包括的経済連携協定締結
に関する両首脳間共同声明」に署名する。

１１月１0日 アショーク・チャバン・マハーラーシュトラ州首相は、汚職容疑のため辞表を
出す。

１１月24日
ビハール州議会選挙の開票が行われ、ジャナタ・ダル統一派（JDU）とインド
人民党（BJP）の与党連合が全議席の 5 分の 4 を越す議席数を獲得する歴史的
圧勝に終わり、26日から第 2 次ニティーシュ・クマール州政権が誕生。

１2月 3 日

インド外務報道官は、北朝鮮による延坪島砲撃に関し、「この遺憾な出来事に
よって人命が失われたことに心を痛めている。（中略）インドは韓国が地域の
平和と安定を保つために示している成熟さ・ ・ ・ ・」と自制を評価する
旨発言。
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年 月　日 主な出来事

20１0 １2月 4 日 インド都市開発省と日本の国土交通省及びジェトロに共催で、日印都市交通セ
ミナーがデリーで開催される。

１2月１5日 中国の温家宝首相が訪印（～ １7日）、シン首相との間で首脳会談を実施。

１2月１7日 コルカタ市及びハウラ県にあるコルカタ大学下のカレッジで学生組織同士
（CPI-Mと草の根会議派傘下にある）が衝突し、少なくとも１0名が負傷する。

2011 １ 月１7日
西ベンガル州政府は、１月23日のスバ―シュ・チャンドラ・ボース生誕日を「愛
国記念日」として記念することを決定すると共に、バッターチャールヤ州首相
はシン連邦政府首相に対し、同日を全国レベルで記念するよう要請した。

１ 月25日
パティール大統領は、１月26日の第62回共和国記念日を前にテレビ演説を行い、
インド政府の国家目標の中で重要なのは、貧困撲滅、女性のエンパワーメント、
教育、保健である旨発言。

１ 月28日 日本を訪問中のインド国会議員親善訪問団が前原外務大臣を表敬訪問。

１ 月30日
インディアン・エクスプレス紙は、最も影響のあるインド人100人という記事
を掲載。カパディア最高裁長官が１位にランクされる一方、昨年１位だったラ
ーフル・ガンディー議員は 5 位に転落した。

2 月１5日「ヒンドゥー」紙は、インドと韓国の原子力協定の文言がセットされた旨報道。

2 月１6日 前原外務大臣と菅総理大臣との間で日印包括的経済連携協定への署名が行われ
た。

2 月１8日 タリー元BBCデリー支局長がインド人作家と共に、BBCヒンディー語短波放
送の廃止に反対する声明を発表する。

3 月１5日 福島第一原発の事故を受けて、インド原子力規制委員会は、インド国内すべて
の原子力発電所についての包括的な再評価を行う旨発表。

3 月１5日 インド保健家族福祉省は、福島第一原発の事故を受けて、日本からの輸入食品
に対して放射能検査を行う旨発表。

3 月１6日

在インド日本大使館で、東日本大震災に関する記帳の受付を開始。23日までの
間に、シン首相、クリシュナ外相、ラオ外務次官等邦人及び非邦人合わせて
295名が記帳に。インドからの東日本大震災のための支援物資である毛布 2 万
5 千枚のうちの第1陣が成田空港に到着。

4 月24日 サティヤ・サイババ氏が、アーンドラ・プラデーシュ州の病院で心不全のため
死亡。

5 月１2日 シン首相が 6 年ぶりにアフガニスタンを訪問し、カルザイ大統領と会談。
5 月１9日 日インド包括的経済連携協定が衆議院本会議で承認される。

5 月27日 グジャラート州政府は 500 エーカー超の土地をマルチ・スズキ社の工場建設に
割り当てることを決定。

6 月 １ 日
ホンダ・モーターサイクル・インディア社がラジャスタン州タブラカ工業地区
で 2 ヶ所目となる二輪車工場の開所式を開催し、村松同社社長の他、ゲヘロッ
ト・ラジャスタン首相、斎木駐印大使らが出席した。

6 月 6 日 デリーにおいて、第 5 回日・インド経済線戦略会議が開催される。（日本側）

6 月 8 日 西ベンガル州政府とゴルカランド運動を主導するゴルカ人民解放戦線が 2 日間
にわたる協議後、7 日に合意書に署名。

7 月 7 日 午後 7 時前後、ムンバイで約 １5 分の間に 3 ヶ所で連続爆弾テロ事件が発生し、
１8 人が死亡し １3１ 人が負傷。

7 月１4日 デリーの日本大使館公邸で、対日観光促進セミナーが開催される。

8 月 １ 日 日インド包括的経済連携協定が発効。デリーで、斎木駐インド大使とクッラー
商業次官の下、第 １ 回合同委員会が開催される。

8 月１6日 政府の汚職問題への対応に抗議しハンガーストライを実施しようとした社会活
動家のアンナ・ハザーレー氏が警察に拘束される。

9 月１8日 シッキム州でマグニチュード 6.8 の地震が発生。１１6 人が死亡。
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2011 9 月１9日
安倍元総理他超党派の国会議員が 9 月 １9 ～ 22 日にかけてインドを訪問。20
日には一般財団法人国家基本問題研究所とインド世界問題評議会の共催による
セミナーで安倍元総理が講演。

9 月23日 国連総会出席のためニューヨークを訪問中の野田総理大臣がシン首相と首脳会
談を実施。

１0月 4 日 １0 月 2 日～ 6 日にかけて、横路衆議院議長の招待でクマール下院議長が訪日。
4 日にクマール下院議長が野田総理を表敬訪問。

１１月 4 日 オリッサ州の州名がオディシャ州に変更される。

１１月１5日 ギラード豪首相がインドに対する原子力発電用途のウラン輸出禁止措置を撤廃
することを表明。

１2月28日 インドを訪問中の野田総理大臣はシン首相と会談。

20１2 １ 月１3日
西ベンガル州ハルディアにある三菱化学工場において、トリナムル会議派系の
労働組合が工場の操業を中止させ日本人 40 人を含む管理職員 １20 人以上を取
り囲む。

１ 月１3日 日本の国土交通省はデリーで高速鉄道セミナーを開催。

2 月１2日 タミル・ナードゥ州で東芝JSW工場の竣工式が行われ、ジャヤラリタ州首相他
同州閣僚25名をはじめ、約500名が参加。

2 月１4日
2002 年にグジャラート州で発生したグルバーグ・ソサエティ虐殺事件に関し、
モディ州首相他を起訴しうるほどの証拠は見つかっていないとの報告書が特別
調査チームよりアーメダバード地方裁判所に提出される。

2 月１5日 イタリア商船（石油タンカー）がケララ州沖のインド洋を航行中、乗船してい
たイタリア海兵がインド漁船に発砲しインド人乗員 2 名が死亡。

3 月１3日

公益財団法人日印協会は、日印国交樹立 60 周年行事として「日印交流の歴史
写真展」と「日印関係の回顧と展望」と題してのシンポジュームをニューデリー
のインド国際会館（IIC）において、IIC ならびに国際交流基金ニューデリー
事務所との共催で開催（～ １4 日まで。後日チェンナイでも開催）。

4 月 １ 日 サイラス・ミストリー氏がラタン・タタ前会長の後継者として、タタ・サンズ
社社長に就任する。

4 月30日 玄葉外務大臣がデリーを訪問し、クリシュナ外相との間で第 6 回外相間戦略及
び第 １ 回閣僚経済対話を実施。

5 月24日 経団連とインド工業連盟（CII）の共催による「日印ビジネス・サミット」が
東京で開催。

6 月 9 日 インド海軍軍艦 4 隻と海上自衛隊の護衛艦 2 隻及び航空機 2 機が、相模湾で戦
術運動訓練や捜索・救難訓練を内容とする、初の二国間共同訓練を実施。

7 月１8日

午後 7 時ごろ、ハリヤナ州マネサールに所在するマルチ・スズキ社工場におい
て、多数の労働者が事務所内に乱入し、管理者に対して暴行を加えると共に、
器物を損壊させるなどし、さらに事務所に放火し、死者 １ 名を含む約 90 名以
上が負傷し、46 名が病院に搬送された。

7 月23日
～ 27日

モディ・グジャラート州首相が、日本政府の招待で、同州ビジネス関係者と
共に訪日。岡田副総理、玄葉外務大臣、枝野経済産業大臣、羽田国土大臣等
への表敬を行い、日本と同州との関係強化等について意見交換を行った他、
JETRO 主催の同州投資セミナーに出席。また、浜松、名古屋、神戸及び大阪
を訪問した。

7 月25日 プラナブ・ムカルジー前財務大臣が第 １3 代大統領に就任。

8 月１3日
ヨーガ指導者のラームデ―ヴ師が数千人ともいわれる支援者と共に、会議派の
ブラックマネー及び汚職撲滅の戦いを呼びかけるデモ行進の途中で警察に身柄
を拘束。6 時間後に釈放される。
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20１2 9 月 9 日

インド宇宙研究機関（ISRO) が、午前 9 時 53 分に、アンドラ・プラデシュ
州にあるサティーシュ・ダワン宇宙センターにおいて、極軌道衛星ロケット

「PSLV － C2１」の打ち上げに成功した。同ロケットには、大阪工業大学が作
成した日本の小型人工衛星「プロイテレス １ 号機」も搭載されている。

9 月22日 西ベンガル州における全インド草の根会議派と会議派の間の連立関係が正式に
解消される。

１0月22日 著名な映画監督であるヤ―シュ・チョプラ氏が 80 歳で死亡。

１0月22日 東京において、第 2 回次官級「2 ＋ 2」対話が開催される。

１0月29日 デリーにおいて、日・米・印の高官が、5 時間に亘り海洋安全保障等について
協議を行う。

１１月１7日 シヴ・セーナー党の設立者のバール・タークレー氏が死去。

１１月１4日 野田総理が衆議院を １１ 月 １6 日に解散し、１2 月に総選挙を実施すると発言し
た後に、シン首相は訪日を延期すると決定する。

１１月30日 I.K.	グジュラール元首相死去。

１2月１１日 ラヴィシャンカル氏米国で死去。

20１3 １ 月23日 インド人民党（BJP）の総裁選で、前総裁のラージナート・シン下院議員が満
場一致で総裁に選出される（任期は 20１3 年～ 20１5 年）。

１ 月29日 デリーにおいて、第 １ 回日印海洋に関する対話が開催される。

2 月 １ 日

閣議において、女性に対する性犯罪の厳罰化のための刑法改正が承認された。
同法令は、3日、大統領が本件改正に合意し署名したので効力を有し、その後6ヶ
月以内の国会承認が必要となる。さっそく、ビハール州において、同改正に基
づき、4 歳の姪を暴行の上殺害したとして死刑判決の決定がなされた。

2 月20日 パンジャーブ州アムリトサルを訪問したキャメロン英首相が、英首相として初
めてジャリアンワーラーバーグを訪問し献花を行った。

3 月１9日 ドラビダ進歩連盟（DMK）が、統一進歩連合（UPA）政権からの離脱を発表する。

3 月25日 来日したクルシード・インド外相は岸田外務大臣と、第 7 回インド外相間戦略
対話を実施した。

4 月 １ 日 訪日したチダンバラム財務大臣は安倍総理大臣を表敬訪問。

4 月１5日 カシュミール・ラダック地方で、中国軍が、実効支配線からインド側に侵入した。

5 月27日
～ 30日

マンモハン・シン・インド首相は 27 日から 30 日まで訪日。首脳会談では、二
国間の海上共同訓練を定期的・より頻繁に実施する事、インドによる救難飛行
艇 US － 2 の導入に向け、合同作業部会を立ち上げること等につき一致した。
また、民生用原子力協定に関し、協定の早期妥結に向け交渉を加速させること
が確認された。更に、デリー～ムンバイ間産業大動脈構想やインドの高速鉄道
等、大型インフラ分野及びエネルギ―分野でも協力していくことを確認、特に、
高速鉄道については、ムンバイ～アーメダーバード間のルートを念頭に、共同
調査を行うことで一致。

6 月23日
「ヒンドスターン・タイムズ」は、対日世論調査について次のように報じた。
80％が日印関係を「大変良好」ないし「良好」と考えていること、および
95％が日本を信頼できる友人であると考えているとした。

7 月 4 日 安倍総理は、ウッタルカンド州洪水の被害者に哀悼の意を表すると共に、国際
赤十字・赤心月社を通じて、20 万米ドルの緊急無償資金協力を行う旨発表する。

7 月 7 日 ビハール州ボードガヤーのマハーボディ寺院において、簡易爆弾による連続爆
発が発生し、数名が負傷した。



163

年 月　日 主な出来事

20１3 8 月 6 日

インド連邦議会下院において、１945 年に原爆が投下された広島と長崎の犠牲
者への追悼が行われた。議事の冒頭、クマール下院議長が、追悼の言葉を述べ、
大量破壊兵器のない社会を構築する誓いを新たにし、インド下院は、核廃絶を
し、世界平和を確保する全ての取り組みに対し支援を差し伸べる旨を述べた。
同議長の発言後、インド下院は黙とうを行った。

8 月 9 日 初の国産原子力潜水艦「アリハトン」の動力源となる原子炉が臨界に達し、シ
ン首相は、原潜就役に向け大きな一歩と祝意を表した。

9 月 6 日
ロシアで行われた G20 サミットの際に、麻生副総理とシン首相は、現在の日
インド間の通貨スワップの取極における交換限度額を １50 億ドルから 500 億ド
ルに拡大することに合意。

9 月１3日
ラージナート・シン BJP 総裁は、同党理事会の決定により、モディ・グジャラー
ト州首相を同党次期首相候補に指名した旨、記者会見で発表した。一方、アドヴァ
―二―元 BJP 総裁は、シン総裁に書簡を送り、右決定に不満の意を表明した。

１0月１0日 ASEAN 関連首脳会議等に出席するためブルネイ・ダルラサラーム国のバンダ
ルスリプガワンを訪問中の安部総理は、マンモーハン・シン首相と懇談を行った。

１１月30日
～

１2月 6 日
天皇皇后両陛下は 6 日間にわたり、インドを国賓としてご訪問される。

１2月 8 日
4 日に実施されたデリー準州議会選挙の結果、選挙前に 43 議席を保有し、与
党であった会議派は 8 議席と惨敗、BJP が 23 議席から 3１ 議席と議席を増やし
与党となった。この他、これまで議席のなかった庶民党（AAP）が 28 議席得る。

１2月１9日
～ 22日

海上自衛隊とインド海軍は１9日から22日までの4日間に亘ってベンガル湾で、
インド海域においては初めてとなる共同訓練を行った。

20１4 １ 月25日
～ 27日

安倍総理はこの 3 日間の訪問中、インド共和国記念パレ―ドの主賓としてパ
レードに出席した後、ムカルジー大統領を表敬し、シン首相と会談を行った。
29 日付け「ヒンドゥー」紙においては、今次の安部総理大臣のインド訪問に
より、日インド関係は一層強固なものとなり、過去 4 年間で、二国間関係は劇
的に深化したと報じられた。

2 月１3日 パウエル駐印米大使が、グジャラート州において、モディ同州首相に会う。（そ
の後 3 月 3１ 日に、同大使はオバマ大統領に辞表を提出する）

2 月１5日
ケージュリーワール・デリー準州首相は、デリー州議会においてデリーオンズ
マン制度導入法案（ジャン・ロークパル法案）を提出できなかったことを理由
に辞職した。

3 月3１日

ニューデリーにおいて、八木毅駐印日本大使とクッラー・インド財務省経済局
局長との間で、デリー高速輸送システム建設計画（フェーズ 3）（第二期）、新・
再生可能エネルギー支援計画（フェーズ 2）等総額 2,5１9 億 6,600 万円を限度
とする円借款 5 件に関する書簡の交換がなされた。

4 月１5日
インド最高裁が、トランス・ジェンダーを第 3 の性（Third	Sex）として認識し、
これらの人々にも憲法上認められた権利が与えられるべきであるとの判決を下
した。

4 月22日 インドの IT	最大手のタタ・コンサルタンシ―・サービス（TCS）と三菱商事が、
傘下に置く 3 社を統合する形で、合弁会社を設立。

5 月１7日

インド下院総選挙の開票結果を選挙管理委員会が発表。全 543 議席の主要政党
別獲得議席は次の通り。
BJP	を中心とする旧 NDA（国民民主連合）陣営は 336 議席（顕著に議席を伸
ばしたのは、BJPの+１70で１82議席）。会議派を中心とするUPA（統一進歩連合）
陣営は 59 議席（著しく減らしたのは会議派で	－１55 の 44 議席。その他の政
党 １48（著しく伸びたのは全印アンナ・ドラヴィダ進歩連盟の +28 の 37 議席。
全印草の根会議派の＋ １5 の 34 議席。著しく減らしたのはジャナタ・ダル統一
派の－１7 の 2 議席。社会主議党の－１6 の 5 議席）。
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20１4 6 月 2 日
第 29 番目の州となるテランガナ州が成立する。新テランガナ州の州都はこれ
までのアンドラプラデシュ州の州都ハイデラバードであり、新アンドラプラデ
シュ州の州都はアマラヴァティとなる予定。

6 月24日
モディ政権が強力に推し進める周辺国との連結性強化の一手として、インド北
東部（インパール）とミャンマー（マンダレー）を結ぶバス路線の航開始を指
示した。

7 月 9 日 BJP 全国理事会が開催され、アミット・シャー同党全国幹事による新総裁への
就任が決定。

8 月3１日
～

9 月 3 日

モディ首相が公賓として日本（京都と東京）を訪問する。天候陛下に拝謁した
外、安倍総理と年次首脳会談を行い、共同声明「日インド特別戦略的グローバ
ル・パートナーシップのための東京宣言」を発出した。

9 月１7日
～ １9日

中国の習近平国家主席がインドを訪問、モディ首相と首脳会談を行い、共同声
明を発表した他、諸種の覚書にも署名した。

9 月27日
モディ首相、第 69 回国連総会で一般演説を行い、「国際ヨガの日」の制定を提
唱、国連は史上最速でこれを採決、翌年の 6 月 2１ 日から世界中で祝われるこ
とになる。

１0月 １ 日
～ 2 日

東京湾羽田沖にてインド沿岸警備隊の巡視船が海上保安庁の船艇との海賊対策
連携訓練を実施した。また、海上保安庁とインド沿岸警備隊による日印海上保
安機関長官級会合が 2 日に開かれた。

１0月 9 日 インド商工省は、日本からの投資を促進する窓口として「Japan	Plus」の設置
を発表した。

１１月 5 日 シン前首相は、日本政府から桐花大綬章を授与される。

１2月 2 日 与党 BJP は、2 日の議会役員会において、同党ヴァジパイ元首相の誕生日であ
る、１2 月 25 日を「Good	Governance	Day」とすることにした。

20１5 １ 月 9 日
～ １3日

高木経済産業副大臣はインドを訪問し、グジャラート州にて開催中のバイブラ
ント・グジャラート（投資誘致を目的とした同州主催イベント）に出席し、モ
ディ首相や州政府機関関係者と会談する。

１ 月１6日
～ １8日

インドを訪問中の岸田外務大臣は、モディ首相を表敬、スワラージ外相との間
で第 8 回日印外相間戦略対話を実施した。

１ 月25日
～ 27日

オバマ大統領は、米大統領としては初となるインドの共和国記念日行事の主賓
として、インドを訪問。

2 月１0日
デリー準州で投票が行われた準州議会選挙結果によると、全 70 議席の内、67
議席を庶民党（AAP）が占め、BJP はわずか 3 議席、会議派に至っては議席
ゼロという惨敗で、庶民党の圧勝に終わる。

3 月30日
～ 3１日

訪日したパリカル・インド国防大臣は安倍総理を表敬し、中谷防衛大臣と防衛
相会談を行い、3１ 日岸田外務大臣を表敬訪問した。

4 月 6 日 デリーにおいて、日・インド次官級「2 ＋ 2」対話が開催された。

4 月25日 ネパールを震源とする M7.8 の地震が発生し、インド国内でも、ネパールと国
境を接する書き売集で被害が出た（この時点で、死者 72 名、負傷者 296 名）。

5 月１4日
～ １6日 モディ首相、中国を訪問。

6 月 3 日
インド首相府は、町村信孝日印友好議員連盟の会長の死去に際して、故町村日
印友好議員連盟会長が日印関係の強化に多大な貢献をしたとし、ご家族にお悔
やみを申し上げる旨のメッセージを発表した。

6 月2１日
インド政府は、インド及び世界各地で国際ヨガ・デーのイベントを開催する。
但し、24 日に、全印ムスリム私法委員会（AIMPLB）は、モディ政権がヨガを「強
制」していることを「受け入れがたい」と批判している。

7 月 8 日 モディ首相は、習近平主席と印中首脳会談を実施し、印中国境問題等に関する
協議が行われた。
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年 月　日 主な出来事

20１5 7 月30日 １993 年ムンバイ・テロの主犯格で死刑を宣告されたヤクブ・メノンの死刑が
執行された。

8 月30日 モディ首相は、8 月末で期限切れとなる土地収用法改正に関する大統領令を再
交布しない意向を示す。

9 月20日 ネパールは新憲法を公布した。これを巡り、インド外務省は懸念を表明した。

9 月26日
モディ・インド首相が主催し、安倍総理、メルケル・ドイツ首相及びルセール・
ブラジル大統領が出席して安保理改革に関する G4 首脳会合がニューヨークに
おいて行われた。

9 月30日 ニューヨークにおいて、初の日米印外相会合が開催された。
１0月１4日

～ １9日
チェンナイ港及びベンガル湾南方にて日米印の海上共同訓練マラビールが実施
された。

１１月 4 日 国連人権理事会の普遍的・定期的レビューにて、インドがネパールの人権状況
を非難した。

１１月 8 日

ビハール州議会選挙（全 243 議席）の開票が行われ、民族ジャナタ・ダル（RJD）
が 80 議席、会議派が 27 議席を獲得したのに対して、BJP は 38 議席を減らし
てわずか 53 議席にとどまり、二ティーシュ・クマール前州首相の率いる大同
盟（GA）に完敗した。

１2月 4 日
ミシュラ首相府主席次官は、チャンドラ・ボースに関する首相府で保管するファ
イルをインド公文書館館長に引き渡し、ボースの誕生日の 20１6 年 １ 月 23 日に
公開する準備を整えた。

１2月１１日
～ １3日

安倍晋三首相がインドを訪問し、モディ首相との首脳会談の結果、「日印ヴィ
ジョン 2025　特別戦略的グローバル・パートナーシップインド太平洋地域と
世界の平和と繁栄のための協働」と題した共同声明を発した。

　＊この年表は、１947～2004は、辛島昇編『南アジア史』（山川出版社2004）より抜粋し、編集部が追加し
たもの。2005～20１5は、公益財団法人日印協会の機関誌『月刊インド』の「インドニュース」から抜粋、
一部、固有名詞の表記や文章の書き換えをしたものです。抜粋・転載の許可をくださった公益財団法人日
印協会のご好意に感謝します。
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資料

代 大統領 就任日 退任日

1 ラージェーンドラ・プラサード
Rajendra	Prasad 1950年1月26日 1962年5月13日

₂ サルヴパッリー・ラーダークリシュナン
Sarvepalli	Radhakrishnan	 1962年5月13日 1967年5月13日

₃ ザーキル・フセイン
Zakir	Hussein 1967年5月13日 1969年5月3日

ヴァラーハギリ・ヴェーンカタ・ギリ（代
理）
Varahagiri	Venkata	Giri

1969年5月3日 1969年7月20日

ムハンマド・ヒダーヤトゥッラー（代理）
Mohammad	Hidayatullah 1969年7月20日 1969年8月24日

₄ ヴァラーハギリ・ヴェーンカタ・ギリ
Varahagiri	Venkata	Giri 1969年8月24日 1974年8月24日

₅ ファフルッディーン・アリー・アフマド
Fakhruddin	Ali	Ahmed 1974年8月24日 1977年2月11日

バサッパ・ダーナッパ・ジャッティ（代理）
Basappa	Danappa	Jatti 1977年2月11日 1977年7月25日

₆ ニーラム・サンジーヴァ・レッディ
Neelam	Sanjiva	Reddy 1977年7月25日 1982年7月25日

₇ ギャーニー・ジャイル・シン
Giani	Zail	Singh 1982年7月25日 1987年7月25日

₈ ラーマスワーミ・ヴェーンカタラーマン
Ramaswamy	Venkataraman 1987年7月25日 1992年7月25日

₉ シャンカルダヤール・シャルマー
Shankar	Dayal	Sharma 1992年7月25日 1997年7月25日

10 コチェリル・ラーマン・ナラヤナン
Kocheril	Raman	Narayanan 1997年7月25日 2002年7月25日

11 アブドゥル・カラーム
Abdul	Kalam 2002年6月1日 2007年7月25日

12 プラティバー・パーティル
Pratibha	Devisingh	Patil 2007年7月25日 2012年7月25日

13 プラナブ・ムケルジー
Pranab	Mukherji 2012年7月25日 現　職

インドの歴代大統領

（Wikipediaより）
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首相名 就任日 退任日 所属政党

₁ ジャワハルラール・
ネルー 1947年８月15日 1964年５月27日 インド国民会議

2 グルザーリーラー
ル・ナンダー 1964年５月27日 1964年６月9日 インド国民会議

₃ ラール・バハードゥ
ル・シャーストリー 1964年６月9日 1966年１月11日 インド国民会議

₄ グルザーリーラー
ル・ナンダー 1966年１月11日 1966年１月24日 インド国民会議

₅ インディラ・ガンデ
ィー 1966年1月24日 1977年５月24日 インド国民会議

₆ モラルジー・デーサ
ーイー 1977年５月24日 1979年７月28日 ジャナタ党

₇ チョードリー・チャ
ラン・シン 1979年７月28日 1980年１月14日 ジャナタ党

₈ インディラ・ガンデ
ィー 1980年１月14日 1984年10月31日 インド国民会議

₉ ラジーヴ・ガンディ
ー 1984年10月31日 1989年12月２日 インド国民会議

10 ヴィシュワナート・
プラタープ・シン 1989年12月２日 1990年11月10日 ジャナタ・ダル

11 チャンドラ・シェー
カル 1990年11月10日 1991年６月21日 ジャナタ・ダル

12 ナラシンハ・ラーオ 1991年６月21日 1996年５月16日 インド国民会議

13 アタル・ビハーリー・
ヴァージペーイー 1996年５月16日 1996年６月１日 インド人民党

14 デーヴェー・ガウダ 1996年６月１日 1997年４月21日 ジャナタ・ダル

15 インドラ・クマー
ル・グジュラール 1997年４月21日 1998年５月19日 ジャナタ・ダル

16 アタル・ビハーリー・
ヴァージペーイー 1998年５月19日 2004年５月22日 インド人民党

17 マンモハン・シン 2004年５月22日 2014年5月26日 インド国民会議

18 ナレンドラ・モディ 2004年5月26日 現　職 インド人民党

インドの歴代首相

（Wikipediaより）
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資料

顧 問 黒澤　一晃 神戸松蔭女子学院大学名誉教授（元学長）
相馬　達雄 弁護士事務所所長・弁護士
矢野　道雄 京都産業大学名誉教授
Sandeep	Shah	　	 インドクラブ会長
Ram	Kalani インド商業会議所会頭
Johnny	Lalwani		 インディアン・ソーシャル・ソサエティ会長

会 長 溝上　富夫 大阪外国語大学名誉教授
副 会 長 永田　二朗 元兵庫県国際交流協会専務理事

德田　一彦 神戸ユネスコ協会副会長　
理 事 山田　芳信 NPO法人　神戸デザイン協会

三住　重雄 サードステーションジャパン代表
南波　亘子 元在大阪神戸インド総領事館
中崎　和代 北野国際センター所長
モガリ真奈美 マルガユニティー主宰

監 事 佐藤　典久 神戸北野天満神社宮司
井上　義雄 音羽電機工業㈱元部長

関西日印文化協会　役員名簿

公的機関　役員・所在地等
駐日インド大使館

〒 １02-0074　東京都千代田区九段南 2 丁目 2 -１１
電話 03-3262-239１～97　　Fax	03-3234-4866
E-mail:	embassy@indembassy-tokyo.gov.in
大使	Sujan	R.	Chinoy 閣下、主席公使 (DCM)	Mr.Amit	Kumar
秘書 / 通訳　中村修子氏　土屋徳子氏

在大阪・神戸インド総領事館
〒 54１-0056　大阪市中央区久太郎町 １ 丁目 9 -26 船場 IS ビル １0 階
電話 06-626１-7299　FAX	06-626１-702１	
	E-mail:	cgindia@gol.com
総領事	Shri	T.Armstrong	Changsan
領事	Dr.Vaibhav	Tandale,		Mr.	S.Rabbi,		Mr.B.K.Anand
副領事	Ms.Priya	Darshani	Bhanot
領事館補	Mrs.Renu	Girdhar,		Mr.L.Pangamte
日本人職員　通訳・武笠千春氏、商務担当・池之上桃子氏、
領事部・金井リザ氏、久保佳代子氏　

在日本印度商業会議所
〒 54１-0057 大阪市中央区北久太郎町 １ 丁目2 -１ 　オウセンティック船場ビル	702 号
電話 06-626１-１74１		FAX06-6264-１605
	E-mail:	info@icc-japan.org			URL:	http://icc-japan.org/
会頭	Mr.Ram	Kalani,	副会頭	Mr.Paramjit	Chadha,	
秘書	Mr.Tarminder	Singh,		会計 Mr.B.Panda　他各役員
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関西日印文化協会　会則

（名称および事務所）
第 １ 条　本会は『関西日印文化協会』と称し、事務所を神戸市内に置く。

（目的）
第 2 条　	本会は、日印両国の文化交流を図り、相互理解と友好親善に寄与する事を目的と

する。

（事業）
第 3 条　前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
　　　　　（ １ ）講演会、音楽会、舞踊会、セミナー等の開催。
　　　　　（ 2 ）会報、出版物の発行。
　　　　　（ 3 ）その他、本会の目的達成に必要な事業。

（会員）
第 4 条　	本会の主旨に賛同し入会を希望する個人・団体は会員 2 名以上の推薦と理事会の

承認により、本会の会員になることができる。

（役員）
第 5 条　本会に次の役員を置く。
　　　　　会長　　 １ 名
　　　　　副会長　 2 名
　　　　　理事　　 5 名以上
　　　　　監事　　 2 名
　　　　　 2 、理事、監事は総会において選出する。
　　　　　 3 、会長、副会長は、理事の互選により選任する。

（役員の任期）
第 6 条　 １ 、役員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。
　　　　 2 、補欠により就任した役員の任期は前任者の残存期間とする。

（役員の担当業務）
第 7 条　 １ 、会長は本会を代表し会務を統括する。
　　　　 2 、副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。
　　　　 3 、理事は、理事会を構成し、事業を執行する。
　　　　 4 、監事は、事業の執行状況並びに会計の監査をする。

（顧問）
第 8 条　会長は、理事会の推薦により、顧問を委嘱することができる。

平成26年 5 月30日
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（会議）
第 9 条　 １ 、会議は総会および理事会とする
　　　　 2 、総会及び理事会は、会長が招集し、会議の議長は会長が行なう。

（総会）
第１0条　 １ 、総会は定時総会と臨時総会とする。
　　　　 2 、	定時総会は、毎年 １ 回、 5 月に開催し、予算・決算、その他重要事項を審議

する。
　　　　 3 、	臨時総会は、会長が必要と認めた場合、又は、理事の 2 分の １ 以上から請求

があった場合に開催しなければならない。
　　　　 4 、	総会の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数の場合は、議長の決すると

ころによる。

（理事会）
第１１条　理事会は次の事項を審議する。
　　　　　（ １ ）総会に提出する議案。
　　　　　（ 2 ）総会の議決した事項の執行。
　　　　　（ 3 ）その他総会の議決を要しない会務の執行。
　　　　　理事会の開催及び議事は、第１0条第 3 項及び第 4 項の規定を準用する。

（会費）
第１2条　 １ 、本会の会費は、個人会員・年額5000円、団体会員・年額 １ 万円、
　　　　　　賛助会員・年額 3 万円とする。
　　　　 2 、本会の財源は会費のほか寄付金、事業収入、その他の収入をもって充てる。

（会計年度）
第１3条　本会の会計年度は、毎年 4 月 １ 日から翌年 3 月3１日までとする。

（事務局）
第１4条　 １ 、本会に事務局長及び書記を置き、会務を処理する。
　　　　 2 、事務局長は、理事の中から選任する。

（退会）
第１5条　	会員が次の各号の １ に該当するときは、理事会の決議により退会を認めることが

できる。
　　　　　（ １ ）退会の意思を表明した場合。
　　　　　（ 2 ）会費を １ 年以上滞納したとき。
　　　　　（ 3 ）本会の目的趣旨に反し、又は著しく信用を傷つける行為のあったとき。

（細則）
第１6条　この会の運営についての細則は、理事会の議を経て定める。　



BEST WISHES ON THE 70TH ANNIVERSARY OF INDIAN
INDEPENDENCE ＆ INDO-JAPAN　RELATIONS

DEEJAY SHOKAI LTD.
Sanko Bldg, No206 3-9, Minami-Honmachi 1-chome, 

Chuo-ku,Osaka 541-0054
Tel: 06-6264-0875 Fax:06-6264-0868
E-mail: djshokai@eagle.ocn.ne.jp
Textile Manufacturers, Exporters.



水・土　限定水・土　限定



WITH		BEST		WISHES

FROM

UNIVERSAL  PEARL  CORPORATION
(Pradip L. Jhaveri,  President)



EXPORTER OF PLASTIC,CHEMICAL & RUBBER PRODUCTS
SOLUDA LTD.

SOLUDA BLDG.1F,6-2-13 AZUMA-DORI,CHUO-KU,KOBE 
651-0076,JAPAN

TELEPHONE:078(261)3345  FAX:078(261)3323
E-MAIL:mrsoluda@yahoo.com

A Gateway to
Doing Business with Japan

Jupiter	International	Corporation	is	an	importer	and	a	distributor	of	famous	branded	
consumer	products	serving	major	retail	chain	stores	and	wholesalers	in	Asia.
株式会社ジュピターインターナショナルコーポレーション
神戸市中央区生田町2丁目2-25	ガーデンハウス1階
TEL：(078)222-3880		FAX：(078)222-3885　http://www.jupiter-int.co.jp/



おかげさまで平成27年10月
に10周年を迎えました

こどもに自信と喜びを！
株式会社　教栄社

TOTAL・EDUCATION
(学習塾・教材販売）

代表取締役　中塚全紀
〒671-1227	兵庫県姫路市網干区和久441-7		TEL079-273-1725　FAX079-273-4678



D . V . D .  L T D .
Office :	L.T.C.	Bldg.,	6F,	Suite	602,	4-1-8,	Isobe-dori,	Chuo-ku,	Kobe	651-0084
Tel :	（078）232－1920,	（078）232－1921
Fax :	（078）232－1925
E-mail :	dvd@dvdnet.co.jp	
Business	Line :	Japan-India	Business

VK IMPEX LIMITED
Office :	Sanomiya	Venture	Bldg.,	8th	Floor,	Roon	No.	811,

	1-23,	Hamabe-dori	4-Chome,	Chuo-ku,	Kobe,		651-0083
Office	Tel. :	(078)222-6731(Direct)	　　	(078)222-4351/2
P.O.	Box :	Port	P.O.Box	171,	Kobe	651-0191
Fax :	(078)222-5125
Mobile	Phone :	090-8986-9626	Mr.	Vishnu	Motowani				090-1446-1250	Mr.	Kishore	Motowani	
Business	Line :	Export	of	Electronics,	Sundries	&	Textiles
Motowani	V. 	　　　　　-Director 																							Res.tel							(078)882-7529
Motowani	K. 	　　　　　-Director 																										〃										(078)882-7241



JANKI (JAPAN) LTD.
Office :	Maya		Bldg.	No.	2,	4th	Floor	2-5,	Minami-Honmachi	1-chome,	Chuo-ku,	Osaka	541-0054
Office	Tel. :	(06)6264-3050/1
P.O.	Box :	Higashi	664,	Osaka	540-8697
Fax :	(06)6264-4440
Mobile	Phone :	090-1131-0675	(B.K.	Goenka)				090-1904-4177	(V.K.	Goenka)
E-mail :	jankijpn@gol.com Home	Page		:	http://www2.gol.com/users/jankijpn
Business	Line :	Exporter	of	Textiles,	Machines,	Compressors	and	Parts,	Generators,	Earth	Moving	

	 Equipments,	Electronic	Goods,	Photographic	&	X-Ray	Goods,	Medical	Items,	Health
		Care	Equipments	and	Sundry	Goods

B.K.	Goenka.
		V.K.	Goenka

	　　　　-Managing	Director
	　　　　-Director

																							Res.tel.							(078)242-2082
																										〃						 				(078)242-2082

神戸東亜特機株式会社
放送設備・監視カメラシステム

Tel：078-576-4400





相　馬　達　雄
( 弁護士、 前大阪経済法科大学教授 )

－ 事務所 －
〒530－0047 大阪市北区天満 4－7－1、北ビル 1 号館 4Ｆ
  電話　06－6365－0601 〜 3

－ 自  宅 －
〒662－0813 兵庫県西宮市上甲東園１－１６－２０

 電話　0798－51 －3934



Indian Bar & Restaurant
インド料理　バール＆レストラン
TEL.078-271-1181
www.kobecurry.com

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通3‒12‒13

神戸　トアロード

トアギャラリー

展覧会の作品はホームページでご覧いただけます
トアギャラリーで検索　か　http://tor-gallery.com
事務所　TEL.078-242-2259

寺 井 放 光 堂
神戸市中央区三宮町 1 丁目
センタープラザ 2 階
☎０７８−３３１−０８１７

日本画材料

南インド古典舞踊グループ

マルガ ユニティー

主宰　　モガリ真奈美

Marga Uniy

 ◎新大阪・宝塚・三宮にてレッスンクラス開設
 ◎イベント出演、講師などの依頼 承ります。

川瀬絵画教室
指導者：川瀬陽子
教　室：神戸市東灘区本山中町 4-10-10
Tel/Fax：（078）-452-4033
ＵＲＬ　http://www7b.biglobe.ne.jp/~yokokaiga/

絵画、工作、水彩画、日本画、インド細密画、
鉛筆デッサン等、幼児から大人までどな
たでもご希望に合わせてご指導します。

http://manami-f.com
E-mail  marga-m@nifty.com

 TEL. 09085354130



インド共和国独立第70回記念特集号　広告賛助協賛一覧

IMPACT	INTERNATIONAL
株式会社ビーエス観光
DEEJAY	SHOKAI	LTD.
神戸スパイス
エアインディア	
インドクラブ神戸
川瀬絵画教室
寺井放光堂
トアギャラリー
IMPERIAL	SOLUTIONS
UNIVERSAL PEARL	CORPORATION
SOLUDA	LTD.
インドレストラン　ミラ
西脇　成田山
JUPITER	INTERNATIONAL	CORPORATION
石濱シタール教室
兵庫県立芸術文化センター
株式会社　教栄社	
D.V.D.	LTD.
VK	IMPEX	LIMITED
JANKI	(JAPAN)	LTD.
SHERWOOD	&	TIFFANY(JAPAN)	LTD.	
音羽電機工業株式会社
神戸国際観光コンベンション協会	
兵庫県立美術館	
マルガユニティー	
神戸地下街株式会社	
公益財団法人　神戸市民文化振興財団演奏部
株式会社　神戸ポートビアホテル
神戸東亜特機株式会社
相馬達雄
ガネーシャガル

（順不同）

溝上　富夫
溝上　淑子
德田　一彦
山田　芳信
モガリ真奈美
三住　重雄
中崎　和代
三上　敦史
辻　　恵子
小原　純子
芦田賀津美
芝　　　長
土佐　哲也
相馬　達雄
常磐　勝範
長尾　五幸
西　　重親
遠井　朗子
遠井　方子
南波　亘子
南波　孝子
加門　得勇
浄　福　寺
Vijay	Pathela

（順不同）

広　告 賛　助



編集後記

日 印 文 化
インド共和国独立第70回記念特集号

発　行　日　2016（平成28）年１2月 １ 日［Kansainichiinⓒ2016.all	rights	reserved］
編集発行人　溝上富夫
発　行　所　関西日印文化協会	〒650-0002　神戸市中央区北野町 3 丁目１2　電話078-22１-2１39
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北野国際センター内　
制 作 協 力　株式会社　兵庫ジャーナル社　電話078-333-7560	

※本出版物は、公益財団法人兵庫県国
際交流協会より、平成 28 年度国際交
流事業助成金（兵国協第 1 号）の交
付を受けたものであることを記し、
ここに感謝の意を表明いたします。

＊	本誌に掲載致します論文・エッセー等は、寄稿者のご見解・ご意見であり、
当協会の見解を反映するものではありませんので、念のため申し添えます。

　 5 年に一度の刊行が会の慣例になっ
ているので、20１１年以来 5 年ぶりの「日
印文化特集号」刊行にともかくもこぎ
つけることができて、ほっとしました。
　目まぐるしく変わるインド情勢・活
発化する日印の文化交流の現実をみる
と 5 年に一度というのはいかにも少な
く、できれば毎年出版が望ましいでし
ょう。また講演会も毎月 １ 回はやりた
いものです。しかし、あることを成就
するのに必要な 3 つの要素をヒンディ
ー語の語呂合わせで、タン（体）・マン

（心）・ダン（財）といいますが、このう
ちマン（意志力）　はあっても、タン（体
力）とダン（財力）を欠いてはいかん
ともしかたのない面があります。
　本会が１958年に京都大学文学部を本
部として発足した頃のインドをとりま
く日本の環境と現在の事情とは全く異
なっています。当時は本会が関西では
ほとんど唯一の民間の文化交流機関で
もあり、研究機関でもありました。人
文科学に偏ってはいたものの、専門の
研究者を多数会員に擁していました。
不十分ながらもインド情勢の断片的情

報も伝えておりました。　　
　しかし今はインドと文化交流や友好
を目的とする団体は数多くあり（とく
に「山陰インド会」の活発な活動には
目を見張るものがあります。組織の豪
華メンバーもかつての本会を彷彿させ
るものです）、大学にはインド関係の
充実した講座があり、頻繁に研究会が
行われていて公開もされています。イ
ンターネットで簡単にインド情報が得
られるし、インドへ行くのも容易にな
りました。こうした環境の中で「独自
の」活動をするのは非常に難しいこと
で、本会だけの出番が相対的に少なく
なったのも当然でしょう。
　それでも私たちなりに、これまで通
り等身大の活動を続けてまいりたいと
思います。今号にはじめて掲載した高
校生と大学の学部生のエッセイは感動
を呼び好評を博すのではないでしょう
か。なんといっても、日印関係の将来
は若者達の双肩にかかっていますから。
皆様方からのご批評をお待ちします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　溝上富夫

訃報　	本会顧問　森本達雄氏（名城
大学名誉教授）は今年11月6
日永眠されました。心よりご
冥福をお祈りいたします。



さんちか名店会　神戸市中央区三宮町1-10-1 ☎078（391）3965
営業時間/AM10:00～PM8:00（飲食店はPM9：00オーダーストップ）  定休日/第3水曜日

山と海に囲まれた港町、「神戸」
“KOBE”is a port town surrounded by ocean and mountains.

日本新三大夜景に認定された「１０００万ドルの夜景」、

Certified as Japan’s new top three night view, “10 million dollar night view” 

日本最古の名泉「有馬温泉」、日本一の酒どころ「灘五郷」、神戸ビーフ、神戸スイーツ・・・。

Japan’s oldest hot spring, “Arima Hot Spring”,Japan’s finest sake, “Nada Sake,” Kobe Beef, Kobe Sweets…etc.

神戸へのご旅行前には神戸公式観光サイト「Feel KOBE +」をチェックしてからお出掛けください！
Please check our official KOBE tourism website “Feel KOBE+” before travelling to Kobe! 

神戸公式観光サイト「Feel KOBE +」⇒http://plus.feel-kobe.jp/
Kobe official tourism website “Feel KOBE +”

Feel KOBE観光推進協議会 Feel Kobe Tourism Promotion Council
事務局：一般財団法人神戸国際観光コンベンション協会

Bureau: Kobe Convention & Visitors Association (TEL: +81-78-303-1188)




